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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。



また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。








本文中に「（数字）」が付されている箇所は、各節末に該当する注釈があります。「註」ご参照ください。











凡例





一　角川文庫旧版『奥の細道』（潁原退蔵・能勢朝次訳注、尾形仂解説）は、昭和二十七年に初版刊行以来三十数版を重ね、また、その新訂版（潁原退蔵・尾形仂訳注）も昭和四十二年初版刊行以来、五十数版を重ねて多くの読者に親しまれてきたが、今回、平成八年の野や坡ば本の出現以来急速な進展をとげた研究の成果を織り込んで大幅な補訂を加え、版も新たに組み改めて、新版として世に送ることとした。

二　新版の内容は、『おくのほそ道』本文ならびに脚注、本文評釈、発句評釈の三部より成り、これに付録として曾良『随行日記』（仮題）・歌枕解説索引・語句索引・発句索引、旅程図を添えた。

三　本文は、芭蕉の二百五十回忌にあたる昭和十八年に故潁原退蔵博士がその存在を確認し、昭和二十三年に解説を付して靖文社より複製刊行した素龍浄書『おくのほそ道』原本（西村本。敦賀市西村家蔵）を底本とした。これは芭蕉が元禄七年に素龍に浄書を託し、みずから題だい簽せんの文字をしたため、最後の旅の頭ず陀だの中に携えて行った書物である。

四　本文の校訂については、原本の姿を正確に伝えるとともに、一般の人々に親しみやすい形にするため、次のような考慮を払った。





[image: ]　内容の把握に便利なように、適宜章段を切り、各章段に見出しを設けて、これをゴチック活字で示した。

[image: ]　底本には句読点・濁点・ふりがな等がいっさい付いていないので、新たにこれらを補い、かつ、会話・引用・心中思惟等には「　」を施した。ただし、「　」は、地の文と切りはなしがたいものについては、省略した場合もある。

[image: ]　明らかに表記の誤りと認められるもの、ならびに漢字のあて字・異体字、送りがな・かなづかいなどの歴史的かなづかいと異なるものなどは、標準的な書きかたに改め、また、読解に不便な漢字・かな・おどり字等も適宜あて替えを行って、できるだけ教科書表記に近づけた。なお、当時動詞活用のハヤワ三行は混乱していたが、これらも適宜教科書文法による標準形に改めた。

　　また、芭蕉自筆稿本である野坡本（野）、その忠実な写しに芭蕉が推敲の筆を加えたと推定される曾そ良ら本（曾）、底本とは別に素龍の筆写した柿かき衛もり本（柿）に照らし、明らかに底本の誤記と認められる個所については、本文を改めた。

[image: ]　その際、もとの底本の形は［　］に入れて行間に示し、行間にスペースのない場合は＊印を付して脚注欄に示した。また、底本にない文字を補った場合は、その文字の右に・印を付して区別した。したがって、・印の文字を省き、行間の［　］内の文字をたどれば、もとの底本の形に復原できることになる。

[image: ]　ただし、次のごとき字体は、底本における使用がおおむね一定しているので、[image: ]印のごとく機械的に現行字体に統一した。






[image: ][image: ]々　嶋[image: ]島　峯[image: ]峰　霄[image: ]宵　[image: ][image: ]節　哥[image: ]歌　舩[image: ]船　[image: ][image: ]潟　[image: ][image: ]最　簑[image: ]蓑　劒[image: ]剣　礒[image: ]磯　誹[image: ]俳　[image: ][image: ]蘇　寐[image: ]寝




五　脚注欄には、ふりがなで示した本文の読みかたの根拠や、語句の解釈・典拠等を重点的に掲げた。後者については、引用の直接の典拠のほか、その語のイメージとかかわりがあると推定されるものも、できるだけ掲出することに努めた。なお、読みかたの決定や、芭蕉の推敲過程をうかがう上の重要資料として、野坡本（野）曾良本（曾）柿衛本（柿）を対校にそなえた。

六　本文評釈は、本文の章段に対応して章段を切り、各章段ごとに現代語訳・評解を施した。現代語訳は、できるだけ原文に即しながら、原文のおもむきを伝えることに留意したが、原文の含蓄を敷ふ衍えんするために多少の字句を補った部分もある。また、評解では、曾良の『随行日記』の伝える実際の旅の足どりを追いながら、芭蕉が事実を文芸へ昇華させてゆく過程や、『おくのほそ道』が俳文紀行として持っている俳諧性などを明らかにすることに意を用いた。

七　発句評釈は、もと『俳句研究』誌上で試みられた「奥の細道の綜合的研究」のうち、潁原博士担当の「奥の細道俳句研究」の稿にもとづく。これは昭和十年五月より昭和十二年三月にかけ、十六回にわたって連載されたものである。見出し句の下欄およびその左に掲げた出典・句形・詞書等の異同に関する注記は、今回新たに補ったもので、注記中の引用文の表記はおおむね本文の表記法に準拠したが、スペースの関係で、本文ほど厳密なあて替えは行わず、多くをふりがなにゆだねた。ただし、潁原博士の評釈中の引用文の表記は、読みやすさを旨として、右の方針とはかかわらない。なお、その後の研究によって資料的に改められなければならぬ部分については、行文中に（　）に入れ、もしくは各項の末尾に〔補〕として、若干の補訂を加えた。本文評釈の中で筆者の施した発句の解は、潁原博士の評釈と一致しない部分もあるが、発句の評釈は評者により幾通りもあってさしつかえないであろう。

八　付録については、それぞれの凡例を参照されたい。

　　本書を成すについては、スペースの関係からいちいち名をあげることはできなかったが、多くの先学の研究に多大の学恩を仰いだ。また、直接本書の刊行を担当された角川書店飛鳥企画の土屋幸子さんには、校正その他多大の尽力にあずかった。ともにしるして心から深謝申しあげる。






　　　平成十五年三月
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おくのほそ道





発　端　



　一月つき日ひは百はく代たいの過くわ客かくにして、行きかふ年もまた［又］旅人なり［也］。二舟の上に生しやう涯がいを浮［う］かべ、馬の口とらへ［え］て老いを迎［むか］ふる者［物］は、日々旅にして、旅を栖すみかとす。三古人も多く旅に死せるあり。予も、いづれの年よりか、四片へん雲うんの風に誘［さそ］はれて、漂泊の思ひやまず、五海かい浜ひんにさすらへ六て、七去こ年ぞの秋、八江かう上しやうの破は屋をくに九蜘く蛛も（＊）の古巣を払［はら］ひて、やや［ゝ］年も暮れ、春立てる霞かすみの空に、一〇白河［川］の関越［こ］えんと、一一そぞ［ゞ］ろ神がみのもの［物］につきて心を狂［くる］はせ、一二道だう祖そ神じんの招［まね］きにあひて取るもの手につかず、股引［もゝ］ひきの破れをつづ［ゞ］り、笠かさの緒を付けかへ［え］て、一三三里に灸きうすう［ゆ］るより、一四松島の月まづ［先］一五心にかか［ゝ］りて、住めるかた［方］は人に譲り、一六杉さん風ぷうが一七別べつ墅しよに移るに、


草の戸も住み替はる代ぞ雛［ひな］の家



一八表おもて八は句ちく（＊）を庵あんの一九柱に掛け［懸］置く。






一　李白、春夜宴スル[image: ]桃李園ニ[image: ]序「夫レ天地ハ者万物ノ之逆旅ナリ、光陰者ハ百代ノ之過客ナリ、而シテ浮生ハ若シ[image: ]夢ノ」（古文真宝後集）。逆げき旅りよは宿屋、光陰は歳月、過客は旅人の意。「百代」は『古文真宝』古板本に従い、漢音で読む。

二　船頭・馬方の境涯をいう。

三　芭蕉の敬慕した李白・杜甫・西行・宗祇ら詩歌の道の先人。みな旅の途上に没した。

四　ちぎれ雲。

五　遠い陸地の果ての海のほとり。

六　（野･曾）により補う。

七　貞享五（元禄元）年八月。更さら科しなの旅から江戸に帰った。

八　隅田川のほとりのあばらや。深川の芭蕉庵をさす。

九　底本「蜘」の一字のみ。

一〇　奥州の入り口に当たる歌枕。能因「都をば霞とともに立ちしかど秋風ぞ吹く白河の関」（後拾遺集、羇旅）。

一一　えたいの知れぬ神。古人の詩魂。

一二　道路の安全を守る路傍の神。

一三　膝関節下の外側のくぼみ。ここに灸をすえると体が丈夫になる。

一四　奥州随一の景勝として知られた歌枕。月をよんだ歌も多い。

一五　（曾）「心もとなし」を改める。

一六　（一六四七─一七三二）杉山氏。通称、鯉屋市兵衛。日本橋小田原町住。幕府出入りの魚商で、最古参の門人。



一七　下屋敷。芭蕉庵の近傍、深川六間堀にあった採荼庵（サイタアン）。


一八　底本「面八句」。百韻連句（四枚懐紙に書く）の第一葉の表に当たる発句以下の八句。

一九　留別の記念として。懐紙の一端を綴じ柱にかけるのは当時の慣例。









旅立ち　



　一〇弥生やよひも末の七日、あけ［明］ぼのの［ゝ］空一一朧ろう々として、一二月は有あり明あけ（＊）にて光を［お］さまれるもの［物］から、富士［不二］の峰幽かすかに見［み］えて、上野・谷や中なかの花の梢こずゑ、一三また［又］いつかはと心細［ぼそ］し。むつまじき限［かぎ］りは宵よひよりつどひて、舟に乗りて送る。一四千せん住ぢゆ（＊）といふ［云］所にて船を上［あ］がれば、一五前せん途ど三千里の思［おも］ひ胸にふさがりて、一六幻まぼろしの巷［ちまた］に離別の涙［泪］を一七そそ［ゝ］ぐ。

　　行く春や鳥啼なき魚うをの目は涙［泪］

これ［是］を一八矢や立たての初めとして、行く道なほ［を進すゝ］まず。人々は途中に立ち並［なら］びて、後うしろ影［かげ］の見［み］ゆるまで［迄］はと、見送るなるべし。






一〇　陰暦三月二十七日。（曾）下に「元禄二とせにや」を抹消。

一一　長嘯子、山家記「ろうろうと霞みわたれる山の遠近、（中略）あけぼのの空はいたく霞みて、有明の月少し残れるほど」（挙白集）。

一二　底本「在明」。『源氏物語』帚木「月は有明にて光をさまれるものから、影さやかに見えて、なかなかをかしきあけぼのなり」。



一三　西行「かしこまる幣（シデ）に涙のかかるかなまたいつかはと思ふ心に」（山家集・撰集抄）。


一四　底本「千じゆ」。日光街道の第一次の宿駅。深川から舟路約十キロ。

一五　「李陵が胡に入りし三千里の道の思ひ」（東関紀行）など。前途は節用集にセンド。

一六　幻のごとくはかない現世。

一七　古くはソソク。当時ススグとの混同からソソグと読まれていた。

一八　旅行記のつけ初め。矢立は、綿に墨汁を含ませた墨壺に筆入れの筒のついた携帯用の筆記具。









草　加　



　一九ことし、元げん禄ろく二ふた年［とせ］にや、二〇奥羽長途の行あん脚ぎやただ［只］かりそめに二一思ひ立［た］ちて、二二呉ご天てんに白髪の憾［恨］みを重かさぬといへども［共］、耳に触［ふ］れていまだ目［め］に見ぬ境［さかひ］、もし［若］生きて帰らばと、定めなき頼たのみの末をかけ、その［其］日やうやう［漸二三草早］加といふ［云］宿しゆくにたどり着きにけり。瘦そう骨こつの肩にかか［ゝ］れる物、まづ［先苦しくる］む。ただ［只］身すがらにと二四出いで立ちはべる［侍］を、二五紙かみ子こ（＊）二六一いち衣えは二七夜よるの防ぎ、浴衣［ゆかた］・雨具・二八墨すみ・筆ふでのたぐひ、あるは二九さりがたき餞はなむけなどしたるは、さすがにうち［打］捨てがたくて、三〇路頭［路次］の煩わづらひとなれるこそ三一わりなけれ。





一九　（曾）「此たび奥羽長途の行脚」を改める。元禄二年は一六八九年。「にや」は詠嘆的朧化表現。

二〇　陸奥（ミチノク）・出羽の略。磐城・岩代・陸前・陸中・陸奥・羽前・羽後の七国。

二一　出かけようと発足して。思いついて、の意ではない。


二二　李洞、送ル[image: ]三蔵ノ帰ルヲ[image: ]西域ニ[image: ]「五天ニ到ラン日応シ[image: ]頭白カル[image: ]」（三体詩）、閩ノ僧可士送ル[image: ]僧ヲ詩「笠ハ重シ呉天ノ雪」（詩人玉屑・禅林句集）。五天は五天竺（インド）、呉天は呉（中国江蘇省の大江以南の地）の空。両詩句を合わせ取り、遠境の旅の苦労を言ったもの。

二三　現在の埼玉県草加市。日光街道第二次の宿駅。

二四　旅装を調えたのに。「はべる」は文調を調えるための雅語的表現。

二五　底本「帋子」。渋紙製の防寒着。



二六　三衣（サンネ）一鉢の語により、自身を道心僧に擬して言ったもの。


二七　当時の旅宿は寝具を貸さなかった。

二八　（曾）「墨・筆」と朱点がある。『笈の小文』にも「硯・筆・かみ」。

二九　辞退しきれぬ。

三〇　道中の荷厄介。（野）により改める。

三一　何ともやむをえない。









室の八島　



　五室むろの八や島しまに六詣けいす。七同どう行ぎやう曾そ良らがいはく［曰］、「この［此］神は八木この花咲耶［さくや］姫びめの神と申まうして、九富士一体［躰なり也］。無う戸つ室むろに入いりて一〇焼きたま［給］ふ、誓［ちか］ひの御［み］中なかに、一一火ほ々ほ出で見みの尊［みこと］生まれたま［給］ひしより、室の八島と申まうす。また［又］一二煙けぶりをよみ［読ならは習］しはべる［侍］も、このいは［謂れなり也］。はた［将］、一三このしろといふ魚うをを禁ず」。縁起［記］の旨、世に伝ふこと［事］もはべり［侍］し。





五　今の栃木市惣社町の大神（オオミワ）神社。室八島明神とも。天和二年（一六八二）再建。歌枕室の八島の遺跡と伝える。

六　（野･曾）「詣ス」と音読する。

七　（一六四九─一七一〇）本名、岩波庄右衛門正字（マサタカ）。通称、河合惣五郎。信州上諏訪の人。伊勢長島藩を致仕して東下、吉川惟足（コレタル）に神道、芭蕉に俳諧を学ぶ。同行は同じ道の修業者。

八　大山祇（オオヤマズミノ）神の娘。天孫瓊瓊杵尊（ニニギノミコト）の妃。

九　今の富士宮市にある富士山本宮浅間（センゲン）神社。


一〇　（柿）「やき給ふ」。『日本書紀』に、天孫に一夜に懐妊したことを疑われ、真実天孫の子ならば火にも焼けじと誓って、戸のない室に火を放ち、その中で産をしたと見える。

一一　山幸彦。天孫の第二子。

一二　『連珠合璧集』に「煙とあらば（中略）室の八島」。



一三　つなし。子の代（シロ）に付会した説話（下野風土記）や、神の魚として食用を禁ずる習俗がある（本朝食鑑）。







日　光　



　一四三み十そ日か（＊）、日光山の一五麓ふもと（＊）に泊まる。あるじのいひ［云］けるやう、「わが［我］名を仏ほとけ五ご左ざ衛ゑ門もんといふ［云］。よろづ［万］一六正直を旨とするゆゑ［故］に、人かくは申しはべる［侍］まま［ゝ］、一七一いち夜やの一八草の枕まくらもうち［打］解けて休みたま［給］へ」といふ［云］。いかなる仏の一九濁ぢよく世せ塵ぢん土ど（＊）に二〇示じ現げんして、かか［ゝ］る二一桑さう門もんの乞こつ食じき巡［順］礼ごときの人を助［たす］けたま［給］ふにやと、あるじのなすこと［事］に心をとど［ゞ］めて見［み］るに、ただ［唯］無智無分別にして、正直偏固の者なり［也］。二二剛がう毅き木ぼく訥とつの仁に近きたぐひ、二三気き稟ひんの清質もつとも［尤］尊ぶべし。

　卯う月づき朔つい日たち、二四御お山やまに詣拝す。往その昔かみ、この［此］御山を「二五二ふた荒ら山さん」と書きしを、二六空海大師開基の時、「二七日光」と改めたま［給］ふ。千せん歳ざい未来を悟［さと］りたま［給］ふにや、今二八この［此］御み光ひかり一天に二九かか［ゝ］やきて、恩おん沢たく三〇八はつ荒くわうにあふれ、四民安あん堵どの栖すみか穏やかなり。なほ［猶］憚はばかり多くて、筆をさし置きぬ。

　　あらたふ［う］と青葉若葉の日の光

　三一黒髪山は、霞かすみかか［ゝ］りて、雪いまだ白し。


剃そり捨てて黒髪山に衣ころも更がへ　　　曾そ良ら



　曾良は、河合かはひ氏にして、惣そう五ご郎らうといへ［云］り。三二芭蕉の下した葉ばに軒を並［なら］べて、予が三三薪しん水すいの労を助［たす］く。このたび、松島［しま］・三四象きさ潟がたの眺ながめとも［共］にせんこと［事］を喜び［悦］、かつ［且］は三五羇き旅りよ（＊）の難をいたはらんと、三六旅立つ暁あかつき、髪を剃そりて、三七墨すみ染ぞめにさまを変へ［かえ］、惣五を改めて宗そう悟ごとす。よつ［仍］て黒髪［墨］山の句あり［有］。「衣更」の二字、三八力ありて聞［き］こゆ。

　三九二十［廿］余町山［丁］を登つて、滝あり［有］。四〇岩がん洞とうの頂いただきより四一飛流して百はく尺せき、千岩の四二碧へき潭たんに落ちたり。岩がん窟くつに身をひそめ入りて滝の裏より見［み］れば、裏見［うらみ］の滝と申まうし伝へ［え］はべ［侍］るなり［也］。


しばらく［暫時］は滝にこ［籠］もるや夏げの初はじめ








一四　底本「卅日」。晦日の意。

一五　底本「梺」。上鉢石町。

一六　正直は神道による基本的庶民倫理。

一七　謡曲その他によれば、イチヤ。

一八　旅寝。

一九　濁り塵にけがれたこの現世。「塵土」は、底本「薼土」。

二〇　仏が衆生済度のため、浄土から現世に種々の身を現すこと。「げにや安楽世界より、今この娑婆に示現して」（謡曲『田村』）。

二一　僧。自身を能の脇僧に擬したもの。



二二　『論語』子路第十三「子曰ク、剛毅木訥、近シ[image: ]仁ニ」。

二三　天から稟（ウ）けた清らかな資質。

二四　日光山。山岳信仰による呼び名。

二五　観音の浄土補陀洛山（フタラセン）に比したもの。


二六　開山は実は勝道上人。ただし、空海は勝道の碑文撰述のため山内を歴遊、『滝尾草創建立記』に「夫レ滝尾者ハ（中略）空海僧都ノ建立也」と見える。

二七　二荒を音読し日光の字を当てたもの。『滝尾草創建立記』に「（空海）到リテ[image: ]彼ノ崛穴ニ[image: ]辟除結界シテ改メテ名ヅクト[image: ]日光ト[image: ]」。

二八　東照宮の威光。「光」は日光の縁語。

二九　当時の辞書類にすべて清音。「天」「輝く」は、光の縁語。

三〇　東西南北の四方と、その間の四隅。

三一　日光山の主峰男体山。歌枕。黒と白との対比から雪をよんだ歌が多い。

三二　深川の芭蕉庵に植えられた芭蕉の葉。芭蕉庵の近隣に住んだことを言ったもの。

三三　炊事の苦労をいう成句。

三四　松島と並ぶ景勝として知られた歌枕。キサカタと読む説もあるが、『名所小鏡』『国花万葉記』などにキサガタと傍訓がある。

三五　底本「羈旅」。

三六　「暁」は時の意。曾良の剃髪は実際は前年の暮（元禄二年蕉門歳旦懐紙）。

三七　僧衣。

三八　詞が含蓄に富み効果的にはたらいていることにいう術語。単なる季語としての意にとどまらず、境涯の変化と行脚の決意とをひびかせている点を賞したもの。

三九　『奥細道通解』に「日光名所記に云く、大日堂より右の方へ、道のほど二十町ばかり行けば、裏見の滝といふ」。

四〇　『日葡辞書』にガンタウ。

四一　李白、望[image: ]廬山瀑布[image: ]「飛流直下三千尺」（聯珠詩格・詩人玉屑）。「百尺」「千岩」は縁語。

四二　みどりの淵。滝壺をいう。









那須野　



　一三那な須すの黒くろ羽［ばね］といふ［云］所に一四知る人あれば、これ［是］より野の越ごえにかか［ゝ］りて、一五直すぐ道みちを行［ゆ］かんとす。遥はるかに一いつ村そんを一六見かけて行くに、雨降り一七日暮るる。農夫の家に一いち夜やを借［か］りて、明くればまた［又］野中を行く。そこに一八野の飼がひの馬あり。草刈る一九男［をのこ］（＊）に二〇嘆［なげ］き寄［よ］れば、二一野や夫ぶといへどもさすがに情なさけ知［し］らぬにはあら［非］ず。「いかが［ゞ］すべきや。されどもこの［此］野は二二東西縦じゆう横わうに分［わ］かれて、二三うひうひしき［ゐ[image: ][image: ]敷］旅人の道踏［ふ］みたがへ［え］ん、二四あやしうはべ［侍］れば、この［此］馬のとど［ゞ］まる所にて馬を返したま［給］へ」と、貸［か］しはべり［侍］ぬ。二五小［ちひ］さき者（＊）ふたり、馬の跡慕［した］ひて走［はし］る。ひとり［独］は二六小娘に［姫］て、名を「かさね」といふ［云］。聞きなれぬ名の二七やさしかりければ、

　　かさねとは八や重へ撫なでし子この名なる［成］べし　　　曾良

やが［頓］て人ひと里ざとに至れば、価［あたひ］を二八鞍くら壺［つぼ］に結むすび付けて馬を返しぬ。






一三　今の栃木県那須郡黒羽町。当時大関信濃守増恒一万八千石の城下町。日光の東方六十四キロ。

一四　知人。後出、桃雪・翠桃ら。

一五　まっすぐな近道。スグミチの読みについては、『随行日記』その他に用例が多い。

一六　目あてにして。『日葡辞書』に「ものに眼を注ぐ」。

一七　（野･曾･柿）「日暮るゝ」。底本では終止形の場合は送りがなを省略するのが普通。連体形で止めるのは当時の慣用である。

一八　放ち飼いの馬。

一九　底本「おのこ」。

二〇　近くに行って懇願すると。

二一　いなか者。

二二　（野･曾）により「東西」を補う。「縦横」は飯塚の章「路縦横に踏で」象潟の章「江の縦横一里ばかり」（〈野･曾〉にシウヲウと傍訓）などの表記例より推し、タテヨコではなく、ジュウオウがよい。

二三　土地慣れない旅人。

二四　心配ですので。

二五　底本「ちいさき者」。子ども。

二六　（野･曾）により改める。

二七　優雅に感ぜられたので。

二八　馬鞍の前輪と後輪の間、人の乗る部分。









黒　羽　



　黒くろ羽ばねの二館くわん代だい浄じやう坊ばう寺じ何なに某［がし］のかた［方］におとづ［音信］る。思ひがけぬあるじの喜び［悦］、日夜語り続［つゞ］けて、その［其］弟三桃たう翠すいなどいふ［云］が、朝てう夕せき勤つとめ訪［とぶら］ひ、四自みづからの家にも伴ひて、親族の［属］かた［方］にも招［まね］かれ、日を経［ふ］るまま［ゝ］に、一日［ひとひ］郊外に逍せう遥えうして、五犬いぬ追おふ物ものの跡を一いつ見けんし、六那な須すの篠しの原はらを分［わ］けて、七玉たま藻もの前まへの古墳を訪［と］ふ。それより八八はち幡まん宮ぐうに詣まうづ。九与よ市いち宗高［むねたか］扇の的まとを射し時、「一〇別してはわが［我］国の氏神正しやう八幡［まん］」と誓［ちか］ひしも、この［此］神社にてはべる［侍］と聞けば、一一感かん応のう殊ことにしきりにおぼ［覚］えらる。暮るれば桃翠宅に帰る。

　一二修しゆ験げん光くわう明みやう寺じといふ［云あり有］。そこに招［まね］かれて、一三行ぎやう者じや堂だうを拝す。

　　夏山に足あし駄だを拝む首かど途でかな［哉］





二　陣代家老浄法寺図書高勝。五百石。当時二十九歳。鹿子畑（カノコバタ）家の出。俳号を秋鴉（シユウア）また桃雪といった。


三　翠桃の誤り。鹿子畑善太夫豊明。四百四十八石。当時二十八歳。

四　黒羽町余瀬にあった。

五　騎馬で犬を追射する武技。那須野にのがれた玉藻の前の妖狐を射るために、走犬を騎射するのを稽古したことに始まると伝える（謡曲『殺生石』など）。鎌倉時代に盛んに行われた。

六　那須野が原一円の称だが、当時は歌枕として黒羽近郊の篠原稲荷付近をさした（下野風土記）。



七　天竺斑足太子の塚の神、大唐幽王の后褒姒（ホウジ）と現じた金毛九尾の狐が、日本に渡り、鳥羽院の寵姫となったもの。安倍泰成に調伏されて東国に逃げ、三浦の介・上総の介に射殺されて、那須野の殺生石となった（謡曲『殺生石』など）。篠原稲荷境内に狐塚がある。


八　今の大田原市南金丸馬場にある那須総社金丸八幡宮那須神社。

九　（野･曾）により「宗高」を補う。寿永四年二月、屋島合戦の際の故事。



一〇　『平家物語』に「南無八幡大菩薩、別してはわが国の神明、日光権現宇都宮、那須の温泉大明神、願はくはあの扇の真中射させてたばせたまへ」。『源平盛衰記』には「氏の御神那須大明神」とある。「わが国」は、郷土下野（シモツケ）の国の意。


一一　神仏の威徳が人の心に感じこたえること。

一二　余瀬の天台修験寺。先達源光法印の室は浄法寺家の出だった。



一三　修験道の開祖役行者（エンノギヨウジヤ）を祀る。一本歯の高足駄を安置してあった。







雲巌寺　



　一四当国一五雲巌寺［岸］の奥［おく］に一六仏ぶつ頂ちやう和を尚しやう山さん居きよ一七の跡あり。


「竪たて横よこの五尺にたらぬ草の庵いほ




結［むす］ぶもくやし雨なかりせば



と、一八松の炭して岩に書き付けはべ［侍］り」と、いつぞや一九聞こえたま［給］ふ。その［其］跡見［み］んと、雲巌寺［岸］に杖を曳ひけば、人々進［すす］んでとも［共］にいざなひ、若き人多［おほ］く二〇道のほどうち［打二一騒さわ］ぎ（＊）て、おぼえずかの［彼麓梺］に到る。山は奥［おく］ある気色［けしき］にて、谷道遥はるかに、松・杉黒く、苔二二しただ［ゞ］りて、二三卯う月づきの天てん今なほ［猶］寒し。二四十景尽くる所、二五橋を渡［わた］つて山門に入る。

　さて、かの跡はいづくのほどにやと、後うしろの山によぢ登［のぼ］れば、二六石せき上しやうの小せう（＊）庵あん、二七岩がん窟くつに結［むす］び掛［か］けたり。二八妙めう禅ぜん師じの死しく関わん、二九法雲法師の三〇石せき室しつを見［み］るがごとし。


木き啄つつきも庵いほは三一破［やぶ］らず夏なつ木こ立だち



と、三二とりあへぬ一句柱（＊）に残しはべり［侍］し。






一四　下野の国。今の栃木県。

一五　黒羽町大字雲巌寺にある。臨済宗。

一六　（一六四二─一七一五）河南哮吼。禅僧。鹿島根本寺二十一世。深川臨川庵に滞在中、芭蕉と交遊を生じ、世に芭蕉参禅の師といわれる。しばしば雲巌寺に滞在した。

一七　（野･曾･柿）により補う。

一八　たいまつの燃えさし。

一九　おっしゃった。「聞ゆ」は元来謙譲語だが、当時尊敬語に用いられた。

二〇　途中。黒羽より約十一・八（三里）キロ。

二一　底本「さはぎ」。

二二　『節用集』等に「滴　シタダル」。苔を伝って清水のしたたり落ちる意。

二三　陰暦四月。初夏。

二四　雲巌寺十景。霊石之竹林・海岸閣・十梅林・竜雲洞・玉几峰・鉢盂峰・玲瓏岩・千丈岩・飛雪亭・水分石をいう。ただし、海岸閣・十梅林・霊石之竹林は実は山門内にある。



二五　雲巌寺五橋の一、瓜瓞橋（カテツキヨウ）。


二六　「上」は清音。「庵」は底本「菴」。

二七　岩のほうに寄せかけて造ってある。

二八　（一二三八─一二九五）高峰原妙。中国南宋時代の禅僧。杭州天目山の張公洞に死関と書した額を掲げて坐禅に専念、門外に出ざること十五年に及んだ（『中峯広録』付載文書）。

二九　（一二六三─一三二三）中峰明本。高峰原妙に嗣法、死関の傍らに庵を結び、示寂後、法雲塔に塔せられた（同右）。

三〇　石のむろ。禅窟。

三一　（曾）「くらはす」を改める。

三二　即興の一句。底本「一句を」。（野･曾･柿）により改める。









殺生石・遊行柳　



　これ［是］より九殺せつ生しやう石せきに行く。館くわん代だいより馬にて送らる。この［此］一〇口くち付づきの男［をのこ］（＊）「短たん冊じやく得させよ」と乞ふ。一一やさしきこと［事］を望みはべ［侍］るものかなと、

　　野を横に馬引［牽］き向［む］けよほとと［ゝ］ぎす

　殺せつ生しやう石せきは一二温泉いでゆの出いづる山やま陰かげにあり。一三石の毒気いまだ滅［ほろ］びず、蜂はち・蝶てふのたぐひ、一四真砂まさごの色の見えぬほど重［かさ］なり死す。

　また［又］、一五清し水みづ流［なが］るる［ゝ］の柳は、一六蘆あし野のの里にありて、田の畔くろに残る。この［此］所の一七郡守戸こ部ほう某なにがしの「この［此］柳見［み］せばや」など、をりをり［折[image: ][image: ]］にのたま［給］ひ聞こえたま［給］ふを、いづくのほどにやと思ひしを、今け日ふこの［此］柳の陰［かげ］にこそ一八立ち寄［よ］りはべり［侍］つれ。


田一枚植ゑて立ち去る柳かな








九　金毛九尾の狐の化したと伝える石。謡曲『殺生石』に詳しい。那須湯本にある輝石安山岩の大塊。

一〇　馬のくつわを取って引いて行く馬丁。『日葡辞書』にウマノクチヅキ。「男」は底本「おのこ」。

一一　風雅なこと。

一二　（曾）飯塚の章に「温泉」をもと「出湯」と表記。『下野国志』那須野の条にもイデユと傍訓する。那須温泉。

一三　謡曲『殺生石』等の説話を念頭にしての措辞。実は硫化水素・炭酸ガス等の作用によるもの。

一四　砂礫の雅語的表現。



一五　西行が「道のべに清水流るる柳陰しばしとてこそ立ち止まりつれ」（新古今集、夏）とよんだという柳。謡曲『遊行（ユギヨウ）柳』に、脚色する。


一六　今の栃木県那須郡那須町蘆野。旗本蘆野氏三千十六石の采地。「里」は擬古名。

一七　蘆野民部資俊（一六三七─一六九二）俳号桃酔。「郡守」は領主を漢代の官名に、「戸部」は民部を唐代の官名に擬した称。

一八　西行の和歌の結句「立ち止まりつれ」をふまえたもの。









白河の関　



　心もと［許］な一九き日数かず二〇重なるまま［ゝ］に二一、白河［川］の関にかか［ゝ］りて旅たび心ごころ定まりぬ。「二二いかで都へ」と便たより求めしもことわりなり［断也］。二三中なかにもこの［此］関は二四三さん関くわんの一いつにして、二五風騒［[image: ]］の人、心をとど［ゞ］む。二六秋あき風かぜを耳に残し、二七紅葉もみぢを俤おもかげにして、青葉の梢こずゑなほ［猶］あはれなり［也］。二八卯うの花はなの白しろ妙たへに、茨むばらの花の咲き添［そ］ひて、二九雪にも越［こ］ゆる心ここ地ちぞする。三〇古人冠を正ただし衣装［[image: ]］を改めしこと［事］など、三一清きよ輔すけの筆にもとど［ゞ］め置かれしとぞ。

　　卯の花をかざしに関の晴れ着かな　　　曾良






一九　白河の関の古歌に多く「日数」をよみ、『類船集』にも白河の関の寄合として「日数ふる旅」をあげる。

二〇　（柿）「かさなる」。

二一　もと蝦夷に対する防衛拠点として設けられた関。陸奥の入り口。歌枕。

二二　平兼盛「便りあらばいかで都へ告げやらむけふ白河の関は越えぬと」（拾遺集、別）。

二三　告げやらんと思うことの中。

二四　奥羽古三関、白河・菊多（勿来）・念珠が関（鼠が関）をいう。

二五　詩文に遊ぶ人。

二六　能因「都をば霞とともに立ちしかど秋風ぞ吹く白河の関」（後拾遺集、羇旅）。

二七　源頼政「都にはまだ青葉にて見しかども紅葉散りしく白河の関」（千載集、秋下）。

二八　藤原季通「見で過ぐる人しなければ卯の花の咲ける垣根や白河の関」（千載集、夏）。

二九　久我通光「白河の関の秋とは聞きしかど初雪分くる山のべの道」（夫木抄）。

三〇　竹田大夫国行。能因の名歌に敬意を表し、装束を改めて関を過ぎた。

三一　藤原清輔（一一〇四─一一七七）平安末期の歌学者。「筆」とはその著『袋草紙』をさす。









須賀川　



　とかくして越え行くまま［ゝ］に、三阿［あ武ふ隈くま］川がはを渡る。左に四会あひ津づ根ね高く、右に五岩いは城き・相さ馬うま・三み春はるの庄しやう、常陸ひたち・下しも野つけの地をさかひて山連［つら］なる。六影［かげ］沼ぬまといふ［云］所を行くに、今け日ふは空曇りて物影映［うつ］らず。

　七須賀［すか］川がはの駅に八等とう窮きゆうといふ者［もの］を尋ねて、四五日とど［ゞ］めらる。まづ［先］「白河の関九いかに越［こ］えつるにや」と問ふ。「長途の苦［くる］しみ、一〇身しん心じん疲［つか］れ、かつ［且］は風景一一に魂奪は［うばゝれ、一二懐旧に腸はらわたを断ちて、はかばかし〔[image: ][image: ]］う思ひめぐらさず。


風流の初めや奥［おく］の田た植うゑ歌［うた］



むげ［無下］に越［こ］えんもさすがに」と語れば、一三脇わき・一四第三と続〔つゞけて、一五三み巻まきとなしぬ。

　この［此］宿しゆくのかたはら［傍］に、大きなる栗くりの木こ陰かげを頼［たの］みて、一六世をいとふ僧あり［有］。一七橡とち拾［ひろ］ふ太み山やまもかくやと一八閒しづかに一九おぼえ［覚］られて、二〇ものに書き付けはべ［侍］る、その［其］詞ことば、


二一栗といふ文字は、西の木と書きて、西さい方はう浄じやう土どに便りありと、二二行ぎやう基ぎ菩ぼ薩さつの一生二三杖つゑにも柱にもこの［此］木を用ゐたま［給］ふとかや。




世の人の見付けぬ花や軒の栗








三　歌枕。オウクマ川と読む。「武ノ字、於テハ[image: ]和歌ニ[image: ]則チ清ミ[image: ]音ヲ、於テハ[image: ]俗語ニ[image: ]濁ル[image: ]音ヲ」（奥羽観蹟聞老志）。

四　歌枕。磐梯山。

五　以下それぞれ内藤能登守七万石、相馬弾正少弼六万石、秋田信濃守五万石の領地。「庄」は荘園の意で擬古的呼び方。

六　今の福島県岩瀬郡鏡石町付近。「ある書に、影沼は空曇る日は物影見えず、往昔は途に望めば水波茫々として望み涯なく、飛鳥影を映し、馬蹄波を払へり」（行囊抄）。武蔵野の逃げ水類似の現象をいう。

七　今の福島県須賀川市。当時天領で、仙台松前道の宿駅だった。

八　等躬（一六三八─一七一五）相楽さがら氏。通称、伊左衛門。貞門石田未得門。岸本調和系に属し、俳壇的には芭蕉の先輩格に当たる。当時五十二歳。

九　どんな句をよんで越えたか。（野･曾）により「に」を補う。

一〇　（野･曾）音読符がある。『節用集』類にシンジンと濁音。

一一　魅了圧倒されて。

一二　古歌に古人の詩情を思い断腸の思いにせまられて。

一三　連句の第二句目。「いちごを折りてわがまうけ草　等躬」。

一四　連句の第三句目。「水せきて昼寝の石やなほすらん　曾良」。

一五　（野･柿）「一巻」。（曾）「一巻」を「三巻」と改める。

一六　俗世を避けて隠栖する僧。可伸をさす。俗名、矢や内ない弥三郎。俳号、栗りつ斎さい。

一七　西行「山深み岩にしだるる水溜めんかつがつ落つる橡拾ふほど」（山家集）。

一八　「閒」は「閑」に同じ。忙の対で、生活の閑雅なこと。

一九　「おぼゆ」と「思はる」とを混交した言い方。

二〇　懐紙を漠然と言ったもの。

二一　所拠未詳。浄土宗の談義によるか。

二二　（六六八─七四九）奈良時代の勧進僧。東大寺造営をはじめ多くの社会事業に貢献、聖武天皇より初めて大僧正に任ぜられた。『節用集』にギャウギ。

二三　唯一の頼みとする意の諺をふまえる。









浅香山・信夫の里　



　等窮が宅を出いでて五里ばかり［計］、一檜ひ皮はだの宿しゆくを離れて、二浅香［あさか］山やまあり［有］。道［路］より近し。この［此］あたり三沼多し。四かつみ刈るころ［比］もやや［ゝ］近うなれば、「いづれの草を花がつみとはいふ［云］ぞ」と、人々に尋ねはべ［侍］れども、さら［更］に知る人なし。沼を尋ね、人に問［と］ひ、「かつみかつみ［[image: ][image: ]］」と尋ね歩［あり］きて、日は山やまの端はにかか［ゝ］りぬ。五二に本ほん松まつより右に切［き］れて、六黒くろ塚づかの岩屋一見し、七福島八に泊［宿］まる。

　明［あ］くれば、九しのぶもぢ摺ずりの石を尋ねて、一〇信夫［忍ぶ］の里［さと］に行く。遥はるか山やま陰かげの小里に、石半なかば土に一一埋うづもれてあり。里さとのわら［童阝］べの来きたりて教へける、「昔はこの［此］山の上にはべり［侍］しを、一二往ゆき来きの人の麦むぎ草くさを荒［あ］らしてこの［此］石を試みはべる［侍］を憎［にく］みて、この［此］谷に突［つ］き落とせば、石の面おもて一三下したざまに伏［ふ］したり」といふ［云］。一四さもあるべきこと［事］にや。


早さ苗なへとる手もとや昔しのぶ摺ずり








一　今の福島県郡山市日和田町。『和漢三才図会』奥州行程に「檜皮」と表記しヒワタと傍訓する。

二　歌枕。現在安積山公園と呼ばれる小丘がそれという。

三　「みちのくのあさかの沼の花がつみかつ見る人に恋ひやわたらむ」（古今集、恋）を心に置いての叙述。

四　藤中将実方が陸奥の配所で端午にあやめがないため、前項の古歌により、代わりに軒に葺かせたという草（無名抄等）。真菰・あやめ・蘆の花など諸説があり、当時不明になっていた。刈るころとは、端午の節句をいう。

五　今の福島県二本松市。日和田の北方約十キロ。

六　歌枕。謡曲『安達が原』で著名な鬼の岩屋。年老いた鬼女が住んでいて、旅人の血を吸い肉を食ったという。

七　今の福島市。当時堀田伊豆守十万石の城下町。

八　（野･曾･柿）により改める。

九　歌枕。今の福島市北東部の文知摺観音堂境内にある、古代染色の遺跡に付会される巨石。もじ摺りは、もじれた流線模様をいったのを、当時は石の面に文字があり、布を当てて草の汁で摺り出したものと考えられていた。

一〇　当時の信夫郡岡山村山口を歌枕としての古雅な呼び方で言ったもの。

一一　（柿）「うつもれて」。

一二　真蹟懐紙に「ゆきゝ」。

一三　『卯辰集』に「したざま」。

一四　そんなことがあってよいものだろうか。否定的に慨嘆したことば。









飯塚の里　



　一五月の輪の渡［わた］しを越えて、一六瀬せの上うへといふ［云］宿しゆくに出いづ。一七佐藤庄しやう司じが旧跡は、左の一八山やま際ぎは一里半ばかり［計］にあり［有］。飯いひ塚づかの里一九鯖さば野のと聞きて、尋ねたづね［[image: ][image: ]］行くに、二〇丸山といふ［云］に尋ねあたる。これ［是］、庄しやう司じが二一旧館なり［也］。麓［梺］に二二大おほ手ての跡など、人の教ふ［ゆ］るにまかせて涙［泪］を落とし、また［又］かたはらの二三古寺に二四一いつ家けの石碑を残す。中にも、二五ふたり［二人］の嫁がしるし、まづあはれなり［先哀也］。女なれども二六かひがひ［[image: ][image: ]］しき名の世に聞こえつるもの［物］かなと、袂たもとをぬらしぬ。二七堕だ涙るい（＊）の石碑も遠きにあらず。寺に入りて茶を乞こへば、ここ［爰］に二八義よし経つねの太た刀ち・弁べん慶けいが笈おひをとど［ゞ］めて什じふ物もつとす。


笈おひも太た刀ちも五さ月つきに飾［かざ］れ紙［帋］幟のぼり



二九五さ月つき朔つい日たちのこと［事三〇にや也］。

　その［其］夜よ、三一飯塚に泊［と］まる。三二温泉いでゆあれば湯に入りて宿を借［か］るに、三三土座［坐］に莚むしろを敷きて、あやしき貧家なり［也］。灯ともしびもなければ、囲［ゐ炉ろ裏り］の三四火ほかげに寝ね所どころを設［まう］けて臥ふす。夜よに入りて雷かみ鳴なり、雨しきりに降りて、三五臥ふせる上より漏［も］り、蚤のみ・蚊かにせせ［ゝ］られて眠ねぶらず、三六持病さへおこりて、三七消え入るばかり［計］に三八なん。短みじか夜よの空もやうやう［[image: ][image: ]］明くれば、また［又］旅立ちぬ。なほ［猶］三九夜よるのなごり［余波］、心進［すゝ］まず。馬借［か］りて四〇桑こ折をりの駅に出いづる。遥はるかなる行末をかかへ［ゝえ］て、かか［斯］る病やまひおぼつか［覚束］なしといへど、羇き旅りよ辺土の行あん脚ぎや、捨しや身しん無常の観念、四一道路に死［し］なん、これ［是］天の命めいなりと、気力いささか［聊］とり直なほし、道［路］四二縦じゆう横わうに踏んで、四三伊だ達ての大木戸を越［こ］す。






一五　今の福島市北郊、月の輪山麓付近で阿武隈川を横断する渡し。

一六　今の福島市瀬上町。佐藤一族の瀬上館のあった所。飯坂道への分岐点。



一七　佐藤元治（モトハル）。平泉の藤原秀衡の臣で、信夫郡・伊達郡の庄司に任じた。継信・忠信兄弟の父。


一八　山の稜線と平地との境の辺。

一九　今の福島市飯坂町内。飯塚はこの付近の古い汎称か。

二〇　今の飯坂町内の小丘。

二一　大鳥城。

二二　城の正面の門。

二三　瑠璃光山吉祥院医王寺。佐藤一族の菩提寺。

二四　当時の読みはイッケが普通。

二五　継信兄弟の嫁の墓標。現存しない。

二六　勇ましい名声。古浄瑠璃『八島』に、継信兄弟が源義経に従って出陣後、二人の嫁が兄弟の甲冑を着し、兄弟凱陣のさまを見せて、病床の父元治を慰めたことを脚色する。

二七　底本「墜涙」と誤記。晋の襄陽の太守羊祜没後、民その徳を慕い、平生祜の遊んだ峴山に碑を立てたが、碑を望見して涙せぬ者がなかったので、杜預これを堕涙の碑と名づけた（蒙求）。

二八　実は義経の笈・弁慶書写の経。笈は山伏などが旅行の際、仏具・衣服・食器等を入れ背負う箱。

二九　実は五月二日。

三〇　（曾）「也」を「にや」と改める。

三一　今の飯坂温泉。「飯塚ヨリ温泉ヲ汲寄セ浴セラル」（伊達家治家記録、天正十七年四月二十八日）「飯塚温泉入湯の記」（伊達文書）等、飯坂を飯塚と称した古例がある。

三二　（曾）「出湯」を改める。

三三　土間を座席にしたもの。当時の農家に例が多い。

三四　火明かりで。

三五　（曾）「ふしたる上に雨もりて」を改める。

三六　胆石症。冷えると激痛を伴う発作が起こる。

三七　失神せんばかり。

三八　下に「はべる」を省いた形。王朝物語に模した擬古的表現。

三九　（野･曾）「よるの名残」。

四〇　今の福島県伊達郡桑折町。仙台道と飯坂温泉道の分岐点。




四一　「予縦ヒ不トモ[image: ]得[image: ]大葬ヲ[image: ]予死ナンヤ[image: ]於道路ニ[image: ]乎」（論語、子罕）。

四二　縦横無尽に。軍記物などの表現に擬した威勢のよい歩きぶりの形容。

四三　文治五年（一一八九）鎌倉方を迎え討つため平泉方の拠った柵で、佐藤庄司敗軍の地。後、柵は湮滅し、厚樫山から阿武隈川にかけての空堀を称した。









笠　島　



　一七鐙あぶみ摺ずり・一八白しろ石いしの城を過ぎ、一九笠かさ島しまの郡こほりに入れば、二〇藤とう中の将実さね方かたの塚つかはいづくのほどならんと、人に問［と］へば、「これ［是］より遥はるか二一右に見ゆる山やま際ぎはの里を、二二蓑輪［みのわ］・笠島といひ［云］、道だう祖そ神じんの社やしろ・二三形［かた］見の薄すすき今にあり」と教ふ［ゆ］。このごろ［此比］の五月雨さみだれに道いとあしく、身疲［つか］れはべ［侍］れば、よそながら眺ながめやりて過ぐるに、二四蓑輪・笠島も五月雨さみだれのをり［折］に触［ふ］れたりと、


笠島はいづこ五［さ］月つきのぬかり道








一七　今の宮城県白石市内、斎川駅の南西にあった険路。道狭く、義経の軍上洛の際、鐙を摺ったと伝える。

一八　片倉氏一万六千石の居城。

一九　実は名取郡指賀郷笠島邑。

二〇　藤原実方（？─九九八）平安中期の歌人。左近衛中将。行成と口論して勅勘を受け、陸奥守に貶せられたが、笠島道祖神前を下馬せずに通って神の怒りに触れ、落馬して死んだ。墓は道祖神のかたわらにある（源平盛衰記等）。

二一　実は左。

二二　笠島の北約四キロ。

二三　西行が実方の塚を訪れた際、「朽ちもせぬその名ばかりをとどめ置きて枯野の薄形見にぞ見る」（山家集・新古今集、哀傷）とよんだ薄。『源平盛衰記』等にも見える。

二四　蓑・笠という雨に縁のある地名も、五月雨の時候に合っている。









武隈の松　



二五岩いは沼ぬまに宿しゆくす（＊）

　二六武たけ隈くまの松にこそ二七目さむ［め覚］る心ここ地ちはすれ。根は土つち際ぎはより二ふた木きに分［わ］かれて、二八昔の姿失［うしな］はずと知［し］らる。まづ［先］能のう因いん法師思ひ出いづ。往その昔かみ、二九陸奥守［むつのかみ］にて下りし人、この［此］木を伐きりて三〇名取川の橋はし杭ぐひにせられたること［事］などあればにや、「三一松はこの［此］たび跡もなし」とはよ［詠］みたり。代よ々よ、あるは伐きり、あるい［ひ］は三二植ゑ継ぎなどせしと聞くに、今はた［将］三三千ち歳とせの形［かたち三四とととゝののほひひ］て、めでたき松の気色［けしき］になんはべり［侍］し。


武たけ隈くまの松見［み］せ申せ遅おそ桜ざくら




と、三五挙きよ白はくといふ［云者もののゝ］餞せん別べつしたりければ、




桜より松は二ふた木きを三月越シ








二五　底本、行頭より「岩沼に宿る」。（野･曾･柿）により改める。岩沼は宮城県岩沼市。陸奥国府のあったと伝える往時の武隈の地という。

二六　歌枕。二木の松として知られる。

二七　「いづくにもあれ、しばし旅だちたるこそ、めさむる心地すれ」（徒然草、十五）。

二八　橘季通「武隈の松は二木を都人いかがと問はばみきと答へん」（後拾遺集、雑）などとよまれた姿。

二九　陸奥守孝義。

三〇　歌枕。名取平野を東流して海に注ぐ。『奥儀抄』に「その後、孝義伐りて橋に造り、後絶えにけり」。

三一　能因「みちのくにに再び下りて、後のたび、武隈の松もはべらざりければよみはべりける　武隈の松はこのたび跡もなし千年を経てや我は来つらむ」（後拾遺集、雑・袖中抄）。

三二　『奥儀抄』に「この松は（中略）宮内卿藤原元善といひける人の任に館の前に初めて植ゑたる松なり。（中略）野火に焼けにければ、源満仲が任にまた植う。その後また失せたるを、橘道貞が任に植う」。

三三　松と千歳は縁語。

三四　（野･曾･柿）により改める。

三五　草壁氏。江戸の蕉門俳人。商人。









宮城野　



　名取川を一一渡つて一二仙せん台だいに入る。一三あやめ葺［ふ］く日なり［也］。旅宿を

求［もと］めて、四五日逗とう留りうす。ここ［爰］に画工一四加か右衛ゑ門もんといふ［云者もの］あり。一五いささか［聊］心ある者と聞きて、知る人になる。この者、「一六年ごろ［比一七定かさだ］ならぬ名な所［どころ］を考へ置きはべ［侍］れば」とて、一ひと日ひ案内す。一八宮みや城ぎ野のの萩はぎ茂り合［あ］ひて、一九秋の気け色しき思［おも］ひやら二〇る［るゝ］。二一玉田・横［よこ］野の、躑躅［つゝじ］が岡をかは二二あせび咲くころなり［也］。日影も漏［も］らぬ松の林に入りて、ここ［爰］を二三木きの下したといふ［云］とぞ。昔もかく露深［ふか］ければこそ、「二四みさぶらひみかさ」とはよみたれ。二五薬師堂・二六天神の御み社やしろなど拝みて、その［其］日は暮［く］れぬ。なほ［猶］、松島・塩しほ竈［がま］の所ところ々どころ、画ゑに書きて贈［送］る。かつ［且］、二七紺の染そめ緒を付［つ］けたる草鞋わらぢ二足餞はなむけす。さればこそ、二八風流のしれ者［もの］、ここ［爰］に至りてその［其］二九実まことを顕あらはす。


あやめ草［艸］足に結ばん草鞋わらぢの緒を



　かの画ゑ図づにまかせてたどり行けば、三〇奥［おく］の細道の山やま際ぎはに、三一十と符ふ（＊）の菅すげあり［有］。三二今も年々十符［苻］の菅すが菰ごもを調ととのへて国守に献ずといへ［云］り。






一一　（野･曾･柿）「わたつて」。

一二　今の仙台市。当時、伊達陸奥守六十二万石の城下町。

一三　五月四日。『古今要覧稿』に「五月四日の夜、軒にあやめ葺くことは、中昔より始まれり」。

一四　俳号、和風軒加之。屋号、北野屋。大淀三千風の高弟で、俳諧書林を営む。

一五　多少風雅を解する者。

一六　年来。「考へ置き」を修飾する。

一七　場所の明確でない歌枕。当時仙台藩では公私両面から領内の歌枕の調査再興が進められていた。

一八　歌枕。古来萩の名所として知られる。木の下薬師堂付近。

一九　藤原基俊「宮城野の萩や牡鹿の妻ならむ花咲きしより声の色なる」（千載集、秋上）などの古歌によまれた秋の景色が思いやられる。

二〇　（野･曾･柿）により改める。

二一　歌枕。摂津・河内など諸説あるも、貞享ごろ三千風・加右衛門らにより仙台の名所に設定された。

二二　源俊頼「取りつなげ玉田横野の放れ駒つつじの岡にあせみ咲くなり」（散木奇歌集）。あせびの花は三月。

二三　歌枕。今の仙台市木ノ下。

二四　「みさぶらひ御笠と申せ宮城野の木の下露は雨にまされり」（古今集、陸奥歌）。

二五　もとの国分寺。伊達政宗の再興。

二六　伊達家四代綱村がつつじが岡の地に建立したもの。

二七　切緒草鞋。草鞋の紐を短く結んで余りを切り捨て、紺の染麻の緒をつけるもの。

二八　風流に酔い痴れた者。風狂者。

二九　風狂者としての本性。真面目。

三〇　奥大道に対する名称。岩切の東光寺門前付近、冠川ぞいの道がそれとされた。

三一　底本「十苻」。歌枕。編み目十筋をもって幅広く編んだ菰の料としての菅。古歌に陸奥の名産とされ、当時、岩切付近で栽培されていた。

三二　伊達綱村の名産保護奨励策による。









壺の碑　



　　　四壺つぼの碑いしぶみ　　五市川村六多た賀が城じやうにあり［有］。

　つぼの石ぶみは、高サ六尺余、横三尺ばかり［計か歟］。苔こけを穿うがちて文字幽かすかなり［也］。七四し維ゆい国こく界かいの［之］数すう里りをしるす。八「この［此］城、九神じん亀き元年、按あ察ぜつ使し鎮ちん守じゆ府［苻］将軍一〇大おほ野のの朝臣あそん東あづま人うと之の所里［ママ］也。一一天てん平ぴやう宝字六年、参議東海東とう山せん節度使同おなじく将軍一二恵ゑ美みの朝臣あそん[image: ]［ママ］修しゆ造ざう而［ママ］。十二月朔つい日たち」とあり［有］。一三聖しやう武む皇帝の御おほん時ときに当たれり。昔［むかし］よりよみ置ける歌うた枕まくら多［おほ］く語り伝ふといへども、一四山崩くづれ、川流れて、道改［あらた］まり、一五石は埋うづもれて土に隠［かく］れ、木は老いて一六若わか木きに代［か］はれば、時移り、代よ変じて、その［其］跡たしかならぬこと［事］のみを、ここ［爰］に至りて疑ひなき一七千せん歳ざいの記念かたみ、今眼前に古人の心を閲えつす。行あん脚ぎやの一徳、一八存命の喜［悦］び、羇き旅りよの労らうを忘［わす］れて一九、涙［泪］も落つるばかりなり［也］。






四　近世初期に多賀城址より発掘され、壺碑として喧伝された。壺碑は、坂上田村麿が弓筈で日本中央と彫りつけたと伝える歌枕で、青森県上北郡天間林村の小字坪村にあったという。

五　今の宮城県多賀城市市川。

六　奈良時代、蝦夷経略の拠点。

七　四方の国境よりの里数。『本朝文選』壺碑等にシユイと傍訓。数里は里数の意。

八　「此城、神亀元年歳次甲子、按察使兼鎮守将軍従四位上勲四等大野朝臣東人之所[image: ]置也。天平宝字六年歳次壬寅、参議東海東山節度使従四位上仁部省卿兼按察使鎮守将軍藤原恵美朝臣朝獦修造也。天平宝字六年十二月一日」を摘記したもの。（ママ）の部分は誤写。朝獦はアサカリ。

九　七二四。『一目玉鉾』にジンキ。

一〇　奈良時代、蝦夷経営の功労者。

一一　七六二。

一二　（？─七六四）恵美押勝の子。

一三　実は淳仁天皇の第五年。




一四　李白、蜀道難「地崩レ山摧ケテ壮士死ス」（古文前集、七）。

一五　文字摺石など。

一六　武隈の松など。謡曲にワカキ。

一七　『本朝文選』壺碑に「千歳」と音読符を付し、「記念」にカタミと傍訓。

一八　「存命のよろこび、日々に楽しまざらんや」（徒然草、九十三）。

一九　韓退之、石鼓歌「対シテ[image: ]之ニ涕涙双ビテ滂沱タリ」（古文前集、八）。









末の松山・塩竈　



　それより二〇野田の玉川・二一沖の石を尋ぬ。二二末の松山は、寺を造りて二三末まつ松しよう山ざんといふ。松の間々［あひ[image: ][image: ]］皆墓はか原［はら］にて二四、翼［はね］を交［か］はし枝を連［つら］ぬる契りの末も、二五つひに［終］はかくのごときと、悲しさもまさ［増］りて、二六塩しほ竈［がま］の浦に入いり相あひの鐘［かね］を聞く。五月雨さみだれの空いさ［聊さか晴は］れて、夕ゆふ月づく夜よ幽かすかに、二七籬まがきが島もほど近し。蜑あまの小を舟ぶね漕［こ］ぎ連［つ］れて、肴さかな分［わ］かつ声々に［[image: ][image: ]］「二八つなでかなしも」とよみけん心も知［し］られて、いとど［ゞ］あは［哀れなり也］。その［其］夜、二九目盲めくら法師の、琵び琶はを鳴［な］らして、三〇奥おく浄［上瑠る璃り］といふ［云］ものを語［かた］る。三一平家にもあらず、三二舞まひにもあらず、ひなびたる調子うち上げて、枕まくら近［ちか］うかしましけれど、さすがに三三辺国［土］の遺風忘れざる三四ものから、殊しゆ勝しやうにおぼえ［覚］らる。

　早朝、三五塩しほ竈［がま］の明みやう神じんに詣まうづ。三六国守再興せられて、三七宮みや柱ばしらふとしく、三八彩さい椽てんきらびやかに、石の階きざはし三九九きう仭じんに重なり、朝日朱［あけ］の玉垣［がき］をかか［ゝ］やかす。かか［ゝ］る道の果て、四〇塵ぢん土ど（＊）の境さかひまで、神霊四一あらたにましますこそわが［吾］国の風俗なれと、いと四二貴たふとけれ。神前に古き四三宝燈あり［有］。鉄［かね］の扉［戸びら］の面おもてに「四四文治三年和いづ泉みの三さぶ郎らう寄［奇］進」とあり［有］。五百年来の俤おもかげ、今目の前に浮［う］かびて四五、そぞ［ゞ］ろに珍し。かれ［渠］は四六勇義忠孝の士なり［也］。佳名今［命］に至りて慕［した］はずといふこと［事］なし。まことに［誠］「四七人よく［能］道を勤め、義を守るべし。名もまたこれ［是］に従［したが］ふ」といへ［云］り。日すでに［既］午ごに近［ちか］し。船を借［か］りて松島に渡［わた］る。その［其］間かん二里余、四八雄を島じまの磯いそに着［つ］く。






二〇　歌枕。六玉川の一。多賀城址の東約一キロの田間の小川をそれと伝える。

二一　歌枕。多賀城市八幡の農家裏の池をそれと伝える。ともに伊達綱村時代の設定。

二二　歌枕。多賀城市八幡の北の丘。当時は青松数十株を存し、海も望見された。

二三　末松山宝国寺。松島の瑞巌寺末の禅寺で、伊達政宗の代に再興。

二四　比翼連理の契り。「君をおきてあだし心をわが持たば末の松山波も越えなむ」（古今集、東歌）など不変の恋を契った歌を念頭に置いたもの。

二五　（野･曾･柿）により改める。

二六　歌枕。千賀の浦とも。多く恋や無常・哀傷を詠み、塩竈暮煙として松島八景にも数えられる（松島眺望集）。

二七　歌枕。塩竈東方海上にある。

二八　「みちのくはいづくはあれど塩竈の浦漕ぐ舟の綱手かなしも」（古今集、陸奥歌）源実朝「世の中は常にもがもな渚漕ぐあまの小舟の綱手かなしも」（新勅撰集、羇旅）。

二九　僧形の盲目の旅芸人。

三〇　御国浄瑠璃とも。仙台地方を中心に語られた浄瑠璃の一種。

三一　平家琵琶。平曲とも。

三二　幸若舞。曲目は義経物・曾我物など。

三三　（野･曾）により改める。

三四　ここでは、「ものだから」の意。

三五　塩竈市の塩竈神社。陸奥一の宮。

三六　慶長十二年（一六〇七）伊達政宗修営。

三七　「宮柱太敷き立てて」（祝詞）などを模した擬古的表現。四段動詞をシク活用形容詞に誤用したもの。



三八　いろどったたるき。「采椽」（くぬぎのたるき）の語による造語。


三九　一仭は周尺の七尺。

四〇　底本「薼土」。不浄の国土。

四一　あらたかに。霊験顕著に。

四二　已然形は文調上の強勢表現。

四三　寛文年中仙台堺屋宗心再造。

四四　「奉寄進文治三年七月十日和泉三郎忠衡敬白」の摘記。文治三年は一一八七年。和泉三郎は藤原秀衡の三男。

四五　ただ無性に。

四六　父の遺命を守って義経に忠節を尽くし、兄泰衡の追討を受けて勇戦自害した。

四七　出典未詳。

四八　歌枕。瑞巌寺の西南にある。









松　島　



　そもそも［抑］、二〇ことふりにたれど、松島は二一扶ふ桑さう第一の二二好風にして、およそ［凡］二三洞どう庭てい・二四西湖を二五恥ぢず。二六東南より海を入れて、江の中うち三里、二七浙せつ江かうの潮うしほを湛［たゝ］ふ。島々［[image: ][image: ]］の二八数を尽くして、欹そばだつものは天を指さし、伏［ふ］すものは波に二九匍はら匐ばふ（＊）。あるは二ふた重へに重［かさ］なり三み重へに畳たたみて、左に分［わ］かれ右に連［つら］なる。負へるあり、抱いだけるあり。三〇児孫愛すがごとし。松の緑こまやかに、三一枝し葉えふ潮［汐］風に吹き三二たわ［は］めて、屈曲お［を］のづから矯［た］めたるがごとし。その［其］気け色しき三三窅えう然ぜんとして、三四美人の顔かんばせを粧よそほふ。ちはやふる［振］神の昔［むかし］、三五大おほ山やま祇［づみ］（＊）のなせるわざにや。三六造ざう化くわの天工、いづれの人か筆をふるひ、詞ことばを尽くさむ。

　雄島が磯は、三七地続［つゞ］きて海に三八成［なり］出いでたる島なり［也］。三九雲うん居ご禅ぜん師じの四〇別室の跡、坐ざ禅ぜん石せきなどあり［有］。はた［将］、松の木陰に世をいとふ人もまれまれ［稀[image: ][image: ]］見えはべ［侍］りて、四一落おち穂ぼ・松まつ笠かさなどうち煙り［打けぶ］たる四二草の庵いほり（＊）、閑しづかに住みなし、いかなる人とは知［し］られずながら、まづ［先］なつかしく立ち寄るほどに、月、海に映［うつ］りて、昼の眺［なが］めまた［又］四三改［あらた］む。四四江かう上しやうに帰りて宿を求むれば、四五窓を開［ひら］き二階を作りて、風雲の中に旅たび寝ねするこそ、あやしきまで妙たへなる心ここ地ちはせらるれ。


松島や鶴［靏］に身を借［か］れほとと［ゝ］ぎす　　　曾良



予は四六口を閉［と］ぢて眠ねぶらんとしていねられず。旧庵を別［わか］るる［ゝ］時、四七素そ堂だう、四八松島の詩あり。四九原はら安あん適てき、五〇松が浦［うら島しま］の和歌を贈らる。袋を解きてこよひの友とす。かつ［且］、杉さん風ぷう・五一濁ぢよく子し（＊）発ほつ句くあり。






二〇　言いふるされていることだが。「源氏物語・枕草子などにことふりにたれど、同じこと、また今さらに言はじとにもあらず」（徒然草、十九）。

二一　日本。虎哉、瑞岩寺方丈記「夫松島者、日本第一佳境也」（松島眺望集）。

二二　「好風景」の略。虎哉、鐘之銘「蓋松島者、天下第一之好風景」（同上）。

二三　中国湖南省北部の大湖。

二四　中国浙江省杭州市の名湖。ともに美景を詩文・絵画に知られる。

二五　に比して遜色がない。

二六　東南より海の湾入しているさま。




二七　駱賓王、霊隠寺「門ニハ聴ク浙江ノ潮」（唐詩訓解、四）。「浙江」は中国浙江省の銭塘江。激潮の壮観で知られる。

二八　ある限りを取り集めて。

二九　底本「圃[image: ]」。（野･曾）ハラハウと傍訓。

三〇　杜甫、望嶽「西嶽崚嶒トシテ竦テ処ル[image: ]尊ニ、諸峰羅立シテ似タリ[image: ]児孫ニ[image: ]」（杜律集解、一）。

三一　（野･曾）音読符を付し、「松島賦」（本朝文選）にシエフと傍訓。

三二　たわめられて。漢文訓読語法。

三三　うっとり。『荘子』逍遥遊にヨウゼン・ホレボレと傍訓、林希逸注に「恍然自失。（中略）茫々之意也」。

三四　蘇東坡、西湖「若シ把テ[image: ]西湖ヲ[image: ]比セバ[image: ]西子ニ[image: ]、淡粧濃抹両ツナガラ相宜シ」（聯珠詩格、二）。西湖の美を春秋時代の美人西施の化粧した顔に喩えた。「松島賦」にカンバセと傍訓。

三五　底本「大山すみ」。山岳を司る神。木花咲耶姫の父。

三六　宇宙の根元的主宰者。杜甫、望嶽「造化鍾あつム[image: ]神秀ヲ[image: ]」（杜律集解、一）。

三七　実は渡月橋で陸とつながる。

三八　（野･曾）により補う。

三九　（一五八二─一六五九）禅僧。瑞巌寺中興。

四〇　把不住軒という。

四一　落ちこぼれた稲の穂。松笠とともに貧しい食糧を示す。

四二　松吟庵。「庵」は底本「菴」。

四三　「改まる」とあるべきところ。漢文訓読語法による。

四四　清音に読む。水辺。項雲庵、江雨「今夜故人江上ニ宿ス」（聯珠詩格、四）。

四五　海に面して大きく窓を切り二階造りにできていて。

四六　句作を断念して。

四七　（一六四二─一七一六）山口氏。名、信章。芭蕉の談林時代からの詞友。

四八　『奥細道通解』に「家集ニ云ク、夏初ノ松島自ラ清幽、雲外ノ杜鵑声未ダ[image: ]同ジカラ、眺望洗心都すべテ似タリ[image: ]水ニ、可シ[image: ]憐レム蒼翠ノ対スルヲ[image: ]青眸ニ[image: ]。豈これか」。

四九　医師。江戸地下歌壇の屈指の歌人。

五〇　歌未詳。「松が浦島」は歌枕。

五一　蕉門俳人。本名、中川甚五兵衛。大垣藩士、二百石。江戸詰め。底本「濁子が」。（野･曾･柿）により改める。









瑞巌寺　



　十一日、一六瑞ずい巌がん寺じ（＊）に詣まうづ。当寺三十二世の昔、一七真ま壁かべの平へい四し郎らう、出家して入につ唐たう、帰朝の後のち一八開かい山さんす。その［其］後のちに雲うん居ご禅師の徳とく化げにより［依］て、一九七堂甍いらか改まりて、二〇金こん壁ぺき荘しやう厳ごん光をかかやかし［輝］、二一仏ぶつ土ど成じやう就じゆの大だい伽が藍らん（＊）とはなれりける。かの［彼］二二見けん仏ぶつ聖ひじりの寺はいづくにやと慕［した］はる。





一六　底本「瑞岩寺」。天台慈覚大師の開基、鎌倉時代臨済宗に改宗。


一七　法身和尚の俗名。『松島眺望集』に「法身性西和尚、過ギテ[image: ]壮歳ヲ[image: ]出家シ、不[image: ]知ラ[image: ]文墨ヲ[image: ]」、遺偈に「元是レ真壁平四郎」。

一八　入宋して無準禅師に参禅九年、北条時頼に招かれ臨済宗松島山円福寺（瑞巌寺）の開山祖師となる。

一九　禅宗では仏殿・御堂・僧堂・庫裡・三門・西浄・浴室をいう。七堂伽藍の修造は実は雲居以前の政宗時代。

二〇　杜甫、竜門「金銀仏寺開ク」（杜律集解、一）、注に「金碧照燿ス」「金銀ハ仏像ノ荘厳ナリ」。荘厳は装飾。

二一　浄土を現前した大寺院。「伽藍」は底本「伽監」。

二二　平安末期の僧。雄島に庵住十二年、法華経六万部を読誦した。『菅菰抄』契史書入れに「西行上人、能登の切浦にてこの聖にあひし後、この聖を慕ひて松島まで来られしことなどあれば、〝かの〟とは申されたり」。『撰集抄』二に見える。









石の巻　



　十二日、二三平ひら泉いづみ＊と志［心ざ］し、二四姉歯［あねは］の松・二五緒絶［だ］えの橋など聞き伝へて、人跡まれ［稀］に、二六雉ち兎と蒭すう蕘ぜうの行［往］きかふ道そことも分［わ］かず、つひ［終］に道［路］踏［ふ］みたがへ［え］て二七石の巻といふ港［[image: ]］に出いづ。「二八こがね花咲く」とよみて奉りたる二九金華［花］山、海かい上しやうに見わたし、数す百ひやくの廻くわい船せん入いり江えにつどひ、人家地をあらそひて、竈かまどの煙けぶり立ち続［つゞ］けたり。思ひがけずかか［斯］る所にも来きたれるかな［哉］と、宿借［か］らんとすれど、さら［更］に宿貸［か］す人なし。三〇やうやう［漸］まどしき小こ家いへに一いち夜やを明［あ］かして、明くればまた［又知らし］ぬ道迷［まよ］ひ行く。三一袖の渡［わた］り・三二尾ぶちの牧・三三真［ま野ののゝ］萱かや原［はら］などよそ目［め］に見［み］て、遥はるかなる三四堤を行く。心細き三五長沼に添［そうふ］て、三六戸と伊い摩ま（＊）といふ［云］所に一宿して、平泉に到いたる。三七その［其］間かん二十［廿］余里ほどと［ゝ］おぼゆ。






二三　底本「平和泉」。今の岩手県西磐井郡平泉町。藤原三代の遺跡。

二四　歌枕。宮城県栗原郡金成町姉歯にある。松島の北約五十六キロ。

二五　歌枕。宮城県古川市にある。




二六　猟師や木こり。『孟子』梁恵王下「文王之囿、方七十里。芻蕘者往キ焉、雉兎者往ク焉」。

二七　石巻市。商漁港として栄えた。

二八　大伴家持「すめろきの御代栄えんとあづまなるみちのく山にくがね花咲く」（万葉集、十八）。

二九　牡鹿半島南東の島。『陸奥名所寄』に、陸奥山「金花山といふ」。

三〇　（柿）「やう[image: ][image: ]」。

三一　歌枕。石巻市住吉町にある。

三二　歌枕。石巻市東方の牧山。

三三　歌枕。石巻市の北東十キロ。

三四　北上川の堤防。

三五　北上川の河川改修により旧川筋が沼のように残ったもの。

三六　底本「戸伊广」。登米郡登米町。

三七　松島・平泉間。









平　泉　



　九三代の栄え燿えう一〇一睡の中うちにして、一一大だい門もんの跡は一里こなたにあり［有］。一二秀ひで衡ひらが跡は田でん野やになり［成］て、一三金きん鶏けい山ざんのみ形を残す。まづ［先］一四高たか館だちに登［のぼ］れば、一五北きた上かみ川がは、一六南部より流るる［ゝ］大河なり［也］。一七衣ころも川がはは一八和泉いづみが城じやうを巡［めぐ］りて、高館の下もとにて大河に落ち入る。一九泰やす衡ひら（＊）ら［等］が旧跡は、二〇衣ころもが関せきを隔てて二一南部口をさし固［堅］め、二二夷えぞを防［ふせ］ぐと見［み］えたり。さて［偖］も、二三義臣すぐつてこの［此］城にこもり、功名一時の叢くさむらとなる。「二四国破れて山河あり、城しろ春にして草青みたり」と、二五笠かさ［打］うち敷きて、時の移［うつ］るまで涙［泪］を落としはべ［侍］りぬ。


夏草や兵つはものどもが夢の跡

卯うの花に兼かね房ふさ見［み］ゆる白しら毛がかな　　　曾良



　かね［兼］て耳驚かしたる二六二堂二七開帳す。二八経きやう堂だうは二九三将の像を残［のこ］し、三〇光ひかり堂だうは三一三代の棺ひつぎを納め、三二三さん尊ぞんの仏ほとけを安あん置ぢす。三三七しつ宝ぽう散り失［う］せて、珠たまの扉とびら風に破［やぶ］れ、金こがねの柱霜さう雪せつに朽ちて、すでに［既］頽たい廃はい空くう虚きよの叢くさむらとなる［成］べきを、四面三四新あらたに囲みて、甍いらかを覆おほひて風雨を凌しのぎ、しばらく［暫時］千せん歳ざいの記念かたみとはなれり。


三五五月雨さみだれの降り残［のこ］してや光堂







九　藤原清衡・基衡・秀衡の三代九十六年。「栄燿」は『節用集』にエヨウ。


一〇　盧生の黄粱一炊の夢の故事（謡曲『邯鄲』）による。『下学集』に、一炊夢「日本ノ俗、推量ニ炊ヲ為ス[image: ]睡ト」。

一一　平泉館の南大門跡。二十キロ手前の金沢村にあった。

一二　秀衡の居館伽羅御所の跡。

一三　秀衡が富士の形に築き、山頂に金鶏を埋めて鎮護とした山。

一四　義経の居館。衣川の館とも。泰衡の攻撃を受け最後をとげた地。

一五　石巻湾に注ぐ奥羽一の大河。

一六　北方の盛岡を中心とする南部氏領。

一七　歌枕。北上川の支流。

一八　和泉三郎忠衡の居館。

一九　底本「康衡」。秀衡の二男。

二〇　歌枕。中古蝦夷征討の野戦基地。高館の西方約一〇〇メートル。

二一　盛岡地方へ通ずる北の関門。

二二　（曾）にエゾと傍訓。

二三　義経が義勇の臣をえりすぐって。

二四　杜甫、春望「国破レテ山河在リ。城春ニシテ草木深シ」杜律集解、一）、湖伯雨、望淮「白骨城辺草自ラ青シ」（錦繡段）。

二五　杜甫、玉華宮「憂ヘ来ツテ藉イテ[image: ]草ヲ坐セバ、浩歌涙盈ツ[image: ]把ニ」（唐詩訓解、一）。

二六　中尊寺の経堂と光堂。

二七　厨子を開き中の仏像を拝むこと。

二八　一切経一万六千巻などを納めた蔵。清衡の創建。建武四年（一三三七）の大火で二階建ての上層焼失。

二九　本尊は実は文殊菩薩・優う塡てん王・善財童子の三像。

三〇　金色堂。阿弥陀堂と葬堂を兼ねた別院。清衡により天治元年（一一二四）落成。光堂の名は江戸期以後。

三一　清衡・基衡・秀衡の棺。

三二　阿弥陀如来・観音・勢至菩薩。

三三　金・銀・瑠璃・玻璃・硨磲・珊瑚・瑪瑙。経文により異同がある。

三四　正応元年（一二八八）鎌倉七代将軍惟康親王が執権北条貞時に命じ覆堂（俗称サヤ堂）を造営せしめたことをさす。

三五　（曾）次行に「蛍火の昼は消つゝ柱かな」の句を見せ消ちにする。













尿前の関　



　二南部［阝］道三遥はるかに見［み］やりて、四岩いは手での里に泊まる。五小を黒ぐろ崎さき・六みづの小こ島じまを過ぎて、七鳴子［なるご］の湯より八尿しと前まへの関にかか［ゝ］りて、九出で羽はの国くにに越えんとす。一〇この道［此路］旅人まれ［稀］なる所なれば、関せき守もりに怪［あや］しめられて、やうやう［漸］として関を越［こ］す。一一大たい山ざんを登［のぼ］つて日すでに［既］暮れければ、一二封ほう人じんの家を見かけて一三宿り［舎］を求む。三日風雨荒［あ］れて、よしなき山中に逗とう留りうす。


蚤のみ虱しらみ馬の一四尿ばりする枕まくらもと



　あるじの一五いはく［云］、これ［是］より出で羽はの国くにに大おほ山やまを隔てて、道定［さだ］かならざれば、道しるべの人を頼みて越ゆべきよしを申す。「さらば」といひ［云］て人を頼みはべ［侍］れば、一六究くつ竟きやうの若者、一七反そり脇わき指ざしを横［よこ］たへ［え］、樫かしの杖つゑを携へて、われわれ［我[image: ][image: ]］が先に立ちて行く。今［け日ふ］こそ必ず危［あやふう］きめにもあふべき日なれと、一八辛からき思ひをなして後あとに付［つ］いて行く。あるじのいふ［云］にたがはず、高かう山ざん一九森しん々しんとして二〇一鳥声聞［き］かず、木この下した闇やみ茂り合［あ］ひ二一て夜［夜る］行くがごとし。二二雲うん端たんにつちふる心ここ地ちして、篠しのの中踏み分け踏み分け［[image: ][image: ]］、水を渡［わた］り、岩に二三蹶つまづいて、肌はだへに冷［つめ］たき汗を流して、二四最も上がみの庄しやうに出いづ。かの案あ内ないせし二五男［をのこ］＊のいふ［云］やう、「この［此道みち］必ず二六不ふ用ようのこと［事あり有］。恙つつがなう二七送［おく］（＊）りまゐ［い］らせて、仕し合あはせしたり」と、喜［よろこ］びて別［わか］れぬ。後［跡］に聞きてさへ、胸とど［ゞ］ろくのみなり［也］。






二　南部街道。盛岡方面へ通ずる。

三　北方への思慕の気持ちを示す。

四　今の宮城県玉造郡岩出山町。里としたのは歌枕めかしく呼んだもの。

五　歌枕。岩出山町の西北十六キロ、玉造郡鳴子町名生定の荒雄川の北岸。

六　歌枕。荒雄川の中の小島。

七　今の鳴子温泉。小黒崎の西約四キロ。亀割坂で生まれ弁慶に負われた義経の若君がここでうぶ声をあげたので啼子と名づけたと伝える。

八　陸奥・出羽の境。新庄藩との境に仙台藩の関所があった。

九　和銅五年（七一二）設置。今の秋田・山形両県に当たる。

一〇　北羽前街道。

一一　羽前へ越える中山越えの山道。




一二　関所の番人。『論語集注』八佾に「封人ハ掌ル[image: ]封疆ヲ[image: ]之官。蓋シ賢ニシテ而隠ルル[image: ]於下位ニ[image: ]者也」。

一三　（野･曾）「舎リ」（柿）「やとり」。

一四　（野･曾）に「バリ」と傍訓。

一五　（柿）「いはく」。

一六　力の強い。『天正本節用集』に「クッキャウノツワモノ」。

一七　刀身に反りのある道中ざし。

一八　あぶない思い。

一九　杜甫、蜀相「錦官城外柏森森」。（杜律集解、上）。『詩林良材』に、森々「山林茂リタル貌」。

二〇　王安石、鍾山「一鳥不[image: ]鳴カ山更ニ幽ナリ」（錦繡段）。

二一　『史記』項羽本紀「如シ[image: ]衣テ[image: ]繡ヲ夜行ク[image: ]ガ」。

二二　杜甫、鄭附馬潜曜宴ス[image: ]洞中ニ[image: ]「已ニ入リ[image: ]テ風磴ニ[image: ]霾ル[image: ]雲端ニ[image: ]」（杜律集解、上）。注に「霾ハ雨フ[image: ]リテ土蒙霧也」。

二三　（野･曾･柿）「つまついて」。

二四　今の山形県最上郡・村山郡地方。中世の最上氏の所領。庄は荘園の意で、わざと中世めかしく漠然と言ったもの。

二五　底本「おのこ」。

二六　乱暴なこと。山賊などの害をいう。

二七　底本「をくり」。









尾花沢　



　二八尾を花ばね沢ざはにて二九清せい風ふうといふ［云］者を尋たづぬ。かれは三〇富める者［もの］なれども、志こころざし卑［いや］しからず。三一都にもをり［折をり々通ひかよ］て、さすがに旅の情なさけをも知りたれば、日ごろ［比］とど［ゞ］めて、長途のいたはり、さまざま［[image: ][image: ]］にもてなしはべ［侍］る。


涼しさをわが［我］宿にしてねまるなり［也］

這はひ出いでよ飼［かひ屋や］が下したの蟾［ひき］の声

眉［まゆ掃は］きを俤おもかげにして紅べ粉にの花

蚕こ飼がひする人は古代の姿［すがた］かな［哉］　　　曾良








二八　今の山形県尾花沢市。当時、天領。『随行日記』に「尾羽沢」、『国花万葉記』に「おはね沢」と表記する。

二九　（一六五一─一七二一）本名、鈴木道祐。通称、島田屋八右衛門。富裕な紅花問屋で、俳諧を嗜み、『おくれ双六』『稲莚』『一橋』などの撰集を公刊、芭蕉とも貞享二年（一六八五）来、江戸で俳交があった。

三〇　「昔より、賢き人の富めるはまれなり」（徒然草、十八）。

三一　『おくれ双六』清風自序に「心の花の都にも二年三年住みなれ、古今俳諧の道に踏み迷ふ」、『一橋』友静序に「陸奥の鈴木清風、俳諧の修業者となりて、都・江戸と渡りつくし」と見える。









立石寺　



　一山形領に二立りふ石しやく寺じといふ［云］山寺あり。三慈じ覚かく大だい師しの開基にして、殊ことに四清閑の地なり［也］。一見すべきよし、人々の勧［すゝ］むるに五より［依］て、尾花沢より六とつて返し、その［其］間かん七里ばかりなり［也］。日いまだ暮れず。麓［梺］の坊に宿借［か］り置きて、山上の堂に登［のぼ］る。岩七に巌いはほを重ねて山とし、松しよう栢はく年とし旧ふり、土石老おいて八苔こけ滑なめらかに、岩がん上しやうの九院々扉とびらを閉ぢて物の音聞［き］こえず。一〇岸を巡［めぐ］り、岩を這はひて、仏ぶつ閣かくを拝し、佳か景けい寂じやく寞まくとして心澄［す］みゆく［行］のみおぼゆ。


閑しづかさや岩にしみ入る蟬せみの声








一　当時、松平（結城）直矩十万石の治所。ただし、立石寺は朱印地。

二　今の山形市大字山寺にある天台宗宝珠山立石寺。貞観二年（八六〇）開基。

三　（七九四─八六四）法名円仁。第三代天台座主。




四　清らかでもの静かなこと。『寒山詩』に「出家ハ要ス[image: ]清閑ヲ[image: ]、清閑即チ為ス[image: ]貴シト」。

五　（柿）「よりて」。

六　西北の予定路に対し、南下の道を取ったことをいう。

七　（曾）「岩尾」を改める。（柿）「いはほ」。『荀子』に「積ミテ[image: ]土ヲ成ス[image: ]山ヲ」、『寒山詩』に「重巌」。凝灰岩の岩肌の重畳した山容を言ったもの。

八　『寒山詩』に「苔滑カニシテ非[image: ]関ラ[image: ]雨ニ」。

九　山上の十二支院をさす。

一〇　断崖。









最上川　



　一一最も上がみ川がは乗［の］らんと、一二大おほ石いし田だといふ［云］所に日和ひよりを待つ。ここ［爰］に一三古き俳諧の種一四落ちこぼれて、忘れぬ一五花の昔［むかし］を慕［した］ひ、一六芦ろ角かく一いつ声せいの心をやはらげ、この［此］道にさぐり足［あししゝ］て、一七新古二［ふた］道に踏［ふ］み迷［まよ］ふといへども、道［みち］しるべする人しなければと、一八わりなき一ひと巻まきを残しぬ。一九このたびの風流ここ［爰］に至れり。

　最上川は二〇陸奥［みちのく］より出いでて、山形を水みな上かみとす。二一碁［ご点てん・隼はやぶさ］などいふ［云恐おそ］ろしき二二難なん所じよあり［有］。二三板いた敷じき山やまの北を流れて、果ては酒さか田たの海に入いる。左右山覆おほひ、茂みの中に船を下くだす。これ［是］二四に稲積［つ］みたるをや、二五稲［いな］船ぶねとはいふならし。二六白糸の滝は青葉の隙ひま々［[image: ][image: ]］に落ちて、二七仙人堂、岸に臨みて立つ。二八水みなぎつて舟危［あやふう］し。


五月雨さみだれを集［あつ］めて早し最も上がみ川がは








一一　歌枕。日本三急流の一。

一二　今の山形県北村山郡大石田町。尾花沢の南西約四キロ。酒田への舟運の起点として栄えた。

一三　ふとした機縁で古風の俳諧の流風が伝わり、それがもとになって。

一四　（野･曾）により補う。

一五　種の縁語。昔の風雅の跡を慕い。




一六　大江朝綱「胡角一声霜後ノ夢、漢宮万里月前ノ腸」（和漢朗詠集、王昭君）。芦角は胡角（つの笛）芦茄（あし笛）を混交した造語。辺土の風流をいう。

一七　清風「古今俳諧の道に踏み迷ふ」（おくれ双六、序）。当時、俳壇全体に元禄新風への転換期に直面していた。

一八　やむにやまれず巻いた連句一巻。「五月雨を集めて涼し最上川」を発句とする芭蕉・一栄・曾良・川水の四吟歌仙をさす。（野･曾）により改める。

一九　（柿）「此度の」。須賀川での「風流の初めや」の句に照応し、大石田連衆の風流心をたたえたことば。

二〇　山形に発するのは支流須川。最上川は岩代・羽前境の吾妻山に発する。

二一　ともに大石田より上流にある。

二二　『日葡辞書』等にナンジョ。

二三　歌枕。月山山脈の先端。

二四　（曾）「を」を「に…や」と改める。

二五　『袖中抄』に「いなぶねとは、稲積みたる舟をいふなり。最上川…より郡々の物をば舟に積みて館に納む…」。（曾）により「は」を補う。

二六　歌枕。最上四十八滝の一。



二七　義経の臣常陸坊海尊を祀る。堂下に仙人が瀞（トロ）の難所がある。海尊は仙術を得て長生したといわれる。

二八　「秋水漲リ来テ船去ルコト速カナリ」（和漢朗詠集、月）。『東関紀行』天龍川の条に右をふまえ「いと危き心ちすれ」とある。







出羽三山　



　六月三日、五羽は黒ぐろ山さんに登る。六図づ司し左さ吉きちといふ［云］者を尋ねて、七別べつ当たう代だい八会ゑ覚がく阿あ闍じや梨り（＊）に謁えつす。九南みなみ谷だにの別院に一〇宿［舎］りして、一一憐れん愍みんの情こまやかに一二あるじせらる。

　四日、一三本坊にお［をいゐ］て俳諧興行。


ありがた［有難］や雪をかを［ほ］らす南谷



　五日、一四権ごん現げんに詣まうづ。当山開かい闢びやく一五能のう除ぢよ大だい師しは、いづれの代よの人といふ［云こと事］を知［し］らず。一六延えん喜ぎ式しきに「一七羽う州しう里さと山やまの神社」とあり［有］。書写、「黒」の字を「里山」となせるにや、羽州黒山を中略して羽黒山といふ［云］にや。出羽といへるは、「鳥の毛羽をこの［此］国の一八貢みつぎものに献たてまつる」と、一九風ふ土ど記きにはべる［侍］とやらん。二〇月ぐわつ山さん・湯ゆ殿どのを合はせて三山とす。当寺、二一武ぶ江かう東とう叡えいに属して、二二天てん台だい止しく観わんの月明らかに、二三円ゑん頓どん融ゆ通づうの法のりの灯ともしびかか［ゝ］げそひて、僧坊棟むねを並［なら］べ、修しゆ験げん行ぎやう法ぼふを励まし、霊山霊地の二四験げん効かう、人貴たふとびかつ［且］恐る。繁栄二五長とこしなへにして、めでたき［度］御お山やまと二六謂いつつべし。

　八日、月山に登［のぼ］る。二七木ゆ綿ふしめ身に引きかけ、二八宝冠に頭かしらを包み、強がう力りきといふ［云］ものに導［道び］かれて、雲うん霧む山気の中に氷雪を踏みて登［のぼ］ること［事］八里、さら［更］に二九日にち月ぐわち行ぎやう道だうの雲関に入いるかと怪［あや］しまれ、息絶え身凍［こゞ］えて、頂［項］上に至［臻］れば、日没して月顕あらはる。笹を敷［鋪］き、篠しのを枕まくらとして、臥ふして明くるを待つ。

日出いでて雲消ゆれば、湯殿に下る。

　谷のかたはら［傍］に鍛か冶ぢ小ご屋やといふ［云あり有］。三〇この［此］国の鍛だん冶や、霊水を撰えらびて、ここ［爰］に潔斎して剣つるぎを打ち、つひ［終］に月山と銘を切つて世に賞せらる。かの［彼］三一龍りよう泉せんに剣［釗］を三二淬にらぐとかや、干かん将しやう・莫ばく耶やの昔［むかし］を慕［した］ふ。道に三三堪かん能のうの三四執しふ浅［あさ］からぬこと［事知し］られたり。岩に腰掛［か］けてしばし休［やす］らふほど、三尺ばかりなる三五桜のつぼみ半ば三六に開［ひら］けるあり。降［ふ］り積む雪の下に三七埋うづもれて、春を忘れぬ遅おそ桜［ざくら］の花の心わりなし。三八炎えん天てんの梅花ここ［爰］にかを［ほ］るがごとし。三九行ぎやう尊そん僧正の四〇歌（＊）ここ［爰］に思ひ出いでて、四一なほ［猶］あはれもまさりておぼ［覚］ゆ。総［惣じて而この此］山中の微み細さい、四二行者の法式として他言すること［事］を禁ず。四三より［仍］て筆をとど［ゞ］めてしる［記］さず。

　坊に帰れば、阿闍梨［[image: ]］の求［需］めにより［依］て、三山巡［順］礼の句々、短たん冊じやくに書く。


涼しさやほの三日［か］月の羽は黒ぐろ山さん

雲の峰いく［幾］つ崩くづれて月の山

語られぬ湯殿にぬらす袂たもとかな

湯殿山銭踏［ふ］む道の涙［泪］かな　　　曾良








五　今の山形県東田川郡羽黒町にある修験道羽黒派の本山。

六　（？─一六九三）俳号、呂丸。羽黒の門前町手向村の人。染物業。

七　別当は一山を支配する職。東叡山の僧が就任、羽黒にはその代理が置かれた。

八　和合院照寂。阿闍梨は天台宗の高僧の職名。底本「阿闍利」。

九　羽黒山の中腹。別当寺の別院として高陽院紫苑寺があった。

一〇　「尿前の関」注一三参照。宿泊して。

一一　あわれみ。

一二　もてなされる。

一三　住職の坊舎。若王寺宝前院。

一四　羽黒権現。本地正観音。

一五　「大師」は普通に太子と書く。崇峻天皇の第三皇子で、北海に放浪、般若心経を信じて能除一切苦の文のみを称したので、能除と呼ばれたと伝える。

一六　『東鑑』の誤聞。

一七　『出羽国風土略記』に「東鑑に出羽国里山の衆徒、とあり。これは黒の誤りにして、羽黒は出羽黒山の略にや」とある。寺伝によるか。

一八　（曾）「貢物」。

一九　出羽国の風土記は伝存しない。ただし、『継尾集』に「昔より風土記には、かの鳥の毛羽この国の貢物としるしたれば」と見え、寺伝によるか。



二〇　月山は標高一九八○メートル。月読命を祀る。湯殿山は月山の一五〇四メートル地点の山谷。湧出する湯を霊代（タマシロ）とする。


二一　江戸東叡山寛永寺。天台宗関東総本山。羽黒山が寛永寺末となったのは、寛永十八年（一六四一）以降のこと。

二二　天台の観法が明らかに輝き。止観は天台の根本行。

二三　天台の法統をいよいよ盛んに継ぎ。円頓は円満頓悟、融通は諸法の融通無碍なことで、天台の教理。

二四　霊験効能。（曾）「校験」を改める。（柿）「効験」。

二五　（野･曾）トコシナヘと傍訓。

二六　（柿）「いひゝつへし」。（曾）「可謂」を「謂ッへし」と改める。

二七　こよりで作った修験袈裟。

二八　頭を包む白木綿。いずれも当山へ登る際の行者の行装。

二九　日月の運行する雲の関。金日光・水月光の難所の名にちなむか。



三〇　『三山雅集』に、鍛冶屋鋪「昔、一人の鍛冶師、剣の佳名あらんことを祈りて、この所にこもりて鍛ひ出だせしとなん。かれが打ちたる銘には、月山と切り付けて今世に残せり。かなしき・ふいご年経て石の形の彷彿たるを見るのみ」。『古刀銘集録』に「月山ハ（中略）高山ニテ雲霧深シ。コノ谷間ノ霊水ヲ汲ミテ、烱刃（ヤキバ）ノ湯ニ用ユ。ユヱニ月山ト銘打ツトイヘリ」。初代月山は天智朝ごろの人という。（野･曾）鍛-冶と音読符。『合類節用集』にダンヤ。

三一　『太平記』十三に、干将莫耶が事「昔周の末の代に楚王といひける王、（中略）干将といひける鍛冶を召され、この鉄にて宝剣を作つて参らすべき由を仰せらる。干将この鉄を賜はつて、その妻の莫耶とともに呉山の中に行きて、龍泉の水に淬（ニブラ）して、三年が内に雌雄の二剣を打ち出だせり」。このこと、『呉越春秋』にもとづく。


三二　（野･曾）ニラグと傍訓。刀身を焼いて水に入れ、鋼質を堅くすること。

三三　じょうず。

三四　執心。

三五　高山植物ミネザクラ。

三六　（野･曾）により補う。

三七　（柿）「うつもれて」。




三八　『禅林句集』に「雪裏ノ芭蕉摩詰ガ画、炎天ノ梅蘂簡斎ガ詩」。

三九　（一〇五五─一一三五）天台座主・大僧正。山伏修験の行者として霊異奇特を称された。

四〇　僧正行尊「大峰にて思ひもかけず桜の花の咲きたりけるを見てよめる　もろともにあはれと思へ山桜花よりほかに知る人もなし」（金葉集、雑）。『百人一首』にも入集。底本「歌の哀も」。以下、（野）「歌の哀も増りて覚ゆ」を（曾）で加筆して改める。

四一　目前の桜のふぜいも一段と感銘深く思われる、の意。（曾）により改める。

四二　『諸州採薬記』に「装束小屋、ここにて衣服を改め、金銀銭そのほか所持の品をこの所に置きて、これより先の様子、人に語ることを堅く禁ず」。

四三　（柿）「よりて」。









酒　田　



　羽黒を立ちて、一五鶴つるが岡をかの城下、一六長なが山やま氏うぢ重ぢゆう行かうといふ［云］一七武もの士のふ（＊）の家に迎［むか］へられて、一八俳諧一ひと巻まきあり［有］。左吉もとも［共］に送りぬ。川舟に一九乗つて二〇酒田の港［[image: ]］に下る。二一淵ゑん庵あん不ふ玉ぎよくといふ［云］医くす師しの許もとを宿とす。


あつみ山や吹ふく浦うらかけて夕涼み［すゞ］

暑き日を海に入［い］れたり最上川








一五　今の山形県鶴岡市。当時、庄内藩酒井左衛門尉忠真十四万石の城下町。

一六　通称、五郎右衛門。庄内藩士、百五十石。蕉門俳人。

一七　底本「物のふ」。（野･曾）「ものゝふ」、（柿）「武士」。擬古的言いかた。



一八　「めづらしや山を出羽（イデハ）の初茄子」を発句とする芭蕉・重行・曾良・呂丸の四吟歌仙をさす。


一九　（柿）「のつて」。

二〇　河村瑞賢によって開かれた西回り航路の起点。庄内藩に属す。

二一　（一六四八─一六九七）本名、伊東玄順。医号、淵庵。俳号、不玉。酒田の町医。蕉門俳人。









象　潟　



　一江山水陸の風光二数を尽くして、今三象きさ潟がたに四方はう寸すんを責む。酒田の港［[image: ]］より東北のかた［方］、山を越え、磯いそを伝ひ、五いさごを踏［ふ］みて、その［其］際さい十里、日影やや［ゝ傾かたぶ］くころ［比］、潮［汐］風真砂まさごを吹き上げ、六雨（＊）朦もう朧ろうとして七鳥てう海かいの山隠［かく］る。八闇あん中ちゆうに摸索［莫作］して「九雨もまた［又］奇なり［也］」とせば、雨後の晴色また［又たの頼も母しき敷］と、一〇蜑あまの苫とま屋やに膝ひざを入［い］れて、雨の晴るるを待つ。その［其］朝あした、天よく［能］霽はれて、朝日はな［花］やかにさし出いづるほど［程］に、象潟に舟を浮［う］かぶ。まづ［先］一一能のう因いん島じまに舟を寄［よ］せて、三年幽居の跡を訪［とぶら］ひ、向［む］かう［ふ］の岸に舟を上［あ］がれば、「一二花の上漕［こ］ぐ」とよまれし桜の一三老おい木き、一四西さい行ぎやう法師の記念かたみを残［のこ］す。江かう上しやうに御みさ陵さぎあり、一五神じん功ぐう后こう宮ぐうの御み墓はかといふ［云］。寺を一六干かん満まん珠じゆ寺じといふ［云］。この［此所処］に一七行み幸ゆきありしこと［事］いまだ聞かず。いかなる一八ゆゑ［故］あること［事］にや。この［此］寺の方はう丈ぢやうに座して一九簾すだれを捲まけば、風景一眼の中うちに尽きて、二〇南に鳥海、天をささ［ゝへえ］、その［其影陰映りうつ］て江にあり。西は二一むやむや［[image: ][image: ]］の関、道［路］を限［かぎ］り、東に堤を築きづきて、二二秋田に通［かよ］ふ道遥はるかに、海二三北にかまへ［え］て、波［浪］うち［打］入るる所を二四汐しほ越［ごし］といふ［云］。江の二五縦じゆう横わう一里ばかり、二六俤おもかげ松島に通［かよ］ひて、また［又］異ことなり。松島は笑ふがごと［如］く、象潟は憾［うら］むがごとし。寂しさに悲二七しび［み］を加へ［くはえ］て、二八地勢魂たましひを悩［なや］ますに似たり。


象潟や雨に西せい施しがねぶの花

汐越や鶴つる脛［はぎ］ぬれて海涼し

　　祭礼

象潟や料理何食［く］ふ神祭　　　曾良

蜑あまの家やや戸板を敷きて夕ゆふ涼すずみ　　　低てい耳じ美濃の［み　の　ゝ］国の商人




岩がん上しやうに雎鳩みさごの巣を見［み］る




波越［こ］えぬ契ちぎりありてや雎鳩［みさご］の巣　　　曾良








一　江（名取川等）山（出羽三山等）水（松島等）陸（宮城野等）の景。

二　あるだけ全部を見集めて。

三　松島と双称される歌枕。南北四キロ・東西二キロの潟に九十九島があったが、文化元年（一八〇四）の地震で景を失った。今、秋田県由利郡。

四　詩心を凝らす。方寸は心。




五　砂浜。蒙斎、西湖「西湖十里岸横斜、穏ニ踏ミテ[image: ]青鞋ヲ[image: ]歩ス[image: ]軟沙ニ[image: ]」（聯珠詩格、十一）。

六　下引、蘇東坡・策彦の詩句による修辞。底本「[image: ]朧」。

七　象潟の南東二十キロにある標高二二三六メートルの休火山。秋田富士。葉苔磯、西湖値フ[image: ]雨ニ「山入リテ[image: ]煙雲ニ[image: ]半バ有無、驀然風雨暗シ[image: ]平湖[image: ]」（聯珠詩格、二）。

八　策彦、晩ニ過グ[image: ]西湖ヲ[image: ]「余杭門外日将ニ[image: ]晡レント、多景朦朧トシテ一景無シ、暗ンジ[image: ]得テ雨奇晴好ノ句ヲ[image: ]、暗中ニ摸索シテ識ル[image: ]西湖ヲ[image: ]」（南游集）。この詩、清水春流『続徒然草』に出て著聞する。

九　蘇東坡、西湖「水光瀲灔トシテ晴レテ偏ヘニ好シ、山色朦朧トシテ雨モ亦奇ナリ、若シ把テ[image: ]西湖ヲ[image: ]比セ[image: ]バ西子ニ[image: ]、淡粧濃抹両ツナガラ相宜シ」（聯珠詩格、二）。

一〇　能因「出羽の国にまかりて象潟といふ所にてよめる　世の中はかくても経けり象潟の海士の苫屋をわが宿にして」（後拾遺集、羇旅）。

一一　能因閑居の跡と伝える島。

一二　伝西行「象潟の桜は波にうづもれて花の上漕ぐ海士の釣舟」（継尾集）。

一三　西行桜。謡曲にオイキ。

一四　（一一一八─一一九〇）陸奥に再度下る。

一五　仲哀天皇の皇后。『継尾集』に、百済征伐の帰途、当地に漂着すとの土地の口碑を伝える。

一六　『継尾集』に「皇后尋常御肌に抱かせたまふ干満の二珠によそへ、皇后山干満珠寺とは伝へはべるとかや」。寺伝に、称徳朝僧昭機が皇后の霊夢を蒙り、この地に皇后殿を建てたのに始まるという。

一七　『下学集』にミユキ。（曾）「御幸」を改める。

一八　（野）により補う。

一九　『円機活法』遊眺門・江楼晴望に「捲ク[image: ]簾ヲ」。

二〇　実は南東。以下、西は南西、東は北東、北は西に当たっている。

二一　歌枕。有耶無耶の関とも。ここでは由利郡象潟町関にあった関をさす。



二二　今の秋田地方。当時、佐竹義処（ヨシズミ）二十万石の領地。


二三　杜牧之、阿房宮賦「驪山北ニ構ヘテ而西ニ折レ」（古文真宝後集、一）。

二四　象潟の西、日本海に続く低地。

二五　（野･曾）シウヲウと傍訓。

二六　顔かたち。

二七　（野･曾）により改める。

二八　『菅菰抄』本間契史書入れに「みな美人の形容」。西施傷心の俤をいう。









越後路　



　酒田の一なごり［余波］日を重ねて、二北ほく陸ろく道だうの雲に望む。三遥えう々えうの思［おも］ひ胸をいたましめて、四加賀の府まで百三十［卅］里と聞く。五鼠ねずの関を越［こ］ゆれば、越ゑち後ごの地に歩行あゆみを改めて、六越中の国七市［一振ぶり］の関に到いたる。八この［此］間かん九ここ日のか、九暑湿の労に一〇神しんを悩［なや］まし、病やまひおこりて一一事をしるさず。


文ふみ月づきや六むい日かも常の夜には似ず

荒あら海うみや佐さ渡どに横［よこ］たふ天あまの河がは








一　（野）「ナコリ」と傍訓。（柿）「なこり」。

二　若狭・越前・加賀・能登・越中・越後・佐渡の七か国。今の福井・石川・富山・新潟県地方に当たる。




三　前途はるかの思い。陶淵明、和[image: ]郭主簿[image: ]「遥々トシテ望ム[image: ]白雲ヲ[image: ]」。

四　今の金沢市。当時、前田家百二十万石の城下。府は都市の意。

五　念珠が関とも書く。東国三関の一。白雉四年（六五三）蝦夷地への前進基地として設けられ、後、越後・出羽の境界として知られた。元禄当時のものは庄内藩の口留番所。

六　芭蕉の記憶違いで、実はまだ越後。

七　高田藩の関所。今、新潟県西頸城郡青海町内。境川を隔てて越中の国に対する。

八　実は酒田より十六日、鼠の関から十四日。俗に「越後路十日、越中路三日」という。

九　暑気と雨の苦労。

一〇　精気。

一一　道中記の記事。









市　振　



　今け日ふは一二親知［し］らず・子知［し］らず・犬戻［もど］り・駒こま返がへしなどいふ［云］北国一の難なん所じよを一三越えて疲［つか］れはべ［侍］れば、枕まくら引き寄［よ］せて寝たるに、一ひと間ま一四隔てて一五面おもてのかた［方］に、若き女の声、ふたり［二人］ばかり［計］と聞［き］こゆ、一六年老いたる一七男［をのこ］（＊）の声も交じりて物語するを聞［き］けば、越後の国一八新にひ潟がたといふ［云］所の遊女なり［成］し。一九伊い勢せに参さん宮ぐうするとて、この［此］関まで二〇男［をのこ］（＊）の送りて、明［あ日す］二一は古里［郷］に返［かへ］す二二文ふみしたた［ゝめめて］、はかなき言こと伝づてなどしやるなり［也］。二三白しら波［浪］の寄［よ］する汀なぎさに身を二四はふらかし、海［あ士ま］の二五この世をあさましう下りて、定めなき契り、日々の二六業ごふ因いんいかにつたなしと、物いふ［云］を聞［き］く聞く［[image: ][image: ]］寝入りて、朝［あした］旅立つに、われわれ［我[image: ][image: ]］に向［む］かひて「二七行ゆく方へ（＊）知［し］らぬ旅たび路ぢの憂［う］さ、あまりおぼつか［覚束］なう悲しくはべ［侍］れば、見え隠［がく］れにも御おん跡あとを慕［した］ひはべら［侍］ん。二八衣ころもの上の御おん情なさけに二九大だい慈じの恵［めぐ］みを垂［た］れて、三〇結けち縁えんせさせたま［給］へ」と涙［泪］を落とす。三一不ふ便びんのこと［事］には三二思［おも］ひはべ［侍］れども、「われわれ［我[image: ][image: ]］は所ところ々どころにてとど［ゞ］まるかた［方］多［おほ］し。ただ［只］人の行くにまかせて行くべし。三三神しん明めいの加護、必［かなら］ず恙つつがなかるべし」といひ［云］捨てて出いでつつ［ゝ］、あはれ［哀］さしばらくやまざり三四けらし。


一つ家やに遊女も寝［ね］たり萩はぎと月



曾良に語［かた］れば、三五書きとど［ゞ］めはべ［侍］る。






一二　郷津より市振に至る間の海岸の難所。東より犬戻り・駒返し・親知らず・子知らずの順で、『随行日記』によれば、犬戻りは七月十一日、駒返し以下は十二日に通過している。

一三　（柿）「こえて」。

一四　（野･曾）「隔てゝ」。

一五　（柿）『鳥の道』に「西のかた」と誤る。

一六　（野）「年老たる」、（曾）「年寄たる」。

一七　底本「おのこ」。

一八　今の新潟市。「豊かなる港にて、小唄・三味線あり」（諸国色里案内）。

一九　『奥のほそ道解』に「越後の習ひにて諸民一生の内参宮せぬは一人もなし」。この年は遷座式があるため特に伊勢参宮する者が多かった。（野･曾）により「に」を補う。

二〇　底本「おのこ」。

二一　（野･曾）により改める。

二二　（野･曾･柿）により改める。

二三　『和漢朗詠集』遊女に「白波の寄するなぎさに世をすぐすあまの子なれば宿も定めず」。

二四　投げ捨て。

二五　（柿）「子」。「海士の子」を「この世」へ言い掛けたもの。

二六　罪業の原因。『撰集抄』江口遊女の事「これも前世の遊女にてあるべき宿業のはべりけるやらむ」。

二七　底本「行衛」。（野）「行末」。

二八　法衣を着け慈悲を旨とする僧侶としての御情により。

二九　仏の広大な慈悲。

三〇　仏道に縁を結ぶこと。

三一　かわいそうな。

三二　（野･曾）により補う。

三三　神の助け。ここでは特に皇大神宮の助けをいう。

三四　『暁山集』に「〝けり〟を、文字たらぬ時、長く言ひたくは、その時〝けらし〟と言ふべし」。元来は「けるらし」の約だが、連歌以来「けり」と同義とされ、芭蕉は多く詠嘆に用いている。

三五　『随行日記』『俳諧書留』には記載がない。









越中路　



　九黒部［くろべ］四十八が瀬とかや、数知［し］らぬ川を渡［わた］りて、一〇那な古ごといふ［云］浦に出いづ。一一担た籠ごの藤ふぢ浪なみは、春ならずとも、初はつ秋あきのあはれ［哀］訪［と］ふべきものをと、人に尋ぬれば「これ［是］より五里磯［いそ］伝ひして、向［む］かう［ふ］の山陰に入［い］り、一二蜑あまの苫とま葺［ぶ］き一三かすかなれば一四、蘆あしの一ひと夜よの宿貸［か］すものあるまじ」と、いひお［を］どされて、加賀［かゞ］の国に入る。


早稲［わせ］の香や分け入る右は有あり磯そ海うみ








九　黒部川の河口近く川筋の無数に分岐した所を古来四十八が瀬といい、難所として知られた。幸若『笈さがし』に「黒部は四十八が瀬」。

一〇　歌枕。今の富山県新湊市堀岡の海岸。大伴家持「あゆの風いたく吹くらし奈呉の海人の釣する小舟漕ぎ隠る見ゆ」（万葉集、十七）。

一一　歌枕。富山県氷見市下田子付近。内蔵忌寸縄麿「多祜の浦の底さへ匂ふ藤波をかざして行かむ見ぬ人のため」（万葉集、十九）。『拾遺集』以下に柿本人麿の作とする。

一二　漁師の苫葺きの家。

一三　貧弱。粗末。



一四　（曾）「蘆の」書入れ。蘆の一節（ヒトヨ）に一夜を言い掛けたもの。皇嘉門院別当「難波江の蘆のかり寝のひとよゆゑ身をつくしてや恋ひわたるべき」（千載集、恋）。







金　沢　



　一五卯うの花はな山やま・一六俱［く利り伽か羅ら］が谷を越［こ］えて、金沢は一七七月中なかの五日なり［也］。ここ［爰］に一八大おほ坂ざかより通［かよ］ふ商人一九何か処しよといふ［云］者あり［有］。それが旅宿をともにす。

　二〇一いつ笑せうといふ［云者はもの］、この［此］道に好［す］ける名のほのぼの［[image: ][image: ]］聞こえて、世に知る人もはべり［侍］しに、去こ年ぞの冬早さう世せいしたりとて、二一その［其］兄二二追つい善ぜんを催すに、


塚つかも動けわ［我］が泣く声は秋の風




ある草さう庵あんにいざなはれて




秋涼し手てごと［毎］にむけや瓜［爪］茄子なすび




途中吟〔唫）




あかあか［[image: ][image: ]］と日はつれなく［難面］も秋［あき］の風




小松といふ［云］所にて




しを［ほ］らしき名や小松吹く萩はぎ薄［すゝき］








一五　歌枕。富山県西礪波郡にある。「かくばかり雨の降らくにほととぎす卯の花山になほか鳴くらむ」（万葉集、十）。

一六　富山県と石川県との境、木曾義仲が平家を追い落とした古戦場。

一七　七月十五日（陽暦八月二十九日）。盆の魂祭の日に当たる。

一八　当時はオオザカと濁って読んだ。

一九　曰人『蕉門諸生全伝』に「大坂人、享保十六辛亥六月十一日卒。光明山念仏寺葬」。『猿蓑』にも入集する。

二〇　（一六五三─一六八八）小杉氏。通称、茶屋新七。金沢片町に葉茶屋を営むかたわら、寛文以来重頼・季吟・梅盛・尚白らの撰集に入集、加賀俳壇の俊秀として聞こえた。元禄元年十二月六日没、三十六歳。



二一　俳号、丿松（ベツシヨウ）。

二二　死者の冥福を祈るための俳諧興行。七月二十二日、金沢願念寺において催された。丿松はこの時の参会者の追悼句をもとに、一笑追善『西の雲』（元禄四）を編んでいる。







多太神社　



　一この［此］所二多太［太田］の神社に詣まうづ。三実さね盛もり（＊）が四甲かぶと・五錦にしきの切れあり。六往その昔かみ源氏に属せし時、七義よし朝とも公より賜［給］はらせたまふ［給］とかや。げにも八平ひらさ士ぶらひのものにあらず。九目ま庇びさしより一〇吹ふき返がへしまで一一、菊唐［から］草の彫［ほ］りもの金こがねをちりばめ、一二龍たつ頭がしらに一三鍬くは形がた打つたり。実［真］盛討死の後のち、一四木き曾そ義よし仲なか一五願ぐわん状じやうに添［そ］へて、この［此］社やしろにこめられはべる［侍］よし、一六樋ひ口ぐちの次じ郎らうが使ひせしこと［事ども共］、まのあた一七り縁起［記］に見［み］えたり。


むざんやな甲かぶとの下のきりぎり［[image: ][image: ]］す








一　小松。今の石川県小松市。

二　小松市上本折町にある式内社。

三　底本「真盛」。（曾）上に「斎藤別当」の四字を見せ消ち。初め源義朝に属し、のち平宗盛に従う。寿永二年、木曾義仲追討の軍に白髪を染めて出陣、加賀篠原に戦死した。義仲は幼時実盛に養育された恩を偲び、厚い回向を命じたという。

四　「木曾義仲副書」に、義朝より下賜されたことをしるす。

五　『平家物語』等に、宗盛より錦の直垂を下賜されたことをしるす。

六　（野･曾）「其昔」。

七　（一一二三─一一六〇）源為義の長子。平治の乱に敗れ、尾張野間で殺された。

八　『節用集』等にヒラサブライ。身分の低い武士。

九　兜の鉢の前の覆い。

一〇　兜のしころの板の、耳の辺で後方に反っている部分。

一一　菊の花や葉を、つる草がからみあうように図案化した模様。

一二　兜の前面の飾り金具。

一三　兜の前立物。二本相対して立てる。

一四　（一一五四─一一八四）源義仲。木曾山中に成長、俱利伽羅山に平氏を破り都に上ったが、源義経の軍に討たれた。

一五　戦勝祈願の書状。大夫坊覚明執筆。

一六　兼光。義仲四天王の一人。実盛の首を検分し、「あなむざんやな」と落涙した（平家物語・謡曲『実盛』等）。

一七　「加州小松八幡宮宝物縁起」。ただし、樋口使者のことは「木曾義仲副書」にあり、縁起には見えぬ。









那　谷　



　一八山やま中なかの温泉いでゆに行くほど、一九白しら根ねが岳だけ跡に見［み］なして歩［あゆ］む。左の山やま際ぎはに二〇観音堂あり。二一花くわ山さんの法皇、二二三十三所の巡［順］礼とげさせたま［給］ひて後のち、二三大慈大悲の像を安あん置ぢしたま［給］ひて、那な谷たと名付けたま［給］ふと二四なり［や］。那な智ち・二五谷たに汲ぐみ（＊）の二字を二六分［わ］かちはべり［侍］しとぞ。奇石さまざま［[image: ][image: ]］に、古こ松しよう植ゑ並［なら］べて、萱かや葺［ぶ］きの小堂、岩の上に二七造り掛［か］けて、殊勝の土地なり［也］。


石山の石より白し秋の風








一八　石川県江沼郡山中町にある名泉。

一九　歌枕。白山をいう。

二〇　小松市那谷町の那谷寺にある。泰澄大師作の千手観音を本尊とする。

二一　（九六八─一〇〇八）。第六十五代。寛和二年退位、近畿の霊地を巡拝修行した。

二二　西国三十三所の観音の霊場。紀伊那智に始まり美濃谷汲に終わる。

二三　観世音菩薩の像。安置したのは、実は花山法皇以前。

二四　（野･曾）に「也」とあるのにより改める。

二五　底本「谷組」。（柿）「谷汲」。

二六　「那谷寺略縁起」に「西国三十三番ノ首ナル紀伊ノ那智ト其尾ナル美濃ノ谷汲ノ各々一字ヲ取リタマヒタルナリ」。

二七　岩の上にもたせかけて造ってあるさまをいう。かけ造り。









山　中　



　温泉いでゆに浴す。その効［其功］一有間［明］に次ぐといふ［云］。


山やま中なかや菊はたを［お］らぬ湯の匂にほひ



　あるじとする者［物］は、二久く米め之の助すけとて、いまだ小せう童どうなり［也］。かれが三父、俳諧を四好きて［み］、洛らくの五貞てい室しつ若輩の昔［むかし］、ここ［爰］に来きたりしころ［比］、風雅に六辱はづかしめられて、洛に七帰りて八貞てい徳とくの門人となつて世に知［し］らる。功名の後のち、この［此］一いつ村そん九判はん詞しの料を請けずといふ［云］。今いま更さら一〇昔［むかし］語がたりとはなりぬ。






一　（野･曾）により改める。（柿）「有馬」。兵庫県の有馬温泉。

二　（一六七六─一七五一）泉屋甚左衛門の幼名。山中十二家の一。当時十四歳。芭蕉から桃夭の号を与えられた。

三　又兵衛豊連。延宝七年没。ただし、『書留』には「祖父」とする。祖父は又兵衛景連、寛文七年没。

四　（野･曾･柿）「好て」。数寄ての意。

五　（一六一〇─一六七三）安原正章。貞門。

六　（曾）ハツカシメと傍訓。

七　（野･曾）「帰りて」。

八　（一五七一─一六五三）松永氏。貞門俳諧の祖。

九　点料。俳諧の添削批評の謝礼。

一〇　（柿）「むかしものかたり」。（曾）「むかし物かたり」を改める。









別　離　



　曾良は腹を病みて、伊い勢せ一一の国長なが島しまといふ［云］所に一二ゆかりあれば、先立ちて一三行くに、


行き行き［[image: ][image: ]］て倒［たふ］れ伏ふすとも萩はぎの原　　　曾良



と書き置きたり。行く者［ものゝ］の悲しみ、残る者［もののゝ憾うら］み、一四隻せき鳧ふの別［わか］れて雲に迷［まよ］ふがごとし。予もまた［又］、


今け日ふよりや書かき付つけ消さん笠かさの露








一一　今の三重県桑名郡長島町。当時松平忠充一万石の城下。

一二　縁故があるので。

一三　（野･柿）「旅立行に」。（曾）「旅立行に」を改める。



一四　（柿）「雙鳧」。（曾）「隻鴨」を改める。『蒙求』李陵初詩に「武別ル[image: ]ル陵ニ詩ニ曰ク、雙鳧俱ニ北ニ飛ブ、一鳧独リ南ニ翔ル、子ハ当ニ[image: ]留マ[image: ]ル斯ノ館ニ[image: ]、我ハ当ニ[image: ]帰ル[image: ]故郷ニ[image: ]」。蘇武が、ともに匈奴にとらえられた李陵と別れ漢に召還される際の詩で、鳧はケリという渉禽類の鳥。詩は『源平盛衰記』漢朝蘇武が事にも引く。芭蕉は雙鳧を隻鳧に転用したもの。







全昌寺　



　一五大だい聖しやう寺じ（＊）の城外、一六全ぜん昌しやう寺じといふ寺に泊［と］まる。なほ［猶］加賀の地なり［也］。曾良も前の夜この［此］寺に一七泊まりて、


よもすがら［終宵］秋風聞くや裏［うら］の山



と残す。一いち夜やの隔て、一八千里に同じ。われ［吾］も秋風を聞きて一九衆しゆ寮れうに臥ふせ二〇ば、あけ［明］ぼのの［ゝ］空近う、二一読ど経きやう声澄［す］むまま［ゝ］に、二二鐘しよう板ばん鳴りて二三食じき堂だうに入いる。今［け日ふ］は越ゑち前ぜんの国へと、心二四早さう卒そつにして堂下に下くだる二五を、若き僧ども二六紙し硯けん二七をかかゝ〕へえ〕て、階きざはしの下［もと］まで追ひ来きたる。をり［折ふし節］庭てい中ちゆうの柳散れば、


庭掃きて出いでばや寺に散る柳



二八とりあへぬさまして、草鞋わらぢながら書き捨つ。






一五　底本「大聖持」。今の加賀市大聖寺町。当時、前田利明七万石の城下。

一六　大聖寺町の南郊にある曹洞宗の寺院。山中の泉屋の檀那寺に当たる。

一七　（野・曾）「泊りて」。




一八　『蒙求』李陵初詩に「浮雲日ニ千里、安ンゾ知ラン[image: ]我ガ心ノ悲シミヲ[image: ]」。

一九　禅宗で修行する衆僧の寮舎をいう。

二〇　（曾）「ば」書入れ。

二一　（曾）「読経聞ユ」を改める。（柿）「読経の声すむまゝに」。

二二　（曾）「板鐘」を改める。禅家で食時の知らせに打つ板。雲板ともいう。

二三　僧侶の食事をする堂。

二四　あわただしいさま。

二五　（曾）「を」書入れ。

二六　紙とすずり。

二七　（野･曾）により改める。

二八　（曾）「とりあへぬ一句」を改める。









汐越の松　



　越前の境さかひ、二吉よし崎ざきの入江を舟に三棹さをさして（＊）、四汐しほ越ごしの松を尋ぬ。


五よもすがら［終宵］嵐あらしに波を運［はこ］ばせて




月を垂［た］れたる汐越の松　　　西行



この［此］一首にて数す景けい尽きたり。もし一六辨を加ふるものは、七無用の指を立つるがごとし。






二　今の福井県坂井郡金津町吉崎を北端として南西に入りこんだ入江。今の北潟湖。

三　底本「掉して」。（曾）「掉指て」を改める。（柿）「掉さして」。

四　吉崎の対岸浜坂の岬の汐越神社付近一帯の松。

五　実は文明七年蓮如上人の作。ただし、近松の『傾城反魂香』にも「当国（越前）の名木は、西行が塩越の松」と見える。

六　「辨」は辯に同じ。



七　『荘子』駢拇に「駢ス[image: ]ル於足ニ[image: ]者ハ、連ヌル[image: ]無用之肉ヲ[image: ]也。枝ス[image: ]ル於手ニ[image: ]者ハ、樹ツ[image: ]ル無用之指ヲ[image: ]也」。「枝スル[image: ]於手ニ[image: ]」とは、手の指の六本あること。







天龍寺・永平寺　



　八丸まる岡をか九天てん龍りゆう寺じの一〇長老、古き一一因ちなみあれば尋ぬ。また［又］、金沢一二の北ほく枝しといふ者［もの］、かりそめに見送りて、この［此所処］まで慕［した］ひ来る。所ところ々どころの風景過すぐさず思ひ続［つゞ］けて、をり［折ふし節］あはれなる作意など聞こゆ。今すでに［既］別れに臨［望］みて、


物書きて扇引きさくなごりかな［余波哉］



　五十町［丁］山に入りて、一三永えい平へい寺じを一四礼らいす。一五道だう元げん禅ぜん師じの御み寺てらなり［也］。一六邦畿［機］千里を避けて、かか［ゝ］る山陰に跡を残［のこ］したま［給］ふも、一七貴たふときゆゑ［へあり有］とかや。






八　今の福井県坂井郡丸岡町。ただし、天龍寺は今の福井県吉田郡松岡町、当時松平昌勝五万石の城下にあり、丸岡は松岡の誤記。

九　清涼山天龍寺。曹洞宗、永平寺の末寺で、藩主松平家の菩提所。

一〇　禅宗寺院の住職。大夢和尚をさす。もと江戸品川天龍寺住職だった。

一一　（柿）「因み」。

一二　（？─一七一八）立花氏。通称、研屋源四郎。蕉門十哲の一人。

一三　吉祥山永平寺。曹洞宗の大本山。今の福井県吉田郡永平寺町にある。

一四　礼拝した。

一五　（一二〇〇─一二五三）。日本曹洞宗の開祖。寛元二年永平寺を開いた。




一六　『詩経』商頌に「邦畿千里、維レ民ノ所[image: ]止マル」。邦畿は帝都の地の意。

一七　『菅菰抄』に「相伝ふ、初め寺地を京師にて賜はらんとありしを、禅師のいはく、寺堂を繁華の地に営みては、末世に至り、僧徒あるいは塵俗に堕するものあらんか、と固く辞してつひに越前に建立すといふ」。









福　井　



　一八福井は三里ばかり［計］なれば、夕ゆふ飯めししたた［ゝ］めて出いづるに、黄昏［たそかれ］の道［路］たどたど［[image: ][image: ]］し。ここ［爰］に一九等とう栽さいといふ［云］二〇古き隠士あり［有］。いづれの二一年にや［か］江戸に来きたりて予を尋ぬ。遥はるか十と年［とせ］余りなり［也］。いかに二二老いさらぼひてある［有］にや、はた［将］死しにけるにやと、人に尋ねはべ［侍］れば、いまだ存命して二三そこそこ［[image: ][image: ]］と教ふ［ゆ］。市中ひそかに引き入りて、二四あやしの小こ家いへに夕顔［[image: ]］・へちまの二五延［はへえ］かか［ゝ］りて、鶏頭・箒［はゝ木木ゝ］に戸ぼそを隠［かく］す。さてはこの［此内うち］にこそと、門かどをたたけ［扣］ば、侘わびしげなる女の出いでて、「いづくよりわたりたま［給］ふ二六道だう心しんの御ご坊ぼうにや。あるじはこの［此］あたり何なに某［がし］といふ［云者のものゝかた方］に行きぬ。もし用あらば尋ねたま［給］へ」といふ。かれが妻なるべしと知［し］らる二七。昔［むかし］物もの語［がたり］にこそかか［ゝ］る風ふ情ぜいははべ［侍］れと、やがて尋ね会［あ］ひて、その家に二ふた夜よ泊［と］まりて、名月は二八敦［つる賀が］の港［みなと］にと旅［たび］立つ。等栽もとも［共］に送らんと、裾すそを［お］かしうからげて二九、道［路］の枝し折をりと浮［う］かれ立つ。






一八　今の福井市。当時、松平昌親二十五万石の城下。

一九　生没年未詳。神戸氏。洞哉・等哉とも書く。福井俳壇の古老。

二〇　古くから知られた隠者。

二一　（野･曾）により改める。

二二　年寄りやせ衰えて。

二三　どこそこだと。今、福井市内左内公園の一角をその宅址と伝える。

二四　粗末な小家。以下、『源氏物語』夕顔、光源氏が夕顔の宿を訪れる場面の「『かの白く咲けるをなむ、夕顔と申しはべる。花の名は人めきて、かうあやしき垣根になむ、咲きはべりける』と申す。げにいと小家がちに、むつかしげなるわたりの、このもかのも、あやしくうちよろぼひて、むねむねしからぬ軒のつまなどに、はひまつはれたるを、『くちをしの花の契りや。一房折りて参れ』とのたまへば、この押しあげたる門に入りて折る」の一節をふまえる。

二五　延びからまって。

二六　僧形の遁世者。

二七　『源氏物語』夕顔、光源氏が荒れた院で六条御息所の怨霊に出会う場面の「昔物語などにこそかかることは聞け、といとめづらかにむくつけけれど」の文言をふまえ、等栽の妻の応対を皮肉に興じたもの。

二八　歌枕。今の敦賀市。

二九　道案内。









敦　賀　



　やうやう［漸］白しら根ねが岳だけ隠［かく］れて、五比ひ那なが嵩だけ現［あらは］る。六あさむづの橋を渡［わた］りて、七玉たま江えの蘆あしは八穂に出いでにけり。九鶯うぐひすの関せきを過ぎて、一〇湯ゆの尾を峠を越ゆれば、一一燧ひうちが城じやう、一二帰［かへる山やま］に初はつ鴈かりを聞きて、一三十四日の夕暮［ぐ］れ、敦［つる賀が］の津に宿を求［もと］む。

　その夜、月殊ことに晴れたり。「明［あ日す］の夜もかくあるべきにや」といへば、「越こし路ぢの習ひ、なほ［猶］一四明めい夜やの陰晴はかりがたし」と、あるじに酒勧［すゝ］められて、一五気［け比い］の明みやう神じんに夜参す。仲ちゆう哀あい天皇の御ご廟べうなり［也］。社頭神かんさびて、松の木この間まに月の漏［も］り入りたる、御［お前まへ］の一六白はく砂さ、霜を敷けるがごとし。往その昔かみ、一七遊ゆぎ行やう二世の上しやう人にん、大たい願ぐわん発ほつ起きのこと［事］ありて、自［みづか］一八ら葦［草］を刈かり、土石を荷になひ、泥でい渟ていをかわ［は］かせて、参詣往わう来らいの煩わづらひなし。古例一九今に絶［た］えず、神前に真砂まさごを荷になひたま［給］ふ。「これを二〇遊行の砂持ちと申まうしはべ［侍］る」と、亭主の語［かた］りける。


月清し遊行の持［も］てる砂の上



　十五日、亭主のことば［詞］にたがはず雨降る。


名月や北ほく国こく日和びより定めなき







五　雛が岳・日永岳とも書く。今、日野山という。福井・敦賀の中間、武生（タケフ）の南東約五キロにある。


六　歌枕。福井市浅水町の浅水川に架した橋。『枕草子』『催馬楽』などに出て著聞する。

七　歌枕。『名所方角抄』に「麻生津といふ所に江川あり、これを玉江といふ」とある。源重之「夏刈の玉江の蘆を踏みしだき群れゐる鳥の立つ空ぞなき」（後拾遺集、夏）。

八　藤原俊成「たがための手枕にせむさを鹿の入る野のすすき穂に出でにけり」（続後拾遺集、秋上）。

九　歌枕。『菅菰抄』に「鶯の関は、関の原といふ名所なり。方角抄、〝鶯の鳴きつる声にしきられて行きもやられぬ関の原かな〟今民俗誤りて関が鼻といふ。府中と湯の尾との間にて、茶店あり」。

一〇　福井県南条郡の脇本より今庄へ越える中間の峠。義仲の古戦場。

一一　右の南東の山。義仲の城跡。

一二　歌枕。今庄の南西。藤原家隆「帰山いつはた秋と思ひこし雲ゐの雁も今や逢ひ見む」（続後拾遺集、秋）。

一三　陰暦八月、仲秋名月の前夜。




一四　孫明復、八月十四日夜「明夜陰晴未ダ[image: ]可カラ[image: ]知ル」（錦繡段）。

一五　気比神宮。越前一の宮、十四代仲哀天皇等七座を合祀する。

一六　謡曲にハグサ。白楽天「月照セバ[image: ]平沙ヲ[image: ]夏ノ夜ノ霜」（和漢朗詠集、夏夜）。

一七　（一二三七─一三一九）時宗二祖他阿上人真教。毒龍退散のため神宮の付近の沼地へ土砂を運んで埋めたこと、『二諦日録』に見える。

一八　（野）により改める。

一九　この年、遊行四十四世尊任の北陸巡錫があった。

二〇　遊行上人を嗣ぐ者が、気比の神前に砂をにないまく儀式。









種の浜　



　十六日、空霽はれたれば、一ますほの小貝拾［ひろ］はんと、二種いろの浜はまに舟を三走はす。海かい上しやう七里あり。四天てん屋や何なに某がしといふ［云］者［もの］、五破わり籠ご・六小さ竹さ筒えなどこまやかに七したた［ゝ］めさせ、僕しもべあまた舟にとり乗［の］せて、追ひ風、時の間［ま］に八吹き着きぬ。浜はわづかなる海あ士まの小こ家いへにて、侘わびしき九法ほつ華け寺でら（＊）あり。ここ［爰］に茶を飲み、一〇酒を暖［あたゝ］めて、一一夕暮［ぐ］れの寂［さび］しさ、感に堪たへたり。


寂さびしさや一二須す磨ま（＊）に勝［か］ちたる浜の秋

波［浪］の間まや小貝にまじる萩はぎの一三塵ちり（＊）



その［其］日の一四あらまし、等とう栽さいに筆をとらせて寺に残す。






一　若狭湾に産する赤色の小貝。西行「汐染むるますほの小貝拾ふとて色の浜とはいふにやあるらん」（山家集）。

二　敦賀湾西北岸の浜。




三　（野･曾）「走ス」。

四　（柿）「天屋何かし」。天屋五郎右衛門。敦賀の回船問屋。俳号、玄流。

五　白木の折箱で、内側にしきりを設け、かぶせぶたにした弁当箱。

六　酒を携行するための竹筒。

七　用意させ。

八　（曾）「吹付ぬ」を改める。『源氏物語』須磨に「日長きころなれば、追風さへそひて、まだ申の時ばかりに、かの浦に着きたまひぬ」。

九　底本「法花寺」。日蓮宗の寺。本隆寺。

一〇　白楽天「林間ニ煖メテ[image: ]酒ヲ焼たク[image: ]紅葉ヲ[image: ]」（和漢朗詠集、秋興）。

一一　藤原定家「見わたせば花も紅葉もなかりけり浦の苫屋の秋の夕暮れ」（新古今集、秋）。

一二　底本「須广」。

一三　底本「薼」。

一四　（曾）「日記」を改める。（柿）「ありさま」。本隆寺に伝存する懐紙に「気比の海のけしきにめで、いろの浜の色に移りて、ますほの小貝とよみ侍しは、西上人の形見成けらし。されば、所の小はらはまで、その名を伝えて、汐のまをあさり、風雅の人の心をなぐさむ。下官、年比思ひ渡りしに、此たび武江芭蕉桃青巡国の序、このはまにまうで侍る。同じ舟にさそはれて、小貝を拾ひ、袂につゝみ、盃にうち入なんどして、彼上人のむかしをもてはやす事になむ。越前ふくゐ洞哉書。小萩ちれますほの小貝小盃　桃青　元禄二仲秋」としるす。









大　垣　



　一五露ろ通つうもこの港［此みなと］まで出いで迎［むか］ひて、美［み濃ののゝ］国へと伴ふ。一六駒こまに助［たす］けられて一七大おほ垣がきの庄に入れば、曾良も伊い勢せより一八来きたり合ひ、一九越ゑつ人じんも馬を飛［と］ばせて、二〇如じよ行かうが家に入り集まる。二一前ぜん川せん子し・二二荊けい口こう父子、その［其］外親［した］しき人々、日夜訪［とぶら］ひて、二三蘇そ生せいの者［もの］に会［あ］ふがごとく、かつ［且喜び悦］かつ［且］二四いたはる。旅のもの［物］うさもいまだやまざるに、二五長なが月づき六むい日かになれば、伊い勢せの二六遷せん宮ぐう（＊）拝［おが］まんと、また［又］二七舟に乗［の］りて、


蛤はまぐりの




ふたみに




別［わか］れ行く秋ぞ








一五　（一六四九─一七三八）斎部伊紀。路通とも書く。蕉門俳人。

一六　（曾）「駒をはやめて」を改める。

一七　今の大垣市。当時、戸田采女正氏定十万石の城下。「庄」は擬古的呼びかた。

一八　（曾）「かけ合」を改める。

一九　（一六五六─？）越智十蔵。名古屋の商人。蕉門俳人。

二〇　（？─一七〇六）近藤氏。もと大垣藩士。蕉門俳人。

二一　津田氏。大垣藩詰め頭。「子」は敬称。蕉門俳人。

二二　（？─一七一二）宮崎太左衛門。大垣藩御広間番。蕉門俳人。此筋・千川・文鳥の三子があり、いずれも蕉門俳人。

二三　（曾）、上に「ふたたひ」を見せ消ち。

二四　（曾）「なけきて」を改める。

二五　陰暦九月六日。陽暦十月十八日。

二六　底本「迁宮」。伊勢皇大神宮の二十一年めごとの改築の遷座式。この年、内宮は九月十日、外宮は同十三日に行われた。



二七　大垣市内の舟町港から乗船して水門川を下り、揖斐川（イビガワ）へ出て伊勢長島へ向かったのである。






　跋ばつ




　一からびたるも、二艶えんなるも、三たくましきも、四はかなげなるも、おくのほそ道［細みち五見み］もてゆく［行］に、おぼえ六ず起［た］ちて手たた［ゝ］き、伏し七て群［村］肝ぎもを刻きざむ。八一ひと般たびは九蓑みのを着［き］る着る［[image: ][image: ]］かか［ゝ］る旅せまほしと思ひ立ち、一ひと度［たび］は坐してまのあたり奇景を一〇甘［あま］んず。かくて百もも般たびの情に一一鮫かう人じんが玉を翰ふでにしめしたり。旅なるかな［哉］、一二器うつはものなるかな。ただ［只嘆かなげ］しきは、かうやうの人のいとかよわ［は］げにて、一三眉まゆの霜のお［を］きそふぞ。




　　一四元禄七年初夏


一五素龍書　








一　枯淡なおもむき。中世以来の文芸理念の一。

二　優美なおもむき。同右。

三　雄大で力強いおもむき。

四　繊細で弱々しいおもむき。

五　だんだんと読み進んでゆくうちに。

六　快哉を叫ぶようす。下の「伏して…」と対句をなす。

七　深く心に感銘をおぼえるさま。「群肝」は五臓六腑、心の底。

八　（柿）「一たび」。

九　蓑を着ながら。ますおのすすきのことを知るため雨中蓑笠を着けて習いに出かけた登蓮法師の執心の故事（徒然草、百八十八）をふまえ、芭蕉の侘びた旅姿にならうことをいったもの。

一〇　満足する。

一一　人魚の類。泣くに眼より珠を出すという。『述異記』に出、謡曲『合かつ浦ぽ』に脚色されて名高い。読者の感涙をさそう珠玉の文章をつづったことをいい、涙の玉を「湿す」と文章に「示す」を掛けことばに用いたもの。

一二　（柿）「うつはもの」。才能器量。

一三　眉毛の白くなりまさり、次第に老いゆくこと。

一四　一六九四年。初夏は陰暦四月。

一五　（？─一七一六）柏木全たけ故もと。通称、儀左衛門のち藤之丞。歌学者・能書家。





















本文評釈





発　端　大空を運行する月や日は永遠にとどまることのない旅を続ける旅客であり、この人生を刻む、来ては去り去っては来る年もまた同じく旅人である。船頭となって舟の上に一生を浮かべ、馬ま子ごとして馬のくつわを取りながら年老いてゆく者は、毎日毎日の生活がいわば旅であって、無所住の旅をば自分の常住の生活としている。李り白はく・杜と甫ほ・西さい行ぎよう・宗そう祇ぎなど風雅の道の先人たちも、多く旅の途上に死んでいるのだ。自分もいつのころからか、あのちぎれ雲を吹きただよわせる風の動きに誘われて、あてどない旅にさすらい出たい気持ちがしきりに動いてやまず、遠い陸地の果ての海のほとりをさまよい歩き、去年の秋、隅すみ田だ川がわのほとりのもとのあばらやに帰って来て蜘く蛛もの巣を払い久方ぶりにひとまず腰を落ち着けはしたものの、やがて年も暮れ、春も立ち返った初春の霞かすみの空に向かうと、今度は白河の関を越えてはるかな陸みち奥のくの旅に出ようと、得体の知れぬ詩の神が花や鳥などの景物に取りついて自分の心をもの狂おしく駆かり立て、道どう祖そ神じんが旅へと招いているような気がして、そわそわと何も手につかず、ももひきの破れをつくろい、道どう中ちゆう笠がさの緒おを新しくすげかえ、三里に灸きゆうをすえるなど、旅の支度にかかるうちに、早くももう松島の月が心に浮かんで、今まで住んでいた芭ば蕉しよう庵あんは人に譲り、杉さん風ぷうの下しも屋や敷しきに移るに際して、

　　草の戸も住み替はる代ぞ雛ひなの家


──世捨て人の栖すみかとして自分の住み慣れてきたこの草庵にも、免れることのできぬ流る転てんの理法のもとに、あるじの住み替わるべき時節がやってきたことだ。おりからの弥生やよいの節句に、自分の出たあとの草庵は、娘・孫を持った世俗の人である新しいあるじにより、はなやかに雛ひなを飾る家と変わるが、それに対して今や自分は、栖すみかを出しゆつ離りして無所住の旅に出ようとしているのである。──



という句をよみ、これを発ほつ句くとして連ねた表八句を、別れの記念として旧庵の柱にかけておく。






　『おくのほそ道』全編のいわば大序にあたる一章で、この旅に発足する根本動機について述べたもの。紀行文の冒頭に、自己の半生を顧み、なにがしかの人生観を吐露することは、『海道記』『東関紀行』など、中世以来の日本の紀行文の一つの定型となっている。

　この人生を載せる悠久の天地は、生々流転してとどまることを知らぬ大いなる旅人だといってよい。旅こそはまさにこの宇宙を律する根源的な原理であり、旅の中に生涯を送り、旅に死ぬことは、その宇宙の根本原理にもとづく最も純粋な生きかたである。最も純粋なことばである詩は、そのような最も純粋な生きかたの中から生まれる。現に風雅の道のすぐれた先人たちは、いずれもその生を旅の途上に終えているではないか。──これは芭蕉の旅の哲学である。

　だが、旅はまた、芭蕉にとって、その哲学の実践としての意味をもつと同時に、のがれがたい宿命とも化していた。「予もいづれの年よりか」以下の切れ目のない長いセンテンスは、旅に憑つかれた自己の人生を、かつ嘆じ、かつ興ずる、自嘲と風狂の色に裏打ちされている。

　出発前の動静を述べながら、言外に、そうした旅の宿しゆく業ごうにつき動かされ、旅の哲学を支えとした、この旅の根本動機について物語っている芭蕉の筆の含蓄は深い。全編の起筆としての荘重な筆づかいの反面に、あるいは李白の文を自己の世界観の表白に転用し、または「日々旅にして旅を栖とす」といって無所住の旅を住とするという逆説的把握に興じ、能因の古歌を巧みにふまえながら白河越えの意図を告げるなど、機知縦横の筆のはこびが、高次の笑いを生命とする俳諧の文章としての面目を早くも発揮しているのも、また見落としてはならぬところだろう。








旅立ち　三月もいよいよおしつまった二十七日、明けがたの空はおぼろにかすんで、おりから月は有あり明あけとなって形も細く光も薄れてはいるものの、遠く富士の姿もかすかに見えて、近くには上野・谷や中なかの森も望まれるにつけ、あの花の梢こずえもまたいつの日にかながめることができようと、心ぼそい思いがされる。親しい人々は残らず前の晩から集まって来て、出立の際にはともに深川から同船して送ってくれる。千住という所で船をあがると、いよいよこれで前途三千里ともいうべき遠い辺土の旅に発足するのだという感慨が胸にいっぱいになって、涙に曇る眼に幻のように映る千住の町の別れ路じに立ちつつ、夢幻のごとくはかないこの現世におけるかりそめの別れと知りながらも、おぼえず惜別の涙が落ちるのだった。

　　行く春や鳥啼なき魚の目は涙


──三月の春光すでに尽き、今や春もまさに逝ゆかんとしている。あてどもなく無心に空をさすらう鳥の啼なき声も哀あい愁しゆうに満ち、水に浮かぶ魚の閉ずることのない目も涙にうるんでいる。この行く春の憂愁の中を、わたしは今、人々と限りない別れを惜しむ涙にくれながら、いつ帰るとも知れぬ漂泊の旅に出ようとしているのだ。──



この句を旅の記の筆初めとして、行脚の第一歩を踏み出しはしたものの、後ろ髪を引かれる思いに、道はいっこうにはかどらない。人々は道なかに立ち並んで、自分たちの後ろ姿の見えるかぎりはと、見送ってくれるのであろう。






　旅の第一歩は陰暦の三月二十七日に踏み出された。この旅に同行した曾良の旅日記に「巳み三月廿日、日出、深川出船」とあるのは、出立の予定日時をしるしつけておいたものだろう。陰暦の三月二十七日といえば、陽暦に直せば五月十六日にあたる。「上野・谷中の花の梢」は、実際には見える道理がない。それは芭蕉の想念の世界に想い描かれた「花の梢」、もう一ついえば、代々の歌人たちがあかず愛惜してきた「花の梢」でもあった。脚注にあげたほか、この出立の場面には、『源氏物語』須す磨まの「明けぬれば、夜深く出でたまふに、有明の月いとをかし。花の木ども、やうやう盛り過ぎて、わづかなる木蔭のいとしろき庭に、うすく霧わたりたる、そこはかとなく霞みあひて」とか「来しかたの山は霞はるかにて、まことに三千里の外のここちするに」といった、日本文学の伝統的世界における別れの各場面場面もしくは詩人たちの心ごころが、二重写し的に、何枚も何枚も重ね合わされているのである。

　そうした本歌取り的な美文調をもってつづられたこの旅立ちの章には、哲学的諦念と宿業の自覚に支えられた前章とは対照的に、湿った感傷的気分が濃い。内容と表現のバランス、流動変化の妙を見るべきだろう。「幻の巷に離別の涙をそそぐ」という逆説的表現の中にも、観念的には仮の宿りにおける仮の別れと観じながら、感情の上ではこみあげる惜別の涙をいかんともなしえないでいる芭蕉の弱い人間としての一面がのぞいている。そして、けっして閉じることのない非情の魚の目にたたえられた涙の玉は、そうした諦観と人間的慟どう哭こくとの相そう克こくのわりなさを、みごとな詩的造型をもってわたくしどもに訴えかけている。








草　加　ことし、──たしか元禄二年にあたろうか──奥羽地方への長途の行脚にただフッと発足して、このたびもまた、遠く長安を隔たる呉の地の旅泊にも似たはるかな他国の空のもとで、幾多の旅の辛苦に頭髪も白くなりまさりゆく悔恨をば、またさらに重ねることではあるが、耳にのみ聞いてまだこの目で見たことのない名など所ころを見て、もし幸いに生きて帰れたなら、詩人としてこれにまさるよろこびはないと、あてにもならぬ期待を将来に託しつつ、その日はようやっと草加という宿しゆくにたどり着いたことであった。こうして道中を始めてみると、瘦やせた肩に掛かっている荷物が、まずまっさきに苦労になる。ただ身一つでと思って支度をしたのではあるが、紙かみ子こ一枚は夜の寒さを防ぐ用意に、また浴衣ゆかた・雨具・墨・筆といったたぐいや、あるいはどうしても辞退しかねる餞別などを人がしてくれたのは、やはりうち捨てておくわけにもゆかないで、こうして道中の荷厄介となっているのは、なんともいたしかたのない次第である。






　野や坡ば本・曾そ良ら本によれば、芭蕉は「元禄二年にや」の文言をどこに置くかに、だいぶ迷ったらしい。中世以来の紀行文の型では、「元禄二年三月二十七日発足」と書くところを、結局、前章と本章とに分けて配することに落ち着いたわけだ。「元禄二年にや」の「にや」という朧ろう化か的表現には、発端の「予もいづれの年よりか」に応じ、「片雲の風に誘はれて」漂泊の旅に幾多の年月を過ごしてきた芭蕉が、過ぎ去った時間の長さに、ふと気づいて漏らした嘆息が感ぜられる。

　草加は、日光街道で千住の次の宿駅である。曾良の『随行日記』によれば、「廿七日夜、カスカベに泊る。江戸より九里余」とあって、第一日夜は、千住より六里十八丁、草加からは越こしが谷やを隔てて四里十丁先になる粕かす壁かべに泊まったことが知られる。それを「その日やうやう草加といふ宿にたどり着きにけり」と書いているのは、人々との別れを惜しみ、肩にした荷の重さに苦しみつつ進めた旅の第一日の歩みのたどたどしさを強調するためのフィクションといわなければならない。「草加」という地名のひびきのはかなさも、そうした効果を高めている。








室の八島　室むろの八や島しまに参詣する。同どう行ぎようの曾良がいうには、「この神社の祭神は、木この花はな咲さく耶や姫びめの神と申して、富士の浅せん間げん神杜と同じ御神体です。戸のない塗りごめの室むろにはいって火を放って身をお焼きになり、潔白の誓詞を立てられたその火の最も中なかに、彦ひこ火ほ々ほ出で見みの尊みことがお生まれになったということから、室の八島と申します。また、和歌の方で、室の八島につけて煙をよみならわしてきたのも、このいわれによるものです。また、この土地では鰶このしろという魚を食べることを禁じています」と。そういえばその由来を語る縁起談で世間に伝えている話もあったことだ。





　『随行日記』によると、第一夜を粕壁に明かした一行は、翌二十八日は間ま々ま田だに一宿し、この旅における最初の歌枕である室の八島を訪れたのは、二十九日のことであった。室の八島は、日光へのコースからいえば三里の回り道になるのだが、芭蕉がせっかく訪れた室の八島について、直接にはほとんど何もしるしていないのは、その実際の景観が歌枕に寄せる芭蕉の期待を裏切ったからでもあろう。

　その代わりに芭蕉は、ここで曾良の語る縁起談を掲げて、読者の前にこの旅の同行者の学殖について紹介する役割を、この一章に与えている。脚注にはあげなかったが、野坡本・曾良本に、もと日光の章に「同行曾良は河合氏にして」とあったのを消して、曾良本の段階でここに「同行」の二字を移した跡の認められるのは、推すい敲こうの過程における芭蕉のそうした配慮を物語るものといっていい。旅立つ前に、『名勝備忘録』とともに『延喜式神名帳』の抄録を用意している曾良は、吉きつ川かわ惟これ足たる（一六一六─一六九四）に学んで神道に造詣深く、ここに語っている室の八島の縁起も、当時の諸書に見える世上流布の俗伝とは違って、きわめてオーソドックスなものであった。芭蕉はそこに、苦難の中から新しいものを生み出す象徴としての意味を見いだしたのである。






日　光　晦日みそか、日光山の麓ふもとに泊まる。その宿の主人の言うことには、「私の名を仏五左衛門という。万事に正直をたて前としているところから、世間の人がかように申しているのにまかせ、旅の一夜もどうか安心しておやすみください」と言う。さて、いったい、どんな仏様が、この濁り汚れた現世に仮の姿を現して、私どものようなこんな僧そう形ぎようの乞こつ食じき巡礼同然の者をお助けくださるのであろうかと、主人のすることによくよく気をつけて見ると、何のことはない、ただ無智無分別で、正直一方なだけの男である。しかし、かの『論語』にいわゆる剛ごう毅き木ぼく訥とつ仁に近しといったたぐいで、その生得の清らかな資質こそは、いかにも尊重すべきである。

　四月一日、お山に参詣する。その昔、このお山を「二ふた荒ら山さん」と書いたのを、空海大師がここに寺院を創建された際、「日光」とお改めになった。それは、千年の未来を予見されてのことであったろうか、今やこの日光東照宮の御威光は一天下にかがやきわたって、恵みの波はすみずみにまで満ちあふれ、四民が安住の身を寄せる国土はいかにも穏やかである。これ以上云うん々ぬんすることは、あまりに畏おそれ多く、筆をさし控える次第だ。

　　あらたふと青葉若葉の日の光


──あらとうといことよ、青葉若葉の濃淡とりどりに織りなす初夏の緑にさんさんと映発する日の光。それはこの霊域の神霊の荘厳そのものだ。──



　歌枕で知られた黒髪山は、初夏なのに霞かすみがかかって、古歌によまれている姿さながらにまだ雪が白く残っている。

　　剃そり捨てて黒髪山に衣ころも更がへ　　　曾良


──すっぱりと黒髪を剃り捨てて捨しや身しん行あん脚ぎやの道を踏み出して来た自分が、今その途次、剃り捨てた黒髪を思い起こさせる黒髪山の麓ふもとで、冬衣から夏衣へと脱ぎ替える衣更の日に際会したのも、思えば皮肉にも興深いことだ。──



　この曾良は、河合かわい氏で通称を惣そう五ご郎ろうといった。芭蕉庵の近隣、芭蕉の下葉の陰に自分とは軒を並べて住んでいて、男世帯の自分の炊事の世話を手伝いなどしてくれている。今度、自分に同行して松島・象きさ潟がたの美景をともにながめることを喜び、また一つには道中の難儀を慰めようというわけで、旅立ちをするとき、髪を剃って墨染めの僧衣に姿を替え、名も惣五郎を改めて宗悟とした。そこで、この黒髪山の句がよまれたわけである。句中、「衣更」の二字が、単なる季語としてだけでなく、俗人の姿から墨染めの僧衣に替わったその境涯の変遷と決意のほどを象徴して、特に含蓄深く効果的だと感ぜられる。

　二十余町ほど山路を分け登って行くと、滝に出る。滝は岩洞の頂上から飛流すること百尺、千岩の重畳するまっさおな深淵に落ちこんでいる。岩がん窟くつに身をかがめて入りこみ、滝の裏側から見るので、裏見の滝と申し伝えているのである。

　　しばらくは滝にこもるや夏げの初め


──おりから僧徒の夏げぎ行ようも始まろうとするころだ。こうして滝の裏側に身をひそめ入り、しばしの滝ごもりを気取って、いちだんと精進の気持ちをかためる次第だ。──








　元禄二年の三月は小の月で、二十九日までしかない。その日、室の八島を一見して鹿か沼ぬまに泊まった一行は、翌四月一日、小雨もよいの空のもとを昼ごろ日光に到着、午後東照宮に参詣して、その夜は門前町上鉢石の五ご左ざ衛え門もんかたに一泊し、二日は快晴に恵まれて昼までに裏見の滝・含がん満まんが淵を巡覧、那な須す太田原へ向かった。この二日間の記事を整理し、晦日みそか・人事、朔つい日たち・神じん祇ぎと書き分けたのが、この一章である。日光参詣・山内巡覧の記事をすべて四月朔日に配したのは、それが新しい月、新しい季節の始まる祝うべき日であったからで、「あらたふと」「剃り捨てて」等の句の配列効果とも関係している。「卅日」は、朔日の前夜としての晦日で、実際は二十九日であっても「卅日」の字を当てた例は他にもある。

　その前夜の記事の中で、「いかなる仏の濁世塵土に示現して」といっているのは、仏五左衛門の名に興じ、かれを前ジテの里人、自身を諸国一見のワキ僧に比した、夢幻能の擬態にもとづく〝俳諧〟にほかならない。「ただ無智無分別にして」云うん々ぬんという文言の中にも、後ジテの仏の示現への期待が破れ、一介の愚直ないなか者を見いだした失望軽侮の微苦笑と、その世間智に汚れぬ一徹な正直さをたたえる愛情とが、表裏二様に複雑にからみあった形で含まれ、隠微な笑いをかもしている。

　仏の示現を期待した能のワキ僧の姿勢は、右の諧かい謔ぎやくのスタイルから謹直のスタイルヘと筆づかいを改めた東照宮参詣の条にまでひびいていって、「あらたふと」という神威賛さん仰ごうの声調に結晶する。日光山は皇家鎮護・国土安寧を祈願して開かれた山で、東照権現は江戸時代人にとって、天照大神に次ぐ絶対神格だった。

　「雪いまだ白し」とは、歌枕黒髪山に対し「烏う羽ば玉たまの黒髪山のいただきは雪も積もらば白しら髪がとや見ん」（堀川百首）など「黒」と「白」との対比に興じた古歌を想起しての挨拶である。同じく黒髪山の名にちなんだ曾良の句を掲げ、その句解の形で同行者の紹介を果たしている芭蕉の筆の運びは心にくい。前年暮れに剃髪した曾良のことを、「旅立つ暁、髪を剃りて」と書いているのも、行あん脚ぎやに対する曾良の決意のほどを強調するためだ。裏見の滝での「しばらくは滝にこもるや」という軽い即興の句体の中に、その曾良の決意に和した精進の気持ちが、それとなく匂におわされているのもまた看過できない。








那須野　那な須すの黒くろ羽ばねという所に知人がいるので、これより本街道へ迂回せずに、那須野越えにかかって、まっすぐな近道を行くことにする。はるか向こうに見える一村をめあてに行くうちに、雨が降り出し、日も暮れてしまった。そこで農夫の家に一夜の宿を借りて、夜が明けるとまた一面の野原の中を歩き続ける。と、原の中に放し飼いの馬がいる。付近で草を刈っている百姓男に馬を貸してくれと頼みこむと、むくつけきいなか者とはいえ、さすがに人情を解さないわけではなかった。「さぁて、どうしたものか。仕事の途中、自分が案内して行くわけにはゆかぬし、といってこの野は道がむやみやたらに分かれていて、土地に初めての旅のお人が道をまちがえるのも心配ですから、ままよ、それではこの馬に乗って行って、止まった所で馬を返してよこしなさい」と言って馬を貸してくれた。子どもが二人、馬の跡について走って来る。一人の方は、かわいらしい小娘で、聞いてみると、名を「かさね」という。あまり聞き慣れない名が、いかにも優雅に思われたので、

　　かさねとは八や重へ撫なでし子この名なるべし　　　曾良


──かわいい娘だ。かわいらしい子どもをよく撫子にたとえるが、その名も「かさね」とは、撫子も花弁を八重に重ねた八重撫子の名であろう。──



ほどなく人家のある村里に着いたので、駄賃を鞍くら壺つぼの所に結びつけて、馬を返した。





　四月二日午後から三日にかけての旅程に該当する記事で、果てしない野の広こう袤ぼうと、無限に歩み続ける宿命的な旅の姿を思わせる動的な筆致でつづられている。芭蕉が旅中「かさね」という少女に邂かい逅こうし、強くその名の印象されたことは、元禄三年に草そうされた「賀[image: ]重かさねをがす文」にも見えているが、「草刈る男に嘆き寄れば」云々の叙述の背後には、陸みち奥のくを舞台とした謡曲『錦にし木きぎ』の「けふの細道分け暮らして、錦塚はいづくぞ、かの岡に草刈るをのこ心して、人の通ひ路明らかに教へよや」の文もん言ごんが二重写し的に焼きつけられていよう。その「草刈るをのこ」と、古雅の名を持った「小娘」、それに『蒙もう求ぎゆう』にも収められて著聞する「管仲随フ[image: ]馬ニ」（『韓非子』説林）の話を思わせる「野飼ひの馬」という、この世ならぬ道具立てによって織りなされた夢幻劇は、渺びよう々びようたる那須野の旅の幻想的な風趣を伝えて余よ蘊うんがない。






黒　羽　黒くろ羽ばねの城代浄じよう法ぼう寺じ某のもとを訪れる。思いもかけぬ突然の訪問に、主人の喜びはいいようもなく、日夜歓談し続けて、その弟の桃とう翠すい（正しくは翠桃）などという人が朝夕にまめまめしく心をつかっては尋ねてくれ、また自分の家へも連れて行ったり、親戚の所にも招かれたりといったぐあいで、何日か過ごすうちに、ある日、郊外に散策し、昔の犬いぬ追おう物ものの跡を通りすがりにざっと見物して、那須の篠原を分け入り、玉たま藻もの前まえの古塚を訪ねる。それから八幡宮に参詣した。那須の与一宗高が扇の的を射たとき、「わけてもわが生国の氏神正しよう八はち幡まんよ」と祈誓をこらしたのも、この神社であると聞くと、ありがたさもひときわひしひしと身にしみて感ぜられる。やがて日も暮れたので、その日は桃翠の家に戻った。

　また、修しゆ験げん光こう明みよう寺じという寺がある。そこに招かれて、行者堂を拝んだ。

　　夏山に足駄を拝む首かど途でかな


──遠く幾いく重えにもつらなる、滴したたるような緑をたたえた初夏の山なみを望んで、あの向こうがめざす陸みち奥のくなのだと心をはずませつつ、行者堂に安置されている役えんの行ぎよう者じやの足駄を拝み、その健脚にあやかって、前途の千山万里を無事踏破できるようにとの首かど途での祈願をこめることである。──








　黒羽では家老浄法寺図書（俳号桃雪）、その弟鹿子畑善太夫（俳号翠桃）らに迎えられ、四月三日から十六日まで滞在した。おりから五月雨さみだれの候にかかって天候不良のせいもあったが、めざす陸奥への関門白河の関を前に控え、前途の用意を調ととのえ、気息を養う意味が大きかったろう。この一章は、その間の黒羽の人々との交歓のかたみとしての意味をもつもので、「浄坊寺なにがし」とか「桃翠などいふ」といった言いかたは、風流世外の交友録における呼称にほかならない。

　この半月近い滞在記事の整理ぶりは、まことにあざやかで、四日の雲巌寺訪問の一条を翠桃兄弟を中心とする記事から切り離すとともに、犬追物の跡・玉藻の前の古墳などを巡覧した十二日の篠原逍遥と、十三日の金丸八幡参拝とを、一日の記事にまとめあげ、九日の光明寺参詣をその後へ回してある。桃雪・翠桃かたの往返は、その前にまとめて掲出しているが、主語が次々と転換するテンポの早い叙述が、交歓のよろこびを伝えて効果的だ。

　光明寺参詣を最後に回したのは、「夏山に」の句を配する関係からで、ここを陸奥への第二の出発点として旅に勇む芭蕉の心おどりが、軽快にひびいてくる。








雲巌寺　当下しも野つけの国雲うん巌がん寺じの奥に、仏ぶつ頂ちよう和お尚しようの山ごもりをされた跡がある。

　　竪たて横よこの五尺にたらぬ草の庵いほ

　　　　結ぶもくやし雨なかりせば


──たてよこが五尺にも足らぬ小さな草庵だが、その小庵を造ることさえ、自分にとっては残念なことだ。もしも雨さえ降らなかったらなぁ。──



と、たいまつの消し炭でかたわらの岩に書きつけましたと、いつぞや語られたことがある。その跡を見ようと、雲巌寺に歩を運ぶことにしたところ、人々も勇み立って互いに誘い合わせ、一行中には若い人々が多く、道中にぎやかに談笑しあって、知らない間にその寺のあるふもとに着いてしまった。山は奥深いようすで、谷あいの道がはるかに続き、松や杉がくろぐろと生おい茂り、苔のしずくが滴したたり落ちて、夏四月の時候というのに、今なお冷えびえと寒い。雲巌寺十景を見ながら歩を進め、それの尽きた所で橋を渡って山門にはいる。

　さて、かの山居の跡はどのあたりであろうかと、寺の後ろの険阻な山をよじ登ると、石の上に小さな庵が岩窟にもたせかけて建ててある。まことに、伝え聞く妙禅師の死関や法雲法師の石室をまのあたりに見る思いがする。

　　木き啄つつきも庵いほは破らず夏なつ木こ立だち


──あの、寺をつつきこぼつといわれている木啄も、この草庵だけは破らなかったのだ。そして、それは今、自分の目の前の鬱うつ蒼そうたる夏木立の中に幽ゆう邃すい澄ちよう心しんの別天地を存していることよ。──



と、当座即興の一句を書きつけ、庵の柱に掛けて記念に残したことだった。





　実際には黒羽滞在の三日目にあたる四月五日の雲巌寺訪問の記事を、「夏山に」の句のあとに別掲したのは、芭蕉がこの郊外引いん杖じように、黒羽における交歓・観光とは別の意義を認めていたからである。前作『笈おいの小こ文ぶみ』には、旅について述べた一節に、「山野海かい浜ひんの美景に造化の功を見、あるは無む依えの道者の跡をしたひ、風ふ情ぜいの人の実まことをうかがふ。（中略）もしわづかに風雅ある人に出合ひたる、悦よろこびかぎりなし」云うん々ぬんという文言が見えるが、前章を「風雅ある人に出合ひたる」交歓のよろこびをつづったものとすれば、これは「無依の道者の跡」を慕っての参堂の記ということができる。無依の道者とは、万境に接するも少しも心のとらわれることのない道人をいう。捨しや身しん行あん脚ぎやをめざした芭蕉にとって、第二の門出に際し、親しく教えを受けた尊敬する師家の、万境を放下した山居修行の跡を尋ねることの意義は小さくなかった。

　本文の運びもまた、最初に仏頂の道歌を掲げ、次いで引杖の次第、禅徒澄心の場の幽ゆう邃すいな風景、石上の草庵の形状に及び、「妙禅師の死関」「法雲法師の石室」という対句を置いて、仏頂の道歌に和した「木啄も」の一句をもって結ぶという、さながら「遊ビ[image: ]雲巌寺ニ[image: ]次グ[image: ]老師ノ韵ヲ[image: ]幷ビニ序」とでも題すべき、五山禅林の文学を思わせる趣致をたたえている。






殺生石・遊行柳　さて、これより殺せつ生しよう石せきへ向かう。館代から馬で送られた。この馬の口取りの下人が、記念に短冊をもらいたいと求める。これはまたこんな馬子ふぜいにしては風雅なことを望むものだと、

　　野を横に馬引き向けよほととぎす


──広漠たる那須の原野を分けて行く馬首を大きく横に引きめぐらせよ。野を横切って、ほととぎすが鋭く鳴き過ぎた。その声の消えゆく方へ。風雅な馬子よ。──



と書いて与えた。

　殺生石は、温泉のわき出る山陰にある。石の毒気は今になくならず、蜂・蝶のたぐいが地面の砂の色も見えないほど重なりあって死んでいる。

　また、西行法師の「清し水みづ流るる柳陰」とよんだ、かの柳は、蘆野の里にあって、今も田のあぜの間に残っている。この地の領主戸こ部ほうなにがしが、「この柳を見せたいものだ」と、おりあるごとにおっしゃっておられたのを、それはいったいどのあたりにあるのだろうと常々ゆかしく思っていたが、まさに今日きようこそ、この柳の陰に、あの西行法師が「しばしとてこそ立ち止まりつれ」とよんだように、現実に立ち寄ったことであった。

　　田一枚植ゑて立ち去る柳かな


──西行上人は「しばし」とて立ち止まりながら、この柳の陰に長い感慨の時を送ったことだったが、みちのく巡礼の旅の途次にはからずもこの地を踏むことのできたわたしは、まわりの田に下り立ち、そこで働いている早乙女さおとめたちにまじって、せめては田一枚を植える神への奉仕の手わざにこの感慨と敬けい虔けんの気持ちを捧げて、無量の思いを残しながら立ち去って行くことだ、この柳のもとを。──








　陰暦四月十六日、一行は黒羽を発足して白河へと向かった。これは、白河に至る行程のうち、十六日余瀬から野間へ向かうおりの一挿話と、十九日の殺せつ生しよう石せき、二十日の遊ゆ行ぎよう柳やなぎについての記事をつづったもの。第一の、馬子より短冊を乞われた話は、『蕉翁文集』にも見えており、おそらく実際にあったことだろう。句は、馬子の風雅な願いに対して間髪を入れずに答えた絶妙の挨拶即興の体をとどめながら、同時に、那須の与市や犬いぬ追おう物もの等の歴史を秘め広漠たる広がりをもった那須野の詩情をゆるぎなく言いとめている。「馬引き向けよ」という勇壮な措そ辞じは、那須野の犬追物の由来を説いた能の『殺生石』に負うところが大きい。

　殺生石での「石の毒気いまだ滅びず、蜂・蝶のたぐひ、真砂の色の見えぬほど重なり死す」という、妖あやしくも絢けん爛らんたる死の描写も、同じく能の『殺生石』に謡われた玉たま藻もの前まえの艶姿と悪念を俤おもかげにしたものだ。このあたり、芭蕉は半ば能の世界の登場人物と化した気分になって書いている。「蘆野の里」という中世ふうの呼びかたを取ったのも、そのせいである。

　謡曲『遊ゆ行ぎよう柳やなぎ』を念頭に、西行の「立ちどまりつれ」に対して「立ち寄りはべりつれ」と和し「立ち去る」と転じた「田一枚」の句は、そのような浪漫的姿勢を前提としてよまれたものにほかならない。夢幻劇の中の芭蕉は、ゆくりなくも路傍の田の畔くろの中にかねて聞く名歌の柳を見いだして、故人の詩魂をとどめた柳の精の前に、捧げるべき物も持たずまた先を急がねばならぬ旅の身の、せめては奉仕の手わざをと、みずから田に下り立ち、田一枚を植えて、心を残しつつその前を立ち去って行く。自己の旅姿のそうした夢幻劇的形象化は、芭蕉の西行に寄せる強烈な思慕の情の、俳諧的表現でもあった。野坡本初稿の「水せきて早苗束ぬる柳かな」の句が捨てられたのは、それが単なる嘱目の写生にとどまるものだったからである。








白河の関　何となく不安な心せかれる日数がつもってゆくうちに、今、白河の関にさしかかって、やっと旅の中にひたりきる落ち着いた気分になった。その昔、平たいらの兼かね盛もりが、この関を越えたという感銘を何とかして都へ知らせたいと伝つ手てを求める歌をよみ残したその気持ちも、いかにも道理とうなずかれる。兼盛同様、江戸に残してきた人々に告げてやりたいさまざまな感銘のわき起こる中でも、この白河の関というのは東国三関の一つに数えられて、多くの歌人雅客が吟懐をよみ残したところだ。その古歌や故事のあれこれが第一に想起されて、あの能のう因いんのよんだ秋風の音を耳じ朶だにとどめ、また頼より政まさの詠じた紅葉もみじの景を思い浮かべつつ、今眼前の青葉の梢こずえを仰げば、またいちだんと感銘の深いものをおぼえる。あの古歌によまれたと同じ卯うの花が一面にまっ白に咲いているところへ、さらに茨いばらの花が白く咲き加わって、まるで古歌にある雪景色の中を越えてでも行くような気がする。昔、竹田の大夫たゆう国行がこの関を越える際、かの能因の名歌に敬意を表して、冠を正し衣装を改めて通ったことなど、清きよ輔すけ朝臣あそんの書いたものにも書きとどめておかれたとか。

　　卯の花をかざしに関の晴れ着かな　　　曾良


──古人はこの関を越えるのに、特に衣冠を改めて通ったと伝えられているが、改めるべき衣冠も持たない雲水行あん脚ぎやの自分たちは、おりからあたりに咲き乱れる卯の花をかざしにし、それをもって、この地に多くの名歌をよみ残した古人に敬意を表すべき関の晴れ着として越えて行こう。──








　陰暦の四月二十日（陽暦六月七日）から二十一日にかけて、芭蕉はいよいよめざす白河の関を越えて、待望の陸みち奥のく入りを果たした。といっても、実は白河関せき址しと伝えられるものは何個所かあって、一行はどれがいにしえの白河の関の跡と確認して過ぎたわけではない。『随行日記』には、霧雨の煙る中を、新関・古関と尋ねまわった一行の心細げな姿がしるしとめられている。

　また、白河から須賀川へ越える行程では、那須野越えのおりと、景観の上にさして大きな相違はない。「白河の関にかかりて旅心定まりぬ」という強烈な感動は、一に、ここを陸奥への関門とし遠く都を隔てた旅たび路じの「つもる日数」を繰り返し嘆いてきた古歌の世界の伝統的イメージに触発されたものにほかならない。白河の一章は、山本健吉氏のいわゆる「古歌の洪水」を塞せき止めることによって成り立っている。

　かれが眼前の「青葉の梢」を仰ぎながら、その梢を渡る秋風の音や、その下に散り敷く紅葉もみじの色を想起して感銘を深めていることには、現実の景観と古歌の世界を二重写し的にとらえてゆく芭蕉の対象把握の特色がよく出ているが、ことさらに現実の景観の中から「青葉の梢」「卯の花」「茨の花」の三つを選んで並べあげたのは、それぞれをよみ込んだ古歌に因ちなむとともに、また頼政の「紅葉」の歌を承うけて、紅・青・白の色仕立ての変化を試みたものと見られぬでもない。

　要するに、この白河越えの一章は、氾濫する古歌の一つ一つを塞き止め反はん芻すうすることによって、関越え、陸奥入りの詩情をたしかめることに主眼がかかっていたということができるだろう。芭蕉が自句を次章へまわし、先人への敬意と関越えの晴れの心をよんだ曾良の句をもってこの一章を結んでいる理由も、またそこにある。








須賀川　あれこれと感慨を催しつつ白河の関を越えてゆくうちに、歌枕に知られた阿武隈川を渡る。左手には会津根の名に知られる磐ばん梯だい山さんが高くそびえ、右手には岩いわ城き・相馬・三春の庄と続き、頭こうべをめぐらせばこの磐いわ城きの地と過ぎ来こし常陸ひたち・下野しもつけの地との境をなして山々が連なっている。話に聞いていた影沼という所を通るに、今日は空が曇っていて物影が映らない。

　須賀川の宿駅に等とう躬きゆうという者を訪れて、ここで四、五日引き止められる。主人は顔を見るとさっそく、「白河の関ではどんな句がおできでした」と聞く。「長い道中の苦しみに身心ともに疲れていた上に、一方ではまた、風景のすばらしさにすっかり魅了され、また幾多文人墨客の往時を追懐しては断腸の思いにせまられ、はかばかしく句を思いめぐらすこともできませんでした。

　　風流の初めや奥の田植歌


──白河の関を越えて耳にした鄙ひなびた陸奥みちのくの田植歌、それこそは詩歌の源流につながるもので、今度の旅中、本格的な奥州路にはいって最初に経験した風流であった。──



まるっきり一句もなしに越えるというのも、（句を案ずる心のゆとりがなかったとはいえ）やはりどうも心残りに思いまして、やっとこんな句をよんだようなわけですが」と語ると、これを発句に、脇・第三と続け、興ののるままに、三巻の連句に仕上げた。

　この宿駅の片ほとりに、大きな栗の木陰を雨露をしのぐ頼みとしてその下に庵を結び、俗ぞく塵じんを避けて隠いん栖せいしている僧がある。西行法師の歌に見える、あの橡とち拾う深み山やまの生活もこんなぐあいであろうかと、いかにも閑雅にゆかしく感ぜられて懐紙に書きつけた、その詞は、


栗という文字は、西の木と書き、西方浄土に縁があるというので、行基

菩薩が一生頼りにして、杖にも柱にもこの木をお用いになったとか。



　　世の人の見付けぬ花や軒の栗


──世人のいっこう賞美しない花よ。その栗の花を軒近くに植えて賞翫しているこの草庵のあるじは、あの行基菩薩のような心をこの花に寄せているのだろう。あたかも栗の花のようにひっそりと世間から隠れ住むあるじの閑寂な隠栖生活、その真価は世人にはわからないが、わたしは限りない共感をおぼえずにはいられない。──








　須賀川の章の前半は、なお白河の関越えの感銘の余響の中にある。「左に会津根高く」以下、前方・後方を見わたしての大観の叙述にも、白河の関を越えていよいよこれで本格的な奥おう州しゆう路じへ踏み入れたのだという感慨の色が濃い。芭蕉はさらに、等躬との問答を通じて、白河越えの感銘をもう一度反はん芻すうし、先の曾良の句に対する自身の白河越えの句の披ひ露ろうをここで行っている。

　須賀川には二十二日から二十九日まで滞在した。これは白河での感銘を整理するための休息期間であったといえる。『随行日記』や『名勝備忘録』に、等躬から聞いた歌枕の注記が書きこまれていることからも知られるように、歌枕に関する深い造詣の持ち主であった等躬は、この期間の芭蕉にとっては、まさに格かつ好こうな話相手であったろう。「風流の初めや」の句には、一方ではそうした歌枕伝統や等躬の風雅に対する挨拶の意がこもっており、芭蕉が「一巻」を「三巻」に改めたのも、主客興に乗じて俳はい筵えんを重ねたことを強調しようとしたものにほかならない。須賀川滞在の間、二十三・二十四の両日、芭蕉は可か伸しんのもとに遊んで歌仙一巻を巻いた。可伸の隠栖によせる共感は、封建社会の羈き絆はんの外に美の別べつ乾けん坤こんを求めようとした芭蕉の、「数す寄きと道心と閑人」への志向に深く根ざしている。その可伸を賛した句文を、そのまま入れ子型式にはめこんでいるのも、紀行文の形に一変化をはかったものとして、おもしろい。








浅香山・信夫の里　等躬の家を辞してから五里ばかり、檜ひ皮わだの宿を出はずれて、歌枕に名高い浅香山がある。街道からすぐ近い。この辺はまた、「みちのくのあさかの沼の花がつみ」の歌のあるように、沼が多い。昔、藤とうの中将実さね方かたが、右の古歌からあやめの代わりに花がつみを刈らせた、そのかつみを刈る端午の節句の時期もそろそろ近いころなので「どの草を花がつみというのか」と、その辺の人々に聞いてみたけれども、いっこうに知っている人もいない。沼のほとりを探したり、人に聞いたりして、「かつみ、かつみ」と尋ねまわるうちに、いつしか日は山の端はに傾き、夕暮れになってしまった。二本松から街道を右に折れて、黒塚の岩屋を一見し、その夜は福島に泊まる。

　明けて翌日は、しのぶもじ摺ずりの石を尋ねて、信しの夫ぶの里へ行く。はるか離れた山陰の小さな村里に、その石は半分土中に埋まっていた。村の子どもがやって来て教えてくれるには、「昔はこの山の上にあったのですが、通行の人々が畑の麦を抜き荒らして、この石の表面に摺すりつけてはためしたりしますのを不快に思って、土地の人々が石をこの谷につき落としたところ、石の表面が下向きに倒れたのです」という。そんなことってあってよいものだろうか。

　　早さ苗なへとる手もとや昔しのぶ摺り


──もじ摺り石は今はこんなに下向きにつき落とされてしまっていて、摺り衣の風流の行われた昔の風ふ情ぜいを偲しのぶよしもないが、おりから早苗さなえとりの、古代以来の神聖な手わざにいそしんでいる早乙女さおとめたちの手つきは、さすがにそのかみ衣を摺り出したころの古代の乙女おとめたちの手ぶりを偲ばせていることだ。──








　陰暦四月二十九日、一行はふたたび北へ向かって新たなる旅の歩みを起こす。そうした動静を反映するかのように、本文の文調もにわかに緩徐調から急速調に改められて、二十九日郡山一泊の動静も省いてしまっている。

　「檜ひ皮はだの宿を離れて浅香山あり」「このあたり沼多し」という簡潔な叙述は、「あさか山影さへ見ゆる山の井の浅き心をわが思はなくに」（万葉集、一六）「みちのくのあさかの沼の花がつみかつ見る人に恋ひやわたらむ」（古今集、恋四）などの歌を心に置いたもので、単に沼が多いといった地理的事実を述べたものではない。このくだり、さりげない記述の背後に、あさか山[image: ]あさか沼[image: ]花がつみ[image: ]かつみ葺ふきの故事[image: ]端午という連想の糸が、端午にかつみ草を軒に葺かせ辺土に都の手ぶりを偲しのんだ流寓の貴公子実さね方かたの風流の心事によせる追慕の情を運んでいっているのだ。実際の旅程の上からいえば、『随行日記』にこの日（五月一日）福島に着いたときには「日未いまだ少シ残ル」と見え、また十二里余を踏破したこの日の行程からみても、かつみ草を尋ねまわる余裕はほとんどなかったはずだが、「沼を尋ね」「人に問ひ」の短い対句から、「かつみかつみと尋ね歩きて」と畳みかけ、一転して「日は山の端にかかりぬ」と結んだ緩急自在の筆致が、夏の一日をひたすら花がつみを尋ね暮らした焦しよう燥そう感がやがて徒労感へと変わる心のリズムを遺憾なく伝えて、散文詩といった趣を添えている。

　翌二日、福島の北郊に尋ねたもじ摺り石でも、芭蕉の尚古趣味による期待は裏切られた。「信しの夫ぶの里」という歌枕的呼び方をし、そこに「里の童わらべ」を登場させたのは、かれの尚古趣味にもとづく浪漫的姿勢によるものであり、「さもあるべきことにや」というのは、往古の風流を偲ぶべき遺跡の壊廃を惜しむ気持ちを、半ばため息にも似た否定的相づちの形にやわらげて表現したものにほかならない。芭蕉の当初の慨嘆が、もっと激しいものであったことは、「風流の昔に衰ふること、本意なくて」といった初案の詞ことば書がきに照らしても明らかである。








飯塚の里　月の輪の渡しを渡って瀬の上という宿駅に出る。佐藤庄司の旧跡は、左手の山のねき、ここから一里半ばかりの所にある。場所は飯塚の里鯖さば野のと聞いて、人に聞き聞き行ったところ、丸山という所に探しあたった。これがすなわち庄司の城跡である。ふもとにあるあれが大手門の跡だなど、人の教えてくれるのに従って、あれこれと懐旧の涙を催したが、また、すぐわきの古寺には佐藤一族の石碑も残っている。数ある墓碑の中でも、二人の嫁の墓標がまっ先に心を打つ。女の身ではあるが、よくもけなげな名声が世に知れわたったものだと、感涙に袂たもとをぬらした。かの堕だ涙るいの石碑も、遠く中国の昔に求めるまでもない、これこそまのあたりに見る堕涙の碑というべきである。寺にはいって茶を所望すると、ここには義経の太刀や弁慶の笈を伝えて寺宝としている。

　　笈おひも太た刀ちも五さ月つきに飾れ紙かみ幟のぼり


──五月の薫風の中に紙幟が勇ましくひるがえっている。この寺の寺宝とする弁慶の笈も、義経の太刀も、端午の飾り物として晴ればれしく飾り、そのかみの武勇の歴史を今の世に伝えるがよい。──



おりしも五月朔つい日たちのことであろうか。

　その夜は飯塚に泊まる。温泉があるので、まず湯にはいって宿を借りたところ、土間に莚むしろを敷いて、いかにも粗末な貧しい家であった。燈火もないので、囲い炉ろ裏りの火明かりにすかして寝床を作って横になる。夜に入って、雷が鳴り出し、雨が土ど砂しや降ぶりに降って、寝ている上から漏り、蚤のみや蚊かにそこらじゅうつつき回されて、眠るどころではない。その上、持病までも起こって、気も遠くならんばかり、そうこうしているうちに夏の短か夜の空もどうにか明けたので、また旅立った。まだ昨夜の苦痛が尾を引いていて、気分もすすまない。馬を雇って、桑こ折おりの宿しゆくに出る。はるかな前途を控えて、このような病気が出るとは、心もとない次第ではあるが、元来が苦しい旅、それも辺鄙な片かた田舎いなかの行あん脚ぎやのこと、もとより俗身は捨て去って人の世の無常転変を観念しきった身、たとえ路上に死んだとて、これまた天命というものだと、気力をいささか取り直し、道も縦横無尽に踏破して、伊達の大木戸を越す。






　「飯塚の里」というのは、芭蕉が飯坂地方の古い汎称と考えて（あるいは聞き伝えて）、「信しの夫ぶの里」や「笠島の郡」などの場合と同様、一種の尚古的浪漫的姿勢から呼んだものらしい。ここは義経の忠臣として花々しい活躍をした佐藤継信・忠信兄弟の家郷で、『義経記』をはじめ、謡曲『摂せつ待たい』幸若舞曲『八や島しま』浄瑠璃『八島』『凱がい陣じん八島』『津戸三郎』などの舞台になっている。「人の教ふるにまかせて涙を落とし」云々といった感傷的筆致は、現実の遺跡の上に重ねられた、これら庶民芸能の一ひと齣こま一齣の場面から誘われたものにほかならない。最も強く芭蕉の感涙を誘った継信兄弟の嫁の話も、舞曲・浄瑠璃の『八島』に脚色されて広く知られていたが、「二人の嫁がしるし」という記述には、翌三日、斎川の甲かつ冑ちゆう堂どうで見た二人の嫁の軍いくさ出で立たちの木像から受けたナマナマしい感銘も織り込まれていた。

　「笈も太刀も」の一句は、謡曲の『摂待』で知られる佐藤一族の悲劇に結びついた義経主従の運命に対する痛つう哭こくの上に成り立っている。医王寺に蔵する義経の笈・弁慶書写の大だい般はん若にや経を「義経の太刀・弁慶が笈」としたのは、太刀と笈とに、それぞれ義経と弁慶の俤おもかげを彷ほう彿ふつせしめんとした芭蕉のフィクションである。同様、五月二日を「五月朔日のことにや」としたのも、日付を力強い清せい爽そう感かんを演出する「朔日」に改めるとともに、それを詠嘆的な回想の中に定位したものにほかならない。

　『随行日記』に照らせば、後段の飯坂の宿での苦難の記述も、フィクションかと疑えば疑えるふしが多い。ここでは、この苦痛の一夜から道念の自覚へと至る漢文脈の文勢が、前段の猛たけきもののふの遺跡を尋ねての痛哭の記述と、みごとな照応をかたちづくっている点に留意すべきだろう。伊達の大木戸は、佐藤庄司の戦死の地と伝えられ、「路縦横に踏んで、伊達の大木戸を越す」の力強い文言が、歴史的慟どう哭こくと求ぐ道どう者しや的自覚との二つをもって織りなしたこの一章の結びとして、いかにもよく利きいている。








笠　島　鐙あぶみ摺ずりの険、白石の城を過ぎ、やがて笠島の郡にはいったので、かの藤とうの中将実さね方かたの塚はどのあたりであろうかと、人に尋ねると、「ここからはるか右手に見える山のねきの村を蓑みの輪わ・笠かさ島しまといい、道祖神の社や形見の薄すすきが今でも残っている」と教えてくれた。だが、この日ごろの五月雨さみだれで道が極度に悪く、体も疲れていたので、遠くからながめやっただけで通り過ぎたが、それにつけて、蓑輪・笠島という名もおりからの五月雨の候にうまく合ったものだと苦笑しながら、

　　笠島はいづこ五さ月つきのぬかり道


──おりからの五月雨どきのこの泥んこ道に行き暮れているわたしたちにとって、笠島という名も皮肉だが、実方朝臣あそん・西行法師の思い出につながるその笠島は、行く手をはばむこの泥でい濘ねいの向こうの、いったいどのあたりなのだろうか。──








　『随行日記』によると、陰暦五月三日（陽暦六月十九日）飯坂を発足した一行は、伊達の大木戸・鐙摺・甲冑堂を過ぎて白石に一泊し、四日に岩沼で武隈の松を一見したのち、笠島へ左折する道を通り過ぎてしまい、道を急いで夕刻仙台に到着しているから、本文の記事と実際の行程との間にはだいぶんの差異がある。笠島を先に持ってきたのは、「道いとあしく、身疲れはべれば、よそながら眺めやりて過ぐるに」という記事を、前章飯坂での苦難の一夜の余響の中に定位せしめようとしたものだろう。「鐙摺・白石の城を過ぎ」という起筆の文勢もまた、前章末尾の勇壮の気分を受けている。

　実方は、歌語りの世界で第二の業なり平ひらともいうべき地位を占める流寓の貴公子である。西行の「形見の薄すすき」の歌は、流離の貴公子と遍歴の歌人との魂の出逢いの「形見」でもあった。芭蕉の実方に対する追慕の情は、すでに浅香山の所にも示されていたが、「笠島はいづこ」という呼びかけは、同じく漂泊の人生を歩む詩人としての、前二者に対する深い共感に発している。「よそながら眺めやりて」という文言にも、かの兼好が「すべて月花をば、さのみ目にて見るものかは」と説いているような、憧しよう憬けいの対象を心中にまさぐる愛惜の深さを汲むべきだろう。「五月雨のをりに触れたり」とは、辺土に横死した流離の歌人に対する慕情を、地名のしゃれにかこつけた泣き笑いの表情にくるんでの、手た向むけの俳諧にほかならない。








武隈の松　岩沼に宿しゆくす

　武たけ隈くまの松のすばらしさには、目のさめるような思いがする。根は生はえぎわから二本に分かれて、古歌によまれた昔の姿を失っていないと知られた。それにつけても何より先に、この松のことをよんだ能因法師のことが思い出される。その昔、陸奥むつの守かみに任命されて都から下った人が、この木を伐きって名取川の橋はし杭ぐいになさったことなどがあったからであろうか、能因法師は再度の陸みち奥のく下向の節、「松はこのたび跡もなし」とはよみ残している。代々、あるいは伐り、あるいは植え継ぎなどしたと話に聞いているのに、今また千ち歳とせを経たかと思われる端麗な形をそなえて、いかにもみごとな松の風致であった。

　　　武隈の松見せ申せ遅桜


──陸奥の遅桜よ、師翁がおもむかれたら、武隈の松をもお目にかけるように──




という句を、挙白という者が餞別に贈ってくれたので、それに応こたえる意味で、



　　桜より松は二ふた木きを三み月つき越し


──江戸発足以来三月に及んで、君がせっかくあつらえてくれた遅桜の候は過ぎてしまったが、しかし、桜よりも何よりも、武隈の松こそは、古歌によまれた二木のみごとな姿を、三月ごしに、たしかにこの眼で見ることができたことだ。──







　西村本には「岩沼に宿る」として前章に続けているが、野や坡ば本・曾良本・柿衛本には改行して本文より下げ「岩沼宿」と書いてある。これは後出の壺碑の場合と同じく、この一章の標題と解すべきで、本文と同列に扱ったのは西村本の誤りとすべきであろう。「武隈の松にこそ」云々という一見唐突な書き出しも、この部分を本紀行の中で独立した一章として扱おうとする意図にもとづいている。武隈の松が和歌の世界におけるさまざまな思い出を秘めつつ、「代々、あるは伐り、あるいは植ゑ継ぎなど」しながら、今なお古歌によまれた「昔の姿」さながらに現前していることに対する感激が、芭蕉をしてこういう構想を取らしめたのである。「目さむる心地はすれ」とか「千歳の形ととのひて」「めでたき」「なんはべりし」といった擬古的口調にも、かれの歌枕意識が感ぜられるが、その「千歳不易」に対する感慨を、「武隈の松は二木をみやこ人いかがと問はばみきと答へむ」（橘季道）という『後拾遺集』の和歌のパロディの形で詠出し、古人に対する挨拶を挙白の餞別句に応える挨拶の形で披露している点に、紛れもないかれの俳諧的ウィットのはたらきが見て取れる。






宮城野　名取川を渡って仙台にはいる。おりしも家々に端午のあやめを葺ふく日であった。宿を求めて、四、五日逗留する。この土地に画工加か右衛え門もんという者がいる。多少風流を解する者と聞いて、知り合いになった。この男は「年来、名のみ知られて所在のはっきりしていない歌枕を調べておきましたので」といって、ある日、案内してくれた。宮みや城ぎ野のの萩はみごとに茂り合って、古歌によまれた秋の景色のほどが思いやられる。一方、玉田・横野・つつじが岡は、おりから古歌に見える馬あ酔せ木びの咲くころであった。日の光もさしこまぬ鬱うつ蒼そうたる松の林にはいっていって、ここが木の下という所だという。昔もこんなに露が深かったからこそ、「みさぶらひ御み笠かさと申せ」（お供の人々よ、御主人に「お笠をお召しくださいませ」と申し上げよ）とはよんだのだった。薬師堂・天神の御みや社しろなどに参拝して、その日は暮れた。加右衛門は、なおその上に、松島・塩しお竈がまなどの所々を絵に書いて贈ってくれる。かつまた、紺こんの染そめ緒おをつけた草鞋わらじを二足、餞別にくれた。さてこそ、聞き及んだ風流の道の痴しれ者は、この心にくい贈り物に至って、まさにその本領を発揮したというべきである。

　　あやめ草足に結ばん草鞋の緒


──端午の節句のおりにふれた、このあやめ草を思わせる鮮烈な紺の草鞋の染緒。さぁ、わたしはこのあやめ草（紺の染緒）を足に結んで、邪気を払い、勇んで旅に発足しよう。──



　加右衛門から贈られたかの絵図を頼りに道をたどって行くと、いわゆる奥の細道の山のきわに、有名な十と符ふの菅すげがある。今でも毎年十符の菅すが菰ごもを調進して、藩主に献上するということである。






　「あやめ葺く日」とは、陰暦五月四日のことで、仙台には四日（陽暦六月二十日）夕から八日朝まで滞在した。ここでは珍しく本文の日付と『随行日記』の日付が一致しているが、日付をしるすことの少ない本文の中で、特に「あやめ葺く日」をあげたのは、東北一の大都会である伊達家六十二万石の城下に足を踏み入れた日がおりしもめでたい端午の行事にあたっていたことを強調した、大国に対する挨拶である。同時に、それはまた、前出（「浅香山」）の藤中将実方への思慕の念を承けるとともに、結びの「あやめ草」の句の前提ともなっているわけだ。

　当時仙台藩においては、公私両面から領内の歌枕の調査再興が行われていたが、加右衛門は仙台俳壇の雄大おお淀よど三み千ち風かぜ門の俳諧書しよ肆しとして、玉田・横野などの名所設定に参与した一人であったから、芭蕉一行が心あてにして来た先が全部はずれた代わり、かれにめぐりあえたことは、はなはだ幸運だったといっていい。「あせび咲くころなり」とは、「秋の気色、思ひやらる」と同じく、古歌に和しての記述で、実際の季節の上ではもう開花期は過ぎていたはずだ。「日影も漏らぬ松の林に入りて、ここを木の下といふとぞ」云々のあたりには、加右衛門の飄逸な案内ぶりを彷ほう彿ふつさせる俳諧味もただよっている。『随行日記』によれば、加右衛門は芭蕉たちを案内した七日の夜、仙台干ほし飯い一袋・草鞋二足、翌朝は海の苔り一包を持参したとある。いずれも仙台の名産で、おりにふれ、趣味と実益を兼ねたこの品目の選択にも、かれの風流な心づかいのほどがわかる。簡素な外観の中にこめられた精神の贅ぜい沢たく、それを代表するものとしてあげたのが、本文の「紺の染緒付けたる草鞋二足」にほかならない。「さればこそ」とは、上の「いささか心ある者と聞きて」に呼応するもので、「風流のしれ者」とは、風流の世界に酔い痴れた烏お滸こ人びとよと貶おとしめた言いかたによって、その風狂者としての面目に深い共感親愛を示したことばである。「あやめ草」を「足に結ばん」という一見不合理の表現も、「紺の染緒つけたる草鞋二足」に加右衛門の風狂の実を認めた上での、これに応じた俳諧にほかならなかったということができるだろう。








壺の碑　壺つぼの碑いしぶみ　市川村多賀城にある。

　この壺の碑は、高さ六尺余、横は三尺ばかりもあろうか。碑面は苔こけに蔽おおわれて、刻まれた文字も、まるで苔に彫りつけたかのごとく、その輪郭もさだかでない。初めに、四方の国境からここまでの里数をしるしてある。そして本文には、「この城は、神じん亀き元年、按あ察ぜつ使し鎮守府将軍大おお野のの朝臣あそん東あずま人うとの設けたものである。天平宝字六年、参議東海東とう山せん節度使同じく将軍恵え美みの朝臣朝あさ獦かりがこの碑を建てた。十二月朔つい日たち」とある。これは聖武天皇の御み代よにあたっている。昔からよみ残された歌枕は世に多く語り伝えられているとはいえ、山は崩れ、川は流れが変わって、道も改まり、石は埋まって土中に隠れ、木は老い朽ちて若木に植えかえられたりしているので、時が移り世が変わって、今ではその遺跡のはっきりしないものばかりであるのに、この碑に至っては、まさしく疑いもない千古のかたみというべく、今まのあたりに古人の心を検あらため偲しのぶ思いがする。これぞ行あん脚ぎやの一徳、生き長らえたればこその喜びと、旅の辛しん苦くも忘れて、感動に涙もこぼれるばかりであった。





　芭蕉が壺の碑を尋ねたのは、陰暦五月八日（陽暦六月二十四日）、仙台より十と府ふ谷かい屋敷を経て塩竈へ抜ける途次のことで、その日はさらに末の松山・沖の石・野田の玉川・慮おもわくの橋などをめぐっているが、それらの中で壺の碑のくだりを特に標題を付して、『古文真宝後集』の「碑類」に擬した独立の一章に仕立てあげたのは、それが遠い古代の姿をそのままに現前していることに対する感動の強烈さによるものである。ここにいう壺の碑は、寛文のころに発掘されて壺の碑と混同され一世に喧伝されたもので、実は歌枕として著名な壺の碑でなく、もと蝦夷経略の根拠地として鎮守府・陸奥国府等の置かれた多賀城碑にほかならなかったのだが、そうしたことは当時の芭蕉の関知するところではなかった。すべて陸みち奥のくの歌枕が、未知の辺境、古代的なるもの、異国的なるものへのあこがれの上に成り立っている中でも、壺の碑は文化果つる所として最も強く中世の歌人たちの辺境への思慕を駆り立てた詩材であったが、芭蕉にはこの遺物がただに古代の姿をそのままに存しているだけでなく、碑面の文字を通して古代国家のさいはての地を踏まえ四維の国境を望んだ「古人の心」をさながらに語りかけていると思われたのである。碑面の文字を写し取ることは、したがって、この一章の中では特に重要な意味をになっている。古代の遺石に刻まれた古代の文字に接しての感慨を述べている点で、これは韓かん退たい之しの「石せき鼓こ歌か」、蘇そ東とう坡ばの「後石鼓歌」と一脈通ずるところがあるが、ただ違うのは、それらが古代の文字を解し得ぬ嘆きを述べているのに対して、これは「千歳のかたみ」として「古人の心」に触れ得た「喜び」を語っている点である。天地の流転の相の中に、永えい劫ごう不変の「千歳のかたみ」「古人の心」を感得した芭蕉のこの歴史的感動は、やがて不易流行論の提唱へと展開してゆくことになる。






末の松山・塩竈　それより野田の玉川・沖の石などの歌枕を尋ねる。有名な末の松山は、寺を建てて末まつ松しよう山ざんといっている。松の木立の間々はみな墓原で、「末の松山波も越えなむ」と誓いあった比翼連理の契りの果ても、ついにはみなこのように墓石と化してしまうのかと思えば、懐古の念の上に無常の思いも加わり、悲しみの情もひとしおまさって、やがて恋の歌・無常の歌で知られる塩しお竈がまの浦に出ると、おりしも無常のひびきを伝えるかのように、寂しい夕暮れの鐘の音が聞こえてきた。

　五月雨さみだれどきの空もやや晴れて、夕月がかすかに照らす中に、歌枕として知られる籬まがきが島も間ま近ぢかに見える。漁夫たちの小舟が漕ぎ連ねて帰って来て、とった魚を分け合う声々を聞いていると、古人が「綱手かなしも」とよんだという、その心もおのずと思い知られて、いちだんと深い感銘に打たれるのだった。その夜盲目めくら法師が琵び琶わをかき鳴らして、奥浄瑠璃というものを語るのを聞く。平家琵琶でもなし、幸若とも違う。いかにも田舎いなかびた調子を張りあげて語るのが、枕もとに近くひびき、やかましくはあるけれど、考えてみればやはり片かた田舎いなかに残された昔ながらの風儀を忘れずに伝えているものゆえ、奇特なことよと感ぜずにはおられなかった。

　早朝、塩竈の明神に参詣する。この神社は、藩主政宗公が再建されて、社殿の柱は太くりっぱに、彩色を施した垂たる木きはきらきらと美しく、石の階段は高々とつみ重なり、朝日が朱塗りの玉垣を輝かせて、荘厳きわまりない。このような道の奥、国土のさいはての地にまで、かく神霊があらたかに鎮座ましますこそ、わが神国の美風なのだと、いかにも貴く拝された次第であった。社殿の前に古い神燈がある。鉄の扉の表面に「文治三年、和いず泉みの三郎寄進」と彫ってある。五百年来の文字の跡に伝えられたその人の俤おもかげも、今眼前に彷ほう彿ふつと浮かんで、ただ無性に珍しく思われる。かれ和泉の三郎は、勇・義かねそなえた忠・孝両全の士である。その令名は、今日に至っても、これを慕わないという者はない。いかにも、「人たる者はよく道を勤め義を守らねばならぬ。名声はおのずからこれに伴うものである」と古語にもいっているが、まさにそのとおりだ。日ははや正午に近い。そこで船を雇って松島に渡った。その間、海上二里余にして、雄島の磯に着く。






　五月八日、壺の碑を尋ねた後、午後二時二十分ごろ塩竈に到着した一行は、小憩後、塩竈の釜・末の松山・興おきの井・野田の玉川・慮おもわくの橋・浮島等の順に歌枕を巡覧し、法蓮寺門前の治兵衛方へ加右衛門の紹介状を持って一宿した。ここではまず、塩竈までの行程を、宗久の『都のつと』など中世の歌枕紀行の型を襲いながら、実際の道順を組み変え、地名の持つイメージを効果的に連接した道みち行ゆきぶりにつづっているが、「翼を交はし枝を連ぬる契りの末も」云々とは、恋の歌枕が無常の墓原と化している現実の景を見とがめた俳諧的把握で、「塩竈の浦に入相の鐘を聞く」とはその諸行無常のひびきに応じたフィクションにほかならない。塩竈は古来著名の歌枕で、「夕月夜かすかに」とか「籬が島」「蜑あまの小舟」など、塩竈の夜の叙述は、もっぱら伝統的な歌文の世界をふまえた歌枕的感傷の上に成り立っているが、「肴分かつ声々」から、「綱手かなしも」の歌の上に「世の中は常にもがもな」の歌を二重写し的に思い浮かべ、漁師たちの生活の侘わびしさに感を催しているところに、単なる和歌的風流とは違った俳文の侘わびがある。同様、奥浄瑠璃の点出にも侘の色が濃いが、これは翌朝の和泉三郎の記事の伏線ともなっていることに注意すべきだろう。

　歌枕意識はなお塩竈神社社頭の記述にも尾を引いて、『東関紀行』の熱田神宮の記事、『筑紫道記』の豊浦宮の記事などと類似の描写や、「宮柱ふとしく」などの誤用を生ずる因となっている。現実には当時殷いん賑しんの漁港・商港として知られた塩竈を、「かかる道の果て、塵土の境」と受け取っているのも、古人が「白河の関のあなた」「道の奥」と呼んだと同じ歌枕意識によるものといっていい。その「道の果て」に、歌枕として語り伝えられた塩竈明神が、現実に社領千四百石の大社として鎮座しているのをまのあたりにした崇敬と賛嘆の情が、芭蕉をして「いと貴けれ」という破格の結びを取らせたのである。奥浄瑠璃の伏線を受けた和泉三郎への賛嘆は、謡曲『錦戸』や幸若『和泉が城じよう』に伝えるその行実と義理観に誘われたもので、これはまた、構想上、平泉の章への大きな伏線としての役割を果たしている。








松　島　そもそも、多くの先人たちの文ぶん藻そうに言いふるされていることではあるが、松島は日本第一の絶景であって、まずは中国の洞どう庭てい・西湖に比べても遜そん色しよくがない。その地勢は、東南の方角より海を入れて入り海をかたちづくり、湾内三里、かの浙せつ江こうを思わせる満々たる潮うしおをたたえている。島という島のあるかぎりをここに集めて、そのうち、高くそびえるものは天を指さす尊大の形を示し、低く横たわるものは波の上に匍ほ匐ふく膝しつ行こうする恭敬の状を呈している。あるいは二重にかさなり、三重につみ重なって、左に分かれているかと思えば、またあるものは右に連なっている。小さい島を背負ったような形のものもあれば、抱いているような姿のものもあり、杜甫の詩にあるように、あたかも子や孫を愛あい擁ようしているかのごとくである。松の緑も色濃く、枝葉は潮風に吹き曲げられて、その曲がりくねった枝ぶりは、自然のうちに、まるで人工をもって曲げととのえたかのように思われる。その景色の美しさは、見る人をして恍こう惚こつとさせ、かの東坡の詩にいう、美女がいやが上にも美しく顔を化粧したかのごときおもむきがある。これは、遠い神代の昔、大おお山やま祇ずみの神のなしたしわざであろうか。かかる造物主の霊妙な仕事をば、いったい何人が彩管をふるい、詩文をおどらせて表し尽くすことができるだろう。

　かの歌枕に知られた雄島が磯は、地続きに海に生まれ出た島である。ここには雲居禅師の別室の跡、坐禅石などがある。また、松の木陰に世のわずらいを避け隠いん栖せいしている人の姿もごくまれに見えて、落穂・松笠などをかしぐ煙のうっすらと煙っている粗末な庵を、いかにも閑静に住みなしているようす、どういう素す姓じようの人ともわからぬながら、何より先に心を引かれて立ち寄るうちに、いつしか月が上って海上に映り、昼のながめとはまたすっかり変わった景観を呈している。海辺に帰って宿をとると、海に面して窓を開き、二階造りになっていて、こうして眺望をほしいままに、いわば大自然の風光のただ中に身を置いて旅寝するのは、まるで仙境に身を置くかと思われるほどすばらしい気分のされることだった。

　　松島や鶴に身を借れほととぎす　　　曾良


──すばらしい松島のながめ。おりからほととぎすが一声鳴き過ぎた。ほととぎすよ、この松島の絶景に対しては、お前の姿のままではふさわしくない。声はそのままに、望むらくは、鶴の毛衣に身を借りて鳴き過ぎよ。──



曾良はこんな句を作ったが、自分はというと、待望の絶景に接して、もはや句をよむどころではなく、句作を断念して、さて眠ろうとしても、感激のあまり眠ることができない。芭蕉庵をあとにするとき、旧友素堂が松島の詩を作ってくれ、また原安適は松が浦島の和歌を贈ってくだされた。眠られぬままに、頭ず陀だ袋ぶくろをひもとき、それらの詩歌を取り出して、こよいの心を慰める友とする。袋の中には、また杉さん風ぷうや濁じよく子しの贈ってくれた発句もあった。





　陸みち奥のくの歌枕を代表する松島は、この旅における芭蕉の最大のめあての一つであったが、紀行文の構成上からいっても、この一章は、平泉・象潟とともに、『おくのほそ道』の三つのピークをかたちづくっている。芭蕉が待望の松島を訪れたのは、陰暦五月九日（陽暦六月二十五日）のこと、『随行日記』によれば、昼近く塩竈神社から船で松島に向かい、小憩後瑞巌寺に参詣、次いで雄島へ渡って雲居禅師の坐禅堂や道心者の庵を尋ね、八幡社・五大堂を一見して松島に宿泊しているが、これを瑞巌寺を後にまわして松島の大観・雄島の磯・江上の宿りと三節にアレンジしたのが、この一章である。


　わけてもその第一節は、前章末「雄島の磯に着く」から第二節「雄島が磯は」云々へ続く地の文の流れの中へ、「松島ノ賦ふ」とも題すべき独立した一文をはめこんだ形を取っていて、『松島眺望集』所収の諸文や杜甫・蘇東坡ら中国詩人たちの文辞を下敷きにし対句を頻用したその美文体は、もと朗誦すべき詩として起こった中国の俳賦に擬した跡が著しい。クライマックスに達するとやたらに漢詩文をふまえるのが芭蕉の癖だが、こうした文章のおもしろさは、古人の詩情と交響しながら、それを新しく自分の文章の中に生かし、先例への顧慮が同時に独創につながっている点にある。たとえば、杜甫が華岳をながめての「似タリ[image: ]児孫ニ[image: ]」という形容を海上の島とう嶼しよの上に転用し、『荘子』に帝蕘ぎようが藐は姑こ射やの山に至って四子を見、茫然自失した際の「窅ホレ然ボレ」の語を、松島の美景に恍惚とした形容にあてて仙境を匂におわせるとともに、東坡の詩を下敷きに「窅然」から美人へ続けた手ぎわなどは、単なる先行の文辞の襲用として軽々に看過してはならぬだろう。「欹つものは」以下の対句にも、単に対句の形式を模しただけでなく、尊大と恭順の姿を対比したユーモアや、海上を船で渡る間に刻々に形を変えてゆく島々の姿の動的な把握が含まれている。「海を入れて」とか「島々の数を尽くして」といった他動詞的表現も、作用語をもって形状を示す漢文訓読調を模したものではあるが、また自然の千姿万態の背後に「造化の天工」を見る芭蕉の世界観から導かれたものでもある。

　「松島の月」をながめることは、芭蕉の発足以前からの望みであったが、心月輪を願う道心者の隠栖の草庵を月見の舞台に持ち出したのは、いかにも格好の配慮とすることができるだろう。『随行日記』によれば、実際に雄島にいるうちに「月海に映りて」という景観に接し得たかどうかは疑わしい。

　江上の宿りの記事では、「景にあうて啞あす」という中国文人的姿勢や、強烈なナマの感動を、旧友の詩文をひもとくことにより、連衆心を媒体に芸術的感興へと調えんとしている自己の姿を描いているのが、興味を引く。『三冊子』の「師、松島にて句なし、大切のことなり」の一節をも合わせ参照すべきだろう。事実は『蕉翁句集』に「島々や千々に砕けて夏の海」の句のあったことが録されている。








瑞巌寺　十一日、瑞巌寺に参詣する。この寺の三十二代にあたる昔、真ま壁かべの平四郎なる人が、出家して中国に渡り、帰朝ののち、今こん日にちの禅院を開いた。そののちに、雲うん居ご禅師の徳とく行ぎようの薫くん化かによって、七堂ことごとく改築され、金こん色じきの四し壁へき、内陣の装飾がまばゆい光を輝かせ、まのあたりに極楽浄土を現前した大寺院とはなったのである。それにつけても、かの見けん仏ぶつ聖ひじりの閑居した寺はどこなのだろうかと、慕われてならない。





　「十一日、瑞巌寺に詣づ」という書き出しの体裁は、次の「十二日、平泉と志し」とともに、道中記ふうのスタイルを取ることによって、松島から平泉へ移る紀行文の流れに軽い一変化をはかったもの。「十一日」という日付も、新しい一いち旬じゆんの始まるとともに、旅の新しい一ページの開かれようとする日という意味で取りあげられたもので、五月九日という実際の日付とは対応しない。その意味では、瑞巌寺の記事は、地理的には松島の章の一部をなすべきものでありながら、紀行文の流れの上では半ばこれを離れている。「真壁の平四郎」の俗名をあげたのは、「壮歳ヲ過ギテ出家シ文墨ヲ知ラズ」と伝えるその行実に引かれたもの。「かの見仏聖」の〝かの〟は、西行がその跡を慕ったという『撰集抄』の記事を心に置いての表現で、眼前の桃山風豪華壮麗の大伽藍の背後に、往時見仏・西行の隠栖した清閑の居をまさぐり求めたのである。






石の巻　十二日、平ひら泉いずみへ向けて発ほつ足そくし、途中あねはの松・緒お絶だえの橋などの歌枕のあるよしを人伝てに聞いて、めったに人通りもなく猟師・柴刈りなどの往来する道を、どこがどれと見当もつかずに辿たどってゆくうち、とうとう道をまちがえて、石の巻という港へ出た。かの大おお伴ともの家やか持もちが「みちのく山にこがね花咲く」とよんで聖しよう武む天皇に祝賀の歌を献進した金華山を海上に見わたし、一方、数百の回船が湾内に集まり、人家は所狭しと建てこんで、炊すい煙えんがにぎにぎしく立ち続いている。思いもかけずこのような繁華な所に来たものだと、宿を借りようとしたが、どこにも宿を貸してくれる人がない。やっとのことで貧しい小家に一夜を明かして、夜が明けるとまた、知らない道を迷いながら歩み続けた。袖の渡り・尾ぶちの牧・真野の萱原などの歌枕をかなたにながめやりつつ、はるかに続く堤を行く。どこで尽きるともわからず心細い思いを誘う長々とした沼に沿って歩き続け、戸伊摩という所に一宿して、平泉に着いた。その間、二十余里ほどであったかと思われる。





　『随行日記』によれば、松島を発足したのは五月十日（陽暦六月二十六日）で、その夜は石の巻、十一日登と米よま、十二日一ノ関と三泊を重ね、十三日に平泉を訪れている。「十二日」としたのは、前章の「十一日」を受けたもの。石の巻の歌枕はすでに曾良の『名勝備忘録』の中にも録されていて、石の巻訪尋は一行の予定コースの中にはいっていたと思われ、また実際には石の巻の宿も途中出会った武士に紹介され、矢や内ない津づまでは同行者もあった。芭蕉は、松島から石の巻へ抜ける途中咽のどの渇かわきに苦しみ、また登米で宿が借りられなかったり、一ノ関で合かつ羽ぱもとおる大雨にあったりした体験を織りまぜながら、この小説的な一章に脚色したのである。この虚構の発想の中心になったのは、おそらくかれの歌枕的感傷による「道の果て」という意識が、日和ひより山やまから眺望した石の巻港の殷いん賑しんのさまに接してくつがえされた際の驚嘆の気持ちであったろう。「思ひがけずかかる所にも来たれるかな」とは、そうした芭蕉の驚嘆の気持ちを伝えている。「緒絶えの橋に踏みまどひける」とよまれた緒絶えの橋から「路踏みたがへて」と続け、殷賑のさまを導くために「こがね花咲く」の歌を持ち出して実際には見えない金華山を点出し、高所からの展望を暗示するために「民の竈は賑はひにけり」の歌を匂におわせた歌枕的記述は、右の驚嘆と感銘を盛りあげるための筋書きにそった道みち行ゆきにほかならぬといってもいい。「そこともわかず」「知らぬ道迷ひ行く」「二十余里ほどとおぼゆ」など、終始おぼおぼしい文言をもってつづった、夢に夢見るごとき混迷の旅路の中の石の巻の繁栄の姿には、かつて道に迷って桃源を見いだし仙窟に遊んだ『遊仙窟』『桃花源記』などの中国の物語を思わせるところもある。






平　泉　藤原三代の栄華もわずか一睡の間の夢と過ぎ、今は廃墟と化した平泉の館たちの大門の跡は一里も手前にあって、往時の巨構を偲しのばせている。秀ひで衡ひらの居館の跡は田野となって、かれの築かせたという金きん鶏けい山ざんのみが昔の姿をとどめている。何よりもまず義経の遺跡高たか館だちに登ると、突如として北上川が眼下の視界に飛びこんでくるが、これは遠く北のかた南部領より流れて来る大河である。衣川はかの義勇の士忠ただ衡ひらの居館和泉いずみが城じようをめぐって、この高館の下で大河に合流している。泰衡らの旧跡は、ここからは衣が関を隔てたかなたにあって、北の関門南部口を堅く守り、蝦え夷ぞの侵入を防ぐ形に見える。さても、義経が義勇の臣をえりすぐって、この高館の城に立てこもり、数々の功名もただ一時の夢と消えて、跡はただ茫々たる草原となってしまっている。「国破れて山河あり、城春にして草青みたり」と杜と甫ほの詩を口ずさみつつ、笠かさを敷いて腰をおろし、時刻の移るまで懐旧の涙にくれたことであった。

　　夏草や兵つはものどもが夢の跡


──往年、義経以下の勇士たちが、功名の夢をいだいて奮戦し、はかなくも一場の夢と消えた廃墟。その廃墟の上に、生はえては枯れ、枯れては生えて、今眼前に茫々とおい茂る夏草は、人生の刹那の興亡と悠久の夢とを象徴しているかのようだ。──



　　卯うの花に兼かね房ふさ見ゆる白しら毛がかな　　　曾良


──おりからまっ白く咲き乱れている卯の花をながめていると、その白く咲き乱れた花の中から、義経悲劇の最後を飾った兼房の姿が彷ほう彿ふつとして浮かんでくる。あの、まっ白にふり乱したかれの白髪が。──



　かねがねその壮麗さを話に聞いて驚嘆していた中尊寺の二堂を開帳する。経堂は清きよ衡ひら・基もと衡ひら・秀衡の三将の像をとどめ、光堂は右三代の人々の棺を納め、弥み陀だ三さん尊ぞんの仏像を安置してある。かつて内陣を絢けん爛らんと荘しよう厳ごんした七しつ宝ぽうも散りうせて、珠しゆ玉ぎよくを鏤ちりばめた扉とびらは多年の風にさらされて損壊し、金こん色じきの巻き柱は積年の霜雪のために腐朽して、もう少しのところでくずれすたれ、むなしい廃墟の草原となるはずのところを、堂の四面を新たに囲み、上から屋根を覆おおって、風雨を防いである。こうして、はかない現世におけるかりそめの間ながら、なお千古の記念とはなっている次第だ。

　　五月雨さみだれの降り残してや光堂


──この寺の建てられて以後、五百年にわたって年々降り続けてきた五月雨も、ここだけは降り残してであろうか、今、五月雨けむる空のもとで、光堂は燦さん然ぜんと輝き、かつての栄光を偲しのばせていることだ。──








　松島の章で触れた本紀行の三つのピークの中心に位置する一章で、松島・象潟の二章が詩歌の伝統に結びついた歌枕としての風景の美とそれに触発された詩心の昂こう揚ようをつづっているのに対して、本章は飯塚の里・塩竈などの伏線を受け、藤原三代の栄華の夢と義経の悲劇の歴史を回顧して、自然と人生への詠嘆をうたいあげているところに特色がある。

　一行が一ノ関を足場に平泉を訪れたのは、五月十三日（陽暦六月二十九日）のことで、芭蕉は高館・衣川・衣の関・中尊寺・光堂・和泉が城・桜川・桜山・秀衡屋敷・新御堂無量劫院跡等の順に歴覧した半日の感慨を、前半高館・後半光堂の二つに集約している。「大門の跡」がどこをさすかはなお明瞭を欠くが、「一里こなたにあり」とは平泉館よりの距離をあげて往時の規模を感嘆したもの。「泰衡らが旧跡」も、高館より望んで衣が関よりもさらに北方、北上川上流にあった泰衡麾下の屯所をあげ、三代の版図の北限を示したのである。「衣川は和泉が城を巡りて」云々は、幸若『和泉が城』などを思い浮かべつつ、高館にこもる義経に義心を寄せた和泉三郎忠衡の行実を地形の上に偲しのんだもので、必ずしも実際の景観とは一致しない。なお、この前段では、杜甫の「春望」の詩に湖伯雨「望ぼう淮わい」の詩を重ねた引用をも含めて、「田野になりて」「金鶏山のみ形を残す」「草青みたり」など中国の懐古の詩のパターンを襲った字句を用いるとともに、「金鶏山」と「秀衡が跡」、「北上川」と「高館」、「夏草」と「兵どもが夢の跡」、「一睡の中」「一時の叢」など、恒久と流転の対比を中心に筆を運んでいるのに注目すべきだろう。

　芭蕉の記述が実景の写実的描写をはるかに超越している点は、後段も同様で、「二堂」「三将」「三代」「三尊」「七宝」「四面」「千歳」「五月雨」と数字を積み重ね（実際には別当不在で開帳してもらえなかった経堂を開帳し、実際にはない三将の像を拝したかのごとく書いているのも、このためである）、対句を頻用した文体の整合の美をもって荘重厳粛の気韻を伝えるとともに、「像を残し」「棺を納め」「仏を安置す」「風雨を凌ぎ」といった、時の流れに耐えてきた人間の営みと、「散りうせ」「風に破れ」「霜雪に朽ちて」といった、自然の侵蝕との大きな対立を描き出して、前段との照応を完成している。

　前段・後段のそれぞれの結びをなす「夏草や」「五月雨の」の二句もまた、自然と人生の流転の相の中における永劫なるものへの思いをこめて、この一章のテーマを明らかにしているが、それはまた、はるかに本紀行の冒頭に述べられた旅の哲学とも呼応するものであるということができるだろう。西村本の丁数で『おくのほそ道』のちょうどまん中にあたっている本章は、思想的にもいかにも全編の中心たるにふさわしい内容をそなえているといっていい。








尿前の関　北のかた南部地方へと続く街道をはるかにながめやりつつ、道をとって返し、岩いわ出での里に泊まる。さらに小お黒ぐろ崎さき・美み豆ずの小島などの歌枕を過ぎ、鳴なる子ごの湯から尿しと前まえの関にさしかかって、いよいよこれより出で羽わの国へ越えようとする。この道は、旅人のめったに通らぬ所なので、関所の番人に不審を受け、やっとのことで関を越える。大山を登って行くうち、日もはや暮れたので、国境を守る番人の家をめあてに尋ね寄り、一夜の宿泊を頼んだ。ところが、ここで三日も風雨が吹き荒れて、何の由ゆい緒しよもなく見るものもない山中に逗留する仕儀となる。

　　蚤のみ虱しらみ馬の尿ばりする枕まくらもと


──蚤、それに虱。おまけに、暗がりの中で馬の小便する音までが、眠られぬ枕もとに近ぢかとひびいてくる。何とも侘わびしくもおかしな目にあったものだ。──



　この家の主人の言うには、ここから出羽の国に出るには、途中に大きな山があって、道もはっきりしないから、道案内の人を頼んで越えるがよい、とのこと。「ならばそういたそう」と言って人を頼んだところ、いかにも強そうな若者が反そり脇わき指ざしを腰に横たえ、樫かしの杖つえを手にして、自分たちの先に立って案内して行く。これまではともかく、今日きようという今日こそは、きっと危ない目にあう日にちがいないと、後について行く。なるほど主人の言う通り、高山は森しん々しんと木立が生おい茂り、鳥の啼なき声一つ聞こえない。木この下した闇やみはまっくらに茂りあって、さながら夜道を行くがごとくである。深山を陰風の吹き抜けるさまに、雲の果てから土を吹きおろすと詠じた杜と甫ほの詩句そのままの感を覚えながら、篠しのの中を踏み分け踏み分け、渓流を徒渉し、岩につまずいたりしながら、肌はだに冷や汗を流して、やっと最も上がみの庄に出た。かの案内してくれた男の言うには、「この道ではいつもきっと乱暴なことが起こるのですが、今日は無事にお送り申すことができて、よいあんばいでした」と、無事を喜んで別れて行った。あとになって聞いてさえ、胸がどきどきするばかりである。





　平泉を北限に、五月十四日（陽暦六月三十日）一ノ関を立って同日岩出山、十五・十六日堺さかい田だと泊まりを重ね、尿前より山な刀た伐ぎり峠の険路を越えて、十七日尾花沢に着くまでの道は、実際の旅程の上でも、「道の奥」（陸奥）より「出いで端は」（出羽）へと奥羽山系を横断する大きなヤマ場にあたっていたが、紀行文の構成の上でも、表から裏に移る局面の転換点に位置している。「南部道遥かに見やりて」とは、北上を断念したことへの感慨をこめながら、新しい旅の歩みへの転換を示唆したもので、岩出山を「岩手の里」という歌枕の名で呼んでいることにも、南部の歌枕岩手の里と同名の地に泊まったことに対するそこばくの思いが汲み取れる。以下の旅程の記述、「三日風雨荒れて」の文飾を除けば、おおむね実際の行程に密着した姿勢できわめて客観的かつ具体的にしるされているが、それらの中でも、「高山森々」「一鳥声聞かず」「夜行くがごとし」「雲端につちふる」などの漢詩句を、原典におけるとは語義をすりかえ、ただことばのひびきのいかめしさをもって高山険路の形容に用い、また「さらばと言ひて」とか「究竟」「不用」など軍記物的口こう吻ふんをもって緊迫感を誇張しているのが、注意を引く。現実の険路の苦難は、芭蕉の中で、そうした文学的機知による戯画化の操作を経て、俳文紀行中のものに定着されているわけで、「蚤虱」の一句にも、いぶせさの侘わびに興ずる俳諧的姿勢がいちじるしい。






尾花沢　尾花沢で清風という者を尋ねた。かれは富裕な人ではあるが、富者にありがちな心操のいやしい人物ではない。都にもたびたび往来しているだけあって、旅のこころもよくわきまえているので、幾日も自分たちをひき留めて、長旅の労のねぎらいに、あれこれともてなしてくれるのであった。

　　涼しさをわが宿にしてねまるなり


──富貴にいて清閑の涼を楽しんでいるあるじ清風の心根のほども偲しのばれるこの座敷の涼しさをわが物顔にあるじの好意にまかせ、のうのうと安座する次第だ。──



　　這はひ出いでよ飼かひ屋やが下したの蟾ひきの声


──古代さながらの姿で蚕こ飼がいをしている飼かい屋やの床下で『万葉』の歌そのままに蟾ひき蜍がえるが鳴いている。蟾蜍よ、そんな暗い所で忍んで鳴いていないで、さあここへ這はい出しておいで。──



　　眉まゆ掃はきを俤おもかげにして紅べ粉にの花


──やがては女性の唇くちびるをいろどる料となると聞く最上地方特産の紅べ粉に花ばな。そういえば、その花の形も、女性が化粧に使う小さな刷は毛け、あの眉掃きの形を彷ほう彿ふつと思い浮かべさせる、なまめかしくもやさしい感じをただよわせて咲いている紅粉の花よ。──



　　蚕こ飼がひする人は古代の姿かな　　　曾良


──蚕を飼うことは、『日本書紀』にも見えるように、わが国の古代に始まる習俗だが、この土地の人々が古代人の袴はかまに似たフグミを着けて蚕飼いをしている姿は、いかにも質朴清せい楚そで、神代の姿さながらの感じがすることだ。──







　尾花沢には五月十七日（陽暦七月三日）から二十七日まで滞在した。清風は、この時期に農業的商業の発展に伴って興隆した地方俳壇の一代表で、談林時代より元禄へ移る過渡期におけるかれの俳壇的活動には、同じ時期に談林脱皮の模索を重ねてきた芭蕉の共鳴を引く点が少なくなかった。「富める者なれども、志卑しからず」という『徒然草』を下敷きにした賛辞は、そうした共感にもとづくもので、単なる外交辞令ではない。この短い本文は、奥羽山系横断の苦難をくぐり抜けて、にわかに安らぎの色を濃くしてゆく俳諧酬和の第一ページを飾るもので、芭蕉は立りゆう石しやくの道での「眉掃き」の吟や、須賀川で成ったと思われる曾良の「蚕飼ひする」の句をも加え、ともに清風の好遇にこたえる挨拶として、四句を並べ掲げたのである。「這ひ出でよ」「眉掃きを」の句が恋の匂においを帯びていることが、この一章にいっそう明るい笑いをそえ、「ねまる」「飼屋」「古代の姿」という発想が、東北の風土に発見した古代への賛歌という形で、挨拶の情をさらに深めている。






立石寺　山形領内に立りゆう石しやく寺じという山寺がある。慈じ覚かく大だい師しのお開きになった寺で、格別清閑の地である。一度行ってみるがよいと人々が勧めるので、尾花沢から予定とは逆方向に引き返し、立石寺に向かったが、その間七里ばかりであった。着いた時には、日もまだ暮れていない。そこで麓ふもとの宿坊に宿をとっておいて、山上の僧堂に登る。岩に巨岩を重ねて山としたような地形で、松や柏も年数を経へ、土や石も時代がついて苔こけがなめらかに蔽おおい、岩上に建てられた多くの支院はみな扉とびらをしめきって、物音一つ聞こえない。がけのふちをめぐり、岩の上を這はったりして、仏殿を拝めば、四辺の美しい景色はただひっそりと静まりかえって、自分の心の澄みきってゆくのだけが感ぜられた。

　　閑しづかさや岩にしみ入る蟬の声


──何という静けさ。ふと気がつけば、この静せい寂じやくの中で蟬の鳴き声のするのが、あたかも四囲の苔むした岩石の中へとしみ透とおってゆくような気がする。あたりの静寂はいっそう深く、自分の心も澄みきって、自然の生命の中へと融けこんでゆくかのようだ。──







　五月二十七日（陽暦七月十三日）、芭蕉は清風の好意により館岡まで馬で送られて立石寺に向かい、その日のうちに山上山下の巡礼を果たした。この塵外の詩禅境の発見にも、尾花沢の人々との交歓が前提となっており、本文はまずそのことから書き起こしている。前章交歓のさざめきから本章澄心の場への転移は、かの黒羽の人々との交歓を叙したあと禅林の文学を下敷きにつづった雲巌寺の章のリフレーンともいえなくはない。本文にはかつて芭蕉の愛読した『寒山詩』の趣致が色濃く刻みつけられているが、「閑かさや」の一句また王籍の「蟬噪ギテ林逾いよいよ静カニ、鳥鳴キテ山更ニ幽カナリ」以下、杜甫「伐木丁々山更ニ幽カナリ」王安石「一鳥不[image: ]啼カ山更ニ幽カナリ」などの詩をふまえつつ、「岩にしみ入る」の措辞にそれらを越えた新しい詩境を拓いている。静観澄心の姿勢のもとに、自然の寂寥相へと深まったこの一句は、おそらく本紀行中での絶唱の一つに数えることができるだろう。






最上川　最上川を舟で下ろうと、大石田という所で天気のよくなるのを待つ。この土地にはふとした縁から古風の俳諧が伝わり、それがもとになって、今も忘れずに往時の遺風を慕い、蘆ろ笛てき一声に慰む辺土の民の心を俳諧によって風雅にやわらげつつ、まるで暗夜にさぐり足をしながら歩くような調子で、俳諧の古風・新風いずれへ進もうかと迷っているけれども、どうもしかるべく指導をしてくれる人がいないので、と熱心に乞われるままに、やむにやまれず巻いた一巻の連句を残しとどめる仕儀となった。須賀川歌仙に始まる今度の奥の旅の風流韻事は、この素朴で熱心な人々の風雅においてきわまったかの観がある。

　最上川は陸みち奥のくに源を発し、山形領を川上としている。碁ご点てん・隼はやぶさなどという恐ろしい難所もある。歌枕で知られた板敷山の北を流れて、しまいには酒田の海に注ぐ。左右には山が覆おおいかぶさるように迫り、樹木の茂みの中に舟を漕ぎ下した。この舟に稲を積んだのを、古歌に稲いな舟ぶねとはいうのであるらしい。白糸の滝は青葉の間々に落ち、仙人堂は川岸に臨んで建っている。水は満々とみなぎり流れて、舟は今にもくつがえりそうだ。

　　五月雨さみだれを集めて早し最上川


──この日ごろ陸奥・山形の山野に降り注ぐ五月雨を集めて水量を増し、水勢いよいよ急に流れ下ってゆく。何と豪壮な最上の急流よ。──







　立石寺の宿坊に一宿、二十八日（陽暦七月十四日）に大石田に取って返した一行は、川役高野一栄方に滞在して、二十九日・晦日にかけて最上川歌仙を巻き、六月朔つい日たち（陽暦七月十七日）陸路新庄へ赴いて渋谷風流方に宿泊、ここでまた歌仙を巻いて、三日に元合海から船で最上川を下り、古口を経由して清川に上陸、羽黒に向かった。一栄・風流との関係は、尾花沢の清風との縁によるもので、如上の経緯と対比すれば、「大石田といふ所に日和を待つ」と書き、新庄への陸行を省略したのは、最上川中心に記事をまとめるためのフィクションとしなければならない。「新古二道に踏み迷ふ」とは、談林調より漢詩文調を経て元禄の〝景気の句〟へとめまぐるしく推移しつつあった転換期の俳壇の気運を反映したもので、「このたびの風流ここに至れり」とは、須賀川の俳はい筵えんで等躬の風雅をたたえた「風流の初めや」の句に呼応しながら、この土地の人々の素朴で熱心な俳事をたたえたのである。この賛辞の裏には、当時都市俳壇においては前句付けの興隆に伴って、宗匠を中心とする精神共同体的な俳諧の場が失われつつあり、芭蕉のこの旅には、一面において、都市に失われた俳諧の場を地方俳壇に見いだすことの期待が小さくなかったという俳壇史的事情も参照する必要があろう。「五月雨を集めて早し」の句は、もと中七「集めて涼し」の形で、右の大石田での歌仙の発句としてよまれたものだった。芭蕉はこれを紀行文の中で中七を改めることにより、俳席の挨拶の句から最上の急流の本意をとらえた句へと転位したのである。歌枕の跡をなぞり『東関紀行』をふまえた前文の、息の短い、畳みかけるような文体も、よく急流の感じに即応している。






出羽三山　六月三日、羽黒山に登る。図ず司し左吉という者を尋ねて、その案内により別当代会え覚がく阿あ闍じや梨りにお目にかかる。阿闍梨のお陰で南みな谷みだにの別院に宿泊して、何くれとあわれみの情を深くこめてもてなされた。

　四日、本坊において俳諧興行。

　　ありがたや雪をかをらす南谷


──あぁ尊くもありがたいことよ。この南谷の別院には、下界の暑気をよそに、真夏の南風が霊山の残雪の香をかおらせて、清浄の気がみなぎっている。──



　五日、羽黒権ごん現げんに参詣する。当山の開祖能のう除じよ大師は、いつの時代の人か明らかでない。『延えん喜ぎ式しき』には、当社のことを「羽州里山の神社」と書いてある。これは、書写の際に、「黒」の字を誤って「里山」としたのであろうか。あるいはまた、「羽州黒山」というところを、中を省略して「羽黒山」というのであろうか。また、この国を出羽といっているのは、「鳥の毛羽をこの国の貢みつ物ぎものとして献上したからだ」と『風ふ土ど記き』に書いてあるとかいうことだ。この羽黒に、月山・湯殿を合わせて、三山と称している。この寺は、武蔵むさしの国江戸の東とう叡えい山ざんに所属して、天台宗の行法たる止観の観法は月の曇りなきがごとく明らかに輝き、円えん頓どん融ゆ通ずうを教義とする天台の法統をいよいよ盛んに継承して、僧坊が棟を並べて建ちつらなり、修験道の行法をいっそうはげしく勤めて、その霊山霊地としてのあらたかな霊験効力は、人々の尊び、かつ畏おそれるところである。繁栄は永久に続くべく、まことにりっぱなお山というべきである。

　八日、月山に登る。木ゆ綿うしめを身に引き掛け、宝冠で頭を包み、強ごう力りきという者に案内されて、雲や霧のたちこめる山気の中を、氷雪を踏んで登ること八里、身はさながら日月の運行する雲の関にはいって行くかと怪しまれ、息も絶えだえに身もこごえきって、ようやく頂上に達すると、おりから日は沈み月が現れた。山小屋に笹を敷き篠しのを枕まくらとして、横になって夜の明けるのを待つ。やがて朝日が出て雲も消えたので、湯殿山へと下る。

　谷の一隅に鍛か冶じ小ご屋やという所がある。昔、この出羽の国の刀鍛冶が、霊験あらたかな水を選び求めて、この地に身心を清めて剣を打ち、ついにその作になる剣に月山と銘をきざんで、世にもてはやされるに至った。中国では、かの呉山に尋ね入り龍泉の水に剣を鍛えたとかいう話が伝わるが、この刀工の事績は、その干かん将しよう・莫ばく耶やのいにしえの苦心の跡を慕うものといってよい。まことに一道にすぐれた者の執心の浅からぬことが痛感された次第である。岩に腰をおろしてしばらく休んでいるうち、ふと三尺ばかりの桜の木の、蕾つぼみを半ばほころばしているのがあるのに気がついた。降りつもる雪の下に埋もれながら、こうして花咲く春を忘れずにいる遅桜の花の心には、何ともやむにやまれぬものがある。さながら禅家にいう炎天の梅花がまのあたりに薫かおっているかのようだ。大峰で思いがけず桜の咲いているのを見て「もろともにあはれと思へ山桜」とよんだ行ぎよう尊そん僧正の歌もここに思い出されて、いっそう感銘深く思われた。すべてこの山中の詳細については、行者のおきてとして、他言することを禁じてある。そこで、これ以上のことは筆を控えて書かないことにする。

　宿坊に帰ると、阿闍梨の依頼によって、三山巡礼の句々を短冊に書く。

　　涼しさやほの三み日か月づきの羽黒山


──忍び寄る夕ゆう闇やみの中で木立の影も黒々と静まり返った羽黒山の上に、三日月が淡く浮かんでいるのがほのかに見える。いかにも神秘的な、心の中も清く涼しくなるようなながめだ。──

　雲の峰いくつ崩れて月の山

──盛夏の炎天に空高く立ちのぼっていた雲の峰が、いくつ崩れて、この月光に照らされ雲間に神こう々ごうしくそびえ立つ月山となったのであろうか。まことに天の一部が崩れて地上に築きあげたかと思われるばかりの雄大森厳な山の姿であることよ。──

　語られぬ湯殿にぬらす袂たもとかな

──湯殿にぬらす浴衣の袂、あるいは人に漏らせぬ胸の思いにぬらす恋の袂ではなくて、行者のおきてとして他言を許されない湯殿山の尊厳さに対する感涙にぬらす私の袂。何も語らずとも、お山のありがたさは、この感涙に知られよう。──

　湯殿山銭踏む道の涙かな曾良

──湯殿山では地へ落ちたものを拾ってはならぬおきてで、地上におびただしく落ち散った賽さい銭せんの上を踏んで参詣するにつけても、この霊山の超世間的な汚れない尊さに、思わず銭ならぬ感涙が落ちるのだった。──








　六月三日（陽暦七月十九日）羽黒に着いた芭蕉は、まず呂丸を尋ねて大石田の高野一栄から会覚への紹介状を渡し、南谷の別院に案内された。四日、本坊で会覚に謁して歌仙を巻き始めたが、これは五日・九日と次いで満まん尾びしている。その間、五日に注し連めをかけ、まず羽黒神社に参詣、六日には月山に登って行者小屋に一宿、翌七日湯殿山へまわり、その日の夕刻南谷に帰って、八日は休息、九日に注連を納めた。会覚に謁したのを三日としたり、六日の月山登頂を八日とするなど、事実との多少のずれはあるが、この間の経緯を日付を追った謹直のスタイルでつづったのが、この一章である。

　三山巡礼には、今日一般の観光旅行とは違った宗教的意味があり、芭蕉が日付をあげて事を叙していることの中にも、儀式の次第を掲げるにも似た〝晴れ〟の意識の反映が認められる。羽黒のくだりで社伝による縁起をしるしとどめているのは、日光の章などにも共通する寺社参詣に際しての型に従ったものだが、ここでは特に縁起・勧かん化げ疏そなど山門の文学のスタイルに擬した跡がいちじるしい。天台の霊場を賛するに「天台止観の月明らかに」「円頓融通の法の灯かかげそひて」の対句をもってした巧みな挨拶の文藻を見るべきだろう。月山登頂では「雲霧山気」「日月行道の雲関」「日没して月顕る」「日出でて雲消ゆれば」など、月山の名に因んだ日・月・雲などのイメージの使用が、標高一九七〇メートルの霊山の神威を如実に伝えている。

　湯殿山で神体・山容についてしるすことなく、鍛冶小屋に「道に堪能の執」を偲しのび、「遅桜の花の心」の「わりなさ」を点出したのは、山中の微細について他言を禁じた行者のおきてに従ったものではあるが、同時に芭蕉が三山巡礼の行ぎようの果てに得た悟得を示したものとして紀行全体の時空の中での一つの頂点にあげることもできる。こうした三山三様の書き分けとともに、三山巡礼の句々が敬けい虔けんのスタイルの中に濃厚な俳諧性をたたえている点もまた看過できない。








酒　田　羽黒を発たって、鶴が岡の城下の長山氏重行という武士の家に迎えられて、ここで俳諧一巻を巻く。左吉もいっしょに送ってくれた。ここから川舟に乗って、酒田の港に下る。酒田では淵えん庵あん不玉という医師のもとを宿とした。

　　あつみ山や吹浦かけて夕涼み


──おりからの暑気に、その名も暑さと縁のあるあつみ山。頭こうべをめぐらせば、暑さを吹き払う涼しげな名の吹浦が見える。そのあつみ山から吹浦へかけての眺望を一望に見わたしながら夕涼みをするとは、何としゃれたことだろう。──

　暑き日を海に入れたり最上川

──赤い夕日が海に沈もうとしている。暑い一日を、大河の水に浮かべて海に流し入れてしまったのだ。流れ終えた最上川の河口のあたりからは、涼しい夕風が立ちはじめている。──







　芭蕉は六月十日（陽暦七月二十六日）羽黒滞在を切り上げて、呂丸に案内され馬で鶴岡の長山重行邸に着いたが、三山巡礼の疲れがこたえたらしく、その夜巻き始めた歌仙も十一日には中絶したりしている。それでも十二日にはどうやら巻き納め、十三日に川船で酒田へ下って、不玉の家を宿とした。これはその次第を最も簡潔な形でしるしとめたもので、三山巡礼の記事より象潟のピークへと移る前の小休止的役割を果たしている。文末の二句、前者は六月十九日不玉亭、後者は六月十四日寺島彦助亭での吟で、実際の日付とは逆に並べたのは、本文に名を出した不玉への挨拶を先に立て、連句的効果をねらったもの。夕涼みの吟を二句並べたところからも、ホッと一息入れている芭蕉の小休止の姿が浮かんでくる。






象　潟　これまで山水海陸の美景のある限りをことごとく見集めてきて、今や象きさ潟がたに対して詩心を苦しめ悩ます次第となった。酒田の港から東北の方へ、山を越え、磯を伝い、砂浜を踏んで、その間十里、日もようやく傾きかけるころ、着いて見ると、汐風が砂を吹き上げ、雨は朦もう朧ろうとうちけぶって、鳥海の山も隠れてしまっている。古詩に詠ずるごとく、暗やみの中を手さぐりするようにして透かし見る眼前の雨中の夜景も「雨もまた奇なり」の詩句の通り、こんなにもすばらしいとすれば、さらに雨の晴れたあとの「晴れて偏ひとへに好し」というけしきはどんなにめざましかろうと期待をかけて、わずかに膝ひざを入れるばかりの小さな漁師のあばら屋に宿って、雨のあがるのを待つ。

　その翌朝、天気はからりと晴れあがって、朝日がはなやかにさし出るころ、象潟に舟を浮かべた。まっ先に能のう因いん島じまに舟を漕ぎ寄せて、能因法師が三年間隠いん栖せいした遺跡を尋ね、向こうの岸に舟をあがると、「花の上漕ぐ海あ士まの釣つり舟ふね」とおよみになった桜の老木が、今もそのままに西行法師の記念を残している。水辺に御陵があり、神じん功ぐう皇后の御墓という。また、そこの寺を干満珠寺といっている。だが、ここに皇后が行幸されたことは、まだ聞いたことがない。どういういわれのあることだろうか。この寺の表座敷に坐ってすだれを巻き上げてながめると、象潟の風景はことごとく一望のうちに見わたされ、南には鳥海山が天を支えるかのごとく高くそびえ立ち、その影が映って水上に横たわっている。西はむやむやの関が道をさえぎってその先は見えず、東には堤を築いて秋田に通う道がはるかに続いており、海を北にひかえて外海の波が潟にうち入る所を汐越と呼んでいる。入江の縦横各一里ばかり、そのおもざしは松島に似通っていて、しかしまた違ったところがある。いわば松島は笑っているような明るさがあり、象潟は憂いに沈んでいるかのような感じだ。さらにいえば、寂しさの上に悲しみの感を加えて、その地のたたずまいは傷心の美女の俤おもかげに似ている。

　　象潟や雨に西せい施しがねぶの花


──象潟は雨に朦朧とうちけぶり、その中からかの美人西施の憂いに目をとざした悩ましげな俤がそぞろに浮かんでくるような感じがされたが、西施の俤と見たは、実は岸べに茂るねむの花の雨にそぼぬれた姿であった。──

　汐越や鶴つる脛はぎぬれて海涼し

──外海の波の入海に打ち寄せる汐越の浅瀬。あさりする鶴の長い脛はぎ、文字通りの鶴脛が波のしぶきにぬれて、海は見るからに涼しげである。──

　　　祭礼

　象潟や料理何食ふ神祭　　　曾良

──神功皇后の三韓征伐にゆかりのあるという象潟。おりから土地の熊野権現の祭に際会して、古風ゆかしい行列を見物することができたが、この古代めいた祭礼では御馳走にいったいどんなめずらしい料理を食うのだろう。──

　蜑あまの家やや戸板を敷きて夕涼み　　　低耳美濃の国の商人

──象潟の漁師たちの家々では、表に戸板を敷き並べて縁台の代わりにし、夕涼みをしている。いかにも素朴でめずらしい漁村風景であることよ。──

　　岩上に雎鳩みさごの巣を見る

　波越えぬ契りありてや雎鳩みさごの巣　　　曾良

──雎鳩は夫婦仲のよいものとされており、また男女の堅い契りを「末の松山波越さじとは」とよんだ古歌もあるが、文字通り波の越えてこない約束があってのことか、ああして危ない岩の上に雎鳩が巣をかけている。──








　本紀行における三つのピークの最後の一章である。芭蕉が、松島とともにこの旅における最大のめあてとした待望の象潟を訪れたのは、六月十三日（陽暦七月二十九日）から二十五日までの酒田滞在中のことで、『随行日記』によってその行程を追って見ると、十五日酒田発・昼吹浦着・一泊（雨）、十六日吹浦発・昼汐越着・夕刻象潟雨景見物（雨）、十七日蚶満寺熊野権現参詣・祭礼見物・夕食後船による江上巡覧（小雨、昼より日照）、十八日象潟橋で鳥海山の晴嵐眺望・朝食後出発・夕刻酒田帰着（快晴）という順になる。芭蕉はその前後四日間にわたる見聞から吹浦泊まり・熊野権現参詣等のディテールを省き、これを巧みにモンタージュして二日の記事に集約したのである。

　策さく彦げんの詩をふまえた「闇中に摸索して」云々の記述は、十六日夕刻象潟橋で雨景を賞した体験にもとづくものだが、「雨もまた奇なり」の引用が匂におわしているように、この一章のモンタージュには明らかに蘇東披の「西湖」の詩の「雨奇晴好」の詩句が下敷きにされている。「雨朦朧として鳥海の山隠る」という叙景も、実は右の詩句の「山色朦朧」をなぞったものであり、十七日夕景船で潟をめぐった体験を「朝日はなやかにさし出づるほどに、象潟に舟を浮かぶ」としたのも、「雨奇」に対する「晴好」の上に、夕べに対する朝の対照を加えたものにほかならない。文末の「象潟や雨に西施がねぶの花」「汐越や鶴脛ぬれて海涼し」の二句も、同じく「雨奇」「晴好」の対照を考慮して配列したもので、西施のイメージもまた右の蘇東坡の詩句に発している。とするならば、松島との対照において、「象潟は憾うらむがごとし」といい、「地勢魂を悩ますに似たり」と喩たとえているのも、いみじくも本間契史が「みな美人の形容」と注しているごとく、西施傷心の図を心に思い描いての譬ひ喩ゆと解するのが至当だろう。明るい太平洋岸の松島に対する、沈鬱な日本海に臨んだ象潟の陰湿の美を、古人の詩句を媒介として、みごとにとらえた至言というべきである。曾良・低耳の句は、この名勝へ行をともにした記念として付載したもので、芭蕉の主題とはかかわりがない。








越後路　酒田の人々との尽きぬなごりを惜しむうちについつい滞在の日数を重ねて、さていよいよ北ほく陸ろく道どうの行くてはるかにかかる雲に向かって旅立つことになった。前途はるばるの思いが心をいたませて、聞けばここから加賀の国府金沢までは百三十里もあるという。鼠ねずの関を越えると、旅路も出羽の国から越後の地へと改まり、やがて、越中の国市振の関に着く。この間九日、道中の暑さと雨との苦労に精気を疲れさせ、病気が起こって道の記の記事もしるさずにしまった。

　　文月や六日も常の夜には似ず


──旅泊を重ねるうちにはや文月を迎え、日々に秋のけはいの動いてゆく中で、いよいよ明あ日すは牽牛・織女の二星が年に一度の交会をとげるその前夜だと思えば、今日六日の夜も、常の夜とは違い、空のたたずまいにもただならぬものが感ぜられる。なつかしい人々との再会を思って、いちだんと旅愁の深まるのをどうしようもない。──

　荒海や佐渡に横たふ天の河

──旅泊に見る黒々とした日本海の荒海。その荒波の隔てるかなたには、順徳院・日蓮・日野資すけ朝とも・世ぜ阿あ弥みなどの幾多の哀史を秘め、今また悲しい流る人にんの島として知られる佐渡が島が遠く横たわり、銀河が白くその上にかかっている。空の二星も交会をとげるというこの夜、島の人たちはこの荒海に隔てられた家郷の人々をどんなに恋い慕いながら、あの星の橋を仰いでいることだろうと思えば、ひとり北海のほとりをさすらう自分の心もしめつけられるような思いがする。そうした人間の思いを包んで、夜の海はあくまでも黒く、銀河はあくまでも高く、天地の寂せき寥りようのきわみを呈示している。──







　象潟のピークを過ぎて、紀行の本文はにわかに終わりへ向けて筆を急ぐ〝草そう〟のけはいを帯びてくる。六月十八日（陽暦八月三日）に酒田に戻った芭蕉は、なお二十四日まで滞在を続け、二十五日に酒田を後にした。二十七日に鼠の関を越え、市振に着いたのは七月十二日（陽暦八月二十六日）である。この間、真蹟懐紙類によれば七月四日出雲崎で「荒海や」の句想が成り、『随行日記』『書留』によれば七月六日直江津の俳席で「文月や」の句が披露されている。「荒海や」の句は、『書留』では七月八日高田での句の後に録されており、あるいはその前後高田の俳席で披露されたのかも知れない。芭蕉がこの十六日間の行程について思いきった省筆を行ったのは、一つには象潟を過ぎたあとの紀行文の流れの変化を考慮したからであるとともに、また俳席でも不快が続いて、俳交の記念として録すべき風流韻事に乏しかったからでもあろう。「この間九日」としたのは、「越後路十日」の口碑もあり、滞在の日を省いた日数をおおよそにあげたものと見ていい。そうした省筆の中に「遥々の思ひ」を強調し、「病おこりて事をしるさず」と結んだ前文によって、「文月」「荒海」の二句は、よるべない孤独と旅愁の色に染められて、いちだんと寂寥眷けん恋れんの情を深めている。殊に後者は『おくのほそ道』きっての絶唱というべく、省略の筆でつづられた越後路の旅懐は、この一句によってすべて語り尽くされているということもできるであろう。






市　振　今日きようは親知らず・子知らず・犬戻り・駒返しなどいう北国一の難所を越えて疲れたので、枕まくらを引き寄せて寝たところが、一ひと間まおいた表の方のへやで、若い女の声、それもどうやら二人ふたりばかりと思われるのが、年とった男の声も交じって話し合っているのを聞いていると、それは越後の国新潟という所の遊女であった。伊勢に参宮をするというわけで、この関まで男が送って来て、明あ日すはその男に持たせて帰す故郷への手紙を書いて、何くれととりとめもない言こと伝づてなどしてやっているのであるらしい。白波の打ち寄せる浜辺の町に身を投げ捨て、漁師の子のような所定めぬ情ない境涯にまでこの世を落ちぶれ果てて、夜ごとに変わるはかない契り、こんな毎日毎日を送る前世の業ごう因いんはどんなに悪かったのだろう、などと語り合っているのを、うとうとと聞きながら寝入ってしまったが、翌朝旅立つに際し、彼女らは自分たちに向かって、「先の道筋もわからぬ道中の心細さ、あまりに不安で悲しゅうございますので、見え隠れになりとお供をして参りとうございます。法ほう衣えをお召しのお身の上のお情けに、なにとぞ私どもにも御仏みほとけの大慈大悲のお恵みをお分かちくだされ、仏縁を結ばせてくださいませ」と、涙を流して頼むのだった。かわいそうなこととは思ったが、「私たちは途中所々で滞在する先も多い。ただ同じ方向に旅する人々の行くのに従って行きなされ。大神宮様の御おん守りによって、きっと無事に着くことができるであろう」と言い捨てて出ながらも、さすがにかわいそうにと思う感慨が、しばらくは胸のうちにやまなかったことだった。

　　一つ家やに遊女も寝たり萩はぎと月


──自分のような世俗を捨てた僧そう形ぎようの旅人と、ゆくりなくも北国辺土の一軒屋の宿に、花やかにも罪深いあわれな遊女も泊まり合わせて寝ている。おりから庭には萩がなまめかしく咲きこぼれ、その上を澄んだ月の光が照らしているのが、何となく遊女と自分とのめぐり合いを思わせているかのようだ。──



とよんで曾良に語ったところ、かれも共感してこの句を書きとどめたことだった。





　『おくのほそ道』の中でも最も異色ある物語的趣致に富んだ一章である。「曾良に語れば、書きとどめはべる」と結ばれてはいるが、『随行日記』には「十二日（中略）申さるノ中尅、市振ニ着つき、宿やどる。十三日、市振立たつ。虹立たつ」としるすのみで、『書留』にもこの句を録さない。のみならず、「一つ家に」の句は、『ほそ道』以前の諸集にも所見がなく、本文執筆に際して創作されたものである可能性が濃い。右の文言は、虚構を事実と見せかけるための、二重の虚構と見るべきだろう。当時の紀行文の創作意識においては、旅の本意をつづることが主眼とされ、事実や体験の有無などは、近代の私小説家流におけるほど問題ではなかったのである。ただし、港町には遊女も多く、ぬけ参りの風習の流行の中でも殊に遷宮の行われるこの年、芭蕉らが越路の旅を続けるうちに、どこかでこういう体験をしなかったとは限らない。それを、象潟の西施、越後路の七たな夕ばたの恋の気分のうつりの中で、親知らず・子知らずの難所を越え旅のつらさ悲しさの高まった市振の関に配したところに、芭蕉の構成上の手ぎわがある。『源氏物語』や『和漢朗詠集』をふまえた美文調の行文が、薄はつ倖こうの遊女との出会いに、物語的幻想のかげをそえているが、文中の文言や結びの形の類似から見て、芭蕉がこの物語的な一章を脚色するのに、広本『撰集抄』五ノ十一「江口遊女の事」を下敷きにしたこともまた否定できない。芭蕉はいわば西行と江口の遊女との出会いのパロディの形で、紀行の運びに恋のいろどりをそえるとともに、どうすることもできない人生の寂しさ悲しさを伝えて、旅のあわれの一つとしたのである。「あはれさしばらくやまざりけらし」の文言の中には、社会的無力者の自覚に伴った芭蕉の強烈なヒューマニティが脈打っている。






越中路　昔から黒部四十八が瀬とかいうが、数もわからぬほど多くの川を渡って、那な古ごという海岸に出た。歌枕に知られた担た籠ごの藤のながめは、たとい古歌によまれている花咲く春でなくても、初秋の情趣、また一見のねうちはあろうものをと、土地の人に聞いてみるに、「ここから五里、海岸伝いに行って、向こうの山陰にはいった所で、漁師の貧弱な小屋があるだけだから、蘆の生おい茂る水辺に一夜の宿を貸してくれる者もあるまい」とおどかされて、そのまま断念して加賀の国に入る。

　　早わ稲せの香や分け入る右は有あり磯そ海うみ


──北陸の国土の豊ほう饒じようさを思わせるかのように、熟した早稲の穂からただよってくるかすかなかおり。一面の穂波の中を踏み分けて加賀の国へと入る右手には、自分の行くことを断念した『万葉』の有磯海の波が続いているのだ。──







　七月十三日（陽暦八月二十七日）に市振を立った一行は、滑河・高岡と泊まりを重ねて、十五日に金沢に到着しているが、『随行日記』によれば、この間暑気はなはだしく、「翁、気け色しき不[image: ]勝すぐれず」と書いてある。担籠の藤浪のある氷見へ「欲[image: ]行不[image: ]往ゆかんとほつしてゆかず」とあるのも、そのためらしく、「いひおどされて」とあるのは、これを俳諧諧かい謔ぎやくのスタイルで軽く言い流したものであろう。「分け入る右は有磯海」の措辞は、氷見行きを断念したことにより、ついに目にするを得なかった歌枕への思慕を含めつつ、これを一望万ばん頃けいの稲の穂波のはるか右手に思いやったもので、高岡以西金沢に至る間に右手に海を眺望する地点のないことをもってこの句の成立場所をあげつらうのは、無用の穿せん鑿さくというべきである。『三冊子』にも説かれているように、「早稲の香」に象徴された国土の豊饒さと、「有磯海」の語の伝える詩歌の伝統につながった国土のみやびとが、句中に大きく交響しあって、百万石の大国訪問にふさわしい句柄の大きさをかもし出している。この一句をもって、越中路の歌枕に対する無量の思いを留めつつ、加賀入りの前奏とした、紀行文としての配列の妙も看過できない。






金　沢　卯うの花はな山やまの歌枕、俱く利り伽か羅らが谷の古戦場を越えて、金沢に着いたのは、あたかも盆の七月十五日のことであった。この土地に大坂から通っている商人で俳号を何か処しよという者がいる。かれの旅宿に同宿した。

　一笑という者は、この俳諧の道に熱心だという評判がうすうす聞こえて、世間に俳諧友達も少なくなかったのに、去年の冬若死してしまったとのことで、その兄が追善の句会を催したのに際し、

　　塚も動けわが泣く声は秋の風


──君の死をいたみ悲しむわたしの慟どう哭こくの、地中の君が霊に届き、動くべくもない塚も動けよかし。わが慟哭の声は、蕭しよう殺さつたる秋風に和し、秋風はわが傷心を運んで、君の塚の上を吹きめぐる。──

　　　ある草庵に誘われて

　秋涼し手ごとにむけや瓜うり茄子なすび

──時節がら新鮮な瓜や茄子のもてなしもいかにも野趣に富んで涼しげだ。皆さん、ひとつ気楽に、てんでに皮をむいて御馳走にあずかろうじゃありませんか。こうしていると、残暑とはいえ初秋新涼の気がしみ通ってくるようだ。──

　　　金沢から小松への途中の句

　あかあかと日はつれなくも秋の風

──もう秋が立っているというに、夕日はそれもそ知らぬげに旅行くわたしの上に無情にも赤々と照りつけ、残暑はなおきびしいが、しかし、さすがに目に見えぬ風のおとずれには、やはり秋の風だなあと感ぜしめるものがある。──

　　　小松という所で



　　しをらしき名や小松吹く萩薄


──小松とはいかにも可か憐れんな地名であることよ。その可憐な名そのままに、あたりの野に生えている小松の上を吹きわたる秋の風が、萩や薄をやさしく吹きなびかせて、旅情の慰められる思いがする。──







　金沢には七月十五日（陽暦八月二十九日）から二十四日まで滞在した。ここは北陸の中心地として俳諧が盛んで、蕉風に心を寄せる者が少なくなかったからである。「七月中の五日なり」と到着の日付をあげたのは、仙台の場合と同じく大国に対する挨拶の意識によるものであるとともに、先の越後路の章の「加賀の府まで百三十里と聞く」に応じたものでもあるが、また陰暦の七月十五日はあたかも魂たま祭まつりの日にあたっており、それがすぐあとに「塚も動け」の句を配した前提ともなっている。実際には「あかあかと」が十七日、「秋涼し」が二十日、「塚も動け」が二十二日に成ったのを、「塚も動け」を冒頭に配したのは、七月十五日の釈教の匂においに応ずるとともに、この一句によって金沢の俳人たちとの深い心のつながりを代弁する気持ちもあったかも知れない。この句に見える激しい慟哭は、天和・貞享期以来の一笑の作風に対する深い芸術的共鳴にもとづくもので、当時の真蹟懐紙の前書に「とし比ごろ我を待まちける人のみまかりつるつかにまうでゝ」としるしているように、「世に知る人」とは実は芭蕉自身を最も強くさしたことばであった。本文の記事の簡潔さとともに、以下、「秋涼し」の吟に金沢滞在中の俳交を代表させて、「あかあかと」を小松に至る途中吟とし、「小松」の句へと続けた〝秋風〟のモンタージュにも、終わりを急ぐ「名残の裏」の気分がそこはかとなくただよっている。






多太神社　この地小松の多た太だ神社に参詣した。ここには実さね盛もりの形見の甲かぶとと錦にしきの切れがある。その昔、かれがまだ源氏に属していた時、義朝公より下賜したもうたものとか。いかにも並みの武士の持ち物ではない。目ま庇びさしから吹返しまで、菊きく唐から草くさ模様の彫刻に金をきざみつけ、龍たつ頭がしらには鍬くわ形がたが打ってある。実盛が戦死した後、木き曾そ義よし仲なかが戦勝祈願の書状といっしょに添えて、この神社に奉納されたということや、樋ひ口ぐちの次じ郎ろうがその使者を勤めたことなどが、今もまざまざと目に見るように神社の縁起に示されている。

　　むざんやな甲かぶとの下のきりぎりす


──かつて樋口の次郎は、実盛の墨に染めた白髪しらが首くびを検分して「あなむざんやな」と落涙したよしだが、今目前に実盛の着用した甲かぶとを見れば、樋口と同じく、何といたましいことという嘆声を発さずにはおられない。その甲の下のあたりでは、実盛の運命を悲しむかのように、きりぎりすがはかない声を立てて秋を鳴いている。──







　一行は七月二十四日（陽暦九月七日）多数の門人たちに送られて金沢を後にし、金沢の俳人北枝の案内で小松におもむいた。小松では、二十五日に発足しようとしたのを連衆に引き留められ、二十七日まで滞在している。多太八幡に参詣して実盛の甲冑や木曾願書を拝したのは二十五日のことで、「しをらしき」の句も同日山王会の俳席の発句として披露したものだが、本文ではこれを金沢から小松への途中吟に続け、多太神社の件を別に書き起こして、分離させたのである。「むざんやな」の句は、もと初五「あなむざんや」の形で、二十七日八幡奉納のために染筆されたもの。前章の〝秋風〟のヴァリエーションの余韻を受け、軍記物的な文体と謡曲に模した声調が、伝説的な老武者の壮烈な最期を伝える遺品をまのあたりにした芭蕉の感動に悲痛の色を深め、北陸路の秋の悲しさを告げている。






那　谷　山中の温泉へ行く道すがら、歌枕に知られる白しら根ねが岳だけを後方にながめながら歩みを進める。左の山のねきに観音堂がある。昔、花山法皇が三十三か所の巡礼をお果たしになった後、大慈大悲の観かん世ぜ音おん菩ぼ薩さつの像を安置あそばして、那な谷たとお名づけになったということである。那智・谷組の二字を分けてかく命名されたという。珍しい形をした石がさまざまに積み重なっているところヘ老松を植え並べ、萱かや葺ぶきの小さな堂を岩の上にもたせかけて造ってあって、いかにもありがたい景勝の土地である。

　　石山の石より白し秋の風


──古来秋風の色を白に配するが、この那谷寺の建っている石の山に吹きつける秋の風は、石の肌よりも、もっと白く冷徹な感じがする。境内には、おぼえずえりを正すような森厳の気がたちこめている。──







　七月二十七日（陽暦九月十日）小松をあとに山中温泉へおもむき滞在を重ねた芭蕉は、八月五日（陽暦九月十八日）小松の万ばん子しの俳席に出るために、病気の曾良と別れて、北枝を供に道を引き返し、途中那谷寺に立ち寄った。したがって那谷寺参詣は、実際は山中の記事の後に来るべきところを、東からの道順に従って、小松・山中の中間に配したのである。「左の山ぎは」とは、小松から山中へ向かう立場で書いたものだが、「白根が岳あとに見なして」は、山中から小松もしくは大聖寺へ至る際の記憶を混淆したものだろう。土地の口碑による縁起をしるして崇敬の情を寄せ、清閑のたたずまいを礼賛することは例のごとくだが、ここでも秋風がテーマとなっている。秋風を「白し」ととらえたのは、中国の「素秋・白帝」の語や歌語の「色なき風」の先せん蹤しようを受けたものだが、「石より白し」と言い切ったところに、芭蕉の感覚の冴えと時所に応じた俳諧がある。






山　中　山中温泉に入浴する。その効能は有あり馬まに次ぐということだ。

　　山中や菊はたをらぬ湯の匂にほひ


──昔、慈童は酈れき県けんの菊水を汲んで八百歳の長寿を保ったといい、菊は延年の花と伝えられるが、ここ山中では、菊を手た折おる必要もない効能あらたかな湯の匂いが、菊よりもかんばしく立ちこめている。──



　自分の泊まった宿の主人は、久く米め之の助すけといって、まだほんの少年である。かれの父は俳諧に執心して、京都の貞室がまだ若輩の昔この土地にやって来たころ、この父親から俳諧の上で恥ち辱じよくを受け、それから発奮して京都に帰って貞徳の門人となって、世に知られるようになった。それで名を成した後も、この一村からは俳諧の添てん削さく料を申し請けなかったという。今ではそれももう昔話になってしまった。





　山中滞在は七月二十七日から九泊十日に及んだ。「山中や」の句は、もと滞在の記念として懐紙に書き残したもの。おりからの菊の時節につけ『菊慈童』の故事を持ち出してその効をたたえ、菊の香に対して「湯の匂ひ」と和して、品位の高い挨拶吟になっている。貞室のことは、曾良の『書留』にも録されているが、あるじ久米之助の紹介を兼ね、風雅にゆかり深い逸話をしるして、紀行の一模様としたのである。貞室は貞門の俳人だが、芭蕉は『笈の小文』にもその名をあげており、ここも貞室を貶おとしめる気持ちで書いたものではない。






別　離　曾良は腹をいためて、伊勢の国長島という所に親戚があるのでそこを頼って、一足先に出かけるにあたり、

　　行き行きて倒れ伏すとも萩はぎの原　　　曾良


──どこまでも行ける所まで行って、たとえ途中倒れ伏すようなことになったとしても、おりからの美しい萩の花咲く野べに身を埋めるなら風雅人としてむしろ本望というべきだ。──



と書き残して行った。行く者の悲しみ、残る者の残念さ、あたかも李り陵りようと蘇そ武ぶとの別離の詩にうたわれているように、それまで二羽いっしょに飛んでいた片方の鳧けりが、友に別れて雲間に迷い行くがごとき思いである。そこで自分もまた、

　　今け日ふよりや書かき付つけ消さん笠かさの露


──今日からは、これまで旅の笠に書きつけてきた「同どう行ぎよう二に人にん」の文字を消そうか。別離の涙と置きあらそう笠の露で。──







　曾良の病気のことは、『随行日記』の金沢の条に見え始めるが、山中でも病気のためにずっと記事を欠いている。伊勢の長島へ向けて旅立ったのは、芭蕉が那谷寺へおもむいた八月五日（陽暦九月十八日）のことであった。記録者を失って、この日以後の芭蕉の実際の動静は明瞭を欠くことになり、芭蕉がいつ曾良の「行き行きて」の句に接し「今日よりや」とよんだのかも、明らかでない。「隻鳧」は、誤記ではなく、「李陵初詩」の「双鳧」を心に置いての造語と見るべきだろう。これまで読者ともなじみの深かった曾良との別離の酬和が、ひとしお秋のあわれをかきたてるとともに、紀行の本文もいよいよ大詰めに近づいたことを思わせる。






全昌寺　大だい聖しよう寺じの城下はずれ、全昌寺という寺に泊まる。ここもまだ加賀の地である。曾良も前の夜、この寺に泊まって、

　　よもすがら秋風聞くや裏の山


──一晩中、眠りにつけずに、裏山の木立の上を吹きわたる蕭しよう々しようたる秋風の音を聞き明かしたことだ。師に別れた一人旅のさびしさに。──



とよみ残してあった。わずか一夜の隔てだが、さながら千里を隔てる思いがする。自分もまたその曾良が聞いたと同じ秋風を聞きながら、修行僧の寮舎に横になると、はや明けがたの空も近く、読ど経きようの声が澄みわたるうちに、やがて鐘しよう板ばんが鳴って、衆僧とともに食じき堂どうにはいる。今日きようは越前の国へ越えようと、心あわただしく堂の下におりるのを、若い僧たちが紙や硯すずりをかかえて階段のたもとまで追いかけて来た。おりから庭の柳が散っていたので、

　　庭掃きて出いでばや寺に散る柳


──せっかくの御依頼ながら、先を急ぐ旅の心あわただしさに、ゆっくりと句を推すい敲こうしている余裕もない。おりから寺中に柳が散っているが、せめては一宿の謝恩に、寺院の法にまかせ、庭を掃除して出立したいと思う。──



と、とりあえぬ即興のていで、草鞋わらじをはいたまま、ろくに推敲も加えず、そそくさと書き与えた。





　『随行日記』『書留』によれば、曾良は全昌寺に雨のため五・六と二日宿泊しており、「よもすがら」の句を書き残したことも事実だが、それが文字通り「前の夜」であったかどうかは、芭蕉の小松行きの動静から推して疑わしい。曾良との別れを悲しみ、「一夜の隔て、千里に同じ」を強調するための文飾と見るべきだろう。「なほ加賀の地なり」とは、「心早卒にして」とか「とりあへぬさまして」などと同じく、旅路を急ぐ気持ちから漏らされたもので、「われも秋風を聞きて」以下、秋風の寂しさに離別の悲しみを加えて寝いねがての禅院の一夜が明けてゆく簡潔な記述の文調にも、終わりを急ぐけはいが濃い。






汐越の松　加賀と越前との国ざかい、吉崎の入江を舟で渡って、汐越の松を見に行く。

　　よもすがら嵐あらしに波をはこばせて

　　　月を垂れたる汐越の松　　　西行


──一晩中、山の秋風に波を吹き運ばせて、波しぶきをかぶり、こずえから滴り落ちるしずくに月光を映して、まるで月を滴らせているかと見える汐越の松よ。──



この一首に、この地の数々の美景は、ことごとくよみ尽くされている。もし、これ以上に一言でも加える者があれば、それは五本の指にさらに一指を加えるにひとしい。





　西行の歌枕というので、挿入したのであろう。曾良との別離の記事と、次の北ほく枝しとの別離の記事とがつき過ぎないように考慮した「やり句」的性格が濃い。「無用の指を立つるがごとし」との遁とん辞じを設けて句をあげず、伝西行の和歌を掲げたのも配列の上の一変化を策したのである。






天龍寺・永平寺　丸岡（正しくは松岡）天龍寺の住職は、旧知の間がらなので、訪問する。また、金沢の北ほく枝しという者が、ほんのそこらまでと見送りながら、とうとうここまでついて来た。この男は、道すがら所々の風景を見のがさずに句案を続けて、時おり趣深い着想の句などを聞かせてくれた。今、いよいよ別れるに際して、

　　物書きて扇引きさくなごりかな


──夏中手慣れた扇も、おりから手放すべき時節になったが、君ともいよいよ別れねばならぬ時が来た。別離の形見に酬和の吟を書きつけて、二つに引きさき、それをそれぞれに分け持ってなごりとしよう。──



　道から五十町山にはいって、永平寺に参詣する。ここはかの道元禅師の開基のお寺である。帝都近畿の地を避けて、わざわざこんな山陰に教化の跡を残されたことにも、尊いいわれがあるとかいうことだ。





　西行の歌枕に続いて、天龍寺・永平寺と禅刹の名をあげているが、ここでも「やり句」的な軽い挨拶の域を出ていない。前者では北枝との別離を語ることに主眼が置かれている。また一つ離別の悲しみを加えて、終末近い駆け足の記述が、以下の数章の効果を高めていることも見落としてはならぬだろう。次章を「文もん」とすれば、これはいわば「地じ」にあたる一章である。






福　井　福井はここから三里ばかりなので、夕飯をすませてから出かけたところ、夕暮れのほの暗さに足もともおぼつかなく道は容易にはかどらない。この土地には等栽という古くから知られた隠者がいる。いつの年だったか、江戸にやって来て私を尋ねてくれたことがある。はるか十年以上も昔のことだ。今ではどんなに老い衰えていることか、それとももう死んでしまったろうかと、人に聞いてみると、まだ生きていて、家はどこそこだと教えてくれた。町まち中なかのひっそりと引っこんだ所で、粗末な小家に夕顔やへちまが延びからまって、鶏頭や箒はは木きぎが入り口の戸も見えないほどにはびこっている。さてはここにちがいないと、門口をたたくと、みすぼらしげな女が出て来て、「どこからお越しの世捨て人のお坊様でしょうか。主人はついこの近所のだれそれという者の所に参っております。もし用がおありなら、そちらへお尋ねくだされ」という。いかさま等栽の妻にちがいあるまいと、その応対のようすに知られた。まるで昔物語ででもなくてはありそうもない趣だわいと興を催しながら、そのまま尋ねて行って等栽にめぐりあい、その家に二晩泊まって、名月はひとつ敦つる賀がの港でと、発足する。等栽もいっしょに送って行こうと、着物の裾すそを妙な格好にからげて、いざ道案内と、はしゃぎたった。





　終末のヤマ場ともいうべき一章で、前章の離別の寂しさに対して、ここでは旧友との奇しき再会の喜びを物語的筆致で叙している。起点を曖あい昧まいにしたまま「福井は三里ばかりなれば」と書き起こし、「黄たそ昏かれの道たどたどし」と続けた冒頭から、すでに飄ひよう然ぜんとした幻想的気分が濃い。「あやしの小家に」以下の等栽の陋ろう居きよの情景描写は、『源氏物語』夕顔の巻で光源氏が五条わたりの夕顔の宿を訪れる場面を下敷きに、そのパロディの形でつづったもの。「昔物語にこそかかる風情ははべれ」の文もん言ごんも、同じく『源氏物語』のパロディの意識から導かれたものだが、この方は同じ夕顔の巻でも、もっと先の方へ進んで、光源氏が夕顔の君と荒れた院で一夜を過ごした際、六条御みや息すん所どころの怨おん霊りようが現れたのを見て発した「昔物語などにこそかかることは聞け」ということばをふまえたもので、原典の文言は「と、いとめづらかに、むくつけけれど」と下へ続いている。つまりこれは、等栽の妻の浮世ばなれのした無愛想な応対を「めづらかに」「むくつけし」と感じたその感興を、前からの『源氏物語』のパロディの中で、雅語のオブラートにくるんで皮肉に表現したものと解すべきだろう。その、人の悪い皮肉な表現は、実はさばさばと浮世ばなれのした等栽の妻に対する共感を裏返しにしたものにほかならない。「二夜泊まりて」とは、そうした共感を示すもので、「裾をかしうからげて」云々の描写にも、等栽の脱俗風狂の面目が尽くされている。脱俗風狂の市隠夫妻を叙するに、物語的風狂をもって和した飄逸軽妙の俳味を掬きくすべき一章である。






敦　賀　次第に白根が岳が隠れて見えなくなり、代わって比那が岳が現れる。『枕草子』などに見えるあさむづの橋を渡って、古歌にいう玉江の蘆の、薄すすきではないがもうすっかり穂の出ているのが目についた。歌枕の鶯うぐいすの関を過ぎ、古戦場の湯尾峠ゆのおとうげを越えると、義仲の城跡燧ひうちが城じように出、帰かえる山やまに古歌によまれた初はつ雁かりの声を聞いて、名月の前の日の十四日の夕暮れ、敦賀の港に着いて宿をとる。

　その夜は月が特によく晴れた。「あすの夜もこんなに晴れてくれるだろうか」と言うと、「この北陸地方の常として、天気が変わりやすいので、あすの名月の夜の曇るか晴れるかは、どうも予想がつきません」と答えながら亭主が酒を勧めるのを受けて、気け比いの明神に夜参りする。ここは仲ちゆう哀あい天皇の御ご廟びようである。神社の境内はいかにも神こう々ごうしく、松の木の間に月光が漏れさしているありさまは、神前の白砂がまるで一面に霜を敷いたように見える。その昔、遊ゆ行ぎよう二世の上人が、大願を思い立たれることがあって、御自身で葦を刈り、土や石をにない運び、水たまりのぬかるみを乾かせてより、参詣往来の支障がなくなった。その古例を伝える行事が今でも絶えず、歴代の遊行上人は必ず神前に砂をにない運ばれる。「これを遊行の砂持ちと申します」と、亭主が話してくれた。

　　月清し遊行の持てる砂の上


──空は晴れて月の光は清い。二世他阿上人に始まって歴代の遊行上人の持ち運んだと聞く神前の白砂の上にさしている月の光は、ことさらに清らかな感じがする。──

十五日、亭主のことばにたがわず、雨が降る。

　名月や北ほく国こく日和びより定めなき

──仲秋の名月。せっかく期待して来たのに、前夜あんなによく晴れていたのが、北国の天気はまったく変わりやすいものだ。雨名月になってしまうとは。──







　前半、福井から敦賀までの道中の、歌枕を列挙した間に「玉江の蘆は穂に出でにけり」とか「帰かへる山やまに初雁を聞きて」といった文もん言ごんを挿さしはさんだ記述は、物語的幻想にくるまれた前章の風狂の気分を受けて、道みち行ゆき文のパロディを試みたものにほかならない。等栽の妻から道心坊と見誤られた芭蕉は、「裾をかしうからげ」た等栽を道連れに、そのまま能の世界のワキ僧になったようなつもりで、この道行をつづっている。道行の末尾「十四日の夕暮れ」という日付が如上の幻想的気分を改め、以下本文は「十五日」「十六日」と、中秋名月の日を中心とした日録的記述へと移ってゆくが、『随行日記』八月十日の条や敦賀に伝わる『芭蕉翁宿句帳』の記事によれば、この時芭蕉が泊まったのは、敦賀唐人橋の出雲いずも屋弥市郎方であるらしい。月の名所敦賀での待まつ宵よい・雨月の記事は、地の文と融けあったこの亭主のことばによって運ばれているかの観があるが、孫明復の詩句により明月の夜を明あ日すの夜の意に取りなした「明夜の陰晴はかりがたし」などの気のきいた応答は、直接亭主の口から出たものとは思われず、亭主の言に仮託した芭蕉の俳諧だろう。「白砂、霜を敷けるがごとし」もまた、白楽天の詩句をふまえ「月の霜」の季語によった俳諧である。大垣の荊けい口こうの書き写した『芭蕉翁月一夜十五句』によれば、この時芭蕉が中秋雨月をかこち、月の句十五をよんだことが知られるが、「月清し」も「名月や」も、ともにその十五句の中にはいっている。






種いろの浜はま　十六日、空が晴れたので、西行上人の古歌に知られるますおの小貝を拾おうと、種の浜に舟を走らせる。浜までは海上七里ある。天てん屋やなにがしという者が、破わり籠ごや小さ竹さ筒えなどをこまごまと気をつかって用意させ、召し使いを大勢舟に乗せて出かけたが、舟は追風を受けてたちまちのうちに吹き着いた。浜はみすぼらしい漁師の小家があるだけで、かたわらにさびれた法ほつ華け寺でらがある。その寺で茶を飲み、酒を温めなどして雅興を尽くしていると、おりから、古来文人墨客の愛惜してきた秋の夕暮れの寂しさの趣には、何ともいえないものがあった。

　　寂しさや須す磨まに勝ちたる浜の秋


──この夕暮れの寂しさ。『源氏物語』以来、寂しさの極致とされてきた須磨の秋に比べても、この浜の秋の夕暮れの寂しさは、なお立ちまさっている。──

　波の間まや小貝にまじる萩はぎの塵ちり

──さざ波の寄せる浜べの、波の絶え間に見ると、砂浜の上には西行が歌によんだますおの小貝がいっぱいに散らばっていて、よく見ると、その小貝の間には萩の花はな屑くずも散りまじっている。──



その日の遊興の概略を等栽に書かせて、この寺に記念に残した。





　敦賀での三日目、旅路の最後を飾る清興の記念の一章である。「ますほの小貝拾はん」という風狂の姿勢は、「五月雨さみだれに鳰にほの浮き巣を見に行かん」とよんだのとひとしい。『随行日記』に見えるように、すでに十一日に曾良より消息を通じておいた敦賀の廻船問屋天屋玄流が、芭蕉を迎えて催したこの日の舟行は、「破籠・小竹筒などこまやかにしたためさせ、僕あまた舟にとり乗せて」としるすごとく、実際にはきわめて豪勢な遊ゆ山さんであったと思われるのに、本文の気分は侘わびと風狂の色調につつまれている。「追風時の間に吹き着きぬ」の措辞が、『源氏物語』の須磨の秋のあわれを想起させて、「須磨に勝ちたる」の句の前提をなしているが、「夕暮れの寂しさ感に堪へたり」はまた、西行のイメージが導いた『新古今』の三夕の歌、なかんずく定家の「浦の苫とま屋やの秋の夕暮れ」を念頭に置いたものである。句は、そうした古典の世界との交響の上に成り立っており、それはまた、芭蕉がこの旅を通し北国の風土に発見した、王朝・中世の〝あはれ〟を超える俳諧的〝侘び〟〝寂び〟の極致を象徴するものでもあった。「等栽に筆をとらせて寺に残」した「その日のあらまし」は、今に本隆寺に伝えられて、その日の風雅を物語っている。






大　垣　路ろ通つうもこの敦賀の港まで出迎えて、美み濃のの国へと同行する。馬の背に助けられて大垣の庄に入ると、曾良も伊勢から来あわせ、越えつ人じんも馬を飛ばせてやって来て、一同が如じよ行こうの家に入り集まった。前ぜん川せん子し・荊けい口こう父子をはじめ、そのほか親しい人々が夜昼尋ねて来て、まるであの世から生き返った者にでも会うかのように、無事を喜んだり、疲れをいたわったりしてくれる。そうこうするうちに、長旅のつらい思いもまだ抜けきらないのに、すでに九月六日ともなったので、伊勢の遷せん宮ぐうを拝もうと、また舟に乗って、

　　蛤はまぐりのふたみに別れ行く秋ぞ


──離れがたい蛤のふたと身が別れるように、尽きぬなごりを惜しみつつ、人々と別れて、今や二見が浦へとまた新しい旅に発足する時が来た。おりから秋もまさに逝ゆこうとして、四囲の風物はいちだんと惜別の情をかきたてているかのようだ。──







　敦賀で路通の出迎えを受けた芭蕉の以後の旅程はなお明らかでないが、前引『芭蕉翁月一夜十五句』の路通の序文の日付によって、八月二十一日（陽暦十月四日）までには大垣入りを果たしていたことが知られる。芭蕉の大垣入りは、先行の曾良によってすでに大垣の知友門人間に伝えられており、芭蕉との長い俳交を持つ人々の歓迎ぶりも一通りではなかったであろう。『随行日記』によれば、曾良も九月三日に伊勢から到着している。顧みれば、「前途三千里の思ひ」を吐露した「旅立ち」の章に続く「草加」の章に「もし生きて帰らば」とあったが、文中「蘇生の者に会ふがごとく」とあるように、芭蕉はまさに詩への旅、歴史への旅から蘇よみがえったのである。こうして晩春の候に始まり晩秋の候に及ぶ長旅も終わった。本文は、軽々とした簡潔な筆致をもって人々との再会の喜びを叙し、祝しゆう言げんをもってめでたく巻き納める連句の挙あげ句くの約束に従いつつ、長途の疲労もなお去りやらぬ中をふたたび伊勢へと旅立って行く留別の「行く秋ぞ」の一句に、「旅立ち」の章の「行く春や」との照応を完成し、人生は無限に続く旅なのだという、この紀行の冒頭に述べられた主題をひびかせて、余韻深く終わっている。紀行文『おくのほそ道』の世界は、いわば「行く春や」「行く秋ぞ」を底辺とし、流転の相の中に永遠への思いをひびかせた「平泉」の章を頂点とする三角形の構図としてとらえることができるだろう。






　　跋




　からびた趣も、艶な趣も、はたまた、たくましい趣も、はかなげな趣も、さまざまとりどりに繰りひろげられて、『おくのほそ道』をだんだんと読み進んでゆくうちに、思わず立ちあがって手をたたきたくなるような快かい哉さいの念をおぼえ、また頭こうべを垂れて心しん肝かんを切り刻むごとき深い感銘に誘われる。一方では感動の余、蓑みのを着ながら自分もこうした風狂の旅をしたいものだと思って腰を浮かし、しかし他方また、こうして坐ったまま本書によってめずらしい景色をまのあたりに思い浮かべることのできる幸いに満足する。こうして本書は、さまざまの旅のあわれに、読む人をして感涙を催さしめる珠玉の文章を筆をぬらして書き示してある。かかる名作が生まれたのも、まことに旅をしたればこそであり、またかくのごとき器量才能のすぐれた作者を得たればこそである。ただ、嘆かわしいことは、このようなすばらしい作者が、健康に恵まれずはなはだ弱々しげで、眉まゆのしらがのいよいよふえてゆくことだ。
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発句評釈









　　草の戸も住み替はる代ぞ雛［ひな］の家




〔本文〕芭蕉句選・一葉集







　　　　草の戸もすみかはるよや雛の家




〔真蹟短冊（芭蕉の筆蹟）〕落梧宛書簡・笈日記・泊船集・世中百韻







○真蹟短冊に「むすめ持もちたる人に草庵をゆづりて」と前書。○落梧宛書簡に「はるけき旅［たび］寝の空を思［おも］ふにも心に障さはらんものいかゞと、先まづ衣き更さら着ぎ末、草庵を人に譲［ゆづ］る。此この人なん、妻を具［ぐ］し、娘［むすめ］を持［も］たりければ、草庵のかはれるやうを［お］かしくて」と前書。○『笈日記』に「むかし此この叟そうの深川を出いづるとて、此この草庵を俗なる人にゆづりて」と前書し、「今はまこと住［す］まずなりて、かなし」と付記。○『泊船集』に「深川の草庵を出でたまふとて」と前書し、「雛」を「皺」と誤る。○『世中百韻』『一葉集』に「はるけき旅［たび］の空思［おも］ひやるにも、いさゝかも心［こゝろ］にさはらんものむつかしければ、日ひ比ごろ住すみける庵を相知［し］れる人に譲［ゆづ］りて出［い］でぬ。この人［ひと］なむ、妻［つま］を具［ぐ］し、娘［むすめ・孫まご］など持［も］てる人［ひと］なりければ」と前書。



　（真蹟短冊等に見える中七「すみかはるよや」の句形が初案で、「代ぞ」というのは本文染筆に際して改案されたものであろう。真蹟短冊・落梧宛書簡『世中百韻』）『一葉集』（の前書）によれば、芭蕉のあとにひっこして来た人は、妻や娘などの家族が大勢いたらしい。『笈日記』にも「俗なる人」といっている。とにかく芭蕉のような世捨て人ではなかった。そこでこの句がよまれたわけである。

　「草の戸」は草庵というに同じい。「住み替はる代」は、住み替わるべき時とき世よ時節であって、時代の意ではない。

　一句は、自分が住みふるした侘わびしいこの草庵ですら、やはり住み替わるべき時はくるものだ。しかも今度の新しいあるじは、自分のような世捨て人ではない。妻もあり娘もあるのだから、おりから雛祭のころであるし、今までの侘しさとはひきかえて、はなやかな雛人形なども飾られるだろうというのである。住み替わるべき人もあるまいと思われる草の戸にすら、変替循環の時が至ることを嘆じ、しかも旧主の枯淡索さく漠ばくであった生活に比して、新主のはなやかなるべきさまを対したのである。

　『菅菰抄』の中に見える一説によれば、芭蕉のあとへ雛ひな商人が移って来たので、住すみ主ぬしの交替を、雛の納いれ箱ばこに雛を入れ替えるのに比したのだという。「雛の家」をそう解するのは、鏡を納れる箱を鏡の家、秤はかりを納れる箱を秤の家などという例に従ったのであるが、雛のいれものを雛の家といった用例はないから、ことばとしてすでに無理であり、また一句の解もそれではおもしろくない。





　　行く春や鳥啼なき魚うをの目は涙［泪］




〔本文〕鳥の道・泊船集







　　　　鮎あゆの子の白［しら］魚送る別わかれ哉かな




〔続猿蓑〕泊船集・伊達衣・赤冊子草稿・蕉翁句集







　　　　若鮎に白魚つるゝ別かな




〔知足筆書留切（連歌俳諧研究　三七）〕







○『鳥の道』に本文と同じ前文。○「鮎の子の」の句、『泊船集』に「留別」、『伊達衣』に「常陸ひたち下げ向かうに江戸を出いづる時、送りの人に」と前書、『赤冊子草稿』に「此この句、松島旅たび立だちの比ころ、送りける人に云いひ出いで侍はべれども、位あしく仕かへ侍ると、直ぢきに聞えし句也」、『蕉翁句集』に「此これ、春秋旅也。句、奥の細道に有り」と注記する。



　（「鮎の子の」が初案で、「行く春や」は本文染筆に際して改案したものであろう。「若鮎に」は「鮎の子の」の別案か、あるいは知足の誤聞か。）

　幻まぼろしの巷ちまたと思い捨てても、さすがに前途三千里の思いには、胸も塞ふさがり涙もおのずから湧わいてくるのであった。おりから春も逝ゆこうとしている。空に飛ぶ鳥、水に遊ぶ魚も、何となく春の名な残ごりを惜しみ悲しんでいるようである。そうしてその魚鳥の情は、やがて芭蕉自身の別離の悲しみに通うものであった。

　「魚の目は涙」というような、一見技巧的な表現を用いていながら、しかも離別の現実感が惻そく々そくと人を動かすのは、自然の情と芭蕉の心とがぴったりと合っているからである。留まる者を魚に比し行く者を鳥に喩たとえたのだという説もあるが、作者の意中まずそうした比喩的観念が存して、これを一句に表したのではない。ただ離別の悲しみを、そのまま魚鳥の情に託したのである。

　なお、この句の趣向のもとづくところとして、杜甫の詩句「時ニ感ジテハ花ニモ涙ヲ濺ソソギ、別レヲ恨ミテハ鳥ニモ心ヲ驚カス」や、『古こ楽が府ふ』の「古魚河ヲ過ギテ泣ク、何レノ時カ還ツテ復マタ入ラン」などをあげたり、また『古今集』の「なきわたる雁かりの涙や落ちつらむもの思ふ宿の萩の上の露」などが引かれたりしているが、それらの出典は単に参考にとどめるべき程度のもので、芭蕉の句が直接それらをふまえて成ったものと見るには及ばない。





　　あらたふ［う］と青葉若葉の日の光




〔本文〕杉風宛曾良書簡・芭蕉句選・芭蕉翁発句集・雪丸げ・一葉集・祖翁消息写







　　　　あなたふと木の下した暗やみも日の光




〔曾良書留〕







　　　　あらたふと木の下闇も日の光




〔真蹟懐紙（俳諧大辞典）〕ももよ草







　　　　あなたふと青葉若葉の日の光




〔野坡本〕曾良本初稿







　　　　たふとさや青葉若葉の日のひかり




〔初蟬〕泊船集許六書入れ・御正伝記







　　　　あらたふと若葉青葉の日の光




〔鏽鏡〕







○杉風宛曾良書簡に「卯月朔日、日光」と前書。○真蹟懐紙に「日光山に詣まうづ」と前書。『ももよ草』は上記真蹟を模刻し、「高たか久く青せい楓ふう所持正筆写[image: ]之これをうつす」と付記。○『初蟬』に「日光山にて」、『泊船集』許六書入れ・『雪丸げ』に「日光山」と前書。○『鏽鏡』に「日光山登臨之時」と前書。○『祖翁消息写』は真蹟により、「元禄二孟夏、日光山に詣す」と前書。○『御正伝記』に「日光山奉納」と前書。



　『初蟬』（その他）にはこの上五が「たふとさや」とあり、あるいは別案であったかも知れぬ（が、『鏽鏡』の句形とともに、誤伝である可能性が高い）。『ももよ草』所出の下しも野つけ高久角左衛門家に蔵する芭蕉の真蹟に、「日光山に詣　あらたふと木の下闇も日の光」とあるのは、おそらく行脚当時の初案であろう。（『曾良書留』の句形は、「室八島」と題して五句を併記したうちの二番目にしるされていて、日光に至る以前にすでにこの句形の成っていたことを思わせる。）

　句意について難解の点はない。この句における問題は、解釈よりもむしろ芭蕉の創作態度についての考察に重きがおかれねばならぬ。すなわち芭蕉はまず日光山の自然の美に心をうたれて、この感激の声を発するに至ったのか、それとも東照宮の神徳を称たたえるのが最初からの眼目であったのかという点である。

　何心もなく卒然としてこの句に対すると、読者はおそらく全山の新緑に照り映はえる輝かしい初夏の日の光を眼前に思い浮かべるであろう。それは新鮮な、しかも荘厳な自然美である。この景に対していきなり「あらたふと」とうち出したことばに、動かせない力がこもっている。初夏の自然を礼らい賛さんした句として、まことにすぐれた作だと感ずるにちがいない。しかし、それがいわゆる神君家康を祀まつった廟びようでの吟であることを考え、さらに「今この御光一天にかかやきて、恩沢八荒にあふれ」という『おくのほそ道』の本文に続いて出ていることを知れば、そう純粋な自然礼賛とのみ受けとることはできない。いわんやその初案が、「木の下闇も日の光」であったとすれば、家康の威徳を称たたえようとする考えから出発していたことは明らかである。そうして少なくともこの初案のままであったなら、畢ひつ竟きよう浅薄な観念的制作の句としてより以上には評価することができなかったであろう。だが芭蕉が日光の廟前に跪ひざまずき、初夏のすがすがしい自然に対した時の敬けい虔けんな感激の情は、けっしてそうした観念的なものではなかったのだ。

　芭蕉が「青葉若葉の」と再案せざるを得なかった理由はそこにある。そうよみかえたところで、もとより東照宮賛さん仰ごうの意をこめていることに変わりはない。しかしそれは、もはや「木の下闇」で天下の蒼そう生せいを説明したように、一つの道具立てとして用いられたものではなかった。青葉若葉に照りかがやく日の光の荘厳さは、そのまま四表に光被する家康の威徳とも感ぜられたのである。すなわち芭蕉の心中に湧いた自然礼賛の念と、偉人賛仰の情とは、まったく一にして二でない。したがってこの句における芭蕉の創作態度は、先に述べたごとく二方面から考察されるようで、実はけっしてそうした二つの見かたを容いれるべき余地はないのだ。

　この句は技巧的な句ともいえるであろう。「日の光」を両様にきかせたごときは、なるほど技巧にちがいない。だがその技巧は天衣無縫の極致に至っている。これを技巧の句というならば、まさに技巧の至極至妙なるものであろう。





　　剃そり捨てて黒髪山に衣ころも更がへ　　　曾良




〔本文〕雪丸げ・続雪丸げ・乞食囊






　紀行の本文がすでにこの句の脚注をなしている。旅立つ暁黒髪を剃り捨てた身が、たまたま名も黒髪山の麓に至って境涯の一変したのを嘆じ、しかも、おりから更衣の季節であるから、俗衣を脱して墨染にさまを替えていることが、ひとしお感慨を深くしたのである。芭蕉が「衣更の二字力ありて聞こゆ」と評したのも、偶然季節に相当したこの衣更ということばが、俗人生活から離れて、一所不住の雲水の身となった新境涯の象徴として、有効にはたらいている点をさしたのであろう。

　『通解』に「黒髪を剃り捨ててかへつて衣の黒髪山となりたる」といい、また「雪いまだ白しとの文ありて、剃り捨てて黒髪山といへるは、山鬼も哭こくすべき文法ならずや」とほめているのは、いささか見当ちがいの評といわねばならぬ。そう解しては黒髪山が一句の中心となり、しかもそれがことばによる連想から、あれこれと引っぱりまわされていることになって、あまりに作為の多い句になってしまう。もとより黒髪山の名が、曾良に剃り捨てた自分の黒髪のことを思わせ、そこから一句の着想を得たことは認めねばなるまい。のみならず衣更にもかけ合わせた意味がある。そうしてそのかけ合わせにはたらきがあるだけ、所詮この句の生命とするところが、そうした理知的な解釈からくるおもしろみにあることは否めない。この「黒髪山」や、「衣更」は、まだ芭蕉の「日の光」のごとき天衣無縫の域にまでは達していないのだ。だが、けっして手先だけの小細工ではない。少なくとも物によって感を発した曾良の真情は、おのずからその中に見られるであろう。





　　しばらく［暫時］は滝にこ［籠］もるや夏げの初め




〔本文〕鳥の道・雪丸げ







○『鳥の道』に「うらみの滝にて」と前書し、上五「しばらくは」と表記。○曾良本に「夏ゲの初」とふりがなする。



　夏げは四月十五日または十六日から七月十六日までの間、仏徒が一室にこもって勤ごん行ぎようすることで、夏げ行ぎよう・夏げ籠ごもり・夏げ安あん居ごなどともいう。「夏の初め」は、その夏行に入る最初である。一句の意はやはり紀行の本文を承うけて解せねばならぬ。すなわち滝の裏へまわって岩窟に身をひそめているのが、あたかも夏行にでもこもっているような気がしたので、ふとこうした句が浮かんだのである。「しばらくは」というのに軽い気持ちが見える。これから一夏九旬の安居を行いすまそうというような堅い道心ではない。ちょっと見物にはいりこんだ窟いわやの中で、しばらくは夏行を始めた形だなと興じたのである。

　この句を別に深い意に解する説がある。芭蕉は「おくのほそ道」の行脚をみずから一つの夏行と観じ、いま裏見の滝にこもったのを、行のはじめとよんだのだというのである。「風流の初めや奥の田植歌」についてもそうした説があるが、それはなお後に論ずべきであるからしばらく措おき、この裏見の滝の句をそんなふうに見るのは従いがたい。「しばらくは」と上五に置いたところは、どうしても軽く興じた心持ちが先に立っていると思う。『芭蕉新巻』に、「この叟そうは行脚の仏徒にして、夏のはじめ暫ざん時じ滝にこもる旅体なるべし」といっているのは、仏徒のまじめな夏籠と解しているようだが、「旅体なるべし」という着眼はおもしろい。とにかく旅中思いがけずも夏げにこもった、そうしたできごとが芭蕉にはひどく興深く感ぜられたのだ。しかも曾良の更衣の句が先にあったおりから、ここで夏行を始めるのはますますおもしろいな、芭蕉がこの句案を得た時には、きっとそんな心持ちが動いていたにちがいない。

　珪けい山ざんの『麓しんろく夜話』には、巻頭にこの句を題して滝の図が掲げてある。それには滝の裏道のかたわらに、行者の籠こもり堂どうのようなものが建っている。もちろんそれは安永ごろの図であるから、芭蕉時代にそうした建物があったかどうかは明らかでないが、場所がらから考えてみても小さな堂ぐらいはあったかも知れぬ。そして事実そこにこもる行者などもあったとすれば、芭蕉がそこで「夏の初め」とよんだ実感がいっそう深く味わわれる。





　　かさねとは八や重へ撫なでし子この名なる［成］べし　　　曾良




〔本文〕続雪丸げ






　かさねについては京伝の『近世奇跡考』に、羽生はにゆう村の累かさね伝説のことをあげて、この句のかさねも累るいという名を訓で呼んだのであろうと説いているがどうであろう。関東地方の田舎いなかには、こうした古風の名を最初からつけることが多かったことを何かで読んだように思うが、今記憶がはっきりしない。

　句は本文から続けてよんで、初めて解するようになっている。かわいらしい子どもがふたり馬のあとを慕って走って来る。ひとりは女の子でかさねという名だった。かさねなどという名はちょっと古風で聞き慣れない、しかもやさしい名前だ。かさねというのだから、花弁のかさなったかわいい八重撫子の名であろう。まことにこの女の子の名前にふさわしく愛らしい名だというのである。

　撫子は古来歌などでも愛児にいいかけて、しばしば用いられている。『通解』に「八重撫子とは少女を称したる雅詞にて、〝撫子のとこなつかしき〟など、子にとりなして古いにしへより聞えしなり」といっている通りである。もちろん、ここでは季の景物として用いられており、事実野生の撫子もあったかも知れないが、一句の上ではまったく比喩と見るべきである。そうして少しも不自然な点がないのが、この句のとりえである。

　総じてこれは即興的な軽い句であった。本文と離してはほとんど意味をなさないところにも、そうした点は十分窺うかがわれる。したがって句の可否なども、多く論ずるには当たらないであろう。





　　夏山に足あし駄だを拝む首途かどでかな［哉］




〔本文〕







　　　　夏山や首途を拝む高あしだ




〔曾良書留〕







○『曾良書留』に「黒羽光明寺行者堂」と前書。○『随行日記』によれば、四月九日。



　この句も「修験光明寺といふあり。そこに招かれて行者堂を拝す」の本文がなければ、卒然「足駄を拝む」に対したのでは、何の意とも解しがたい。本文によって、それが行者堂に安置した役小角えんのおづぬの像を拝したのであることが知られる。小角についての詳しいことは省略するが、常に高足駄を履はいて山野を跋ばつ渉しようしたと伝えられ、その像は一本歯または二本歯の高足駄を履いたさまになっている。ここで特にその足駄をとり出して拝むといったのは、これからいよいよいわゆるおくのほそ道にかかり、前ぜん程てい何百里を踏破しようとする際、行者の健脚にあやかりたい心持ちをこめたのである。

　上五の「夏山に」は、もとより発句に必要な当季の景物として置かれたのであるが、樋口功氏も評している通り、それが実によく一句の上にはたらいている。山川万里を踏破しようという雄お々おしい意気ごみが、新緑の夏山によっていっそう強く感ぜられる。木村架空氏が、山伏の春山・秋山に対して特に夏山といったのがおもしろいと説いているのは、むしろ穿せん鑿さくにすぎたものではなかろうか。

　（曾良の『俳諧書留』によれば、初案は「夏山や首途を拝む高あしだ」であった。）





　　木き啄つつきも庵いほは破［やぶ］らず夏なつ木こ立だち




〔本文〕曾良書留・小文庫・鳥の道・泊船集・伊達衣







　　　　木啄も庵はくらはず夏木立




〔野坡本〕曾良本初稿







　　　　木啄も庵ハ破らず夏木立




〔真蹟懐紙（阿部喜三男氏『芭蕉俳文集』）〕







○『曾良書留』に「四月五日、奈須雲岩寺ニ詣まうでて、仏頂和尚旧庵を尋たづぬ」、『小文庫』『泊船集』に「仏頂禅師の菴をたゝく」と前書。○真蹟懐紙に「縦［たて横よこ］の五尺に足［た］らぬ草の戸を結［むす］ぶもくやし雨なかりせば　とよみ侍はべるよし、兼かねて物語［がた］りきこえ［へ］侍るぞ、見しハ聞［ききゝ］しに増まさりて、あはれに心澄［す］むばかりなれば」と前書。○『鳥の道』に本文とほぼ同じ前文。



　「庵」は本文にいうところの「石上の小庵」で、仏頂禅師の旧室である。芭蕉が尋ねたときはもう住む人もなかったのであろうが、旧形もそのままに存して、禅師が行いすましていたころのさまも想おもいやられるのであった。それでさすがにこの山の木啄も、尊い聖ひじりの住んだ跡とて、ここだけは食い破らずに残したのであろうといったのである。和尚の法力徳器を称たたえる意がおのずからこもっている。

　下五の「夏木立」は、庵の四辺のさまを描いて、ここに景を傅ふしたわけであるが、前句の「夏山に」に比すれば、はるかにはたらきがない。思うにこれは、木啄が俳諧では秋の景物とされているので、強しいて別に当季の景物をとり入れる必要があったためであろう。こうした点に俳諧の伝統的形式の不自由さがある。しかし、少なくとも発句における当季のことばが根本的の必須条件とされているかぎり、一句の解釈にあたっても、またこの条件から生ずべき問題については、つねに注意が払われねばならない。特にこの句のごとき、禅師の法器を称えようというある観念から出発したような場合には、「夏木立」はほとんど形式的条件をみたす道具立てにすぎないのである。句の可否はとにかく、芭蕉の制作心理にたち入って考えれば、彼は木啄の音は聞いたかも知れないが、夏木立については実は最初から感激をもっていなかったにちがいないのだ。





　　野を横に馬引［牽き向む］けよほとと［ゝ］ぎす




〔本文〕猿蓑・我が庵・勧進牒・許六宛去来書簡・陸奥鵆・泊船集・俳諧問答・篇突・旅寝論・蕉翁句集・芭蕉盥・芭蕉翁全伝・ももよ草







　　　　野をよこに馬牽むけよほとゝぎす




〔芭蕉翁真跡集〕







　　　　野をよこに馬ひきむけよほとゝぎす




〔真蹟短冊（俳人真蹟全集）〕







　　　　野をよこにむま引むけよほとゝぎす




〔真蹟詠草（水の音）〕







○『勧進牒』『泊船集』に「奈須のゝはらにて」、『陸奥鵆』に「行旅」と前書。○『蕉翁句集』に「那須の原はる[image: ][image: ]と行ゆくほど、其その境［さかひ］に知［し］る人ありければ、馬にて送られけるに、口くち付づきの男［をのこ］いかゞ思［おも］ひけん、一句仕つかまつりて得［ゑ］させよ、なむどいへば、を［お］かしく興ありて、異ことに思［おも］ひて、矢や立たてさしぬらして、馬上において書かき遣つかはス」と前書。○『ももよ草』は益子其流蔵の真蹟によって掲出し、「那須野旅行之吟」と前書がある。



　『七部捜さがし』に、「思ふべき雲井ならねば郭公ほととぎす駒こまひきむけてしたふ声かな」という古歌を引いて、この句を本歌取りの模範としているのをはじめ、古来の諸注多く古歌を引いて解しているが、今その出典を明らかにすることができない。とにかくこうした古歌があったとしても、芭蕉がはたしてそれにすがって句作したか否かは、またおのずから別問題である。『おくのほそ道』の本文のごとくんば、馬ま士ごに乞われて与えた即興的の吟だったらしい。西行・杜甫の句を探るがごとく、当時ただちに先の歌が芭蕉の脳裏に浮かびきたったであろうか。どうも歌の性質上そうは思われない。また、本文を単に文章のあやと解すれば、のちに「馬上時鳥」の詠を類題和歌集の類に求めて、この句案を得たと考えることもできるが、『ももよ草』に益子氏所蔵の真蹟を載するところから見れば、旅中この吟を書き残したことは明らかであり、したがって当時それだけの余裕があったとも思われない。しかのみならず、芭蕉がそうした思いつきの句のために、特に虚構の文をもって飾るはずがない。馬上に時鳥ほととぎすを聞いたのはすでに実境である。かかる際「馬引き向けよ」というのは常の情である。それがたまたま「馬上時鳥」の題詠に類するところがあったとしても、あえて不思議ではあるまい。とにかく、今はまったく芭蕉の即興的な吟と見て解したい。

　「野を横に」という上五に、まず広々とした景色が感ぜられる。「野を横に馬引き向けよ」とは、今まで馬首を向けて進んでいた方向を転ぜよとの意である。いうまでもなく、その方向に時鳥が啼なき過ぎたからである。『篇へん突つき』に、この句と「木こがくれて茶摘も聞くやほととぎす」との両吟をあげて、「右両句、十二字の間、てにはよく回れば、連続して幽玄なり」といっているのは、すなわちこうした自然の意味の連なりがあるのをさしたのであろう。しかも一句中最もはたらいているのは、やはり上五文字である。いささか唐突の感はありながら、そのためにまず那須野の大景がはっきり眼前に展開される。馬上から仰いだ大空のはてしないさまも想おもいやられるのである。この上五から中七への続きについて『松の風』の著者は、これは倒装転倒の句法だと説いて、杜詩や古歌を示している。すなわち「馬を横に引き向けよ」というべきを顚てん倒とうしたのだとの説であろうが、この程度のことは常で、特にことごとしく句法を説くには及ぶまい。

　なお、『師しわ走す囊ぶくろ』には、「仕立ては野を横に馬引きむけよと、軍いくさ出で立たちのごとくことごとしくいひたてたるは、かの昔三浦・上総かづさの両介すけが那須野の狐狩の故事を含めて、我もそのごとくして郭公に馬引きむけよと、一句の仕立て、所がら相応の作なり」と評している。ちょっとおもしろい説ではあるが、やはりいりほがであろう。





　　田一枚植ゑて立ち去る柳かな




〔本文〕鳥の道・泊船集







　　　　水せきて早稲たばぬる柳陰




〔野坡本初稿〕







○『鳥の道』に本文とほぼ同じ前文。○野坡本初稿の句形の「早稲」は「早さ苗なえ」の誤記。下五「柳陰」を「柳かな」と改め、さらに貼紙して本文の句形に改める。



　句は本文に述べている通り、西行の歌に名高い柳を訪たずねての吟である。「今日この柳の陰にこそ立ち寄りはべりつれ」といった文句には、日ごろの本懐をとげた嬉うれしさが溢あふれている。さて句意は、『句解』に「しばしとてこそやすらひつれ、はや田一枚植ゑけるよと、おどろき立ち去りたる旅情なり」といっているので尽きており、諸注も多くこれに従っている。ただ「植ゑて立ち去る」と続いた二つの動詞において、おのおのその主語を異にするのは、いかに文法上の破格を許し得べき特殊の詩形にせよ、はなはだ無理な措辞といわねばならぬ。だから『師走囊』に「この句、早乙女さをとめを誉ほめたる句なり。たをやかなる柳腰の女どもが田一枚を植ゑて各たちさりしなり」と解しているのも、語法上からいえばまことにもっともである。しかしそれでは肝心の柳が、まったく比ひ喩ゆにすぎないものとなってしまう。また、その柳の下から早乙女たちが立ち去ると解しても、芭蕉が日ごろの本懐をとげた嬉しさや、柳に対する愛着の情などは生じてこない。本文の続きから解すれば、どうしても『句解』の説の外に出ることはできない。こう解して初めて芭蕉が柳の木の下を立ち去りかね、最初はしばしと思って立ち寄ったのに、早くも田一枚を植え終わったことに驚き、見返りがちにそこを去って行く情が生ずるのである。しかし何といっても、この句における措辞の不備は、重大な欠点といわざるを得ぬ。したがって句として成功の作ということはできないであろう。

　なお、支考の『古今抄』によれば、芭蕉が旅行当時の吟は、中七が「植ゑて立ちよる」であったという。それは奥の須賀川の人から、当時支考への文通中に伝えたところだというから、あるいは実際初案の形であったのかも知れぬ。そうして支考はかえってこの「立ちよる」の方をよしとし、諸注にもこれに対する論があるが、『説叢大全』に、「立ちよる」は最初の念、「立ち去る」は後の姿であって、その最初の念は本文に譲って「立ち寄りはべりつれ」といったから、句は「立ち去る」とすべきだと説いているのは、再案に至るまでの過程をまことに巧みに説明したものということができよう。





　　卯うの花をかざしに関の晴れ着ぎかな　　　曾良




〔本文〕曾良書留・信夫摺・韻塞・続雪丸げ







○『曾良書留』『信夫摺』に「しら河　誰たれ人ひととやらん、衣冠をたゞしてこの関をこえ玉フと云いふ事、清輔が袋草紙に見えたり。上古の風雅、誠にありがたく覚え［へ］侍はべりて」と前書。『曾良書留』は須賀川の条に掲出する。○『韻塞』に「白川の関こえ［へ］ける時、竹田の大夫装束つくろひける事おもひ出いでて」、『続雪丸げ』に「白川の関にて、いにしへ竹田の太夫が装束つくろひける事思ひ出いでて申まうし侍る」と前書。



　本文の故事をふまえた作意である。古人はこの関を越えるのに特に冠を正し、衣装をあらためたというが、雲水行脚の自分たちにはそうした晴れ着の用意もないから、せめてこの咲き乱れた卯の花をかざしにし、それを晴れ着のつもりにしようというのである。

　一説に、古人の通ったのが、もしこの卯の花のころであったら、きっとそれを挿頭かざしにしたであろうという意に解する。しかし「かざしに関の晴れ着かな」ということばの続きを虚心坦懐に誦しようするならば、それが曾良自身の上に感興を寄せたものであることは、おのずから看取されるであろう。かくてこそ一句のおもしろみはあるのである。これを古人の上に繫かけて解したのでは、卯の花のかざしに対する現実の感興を、どこに求めようとするのであろうか。





　　風流の初めや奥［おく］の田植歌［うた］




〔本文〕曾良書留・信夫摺・猿蓑・陸奥鵆・泊船集・田植諷・奥細道拾遺・蕉門録・雪丸げ・菅菰抄付録







　　　　風流の初やおくの田植うた




〔真蹟短冊（芭蕉真蹟）〕







　　　　風流のはじめや奥の田植歌




〔真蹟懐紙（芭蕉真蹟）〕







○真蹟短冊に「白河の関越こゆるとて」と前書。○真蹟懐紙に「陸［みち奥のく］の名所[image: ][image: ]心に思［おも］ひこめて、先まづ関せき屋やの跡なつかしきまゝに、旧［ふる道みち］にかゝりて、今［いま］の白［しら］河も越えぬ。頓やがて岩瀬［いはせ］の郡こほりに至［いた］りて、乍さ憚たん斎さい等躬子の芳はう扉ひを扣たたく。彼かの陽やう関くわんを出いでて故人に逢あふなるべし」と前書。○『曾良書留』に「奥州岩瀬郡之内、須賀［か］川相楽伊左衛門ニテ」と前書。また、別に「陸［みち奥のく］の名所[image: ][image: ]心［こゝろ］に思［おも］ひこめて、先まづ関［せき］屋の跡なつかしきまゝに、旧［ふる］道にかゝり、今［いま］の白河も越［こ］えぬ。早さ苗なへにも我わが色黒き日数哉　翁、岩瀬の郡こほり須［す賀か］川の駅に至れば、乍さ単たん斎さい等躬子を尋たづねて、かの陽やうく関わんを出いでて故人に逢あふなるべし」の前文を掲出する。○『信夫摺』に真蹟懐紙と同文の前書。『蕉門録』『一葉集』にもほぼ同文の前書がある。○『猿蓑』に「しら川の関こえて」、『陸奥鵆』に「須ケ川等躬興行」、『泊船集』に「奥州しら河の関こえて」、『田植諷』に「白河の関にて」、『奥細道拾遺』『雪丸げ』に「奥州岩瀬郡相楽伊左衛門亭にて」、『菅菰抄』付録に「須賀川等窮亭にて」と前書。○『随行日記』『曾良書留』によれば、四月二十二日。



　句形の上では諸書に異同はない。解釈については、古来諸説区々として定まらないものがあるが、これを要約すれば二説に帰する。一は一句を時間的に解して、奥の田植歌は風流の最も原始的なものだという意とする。そうしてこの見かたにもまた二説があり、一は風流を一般的の意に解し、一はこれを特殊の謡うたい物ものの名目と解する。二は一句を空間的に解して、白河の関を越えてから最初の風流は、田植歌を聞いたことであったという意にとるのである。以上三説いずれに従うべきであるか。もしこれを単独の発句として解するならば、時間説・空間説ともに容いるべき余地があり、『師しわ走す囊ぶくろ』の著者の言のごとく、「いづれ好むかたに従ふべし」とするほかないかも知れない。しかし、これを紀行の本文に照合し、あるいは詞書から続けて解するならば、おのずから芭蕉の意図したところは那な辺へんにあるかを知るべきはずである。本文には等躬を訪たずねて、「まづ白河の関いかに越えつるにや」と問われたことをしるしている。そして「むげに越えんもさすがに」と考えて、この句を吟じたのである。いうまでもなくこれは亭主等躬に対する芭蕉の挨拶であった。主人はこれに応じて、


　　いちごを折りてわがまうけぐさ



と脇をつぎ、以下曾良と三吟の一巻が（真蹟懐紙『曾良書留』『信夫摺』）『雪丸げ』に伝えられている。

　かれを見これを思えば、そこにはたして時間説を容るべき余地が存し得るだろうか。芭蕉は白河の関にかかって「旅心定まりぬ」といっている。ここからいよいよ本格的な奥州の旅路になるのだ。そしてその旅路の最初に催されたのが、等躬亭における風流の一会であった。芭蕉はその喜びを田植歌に寄せて表したのである。すなわち一句の意は、いよいよ白河の関を越えて、まず奥の田植歌を聞いた。そしてその歌の鄙ひなめいたおかしさに感興を催したのが、この奥の旅路の最初の風流であったというのである。もとよりそれは単に言を寓よせたのではない。実際芭蕉は関を越えて聞いた田植歌のふしに、少なからず詩興を動かしたので、その感興に挨拶の意をこめたのである。

　かく解しても、なお奥の田植歌の古風さを賞したのであるという説は、捨てられない点がある。しかしそれは、その古風な歌いぶりに芭蕉が心を惹ひかれたという意味においてであって、もしその古風さを風流の濫らん觴しようとして賞する意とすれば、すなわち第一説に帰し、おそらく芭蕉の真意に遠ざかるものであろう。いわんや風流を謡物の名目とまで解するに至っては、芭蕉は事の意外なのにただ驚くにちがいない。かりにこれを本文からまったく離れた単独の発句として、時間的に解するにしても、原始的な奥の田植歌こそ世の風流の初めであろうというのならよい。しかしその田植歌こそ、風流という謡物の源流であると解したのでは、全然事実の考証にとどまって、どこに俳味詩興の求むべきものがあろうか。第二説のごときは、たまたま解釈として徹底するがために、発明の新説として迎えられたのであるが、その徹底さは理知の満足を買うだけで、けっして芸術上の完全な解きかたを意味するものではない。

　要するに、芭蕉の意とするところは空間説のほかにない。かりに第一説は、単独の発句として、なお容ゆるすことができるとしても、第二説は、それが文芸的な解釈であるかぎり、とうてい容いれる余地がないのである。

　〔補〕右の第一説・第二説に関する詳しい説明は、今省略に従った。





　　世の人の見付けぬ花や軒の栗




〔本文〕鳥の道・泊船集・小太郎







　　　　隠かくれ家がやめにたゝぬ花を軒の栗




〔曾良書留〕雪丸げ







　　　　かくれがやめだゝぬ花を軒の栗




〔真蹟懐紙（俳人の書画美術・芭蕉）〕伊達衣・蕉門録・菅菰抄付録・金蘭集







　　　　目にたゝぬ花を頼に軒の栗




〔野坡本初稿〕







○『曾良書留』に、「同所（須賀川）」と注記し、「桑門可伸のぬしは栗の木の下もとに庵を結［むす］べり。伝つたへ聞きく、行基菩薩の古いにしへ、西に縁ゆかりある木成なりと、杖にも柱にも用もちひさせ玉たまふとかや。隠栖も心有あるさまに覚おぼえて、弥み陀だの誓ちかひもいとたのもし」と前書。『伊達衣』にもほぼ同文の前書。○『鳥の道』『蕉門録』に本文とほぼ同文の前書。『蕉門録』には「真蹟須賀川歌仙　一軸　風羅翁真蹟」と注記する。○『泊船集』に「詞書はもらしぬ　細道」と注記。○『小太郎』に「行基菩薩は、栗の木を杖にも柱にもし給ふとかや。西方に縁ありとの謂いはれなるべし。栗の木陰を便たよりて草庵結［むす］びたる僧に」と前書。○『雪丸げ』に「桑門可伸の主ぬしは栗木のの下に庵をむすべり」と前書。○『菅菰抄』付録に「栗の木陰に世をいとふ人に対して」と前書し、「此この発句本文にありて、五七を〝世の人の見み付つけぬ花や〟と云いへり」と注記する。○真蹟懐紙に「元禄二年卯月廿四日」、『金蘭集』に「元禄二年卯月廿四日　簗やな井い弥三郎宅にて」と端はし書がき。○『曾良書留』真蹟懐紙・『伊達衣』『蕉門録』『雪丸げ』『金蘭集』などに、脇「まれに蛍のとまる露艸　栗斎」以下等躬・曾良・等雲・須竿・素蘭の七吟歌仙（『曾良書留』『雪丸げ』などは四句目まで）を掲出。○野坡本、初稿に貼紙して本文の句形に改める。



　（『曾良書留』『雪丸げ』に「隠家やめにたゝぬ花を軒の栗」）、『伊達衣』等に「かくれ家やめだたぬ花を軒の栗」とあるのは、おそらく初案であろう。「花を軒の栗」という続けがらが、句意の不明瞭をきたすので、案じかえたものと思われる。

　「見付けぬ」は、ただ花の存在を見いださぬというだけではない。世人が行基菩薩の愛したような心持ちを知らぬ意を含んでいる。一句の意は、栗の花というものは世人がいっこう愛好せぬものだが、その花がこの草庵の軒端に咲いているというので、あるじが行基菩薩のような心をこの花に寄せているのだろうと、ゆかしく思いやられる余意を含んでいる。

　さらに初案が「かくれ家や」とあったことを思えば、世に隠れ住むこの僧の境涯が、あたかも人に知られずして咲く栗の花に似ている意をも持たせたのであろう。芭蕉時代の句には、そうした表裏二面の意を持つことは普通で、芭蕉には特にそれが多いようである。ただし『菅菰抄』にいうごとく、衣裏宝珠の喩たとえとまで解するのは過ぎたるものである。





　　早さ苗なへとる手もとや昔しのぶ摺ずり




〔本文〕小文庫・涼石







　　　　五月さ乙女をとめにしかた望のぞまんしのぶ摺ずり




〔曾良書留〕奥細道拾遺・雪丸げ







　　　　早苗つかむ手もとやむかししのぶ摺




〔卯辰集〕網代笠・花の雲・翁反故・もぢ摺石







　　　　さなへつかむ手もとやむかししのぶ摺




〔真蹟懐紙（芭蕉翁遺芳）〕真蹟懐紙（芭蕉翁遺墨集）真蹟懐紙写（芭蕉翁遺芳）真蹟懐紙（芭蕉全図譜）真蹟懐紙（俳人の書画美術・芭蕉）真蹟懐紙（おくのほそ道図譜）真蹟懐紙（石川県美術館芭蕉展）菅菰抄付録







○『曾良書留』に「忍［しの］ぶの郡こほり忍［しの］ぶ摺ずりの石は、茅ちがやの下に埋うづもれ果はてて、今［いま］は其そのわざもなかりければ、風流の昔［むかし］に衰［おとろ］ふる事、本［ほ意い］なくて」と前書し、「加衛門加之ニ遣つかはス」と注記する。○真蹟懐紙（芭蕉翁遺芳）に「陸奥［みちの国くににゝ］下りて、忍［しの］ぶもぢ摺の石を尋［たづ］ね侍はべりて」、真蹟懐紙（芭蕉翁遺墨集）『菅菰抄』付録に「忍［しの］ぶもぢ摺の石は、福［ふく島しま］の駅近［ちか］きに有あり。里［さと］人のいへるは、往来ゆききの人の麦［むぎ］草を取［と］りて、此この石を試［こゝろ］みけるを憎［にく］みて、この谷に落し入いれて、石の面おもては下した様［ざま］に伏［ふ］したれバ、今［いま］はさるわざする事もなかりけるとなむ。風雅の昔［むかし］に替［か］はれるを悲［かな］しびて」、真蹟懐紙写（芭蕉翁遺芳）に「もぢ摺の石は、陸［みち奥のく福ふく島しま］の駅より一里ばかり東に有あり。里［さと］人のいへる、往来［ゆきゝ］の人［ひと］の麦草を取［と］りて、此この石を試［こゝろ］みけるを憎［にく］みて、此［この］谷に落し入いれ侍るよし。石の面［おもて］は下した様［ざま］になりて、今［いま］はさるわざする事もなかりければ、風雅の昔［むかし］に替［かは］れるも、いと本ほ意いなくて」、真蹟懐紙（芭蕉全図譜）に「陸［みち奥のく忍しの］ぶ摺ずりの石は福島の駅より東一里計ばかりにあり。里［さと］人のいへるは、往来ゆききの人の麦［むぎ］草を取［と］りて此この石を試［こゝろ］み侍るを憎［にく］みて、この谷に落し入いれ侍るとなん。石の面おもては下様［ざま］になりて今［いま］はさるわざする事もたえたり。風雅の昔［むかし］に衰［をとろ］ふるなん、いと本ほ意いなしや」、真蹟懐紙（俳人の書画美術・芭蕉）に「もぢ摺の石は、福島［しま］の駅より東一里計ばかり、山口と云いふ所［ところ］に有あり。往来ゆききの人の麦草を取［と］りて、この石［いし］を試こころみ侍るを憎［にく］みて、此この谷に落し入いれけるとなむ。今［いま］は茅［ちがや］の下に隠［かく］れて、石の面［おもて］も下した様［ざま］に見［み］え侍る。風雅の昔［むかし］に衰［をとろ］ふるこそ本［ほ］意いなきわざなれ」、真蹟懐紙（おくのほそ道図譜）に「もぢ摺の石は福島の駅東一里ばかり、山口という処に有あり。今［いま］は茅［ちがや］の下埋うづもれて、其その形わづかに見［み］え侍れば」、真蹟懐紙（石川県美術館芭蕉展）に「もぢ摺の石は、福［ふく島しま］の駅より東一里ばかり、山口といふ処ところに有あり。里［さと］人の云いひける、往来［ゆきゝ］の人［ひと］の麦草を取［と］りて、此この石を試こころみ侍るを憎［にく］みて、この谷に落し侍れば、石［いし］の面おもては下した様［ざま］になりて、茅［ちがや］の中に埋［うづも］れ侍りて、今［いま］はさるわざする事なかりけりとなん申まうすを」と前書。○『卯辰集』に「忍［しの］ぶもぢ摺［ずり］の石は、陸［みち奥のく福ふく島しま］の駅にありて、往来ゆききの人の麦草［くさ］を取とりて、この石［いし］を試［こころ］みけるを、里人［びとどゞ］も心憂［う］く思［おも］ひて、此この谷に転［まろば］し落しぬ。石の面おもては下［した様ざま］に伏［ふ］したれば、今［いま］はさるわざする事もなく、風雅の昔に替［か］はれるを嘆［なげ］きて」、『小文庫』に「文字摺石」と題し、「忍ぶの郡こほり忍［しの］ぶの里とかや、文字摺［ずり］の名な残ごりとて、方二間ばかりなる石あり。此この石は、昔［むかし］女の思［おも］ひに石になりて、其その面おもてに文字ありとかや。山やま藍あゐ摺すり乱［みだ］るゝゆゑ［へ］に、恋に寄［よ］せて多［おほ］くよめり。今［いま］は谷たに合あひに埋うづもれて、石の面おもては下した様［ざま］になりたれば、させる風ふ情ぜいも見［み］えずはべれども、さすがに昔［むかし］おぼえてなつかしければ」、『網代笠』『花の雲』に「もぢ摺石は、福［ふく島しま］の駅東一里ばかりに山口と云いふ処ところに有あり。里［さと］人のいひ伝へ侍るは、往来ゆききの人の此この石試こころみむと、麦草を荒［あら］し侍るを憎［にく］みて、此この谷に落おとし入いれ侍るよし。今は茅［ちがや］の中に埋うづもれて、石の面おもては下した様［ざま］になり侍るとかや。誠まこと風流の昔［むかし］に劣［おと］り侍るぞ、いと本［ほ意い］なく覚おぼえ侍る」と前書。○『涼石』に「福島にやどりて、忍しのぶの里に石を尋ぬ。里の童わらべの教［おし］へていへるは、昔［むかし］此この山の上に有ありしを、往来ゆききの人麦草を荒［あら］して此この石を試こころみるゆゑ［へ］、醜しとて、此この谷に落すなり」と前書し、「石の面［おもて］下した様［ざま］に伏［ふ］したり。さもあるべきにや」と付記。○『翁反故』に「陸［みち奥のく忍しの］ぶ摺の石は、福島の駅より東一里許ばかりにありて、里人のいへるハ、往来の人の麦［むぎ］草を取［と］りて、此この石を試［こゝろ］み侍るを憎［にく］みて、この谷に落し入いれ侍るとなん。石の面［おもて］下様［ざま］になりて、今［いま］はさるわざする事も絶［た］えたり。風雅の昔［むかし］に衰［をとろ］ふるなん、いと本意なしや」と前書。○『翁反故』は「片山芹川所持」、『菅菰抄』付録は「加州談夕所持」の真蹟により掲出する。



　芭蕉の真蹟をはじめ『卯辰集』その他に、上五「早苗つかむ」とあるのは、前案の形であろう。なお、（『曾良書留』）『雪丸げ』や『奥細道拾遺』などに、別に「五月乙女にしかた望まんしのぶ摺り」の吟が見えている。これがおそらく最初の案で、それから「昔しのぶ摺り」のいいかけを案じ出したのであろう。

　「早苗とる」は、早苗を苗代田から取って、田に移し植えることで、要するに「田を植ゑる」というのに同じい。その田植をする早乙女さおとめたちの手つきを見ると、昔、忍ぶ摺りを摺り出した時の手つきも、そんなものであったろうかと偲しのばれるというのである。下五の「しのぶ摺り」は掛けことばになっている。眼前の嘱目によって昔せき時じの風流を憶おもったのである。

　なお、前案の「早苗つかむ」は、ことばとしていかにも粗野で、当然「早苗とる」という熟したことばの方がまず浮かびそうであるが、これは初めあまりにも実況に即していおうとしたため、ことさらにそうしたことばを用いたものと思われる。

　紀行の本文や『小文庫』などの前文によれば、芭蕉はよほど忍ぶ摺りというものに興味を持って、今その石が埋もれてしまったことを惜しく思っていたらしい。そこでこの吟があった所以ゆえんであるが、句としては即興的な軽い作にすぎない。





　　笈おひも太た刀ちも五さ月つきに飾［かざ］れ紙［帋］幟のぼり




〔本文〕







　　　　弁慶が笈をもかざれ帋幟




〔野坡本〕曾良本初稿






　笈は本文の弁慶が笈、太刀は同じく義経の太刀たることはいうまでもない。その笈も太刀も、おりから五月の節せつ供くのころだから、武者人形や紙幟といっしょに飾れというのである。これまたまったく即興的の句で、紙幟はただ季の景物としてとりあわせたにすぎない。





　　笠かさ島しまはいづこ五さ月つきのぬかり道




〔本文〕







　　　　笠島やいづこ五月のぬかり道




〔曾良書留〕猿蓑・卯辰集・泊船集・蕉翁句集・菅菰抄付録・むつのゆかり







　　　　笠島やいづこ五月のぬかり道




〔真蹟懐紙（昭三五・一〇　奥の細道芭蕉展）〕真蹟懐紙写（水の音）真蹟懐紙写・芭蕉翁真跡集







　　　　かさしまい［ママ］づこ五月のぬかり道




〔真蹟懐紙（続蕉影余韻）〕







○『曾良書留』に「泉や甚兵へニ遣つかはスの発句前書」と注記して、「中将実方の塚の薄も、道より一里ばかり左りの方にといへど、雨降［ふ］り、日も暮くれに及および侍れば、わりなく見み過すぐしけるに、笠島といふ所にと出［い］づ［ママ］るも、五月雨の折をりにふれければ」と前書。○真蹟懐紙（昭三五・一〇　奥の細道芭蕉展）に「中将実方の塚［つか］は、陸［みち奥のく］笠島［しま］といふ処ところにて、道より一里計ばかりに有ありといへど、五月雨［さみだれ］降ふり続［つゞ］きて、日も暮くれに及および侍れば、わりなくて過すぎぬ」、真蹟懐紙写（水の音）に「中将真方の古［ふる塚づか］は、陸［みち奥のく］名取［とり］郡笠島［しま］と云いふ処ところに有あり。道より一里ばかりにて、程ほど近［ちか］しといへ共ども、五月雨［さみだれ］降ふり続［つゞ］きて、其その日もやゝ暮くれに及および侍れば、わりなくて見み過すぐし侍る」、真蹟懐紙写に「陸［みち奥のく］笠島の郡に入いりて、藤中将実方の塚の跡はと尋たづね侍はべりしに、岩沼の宿しゆくより左りの方一里計ばかりにありといへり。彼かの〝その名ばかりをとゞめお［を］きて枯［かれ］野の［ゝ］薄すすき〟とよみけむ、今はを［お］りふし青み茂りて、またあはれさも増まさるべしと、しきりになつかしく侍れども、此このごろの五月雨［さみだれ］降ふり続［つゞ］きて、道いと悪［あ］しく、足などもいたく腫［は］れて、いと苦［くる］しければ、たゞその筋をはるかに見［み］やりて過すぐるに」、『芭蕉翁真跡集』に「藤中将実［さね方かた］の塚［つか］ハ、道［みち］より一里ばかり、笠島といふ処ところにありといへど、五月雨［さみだれ］降ふり続［つゞ］きて、道［みち］もいと悪［あ］しければ、わりなく見［み］過すぐして通［とを］りぬ」、真蹟懐紙（続蕉影余韻）に「中将実方の塚［つか］は、陸［みちのく］奥名取［とり］郡笠島［しま］といふ所にて、道［みち］より一里ばかりにあり。行［ゆ］きて見［み］むことを願［ねが］へども、五［さ］月の雨［あめ］降続［つゞ］きて、道［みち］もいと悪［あ］しければ、わりなくて過［す］ぎぬ」と前書。○『猿蓑』に「奥州名取の郡に入いりて、中将実方の塚はいづくにやと尋たづね侍れば、道より一里半ばかり左りの方、笠島といふ処ところに有ありと教［をし］ゆ。降［ふ］り続［つゞ］きたる五月雨さみだれ、いとわりなく打うち過すぐるに」と前書。○『卯辰集』に「中将実方の塚は、陸［みち奥のく］名取の郡笠島と云いふ所にて、道より一里ばかり侍るといへど、雨しきりに降［ふ］りて、日も暮［く］れかゝりければ」と前書。『菅菰抄』付録もほぼ同じく、「真跡、加州金沢談夕所持す」と付記。○『泊船集』に「奥州かさしま」、『蕉翁句集』に「藤の中将真方の塚［つか］は、陸［みち奥のく名な取とり］郡笠［かさ島しま］といふ所にありとかや。〝枯野の薄〟とよみ侍る西さい上しやう人にんの歌［うた］さへ悲［かな］しみの数［かず］に加［くははゝ］りて、あは［わ］れに覚え［へ］侍る。行［ゆ］きて見む事しきりなれども、この比ごろ降［ふ］り続［つゞ］きたる五月雨さみだれに、道いと悪［あ］しければ、わりなくて過すぎぬ」、『むつのゆかり』に「此この比ごろの五月雨さみだれに道みちいと悪［あ］しく、身疲［つか］れ侍れば、よそながら眺ながめやりて過すぐるに、蓑輪・笠島も五月雨さみだれの折をりにふれたりと」と前書。



　諸集すべて上五を「笠島や」としている。これが初案であったことは確かである。思うに、やといづこと疑問のことばがかさなって重すぎるから、あとで改めたものであろう。もちろん、はの方が形として整っている。句は「いづこ」で切れるのである。

　一句は、「蓑輪・笠島も五月雨のをりにふれたりと」という本文から続けて解さねばならぬ。笠島といえば、この五月雨のぬかるみを歩いている身にとっては、特に雨を凌しのぐ縁でゆかしいのだが、それはいったいどこだろうというのである。これまた、いよいよ即興の体ではあるが、実際立ち寄れなかった残念さを、こうしていくらかでもまぎらそうとしたのかと思うと、少しふくれ面つらをしながら、曾良にこういいかけている芭蕉の風貌までも思われておかしい。





　　桜より松は二ふた木きを三月越シ




〔本文〕







　　　　散ちりうせぬ松や二木を三月ごし




〔四季千句〕







　　　　散ちり果うせぬ松は二木を三月越し




〔奥の細道註〕







　　　　ちりうせぬ松は二木を三月ごし




〔真蹟懐紙（芭蕉真蹟）〕







○『四季千句』に「武蔵［むさし］野は桜のうちに浮［う］かれ出でて、武隈はあやめ葺［ふ］く比ころになりぬ。かの〝松見［み］せ申せ遅桜〟と云いひけむ、挙白何なに某［がし］の名な残ごりも思ひ出いでて、なつかしきまゝに」と前書。○真蹟懐紙に「武蔵［むさし］野は桜のうちに浮［う］かれ出［いでてゝ］、白河［かは］の関は早苗［さなへ］に越［こ］え、武［たけ隈くま］の松はあやめ葺［ふ］く比ころになんなりぬ」と前書。『奥の細道註』に同文の前書、出羽鶴岡所在の真蹟によるむねを注記。



　『四季千句』は挙白の撰になるもので、詞ことば書がき中の句も春の部の終わりに出ており、芭蕉のこの句は特に総巻軸に掲げられてある。けだし、撰者がこれを栄誉とする意を明らかにしたものであろう。同書には元禄二年八月の奥書があり、当時撰集の業を卒おえ、その後間もなく刊行を見たものと思われるから、これは芭蕉が旅中から送った初案の形たることが推定される。それを推すい敲こうして『おくのほそ道』の形にしたのである。

　この句を解するには、まず詞書中の挙白の句意から明らかにせねばならぬ。これは三月下旬芭蕉が江戸を発足する際の餞せん別べつ吟で、おりから咲き残っている遅桜に感を託し、芭蕉が奥州に入るころはもはやその遅桜すら散ってしまっているだろうから、せめて古歌に名高い武隈の松なりともお目にかけよというのである。「見せ申せ」という語気は、何となく挙白が奥州の出の人らしく聞こえるとは、樋口功氏がすでに『奥の細道評釈』に説いているところだが、事実挙白は奥州の人らしい。おそらく武隈の松のあたり近い地が故郷であったのだろう。さればこそ特にこの松をもち出したのである。

　芭蕉の句はこれに対して酬むくいた挨拶の吟である。「桜より」は、この餞別吟を送られた遅桜の時節から今までの意で、「松」と「待つ」、「三み月つき」と「見」とが掛けことばになっている。「松は二木を」は、古歌「武隈の松は二木を都人」の句をそのまま裁たち入れたので、一句の上では「松の二木を」、もしくは「二木の松を」という意に解しなければならぬ。また「見」の掛けことばには、同じ古歌の下の句「いかがと問はばみきと答へむ」のみきを匂におわしている。こういちいち分析的に調べてみると、おそろしく手のこんだ作のようであるが、一句の意は実は何でもない。桜のころから待っていた二木の松を、三月越しでやっと見物できましたよというだけである。

　芭蕉もくだらぬいたずらをしたものだ。現代人にはそう思われるかも知れない。もとより芭蕉もこの作に、風雅の魂をうちこんだつもりではなかったろう。しかし千歳の形ととのったこの名木に対した芭蕉の喜びは、紀行の本文に述べている通りであった。その感激の深さは、おそらくわれわれの想像以上にあったろう。そうしてこうした感激は、まったく松にまつわるさまざまの古歌と伝説とを通してきている。ここにその古歌と縁をもち、その語句を裁ち入れて一句を案ずるということは、けっして遊戯的気分からの技巧ではない。やはり古人の風雅を偲しのぶ情から発しているのである。

　初案の「散りうせぬ松や」は、「桜は散ってしまうが」という意を言外に含めたのである。これを「桜より松は」と改めたのは、松を掛けことばにはたらかせようとしたためであろう。どうせこうした句意であるから、いずれでもたいした優劣はあるまいが、全体が古歌と縁をもった仕立てであるから、「松」も掛けことばにはたらかせた方が、一句の姿として調和する。

　この句は制作の時期が明らかであり、諸集すべて夏季の句としてゐる。蓼りよう太たの『句解』にも、「奥の細道を按ずるに、元禄二年弥生末七日武江を立ちて、皐さ月つきはじめ武隈に至る。依よりて桜より三月越とその日数をいひて、夏季慥たしかなるべし」といっている。しかしこの種の句は、形式的に見ても季題とすべきものがなく、また純理的に論じても季節的景物に感興を発したのでないのだから、強しいて「夏季慥なるべし」などと定める必要はないと思う。





　　あやめ草［艸］足に結ばん草鞋わらぢの緒を




〔本文〕鳥の道







　　　　あやめ草紐ひもにむすばん草鞋の緒




〔泊船集〕







○『鳥の道』に「仙台に入いりてあやめふく日也。旅宿に趣き、画工嘉右衛門と云いふもの、紺の染緒付つけたる草鞋二足餞はなむけす。さればこそ風流のしれもの、爰ここにいたりて其その実をあらはす」と前書。



　『泊船集』に中七「紐に結ばん」とあり、足と紐との小異は、いずれをとっても句意に損益するところはないが、紐は緒とかさなる弊があり、かつ健脚を祝う意を強くするためにも、足に従いたい（『泊船集』の句形はおそらく訛伝であろう）。

　句意は『師しわ走す囊ぶくろ』に、「これ旅行の句なり。五月五日なれば幸ひあやめ草を草鞋の緒にもむすぶべしとなり」とあるのでよく、「旅行の句なり」というのが一句の情を尽くしている。端午の節句といえば、菖蒲あやめを軒に葺ふいたり、またいろいろの物につけて祝うのであるが、自分はちょうど草鞋を贈られたので、その草鞋の緒にあやめを結びつけて、旅中の健脚を祝おうというのである。贈ってくれた人の好意を謝し、おりからの祝日に寄せて軽く興じた趣がある。

　この句が本文の意を承うけて解せらるべきはいうまでもないが、特に紺の染緒とあるのを重視して、その色に菖蒲を連想したのであるとか、あるいは菖蒲の花の色に喩たとえたのだなどという解には従いがたい。それではまったく貞門・談林の句作りになってしまう。当日がすでに端午の節である。染緒の色をまたずとも菖蒲を思いよるのは当然であろう。句のおもしろみは、その当然思いよるべき菖蒲をもってきたところにあるのではない。それを足に結ぼうと興じたところにある。菖蒲と紐の色との間に、強しいて関係をつけようとするごときは、まったく句の鑑賞の中心を外はずれているといってよかろう。





　　松島や鶴に身を借［か］れほとと［ゝ］ぎす　　　曾良




〔本文〕猿蓑・陸奥鵆・続雪丸げ







○『猿蓑』に「松島一見の時〝千鳥もかるや鶴の毛衣〟とよめりければ」と前書。



　松島の好風景に対して、おりから鳴き過ぎる時鳥ほととぎすの声は、まことに感深いが、さてこの松島のごとき大景には、時鳥のままの形ではふさわしくない。そこで「鶴に身を借れ」と時鳥に望んだのである。「身を」といったので、声はそのままでという余意を含めている。『奥の細道通解』に「梅が香を桜の花に匂はせてなど願ふたぐひなるべし」と説いたのは、すなわちその余意である。

　句意はそれだけであるが、特に身を借るべきものを鶴と定めたのは、『猿蓑さがし』に「鶴の字、魂にして松島を動かさず」といっている通り、松島の景に配して最もふさわしい鳥の姿であるからなのはいうまでもない。しかし『猿蓑』の詞書に「松島一見の時〝千鳥もかるや鶴の毛衣〟とよめりければ」とあるのによれば、「千鳥もかるや鶴の毛け衣ごろも」という歌の文句をふまえた趣向であることも明らかである。右の歌のことは諸注にも引いているごとく、長明の『無名抄』に見え、「千鳥も着けり鶴の毛衣」としてある。その全歌は『猿蓑さがし』などに、「身にぞしる真野の入江に冬の来て千鳥もかるや鶴の毛衣」と引いているが、何の集に出ているのか知らない。それはともあれ、曾良は「千鳥もかるや」という形で知っていたから、それをそのまま時鳥に転用したのである。





　　夏草や兵つはものどもが夢の跡




〔本文〕猿蓑・白馬







　　　　なつ草や兵どもの夢の跡




〔泊船集〕生駒堂・渡し船・菅菰抄付録







○『猿蓑』『泊船集』に「奥州高館にて」と前書。○『白馬』には、「さてもそのの［ゝ］ち御ざうしは、十五と申まうす春［はる］の比ころ、鞍くら馬まの寺を忍び出いで、あづまくだりの旅たび衣ごろも、はるけき四国西さい国ごくも、此この高館の土となりて、申まうすはかりはなみだなりけり」と十二段草子絵巻の文句を前書に付し、「此ノ一章得タ[image: ]リ古翁ノ真蹟ヲ[image: ]如シ[image: ]墨未ダ[image: ]ルガ乾カ也」と付記。『菅菰抄』付録にも「平泉一見」と題し、同様の前書を伝え、越中井波に真蹟があるとする。



　『泊船集』その他に中七「兵どもの」と見え、かとのと句意に損益するところはないが、やはり『おくのほそ道』『猿蓑』等の形に従うべきであろう。特に『白馬』には「兵どもが」の形をあげ、「此ノ一章古翁ノ真蹟ヲ得タリ、墨未ダ乾カザルガゴトシ」と書きそえてあるほどだから、「兵どもが」に定めたい。

　句は「三代の栄燿一睡の中にして」以下数行の本文の意を、この十七字の中にこめたものにほかならない。「兵どもが夢の跡」は、表の意としては義経主従の戦死にかかっているようだが、芭蕉の胸中にはその間おのずから、藤氏三代の栄華が夢のごとく亡びてしまったはかなさを思う情が去来していたにちがいない。樋口功氏の『奥の細道評釈』の論は、その点で十分首肯するにたるのである。「秀衡の遺族たちが義経を擁護しつつ、これと運命をともにしたものとして筆を運んだものではあるまいか」というほど、芭蕉が歴史にくらかったとも思われないが、義経が戦死してまもなく泰衡もまた頼朝に亡ぼされたのであるから、義経主従と藤原氏一族との運命は、いわば歩みを一にしたわけである。芭蕉が「さても義臣すぐつてこの城にこもり、功名一時の叢となる」といった中に、この両者の没落を一つにして考えていたと見るのは、むしろ自然であろう。紀行本文の続けがらは、どうしてもそうした意にとらねばならないのである。

　高館の廃址に立った芭蕉は、そこにいっぱい乱れ茂っている夏草に対して、じっと感慨深い眼をそそいだ。思えば義臣すぐってこの城にこもり戦ったが、運拙つたなくして兵つわものどもも討死し、藤原氏三代の栄燿もまた一睡のうちに亡びてしまった。今はいたずらにこうして草が茂っているだけだ。まことに往時茫ぼう々ぼうただ一夢にひとしい。そうした芭蕉の感懐である。「兵どもが夢の跡」とだけでは、むしろ平凡な感傷と懐古のことばにすぎないであろう。しかし「夏草や」という眼前の直写が、その感傷と懐古に強い現実感を与えている。功名のはかなさも栄華のむなしさも、ただこの生おい茂る夏草の中に観ぜられているのである。それは杜甫の春望の詩と同工異曲とはいうものの、また芭蕉が自然と人生とを渾こん然ぜんと融和せしめる大手腕を感ぜずにはおれない。





　　卯うの花に兼かね房ふさ見［み］ゆる白しら毛がかな　　　曾良




〔本文〕鳥の道・泊船集・記念題・続雪丸げ







○『続雪丸げ』に「白毛」を「白髪」と表記する。



　兼房は義経の北の方の乳人めのと十郎権ごんの頭かみ兼房である。義経が北国落ちのとき、白き直ひた垂たれに褐かちんの袴はかま着て、白しら髪がまじりの髻もとどりひき乱し頭と巾きんうち着、「年より候ふとも是非とも御供申し候はん」とて御供をし、また高館敗軍のおりは、義経夫婦の最後を見とどけた上、火を館に放ち奮戦して、ついに火中に入って死したことなどが『義ぎ経けい記き』に見える。句はおりから白く咲いている卯の花に対して、兼房が白髪を乱して奮戦した状を想いやったのである。眼前の景から古いにしえを懐おもったのは、芭蕉の「夏草」の吟と揆きを一にしているが、これは「兼房見ゆる」という幻想的な趣向が主となっており、それだけ懐古の情はむしろ浅い。

　白髪を白毛といった例は絶無ではないが、はなはだ稀まれである。しかもここで特にその稀なことばを用いたのは、白髪ではあまり現実的な人の姿が浮かぶので、より幻想的な効果を予期するためだったのではあるまいか。それはあるいは考えすぎで、作者は偶然白毛としただけかも知れないが、それにしても白髪と白毛とでは、この句の場合、右のような語感の相違はあると思う。なお、卯の花を白髪に喩たとえた例は、すでに先注にもあげてある通り、長明の『無名抄』に、俊頼の歌「卯の花のみな白髪とも見ゆるかな賤しづが垣根もとしよりにけり」がある。





　　五月雨さみだれの降り残［のこ］してや光堂




〔本文〕鳥の道・泊船集







　　　　五月雨や年[image: ][image: ]降ふりて五百たび




〔野坡本〕曾良本初稿







○『鳥の道』『泊船集』に「兼て耳驚したる二堂開帳す」と前書。○曾良本に、中七「降て」を「降も」と改め、さらに「五月雨の降残してや光堂」の句形に改める。



　句は本文の「七宝散りうせて」以下の意を承うけたのである。すなわち、すでに頽廃空墟の叢くさむらとなるべきであったのを、たまたま光堂が千載の記念として今まで残ったのは、幾百年の五月雨もここだけは降り残したのだろうかというのである。

　また一解にいわく、おりから五月雨の空薄暗く、四辺は濛もう々もうとしている間に、ひとり光堂のみが金こん碧ぺき燦さん爛らんと人の眼を奪っている。五月雨もここだけは明るく降り残している趣だというのである。これは句中の五月雨を眼前の景として解したので、この一句だけをとりはなして考えれば、あるいはそうした見かたも容いれ得るであろう。しかし本文から続けて読んだとき、それが幾百年の風雨を凌しのいで、しばらく栄華の昔を語っている光堂に対する歴史的な詠嘆の情に発していることは明らかである。いわんや（野坡本・曾良本・）河か西さい本によれば、もとこの句は、


　　五月雨や年々降りて五百たび



としてあったのだという。すなわち五月雨はただ当季の景物により五百年の風雨を代表させたにすぎないのである。

　「降りのこしてや」のてやは、疑問の意を含めた詠嘆である。文法的にいえば、下に「光堂の存する」と結辞を補って解すべき語法であろう。そうして、こうしたたぐいのてやのやは、形からいえば疑問の係辞にちがいないが、実はてと言いきって、ここに詠嘆の余情を多く含めた一種の語法と見てよかろう。もとよりこうした語法は和歌にも見られるであろうが、それは俳句において最も発達したようである。現代人の語感からいえば、むしろ気どったようないやみがあって、「降りのこしけり」と直截簡明にいった方を喜ぶかも知れない。けれども、これはやはり一つの俳諧的表現である。古人が余情をたっとぶための手段として用いたことを、十分理解せねばなるまい。

　〔補〕なお、野坡本・曾良本に、この句の次に「蛍火の昼は消きえつゝ柱かな」の句を掲出するが、曾良本の推敲段階で全句墨で抹消してある。





　　蚤のみ虱しらみ馬の尿ばりする枕まくらもと




〔本文〕韻塞・陸奥鵆







　　　　蚤虱馬のば［ママ］りこくまくらもと




〔泊船集〕







　　　　蚤虱馬の尿こく枕もと




〔今日の昔〕







　　　　蚤虱馬の尿バリつく枕もと




〔俳諧古今抄〕







　　　　蚤虱馬の尿シトする枕もと




〔奥羽の日記〕







　　　　蚤虱馬の尿バリする枕もと




〔野坡本〕曾良本







○『韻塞』に「宿山中」、『陸奥鵆』に「貧家舎」と前書。



　句意は解するまでもない。山中陋ろう屋おくの実状をそのままよんだのであるが、蚤虱に攻められるのは貧乏旅の常である。枕もとに馬の小便する音を聞くに至って、旅の憂うさつらさもきわまってくる。しかもこうなっては、もうむさくるしいとか苦しいとかいうのを通り越して、そうした貧賤窮苦に興がる情さえ湧わいてくる。『古今抄』にいわゆる三段切れの軽い調子も、この興がった心情からおのずと生まれたものであろう。『芭蕉新巻』に「年ひさし覉旅、かかる山家をも風流にひかるる人は何ぞいとふべきと、ことばを飾らずありのままにいへる、大家の変体名家の手段なり」といっているのは、いささかことごとしいが、芭蕉がいかなる境地に入っても、風雅を味わおうとする自由な気持ちは感ぜられる。

　〔補〕従来、「尿」をシトと読むかバリと読むかで諸説があったが、野坡本・曾良本の「バリ」の傍訓が確認された現在、異論の余地はない。当時の言語意識では、バリは馬などの動物や下賤の人の小便をいい、シトは人の小便をいった。「バリ」の傍訓はそうした言語意識によるもので、芭蕉は「尿」の漢字を当てることで、尿前の関の意を利かせたのである。『泊船集』以下の句形は、別案というより、卑俗さを強調した訛伝と見るべきだろう。





　　涼しさをわ［我］が宿にしてねまるなり［也］




〔本文〕初蟬・菊の香・泊船集・類柑子・十六景集・蟋蟀巻・繫橋







○『初蟬』に「尾花沢清嵐亭にて」と前書を誤り、『菊の香』に「尾花沢清風亭にて」と訂正。○『泊船集』に「尾花沢清風にて」と前書。○『繫橋』に、脇「つねの蚊やりに草の葉を焼たく　清風」以下芭蕉・清風・曾良・素英・風流の五吟歌仙を掲出。○『随行日記』によれば、五月十七日より二十六日に至る間。



　あるじは富めるものなれど志卑しからず、また旅の情をも知った風雅のおのこである。その亭にしばし草鞋わらじの紐ひもを解いて、のびのびと旅のつかれを休めているさまである。部屋には涼しい風が満ちている。そこへまるでわが家のような気持ちで、その涼しさを満喫しながら寝そべっているというのだ。「涼しさをわが宿にして」というのに、涼しさをわがもののごとく領有しているさまが表されている。巧みな叙法である。「ねまる」は『類るい柑こう子じ』にもいっているように、ことさらに土地の方言を用いて興としたのである。「ねまる」には居すわると寝るとの両義があり、土地によってその意義を異にするようだが、この句では寝る意、すなわち寝そべる・安臥するの意と解される。

　〔補〕以下「ねまる」の語義に関する詳細な考説があるが、ここには省略に従った。なお潁原博士には早く昭和七年五月に発表された「ねまる考」（方言と国文学）があり、志田義秀博士にも「ねまるの方言と芭蕉の句」（昭一五・一一稿、『芭蕉展望』所収）の論考があるが、「ねまる」の語義と用例に関しては、その後発表された山田孝雄博士の「ねまるなり」（『俳句』昭二七・一二、『俳諧語談』所収）が最も詳しく、それによれば、「ねまる」の語はすわるの意に解すべきものと思われる。なお、其角の『類柑子』所収の「ちからぐさ」の一文によれば、芭蕉がここで「ねまる」の語を用いたのは、単に土地の方言に興趣を引かれたというだけでなく、近世隠者の先せん蹤しようとして傾倒する長ちよう嘯しよう子しの『挙白集』に小田原の宿の亭主が「ねまる」の語を用いたことをしるしているのが、発想の上に大きく関係していることも注意すべきだろう。すなわち、この句は、清風が「ゆるりとおねまりくだされ」と請じたのにこたえ、かつ、古めかしい東国方言に耳をとめた古人の心に和した、二重の俳諧性の上に成り立っていることになる。





　　這はひ出いでよ飼［かひ屋や］が下したの蟾［ひき］の声




〔本文〕猿蓑・泊船集







　　　　這はひ出いでよ飼かひ屋やが下したの蟇ひきがへる




〔四季千句〕







○『随行日記』によれば、五月十七日より二十六日に至る間。



　『四季千句』に下五「蟇ひきがへる」としているのは、初案の形であるかも知れない。

　「かひ屋」は『万葉集』巻十に「朝あさ霞がすみ鹿か火ひ屋やが下したに鳴くかはづ声だに聞かばあれ恋ひめやも」、同巻十六に「朝霞香か火ひ屋やが下の鳴きかはづしのひつつありと告げむ児もがも」とあり、古来その義については諸説すこぶる多い。また『六百番歌合』に寂じやく蓮れんは「山田もるかひやが下の煙こそこがれもやらぬたぐひなりけれ」とよみ、その判詞に対する顕けん昭しようの陳状にも、詳しい説が見える。芭蕉の句を解するにも、古来多くは「かひや」の語義について諸説をあげているが、実はこの場合「かひや」の正しい義がいずれであるかを決定する必要はないので、ただ芭蕉がいかなる意として用いたかを知れば足るのである。『菅菰抄』に「もとより尾花沢の辺は蚕を多く飼ふ所なれば、本説はよしともあれ、この句はかならず飼屋をいふに極まりぬ。ゆゑに曾良にも蚕こ飼がいの句あり。これにてその本拠はいよいよ明らかなり」と定論しているのは、この意味で首肯される。

　芭蕉も曾良も尾花沢あたりの古風な蚕飼のさまに、興をおぼえていたのであろう。特に芭蕉はその養蚕室の変わった作りかたなどに心を惹ひかれていた。そこで顕昭が飼屋と解した一説のままに、『万葉』の歌をふまえてこの句を作ったのである。古歌の文句取りとしては別にはたらきはないが、古風な家のさまに古いことばをそのまま用いたのが芭蕉にはうれしかったのであろう。『説叢俟後抄』によれば、村山・尾花沢の土地の人は、養蚕室を飼屋というそうである。もし、はたしてそうならば、芭蕉はまたその古語に興をおぼえて、特に『万葉』の歌の句をもち出したものと考えられる。

　さて句意は、飼屋の下で低い蟾の声がする。おりからぼんやりそこらをながめていた芭蕉は、その蟾に何となく親しみをおぼえた。そして「這ひ出でよ」と呼びかけたのである。人々はみな蚕飼で忙しくはたらいている中に、のんきに泊まりこんでいる芭蕉が、のっそりとした蟇に向かって、「おい、お前でも話相手に出て来い」と呼びかけているさまがおもしろい。

　なお、この句については古来季に関する説がやかましい。この句を紀行からひき離して見れば、蟇は春季または無季とされ、蚕飼は春季と定まっているから、いずれにせよ春の句とせねばならなくなる。それでは句をよんだ実際の季節と矛盾をきたすので、ここに種々の解釈が試みられるに至ったのである。

　『篗わく纑かせ輪わ』や『説叢大全』は、蚕飼を土地の状況で夏季に見ようとするのに対し、『芭蕉句解』には「蚕は春季なれども夏にもわたれば、蟾の声を結びて眼前体と見えたり」といって、「蟇の声」によって夏季と定めている。古い作さく法ほう書しよでは、すでに『増山の井』あたりから雨蛙・蟇などもすべて春季の蟇の条にかかげてあるが、実際芭蕉当時の作例に徴すれば、元禄時代にはすでに蟇に対する季題意識の変遷があったらしい証左もあり、そうすると芭蕉の句も『句解』の説のごとく、蟇で夏季と定めてよいことになる。しかし、芭蕉ははたして蟇に季をもたせるつもりでこの句をよんだか否かは問題である。これとあわせ見るべき曾良の句では、蚕飼のほかに季語とすべきものはないのである。芭蕉もまた必ずや飼屋の句を季題とする意であったろうと思う。

　こうした見解からして、この句の季題論については、『説叢俟後抄』の「曾良の句をたくらべるときは、かひやは飼屋にて、蚕は春季なれども、繭作る時節は四五月に至る。その盛りのころならでは、古代の姿といへる形容あるべからず。されば両句とも夏季と定めて然るべし」という説を最も穏当と考える。古句を解する上に季語の問題を軽視すべきでないことはいうまでもない。この句が飼屋を季として作られたにちがいない点を、いささか弁じておく所以ゆえんである。

　〔補〕この項、季に関する説についての細説は若干省略し、要点のみを掲げるにとどめた。





　　眉［まゆ掃は］きを俤おもかげにして紅べ粉にの花




〔本文〕曾良書留・猿蓑・卯辰集・泊船集







　　　　まゆはきをおもかげにして紅粉の花




〔真蹟懐紙（昭三五・四　石川県美術館芭蕉展図録）〕芭蕉翁真跡集







　　　　眉はきをおもかげにして紅粉の花




〔真蹟懐紙（蕉影余韻）〕







○真蹟懐紙（蕉影余韻）に「もがみにて紅粉の花の生おひたるをみて」と前書。「生たる」は「さ（「き」脱）たる」とも読まれる。○『曾良書留』に「立石の道ニテ」と前書。○『猿蓑』『泊船集』に「出羽の最も上がみを過すぎて」と前書。○『随行日記』『曾良書留』によれば、五月二十七日。



　（曾良の『書留』に従えば、この句はもと五月二十七日立石寺へ向かう途次の嘱目の吟としてよまれたことになるが、本文ではそれを尾花沢滞留中の句に並べ配し、清風への挨拶吟としてのひびきをもたせたのである。）

　眉まゆ掃はきは白おし粉ろいをつけた後、眉を掃う小さな刷は毛けである。「俤おもかげにして」は、その眉掃きの形を心に思い浮かべさせる意。すなわち紅べ粉にの花はなが眉掃きの形に似ているのである。紅粉の花は紅も絹みの染料となり、また婦人の唇くちびるを彩いろどる臙べ脂にともなる。そうした女性的な感じを伴う紅粉の花の形から、やさしい女の化粧道具を連想したのである。最上地方は紅粉の産地として知られ、清風も大きな紅花商であったという。彼がしばしば京坂地方に往来したのも、その商用によったのである。芭蕉のこの句も、主人のそうした生業にちなんで、いくらか挨拶の意も含めていたのかも知れない。それはともあれ、紅粉の花の句としていかにも可か憐れんの情をいいとっているのは、さすがに芭蕉の手柄である。

　『菅菰抄』に、眉掃きを馬屋ごやしという薊あざみの一種の名とし、それが女の化粧道具に似ているから名づけられたので、「この句に紅粉の花のとりあはせもまたこの儀なり」といっているのは、もし紅粉の花から馬屋ごやし、眉掃きと連想する意ならば、まったく句の眼目を失った解である。紅粉の花そのものからただちに化粧具眉掃きが思い浮かべられなければ、一句の感興を探るによしがない。





　　蚕こ飼がひする人は古代の姿［すがたかな哉］　　　曾良




〔本文〕卯辰集・続雪丸げ







　　　　蚕こがひする姿に残る古代哉かな　　　曾良




〔曾良書留〕






　養蚕に従事する土地の人の質素な姿が、曾良にもの珍しく思われたのである。元来蚕を飼うことがすでに原始的なものであるのに、この地方の婦女などが、簡素な古代めいた服装でたちはたらいているさまが、まことにふさわしく感ぜられたのである。

　芭蕉の「這ひ出でよ」の句とともに、これもまた季についての論があるわけである。『卯う辰たつ集』には普通の蚕飼いの季に従い、春之部に収めてある。しかし、すでに説いたごとく、これは土地の実際のままに、蚕飼いを初夏の人事としてよんだのであるから、ここには夏季の蚕飼いを認めねばならない。

　（なお、『書留』の初案は、須賀川滞在中、四月二十三日の「風流の初めや」の歌仙のすぐ前に録してある。芭蕉がこれを斧ふ正せいし、尾花沢の章に配したのは、前の「飼屋」の句とのつながりもよく、ここで紹介するのを最もふさわしいと考えたからであろう。こうして、ここに配されているのを見ると、これがまた尾花沢という土地あるいは清風への挨拶の匂においを帯びてくるのも、芭蕉の編集の妙というべきである。）





　　閑しづかさや岩にしみ入る蟬せみの声




〔本文〕陸奥鵆







　　　　山寺や石にしみつく蟬の声




〔曾良書留〕







　　　　淋しさの岩にしみ込こむせみの声




〔木枯〕浪化壬申日記







　　　　さびしさや岩にしみ込こむ蟬のこゑ




〔初蟬〕俳諧問答・泊船集







　　　　閑さや岩に染み付く蟬の声




〔奥羽の日記〕







○『曾良書留』に「立石寺」と前書。○『随行日記』によれば、五月二十七日。



　紀行の本文には「佳景寂寞として心澄みゆくのみおぼゆ」としるしてある。全山は寂寞としずまりかえって、物音一つしない。まことに心も澄みゆくような思いである。そこへふとジーと鳴き出した蟬の声。じっと耳を傾けていると、それはこの静寂を透とおして、やがてそこらの古びた大きな岩の中までしみ入ってゆくように感ぜられる。「鳥啼なイテ山更ニ幽ナリ」の境である。

　芭蕉が立石寺を訪たずねたのは五月だから、まだ初蟬のころである。蟬の声もさまで喧やかましく鳴きたてるほどではなかったろう。しかし、とにかく騒がしいものの喩たとえにさえされる蟬の声である。それがかえって静けさをいっそう深めてゆくのは、この句における芭蕉の主観の深さと統一とを示している。畢ひつ竟きようそれはさびである。また蟬の声がただ一筋に静けさの中に融とけこんでゆくのは、細みでもあった。「しみ入る」という一語の中に、静中の動があり、同時に動中の静が感ぜられる。この動静一如の相を短い詩形の中にいいとった芭蕉の力も偉大なものである。

　なおこの句は、（『曾良書留』に「山寺や石にしみつく蟬の声」、）『初蟬』などには「さびしさや岩にしみこむ蟬の声」と出ており、また『句選年考』によれば真蹟に上五「さびしさや」とも「涼しさや」とも作ったものがあるという。それらが初案の形であったと思われる。もとよりさびしいとも感じられたのであろうが、「閑かさや」という端的な表現を芭蕉は最後に選んだのである。また「しみこむ」より「しみ入る」のほうが、一筋に深められてゆく静けさが感ぜられる。（ただし『木枯』や『初蟬』の句形は、出典書の性格より見て、誤伝の可能性もないとはいえない。）





　　五月雨さみだれを集［あつ］めて早し最も上がみ川がは




〔本文〕鳥の道・泊船集・露沾集・菅菰抄付録







　　　　さみだれをあつめてすゞしもがみ川




〔真蹟歌仙巻子（芭蕉図録）〕曾良書留・伊達衣・奥細道拾遺・雪丸げ・奥の枝折・もがみ川集







○『曾良書留』に「大石田高野平右衛門亭ニテ」と前書。○『菅菰抄』付録に「羽州最上大石田にて高野平右ヱ門亭」、『奥細道拾遺』に「山形町にて」、『奥の枝折』に「出羽大石田にて興行」と前書。○真蹟歌仙巻子（芭蕉図録）『曾良書留』『奥細道拾遺』『雪丸げ』などに、脇「岸に蛍ほたるを繫つなぐ舟ふな杭ぐひ　一栄」以下芭蕉・一栄・曾良・川水の四吟歌仙を掲出する。



　この句はもと最上川の河港大石田の高野一栄のもとで催した歌仙一巻の発句で、かの地に残された芭蕉の真蹟には、中七が「集めて涼し」となっている。また『伊達衣』『雪丸げ』などにも同じく涼しという句形で出ている。すなわちそれが初案の形であったのである。

　芭蕉が最初大石田で最上川を眼前にながめたとき、両岸の青葉の色を映して滔とう々とうと流れる水はいかにも涼しげであった。一栄子の句く莚えんに臨んだ芭蕉は、そうした感じをそのまま句にしたのである。それはあるいは一栄亭から川をながめやった景であったかも知れぬ。そうすれば「涼し」に、亭主に対する挨拶の意も含まっていたわけである。とにかく初案では最上川に対する涼しさの感じが主であった。ところがいよいよ川舟に乗って最上川を下ってみると、本文にあるように、「仙人堂岸に臨みて立つ。水みなぎつて舟危ふし」というような景情である。おりからの五月雨さみだれに水みず嵩かさを増した大河の流れは、まことに見る目も危ういほどに早い。こうした景情に対しては、もはや「涼し」などということばでは尽くされない。庄内の山河に降りそそぐ雨を集めて、矢のごとく流れてゆく大河、その全体的な豪壮な感じは、やはり「早し」という端的な表現にまたねばならなかったのである。だから「涼し」と「早し」とでは、句の焦点がまったく異なっている。形の上からいえば、単に一語を改めたもののごとく見えるが、実はまったく別個の感じから生まれた句である。もとより最上川の大観をとらえた「早し」の方が、句としてはるかにすぐれていることはいうまでもない。





　　ありがた［有難］や雪をかを［ほ］らす南谷




〔本文〕小弓







　　　　有難や雪をかほらす風の音




〔曾良書留〕雪丸げ・菅菰抄付録







　　　　有難や雪をめぐらす風の音




〔花摘〕南谿







　　　　有難や雪をめぐらす南谷




〔野坡本初稿〕







○『曾良書留』に「羽黒山本坊ニおゐて興行、元禄二、六月四日」、『小弓』に「南谷にて」、『雪丸げ』『菅菰抄』付録に「元禄二、六月四日羽黒山本坊におゐて興行」と前書。

○『花摘』に「此この日閑かんに飽アキて、翁行脚の折をりふし羽黒山於本坊興行の歌仙をひらく。元禄二年六月にや」と注記。○『南谿集』に「元禄二年六月四日於[image: ]羽黒山本坊[image: ]」と前書し、「おくの細道には〝雪をかほらす南谷〟とあるは、例の後に再案せられしなるべし」と付記。○『曾良書留』『花摘』『雪丸げ』『菅菰抄』付録などに脇「住すむほど人の結ぶ夏草　露丸」以下芭蕉・露丸・曾良・釣雪・珠妙・梨水・円入・会覚の八吟歌仙を掲出。○野坡本に中七「めくら」を見せ消ちにして「かほら」と改める。



　『花摘』に「雪をめぐらす風の音」、（『曾良書留』・）『雪丸げ』に「雪を薫らす風の音」と見え、『菅菰抄』にも「この句、初めは下五文字風の音とあり、後に南谷と改まる。薫風南ヨリ来タルなどいふ詩の意こころを得て、かくは取合せ申されしなるべし」といっている。めぐらす[image: ]薫らす[image: ]南谷、と案じ変えていったものであろう。

　晩夏六月の候ながら、谷間にはまだ雪が白く残っていた。おりから南薫はその雪をも薫らすように吹き過ぎる。いかにも霊地にふさわしい清浄な感じである。それを「ありがたや」と上五文字にうち出したのである。句中にはっきりした季語はないが、先注にもいっている通り、「薫風自[image: ]南来」という句によって、句外に「風」の字を含めたのである。『朱あけ紫むらさき』には「南の字、句中の要眼なり」といっている。なお同書には「あるじの僧の懇切を称美の心おのづからこもれり」とあり、もちろん会覚阿闍梨に対する意はこもっていたろう。しかしこの「ありがたや」は直接あるじの温情を謝したのではない。やはり霊場の尊さをいったので、だからこそ下五文字をはっきり「南谷」と置いたのである。

　初案の「雪をめぐらす」は廻けい雪せつの熟語によったのであろう。風が雪を吹き廻めぐらす義から、転じて舞の巧妙なさまを形容する語として用いられている。「雪をめぐらす袖」などは、特に長ちよう嘯しよう子しの歌を引くまでもなく、舞の袖をいう常じよう套とう語ごである。のみならず芭蕉の句は、この場合舞の形容とは関係がない。原義のごとく風が雪を白く吹きめぐらすさまである。だが、もっと清せい爽そうな感じを増し、かつ季語もはっきり表すために「薫らす」と再案したのであろう。さらに「風の音」を「南谷」と改めたのは、すでに述べたごとく、地名の南を利用して南薫をきかせ、その上霊場礼らい賛さんの意をいっそう明らかに表そうとしたのであろうが、いささか小細工にすぎる憾うらみがある。荻原氏も評している通り、「あらたふと青葉若葉の日の光」とちょっと趣を同じくしているが、日の光は青葉若葉の眼前の光景として生きており、南谷はまったく技巧的な感じしか残さない。むしろ「風の音」のままが、より実感を伝えてくれる。『桃青翁句彙』に「南薫を雪にむすびたる奇作、自在味ハフベシ」と評しているのはいかがであろう。





　　涼しさやほの三み日［か］月づきの羽黒山




〔本文〕三日月日記







　　　　涼風やほのみか月の羽黒山




〔真蹟短冊（芭蕉翁遺芳）〕曾良書留






　（真蹟短冊ならびに曾良の『俳諧書留』には、上五「涼風や」とあるので、これが初案であったと思われる。ただし、後者は「掠風や」と表記を誤っている。）

　「ほの三日月」は「ほの見ゆる」といいかけたのである。それをさらに「三日月の羽黒山」と下へいい続けて、なだらかな調子になっている。羽黒山の実景を知らないのでちょっと困るが、山容もいくぶんやわらかなのではあるまいか。昼の暑さもようやく去って、夕風に微涼を生じたころ、ふと見上げた山の端はにほのかに三日月がかかっている。そうした即景である。中七字の調子で、三日月をほのかに見つけだした軽い喜びが味わわれる。羽黒山という名も、何となく夕ゆう闇やみの中に浮き出た薄黒い山の姿が連想されておもしろい。





　　雲の峰いく［幾］つ崩くづれて月の山




〔本文〕曾良書留・花摘・菊の香・泊船集







　　　　雲の峯いくつ崩れて月の山




〔真蹟短冊（芭蕉翁遺芳）〕







○『花摘』に「月山」、『菊の香』に「月の山にて」、『泊船集』に「月山にて」と前書。



　日盛りの空に立った雲の峰が、いくつか崩れくずれた果て、やっと夕べになって月が出たというのを、月の山にいいかけたのである。そのいいかけによって、また月下に照らし出された山の姿も浮かんでくる。巧妙な句法である。ただし紀行本文の「頂上に至れば日没して月顕る」を承うけたものとすれば、作者自身は月山のいただきにあって月を仰いでいるのである。そして「あぁ、いよいよ月の山になったわい」と嘆声でも漏らしたのであろう。すると雲霧山気を凌しのいで、かろうじて頂上に辿たどりついた心持ちもこもっている。「雲の峰」と「月の山」とはことさらに対照された趣がある。

　前の羽黒山の句にせよ、月山の句にせよ、山の名からの自然の連想による作意を主としている。そうした作意が必ずしも悪いのではない。ことに所望によって三山の句をしたためようとする場合、それは一種の趣向としておもしろいにちがいない。その意味で三日月の羽黒山などは成功した作であろう。自然の即景のままに受けとられて、いやみがないからである。しかし月山の句になると、かの「雪をかをらす」と同様なわざとらしさが多く感ぜられる。一句にも具象的な現実感が稀き薄はくである。だから、月山の世に開かれたのを、月が雲を払ってさし昇ったのに喩たとえたのだという解や、雲の峰がいくつ地上に崩れ落ちて、かかる高い尊い月山になったのだろうというような説が、一解として成立し得る余地を存するのである。





　　語られぬ湯殿にぬらす袂たもとかな




〔本文〕曾良書留







　　　　かたられぬゆどのにぬらす袂かな




〔真蹟短冊（芭蕉翁遺芳）〕







　　　　語られぬゆど［ママ］のにぬるゝ袂哉かな




〔花摘〕放鳥集







○『花摘』に「湯殿」、『放鳥集』に「湯殿山」と前書。



　この山中の微細は行者の法式として、他言することを禁ぜられている。そうした神秘な御お山やまのありがたさに、思わず感涙に咽むせんだというのである。この句も湯殿という山の名から、ぬらすという縁語を導き出している。その作意のほうがあらわになりすぎて、実感に乏しいと評すべきだろう。

　『花摘』に中七「ゆどのにぬるゝ」とあるのは、芭蕉が旅中報じたままの句形かも知れぬ。（あるいは撰者の誤伝とも考えられる。）「ぬらす」が自然の語法であろう。

　〔補〕従来この句は雑の句として扱われてきたが、志田義秀博士は「湯殿山の句と季題」（『奥の細道・芭蕉・蕪村』所収）において、「湯殿詣もうで」を芭蕉が新しく夏の季語と定めたものであるとされた。これに対し、その後藤井紫影博士は、「湯殿行ぎよう」がなお貞門時代から夏の季語として扱われていたことをつけ加えられ、（「湯殿山の句と季題」『芭蕉研究』三）志田博士自身もまた別個に藤井説と同じ訂正意見を発表しておられる。（「湯殿詣は季題であった」『芭蕉展望』）









　　湯殿山銭踏［ふ］む道の涙（泪）かな　　　曾良




〔本文〕続雪丸げ







　　　　銭踏ふみて世を忘れけりゆどの道




〔曾良書留〕雪丸げ







　　　　銭踏ふみて世を忘れけり奥の院




〔陸奥鵆〕三山雅集







○『陸奥鵆』に「曾良登山の比ころ」と前書。



　『菅菰抄』に「この山中の法にて、地へ落ちたるものを取る事あたはず。故ゆゑに道者の投とう擲てきせし金銀は小石のごとく、銭は土砂にひとし。人その上を往来す」と注してあるので、句意はおのずから明らかである。金銀をも踏み歩く超世間的な霊山の尊さに、涙を流したというのである。説明しただけの句で、その感涙は十分読者を動かす力がない。なお、（『曾良書留』・）『雪まろげ』には同時の作で、別に


　　銭踏ふみて世をわすれけりゆどの道



の吟がある。この「世をわすれけり」の方が、かえってすなおに感じを表している。





　　あつみ山や吹ふく浦うらかけて夕涼［すゞ］み




〔本文〕曾良書留・継尾集・七日艸・鳥の道・泊船集・梟日記・今日の昔・宇陀法師・安津美山・袖の浦・雪丸げ・菅菰抄付録・奥の枝折







　　　　あつみ山吹浦かけて夕すゞみ




〔韻塞〕類柑子







○『曾良書留』に「出羽酒田、伊東玄順亭ニテ」、『継尾集』に「江上之晩望」、『鳥の道』に「淵菴不玉亭にて」、『泊船集』に「淵菴不玉亭」、『類柑子』に「海島曲浦長汀の吟」、『安津美山』に「江上眺望」、『袖の浦』に「袖の浦江上之納涼」、『雪丸げ』に「出羽酒田の湊、伊東不玉亭にて」、『菅菰抄』付録に「酒田伊東玄順亭にて」と前書。○『鳥の道』に中七「福浦かけて」と表記を誤る。○『曾良書留』『継尾集』『安津美山』などに、脇「海み松るかる磯いそに畳む帆ほむ莚しろ　不玉」以下芭蕉・不玉・曾良の三吟歌仙を掲出。○『随行日記』によれば、六月十九日。



　句は酒田での吟である。これを立たて句くとして不玉亭で歌仙一巻が催された。その亭主不玉の撰になる『継尾集』に、「江上之晩望」という前書で句を掲げている。すなわち最上川の河口あたりでの晩望であろう。地理の実際によると、酒田の海辺に近い小丘に登れば、わずかに温あつ海み山の　い巓ただきを望むことはできるが、吹浦はほとんど見えないという。しかし、実際しかとその山、その浦と姿が見えないでも、眼界の限りをおおよそにさし示していう場合はいくらもある。いわんや石の巻から見えもしない金華山を「海上に見わたし」と書いたほどの芭蕉である。「あれあの南の方にちょっと巓が見えるのが温海山で、ずっと北のほうに延びた海岸のむこうは吹浦です」といったような説明のままに句作したとすれば、少しも不自然なことはない。なお、（『曾良書留』・）『継尾集』によれば、不玉はこれに


　　海み松るかる磯にたたむ帆むしろ



と脇をつぎ、以下曾良と三吟の歌仙が成っている。この脇句から見ると、河口から舟に乗って海上に出たのかも知れない。すると温海山から吹浦へかけての大観は、十分眼界に入ってくるはずである。

　一句の意は、南に遠く温海山を望み、そこからはるか北方吹浦へかけての長ちよう汀ていを見わたしながら、夕涼みをしているというので、広い大きな景色に対して、十分に晩涼を納いれている爽そう快かいさが感ぜられる。（詠嘆の切れ字「や」を欠いた『韻塞』『類柑子』の句形は誤伝であろう。）『菅菰抄』に「あつきに吹くとのとりあはせ」と感心しているのは、芭蕉が例の地名からの連想を利用した点について評したのだが、──事実芭蕉もたしかにそれを意識して作ったにちがいないが、このとりあわせはそれほど感心するには当たらなさそうだ。軽いことばのユーモアぐらいに解しておいてよかろう。なお『師しわ走す囊ぶくろ』に、「この句、暑さくまもなければ、安あ積づみ山より吹浦までも涼まぬ所なきをいへり。炎熱のころ思ひやるべし」といっているのは、あつみ山でも夕涼みをしている、ふく浦でも夕涼みをしているという意に解したのであろうが、それでは一望の大観はまったく失われてしまう。





　　暑き日を海に入［い］れたり最上川




〔本文〕鳥の道・泊船集







　　　　涼しさや海に入いれたる最上川




〔曾良書留〕継尾集・泊船集・奥細道拾遺・雪丸げ







　　　　涼しさを海に入たりもがみ川




〔菅菰抄付録〕







　　　　暑き日を海に入レたる最上川




〔野坡本〕曾良本初稿







○『曾良書留』に「六月十五日、寺島彦助亭ニテ」と前書。『奥細道拾遺』も同じ。○『継尾集』に「安種亭より袖の浦を見渡して」と前書して、中七「いれたる」とかな書きする。○『泊船集』に「暑き日を」の句形に対し「最上川」と前書。○『雪丸げ』に「六月十五日、寺島彦介にて」、『菅菰抄』付録に「六月十五日、酒田寺島彦助亭にて」と前書。○『曾良書留』『奥細道拾遺』『雪丸げ』などに、脇「月を揺りなす浪なみの浮うき海み松る　寺島詮道」以下芭蕉・詮道・不玉・長崎一左衛門定連・曾良・かゞや藤衛門任暁・八幡源衛門扇風の七句を掲出。○『随行日記』によれば、六月十四日か。



　（『曾良書留』・）『継尾集』その他には「涼しさや海に入れたる最上川」と出ている。これは同句別形というよりは、まったく別句として鑑賞することもできよう。『泊船集』に二句を並び採録しているのもそうした立場からかも知れない。しかし、そうすると「集めて涼し」「集めて早し」なども別句として独立させねばならぬ。鑑賞上はともあれ、芭蕉としてはこれを並存させる意はなかったろう。やはり『菅菰抄』にいっているごとく、「暑き日を」を後案と定めたい。

　「暑き日」は「暑き一日」である。暑熱に苦しんだ夏の一日も、夕べとなればどこからか涼しさが生じてくる。洋々と海にそそぐ最上川のあたりは、もう涼しい夕風がさっと吹き過ぎる。さては今日きようの暑い日も、あの大河の水に浮かべて海に流し入れてしまったのであろうかというのである。「入れたり」というのがいささかわざとらしいが、芭蕉時代としては、むしろこうした表現におもしろみを感じたのであろう。暑い日が海に流れ入ってしまったと見たほうが、川そのものにはたらきを持たせている。さすがの暑い日も、この洋々たる水に流されてしまったのだという感じを深めたのである。

　初案の「涼しさや海に入れたる最上川」は、涼しさをそのままにいっただけである。ただ「入りたる」でなく「入れたる」といったので、最上川の水が海に流れ入るという一通りの意味でなく、最上川もここまで来てとうとう海に入るようになったというふうな曲折がつけられている。そうした曲折から、さらに暑き日を海に入れると案じかえたのであろう。

　「暑き日」の日はただちに太陽をさしたのだと見る説もある。夕日はちょうど最上川のむこうに落ちるような地勢になっているという。すなわち最上川があの暑い太陽を海に流し入れたというのである。しかし芭蕉当時の句としては、そうした見かたや考えかたはふさわしくないと思う。特に初案が「涼しさや」であるから、そこからすぐ太陽へ考えをうつすというのも無理である。ただ河口のあなたに沈む夕陽を望んで、暑い一日が海に流れ入ったという感じに、いっそう具象的な強さは加えられるであろう。その実景をこの句の解釈に思い浮かべるのは少しもさしつかえない。それどころかその実景を知ることによって、この句の鑑賞はますますたしかになってくる。しかし「暑き日」の日は、やっぱり直接太陽をさしたものではない。





　　象きさ潟がたや雨に西せい施しがねぶの花




〔本文〕雪丸げ







　　　　象潟の雨や西施がねむの花




〔曾良書留〕







　　　　象潟の雨や西施が［ママ］合歓ねぶの花




〔継尾集〕陸奥鵆・泊船集・三山雅集・烏糸欄







　　　　きさがたのあめや西施がねぶのはな




〔真蹟懐紙（解釈と鑑賞・昭三二・三）〕祖翁消息写







　　　　きさがたの雨や西施がねぶの花




〔真蹟懐紙（芭蕉真蹟）〕ねぶの雪・道しるべ集







○『曾良書留』に「象潟六月十七日朝雨降」と前書。○真蹟懐紙（解釈と鑑賞・昭三二・三）に「元禄二年夏象潟一見」と前書し、以下「ゆふばれや桜に涼む波の花」「象潟や篷とま屋やの土座も明あけ安し　曾良」、「きさがたや海あ士まの戸を敷しく磯いそ涼すずみ　低耳」の句を並記。『祖翁消息写』はこの真蹟による。○真蹟懐紙（芭蕉真蹟）に「象潟」と前書し、以下「ゆふ晴や桜に涼む波の華」「腰長や鶴脛ぬれて海涼し」の句を並記。『ねぶの雪』『道しるべ集』はこの真蹟による。○『陸奥鵆』に「きさがた」、『泊船集』に「象潟」、『雪丸げ』に「六月十七日、朝象潟雨降ル。夕止。舟にて潟を廻る」と前書。○『説叢大全』に越後国沼垂町真野氏蔵の真蹟に「象潟一見、山色朦朧雨亦奇、淡粧濃沫といひけむも、又奇なるべし」と前書のあるよし。



　真蹟その他に徴すれば、初案は「象潟の雨や西施がねぶの花」であった。『雪丸げ』によれば、六月十七日の夕方雨後の象潟を舟遊したときの吟らしいが、紀行の本文には「朝日はなやかにさし出づるほどに」舟を泛うかべたとある。しかしいずれにせよ、句は雨中の風光を主題としている。芭蕉は象潟の景を松島と比して「憾うらむがごとし」といい、また「寂しさに悲しびを加へて、地勢魂を悩ますに似たり」といった。そうした象潟の雨は、ひとしお哀憐の趣を加えたにちがいない。それを芭蕉は西施のものうげに悩んでいるさまに比したのである。その上、岸のあたりには寂しい美しさをもった合ね歓ぶの花が咲いている。それが雨にぬれてしおれているさまは、あたかも西施のものうげなさまにも喩たとえられ、しかもそのまままた、この象潟の雨景を象徴するかのようにさえ思われた。「西施がねぶの花」と続けたのは、西施が眠っているといいかけたのである。

　初案のごとく「象潟の雨や」であれば、句意は簡明に解されるが、それではいささか説明的な叙法に終わって含蓄味に乏しい。「雨に西施が」の「雨に」は、直接には雨に対して眠る西施の意であるが、同時に雨にぬれしおれた合歓の花の意をも含んでいる。したがって「雨や」と切ったのよりも、さらに複雑な情趣が生じてくる。のみならず「象潟の雨や」では、雨が特に限定されたような形になっておもしろくない。まず「象潟や」と象潟そのものの風光を詠嘆し、それから雨中の景に曲折をつけた後案の形が、はるかにまさることはいうまでもなかろう。

　この句の着想には、元来技巧的な要素が多分に含まれている。ここへ特に西施をもちだしたのも、「雨もまた奇なりとせば、雨後の晴色またたのもしき」と、本文にも引き用いた蘇東坡の詩句にもとづいたのであり、また座五の「ねぶの花」は掛けことばになっている。いささか道具立てがすぎるのである。もしこの場合、合歓の花が単に掛けことばとして季をもたせただけのものであったなら、全然技巧的興味に終始した、内容の空疎な作になってしまったであろう。しかし『説叢大全』によれば、象潟には合歓が多いという。その日の芭蕉は西施の譬ひ喩ゆよりも、むしろ雨にぬれしおれた合歓の花の風情に、まず感興を発したにちがいない。あの弱々しい美女の容姿を想おもわせる花の色・姿、そこからさらに東坡の詩句に倣ならって西施を点出してきたのだと見たい。けっして故事古典等をふまえた知識的興味に出発したのではない。それにしても所詮この句が技巧的に構成されていることは否まれない。が、だからこの句をつまらないと評し去るのは早計である。むしろこうした技巧を容いれながら、しかも雨の象潟のあわれを十分に感ぜさせる芭蕉の大手腕に敬服すべきであろう。そして何よりも眼前の合歓の花をとらえたところに、俳諧の妙味が存し、また芭蕉の非凡な力量が窺うかがわれる。





　　汐越や鶴つる脛［はぎ］ぬれて海涼し




〔本文〕類柑子







　　　　腰たけや鶴脛ぬれて海涼し




〔曾良書留〕継尾集・泊船集・春草日記・宇陀法師







　　　　腰長や鶴脛ぬれて海涼し




〔真蹟懐紙（芭蕉真蹟）〕ねぶの雪・菅菰抄付録・道しるべ集







　　　　腰長や鶴脛ぬれて海涼し




〔真蹟短冊（芭蕉真蹟）〕







○『曾良書留』に「腰こし長たけの汐しほ」と前書。○真蹟懐紙に「きさがたの雨や西施がねぶの花」などと並記し、「腰長の汐といふ処はいと浅くて鶴おり立たちてあさるを」と前書。『ねぶの雪』『道しるべ集』はこの真蹟による。○真蹟短冊に「象潟の内、こしたけのしほと云いふ処にて」と前書。○『泊船集』に「腰長」と前書。○『菅菰抄』付録に真蹟懐紙と同じ前書を付し、「此この句も前書ともに真蹟井波に残る」と付記。



　初案に上五「腰こし長たけや」とあったのを、かく改めた。「腰長」は浅瀬の名ではあるが、水深をそのまま説明したようになって、「鶴脛ぬれて」と重複する気味があったからであろう。

　汐越は象潟の水が海に連なる部分である。そこを越して潮がうち入るから名づけたので、水が人の腰を没するほどの浅瀬だから、また腰長とも称した。その浅瀬に鶴が下りて、脛をぬらして遊んでいるさまである。むこうには北海の水が青く湛たたえている。一読爽そう涼りようの気が湧わく。句としては蕪村の


　　夕風や水青あを鷺さぎの脛を打つ



が整っており、はたらきもあるであろうが、芭蕉の句にはまた素朴で大まかな味がある。

　一説に鶴脛を一つの熟語と見て、人が衣服の裾すそを高くかかげて徒渉するさまと解したものもあるが、「腰長の汐といふ処はいと浅くて鶴下りたちてあさるを」とある真蹟の詞書によって、その誤解たることは明らかである。





　　象潟や料理何食［く］ふ神祭　　　曾良




〔本文〕続雪丸げ







　　　　象潟は料理なにくふ祭かな




〔初蟬〕






　句意はそのままであるが、なぜ特に祭の料理を問題にしたのかわからない。ただお祭にどんな料理を食うかというだけでは、もちろん何の変へん哲てつもない。料理を問題にしただけの興味がきっとあったにちがいないのである。しかし『菅菰抄』以下、その注に及んだものは一つもないようである。『通解』には「陸奥千鳥に、象潟のうち船着・八幡・熊野堂・弁才天などありといふ。いづれの神の祭にや」とだけいっている。しかるに木村架空氏の『新釈奥の細路』には、この祭を干満珠寺の鎮守たる豊岡姫を祀まつった象潟明神の祭典であるとし、その祭典は八月八日に行われ、この日の神しん饌せんにはいっさい魚肉を奉らぬ慣ならわしがあることを述べている。曾良の句はすなわちその事実にもとづいたので、木村氏は、「句の意は、せつかく氏神の祭日でも、魚肉禁止では困るであらう、いかなる物を料理して食ふかとなり、曾良は祭典の日に出逢ひたるにあらず、祭の日の習慣を聞いてよんだ句である。故に特に祭礼の題を置きたるなり」と説いている。「料理何食ふ」に対する疑問は、この解で明らかにされたようである。ただし、氏が祭典の日に逢ったのでないといったのは誤りで、『継尾集』には芭蕉行脚の当時足を駐とめた宿の主人の句、


元禄の初め芭蕉の翁ゆかりせさせ給ひしを、神の事はべりてかしがましく、ことに風雅も等閑なりしを、このたびそのかたの人とて僧の支考の便りしたまへば




　　今ならば能因をわが宿の月　　　孫左衛門象潟能登屋



が出ており、また同集に掲げた曾良の句には、明らかに


　　　　　神事の日参りあひければ




　　象潟や幾代になりぬ神祭　　　曾良



という詞書付きになっている。思うに、芭蕉師弟が泊まったおりは臨時の祭などであったのであろう。こうしてともかく一句の解釈はつくが、句の可否は特に論ずるまでもない。

　〔補〕曾良の『随行日記』六月十七日の条に「朝飯後、皇宮山蚶満寺ヘ行ク。道々眺望ス。帰リテ所ノ祭渡ル。過ギテ、熊野権現ノ社ヘ行キ、踊ナドヲ見ル」と見えているので、熊野権現の祭に際会してよんだ句であることが確実になった。





　　蜑あまの家やや戸板を敷きて夕涼み　　　低耳




〔本文〕







　　　　象潟［きさがた］や海あ士まの戸を敷しく磯涼　　　低耳




〔真蹟懐紙（解釈と鑑賞・昭三二・三）〕祖翁消息写







　　　　象潟や蜑の戸を敷しく磯涼　　　低耳ミノ岐阜弥三郎




〔曾良書留〕







　　　　象潟や蜑の戸をしく夕すゞみ　　　低耳ミノ




〔継尾集〕







　　　　蜑の屋に戸板敷しきてや夕涼




〔野坡本初稿〕







○野坡本に「みのゝ国の商人酒田より跡をしたひ来りて」と前書。貼紙して本文の句形に改める。



　嘱目のままを句にしたので、田舎いなかではよく見る実状である、低耳はたまたまかの能の登と屋に泊まりあわせた商人かも知れない。『枯尾花』には芭蕉追悼の句は見えるが、師弟のちなみがあったほどの深い関係とは思われない。芭蕉は祭で混雑している宿で、思いもかけずいささか風雅を解する話相手を得、自分の名もなのり、先方も芭蕉の名は先刻承知というので、舟遊びまで行をともにするようなことになったのであろう。そして「恥かしながら」と芭蕉に呈したこの一句も、もとより優れたというのではないが、その素直な句作りを喜んで、特に紀行の中に書き加えたものと思われる。

　〔補〕芭蕉の「きさがたのあめや」以下四句を並記した真蹟懐紙や曾良の『俳諧書留』に「象潟や海士の戸を敷磯涼」と出ているのが最も初めの形であろう。そうして『随行日記』十七日の条には「弥三郎低耳、十六日ニ跡ヨリ追ヒ来タリテ、所々ヘ随身ス」としるされている。なお低耳については、志田義秀博士に「美濃の商人低耳」（『俳句研究』昭一一・八、『奥の細道・芭蕉・蕪村』所収）の考があり、本名を宮部弥三郎といい、広くこの地方を行商する人であったらしいことをのべておられる。『随行日記』に徴しても、芭蕉一行は彼の紹介状により、この地方での宿をとっていることが知られる。





　　波越えぬ契りありてや雎鳩［みさご］の巣　　　曾良




〔本文〕続雪丸げ







　　　　浪こさぬ契ちぎりやかけしみさごのす　　　曾良




〔曾良真蹟懐紙（小川書房版『奥の細道随行日記』）〕継尾集・陸奥鵆







○曾良真蹟懐紙に「北海のあらけなき波の中にけうとき岩ほ有あり。頂いただきのうへに雎みさごの巣作り侍りて、あひやはらげるはごくみも、いとあはれに覚おぼえければ」、『継尾集』に「雎鳩ミサゴ巌」と前書。



　『継尾集』などに「波越さぬ契りやかけしみさごの巣」とあるのは先案であろう。雎鳩は『詩経』の句でも知られている通り、雌雄の仲むつまじい鳥である。それが岩壁高く巣を作っている。そこは北海の荒海もうち越えることができないと安心しているのだろうというのと、かの「末の松山波越さじ」の古歌のごとく、雌雄のかたい契りがあるのだろうと両意にかよわせた作。「契りやかけし」は、巣をかけると契りをかけるといいかけにしたのだが、あまりわずらわしいと考えて、「契りありてや」と再案したのであろう。いずれにせよ、末の松山の古歌をふまえて、「関くわん関くわんタル雎しよ鳩きう」の夫婦愛に及んだ作意は、はなはだ小手がきいている。





　　文ふみ月づきや六むい日かも常の夜には似ず




〔本文〕曾良書留・其袋・猿蓑・陸奥鵆・泊船集許六書入れ・千句塚・粟津原・蕉門録・雪丸げ・菅菰抄付録







　　　　ふみ月や六日も常の夜には似ず




〔真蹟懐紙（図説芭蕉）〕







○真蹟懐紙に「初秋越後路にたび寝して」と前書。以下「あら海や」「わせのかや」の句を並記。○『曾良書留』『雪丸げ』に「直江津ニて」、『其袋』に「北国何トヤラいふ崎にとまりて、所の夷えびすもおし入いりて、句を望［のぞ］みけるに」と前書。○『菅菰抄』付録に「今町にて」とし、「七［たな夕ばた］近き夕ゆふべ、越シの今町といふ処に草枕す。此この所［ところ］の人[image: ][image: ]尋たづね訪［と］はれて、風雅の事共どもなんど語り慰みて」と前書。○『曾良書留』『奥細道拾遺』『雪丸げ』『菅菰抄』付録などに、「露を載せたる桐の一ひとつ葉ば　石塚喜衛門左栗」以下芭蕉・左栗・曾良・聴信寺眠鷗・石塚善四郎此竹・同源助布囊・佐藤元仙右雪・義年の八吟二十句を掲出。○『随行日記』『書留』によれば、七月六日夜、直江津での句。



　句意に難解の点はない。今日きようは二星相逢あうという七夕の前夜である。さすがに空のけはいもただならず、人の心もはやあこがれ出るようで、おのずから常の夜とは異なったさまがあるというので、『粟津原』に「七夕の発句古来より手向けたるは、げに星の数も及ばず。しかれども多く七日の夜のことのみさまざまにいひかはりてはべる。その中に師が句　文月や六日も常の夜には似ず　これらも吾あ妻づま路ぢは知らず、上かみ方がた筋にては誉ほめて請けとりたる句なり」といっている通り、七夕の夜の感激を側面から叙のべたのがおもしろい。「明日は七夕だ」と思いながら、星の光に心をときめかす芭蕉の純情をおもう。





　　荒あら海うみや佐さ渡どに横［よこ］たふ天あまの河がは




〔本文〕曾良書留・其袋・勧進牒・俳諧問答・泊船集・柴橋・入日記・本朝文選・類柑子・俳諧あまの川・桃鏡芭蕉翁文集・雪丸げ・真蹟拾遺







　　　　あら海や佐渡に横ふ天河




〔真蹟懐紙（図説芭蕉）〕







　　　　荒海や佐渡によこたふ天の河




〔真蹟色紙（芭蕉翁遺芳）〕







　　　　あら海や佐渡によこたふ天河




〔真蹟短冊（近世文芸資料と考証・六）〕真蹟懐紙（昭三五・一〇　奥の細道芭蕉展）・真蹟懐紙（俳人の書画美術・芭蕉）







　　　　荒海や佐渡によこたふ天河




〔真蹟草稿（解釈と鑑賞　昭三二・三）〕真蹟懐紙写（続蕉翁余韻）







　　　　荒海や佐渡に横たふ天河




〔真蹟懐紙写〕







○『曾良書留』真蹟懐紙（図説芭蕉）に「七夕」と前書。○真跡草稿（解釈と鑑賞　昭三二・三）に「越［ゑち後ご］の出雲いづも崎ざきといふ処ところにとまりて」、真蹟短冊に「越［ゑち後ご］の駅出雲崎といふ処より佐渡が島［しま］を見わたして」と前書。○真蹟懐紙（昭三五・一〇　奥の細道芭蕉展）に「越［ゑち後ご］の駅出雲崎といふ処より、佐渡が島［しま］は海上十八里とかや。谷峰［みね］の嶮けん難なん隈［くま］なく、東西三十余里に横［よこ折を］れ伏［ふ］して、まだ初秋の薄うす霧ぎりの立たちもあへず、波の音さすがに高からざれば、たゞ手のとゞく計ばかりになむ見渡さる。げにや此この島［しま］は黄金［こがね］あまた湧［わ］き出いでて、世にめでたき島［しま］になむ侍るを、昔［むかし今いま］に到りて大罪朝敵の人[image: ]遠をん流るの境にして、物憂［う］き島［しま］の名に立たち侍れバ、いと冷すさまじき心ここ地ちせらるゝに、宵よひの月入いりかゝるころ、山の形［かたち］雲くも透すきに見［み］えて、海の面［おもて］ほの暗［ぐら］く、波［なみ］の音いとゞ悲しく聞え侍るに」（真蹟懐紙写〈続蕉影余韻〉ほぼ同じ）、真蹟懐紙（俳人の書画美術・芭蕉）に「越［ゑち後ご］の国出雲崎といふ処より、佐渡が島［しま］は海上十八里とかや。谷たに嶺みねの嶮岨隈［くま］なく、東西三十余里、波上に横［よこ折を］れ伏［ふ］せて、初秋の薄霧立たちもあへず、さすがに波も高［たかかゝ］らざれば、たゞ手のとゞく計ばかりになむ見わたさる。げにや此この島［しま］は、黄金［こがね］あまたに涌［わ］き出いでて、世にめで□□島［しま］になむ侍るを、むかしいまに到りて、大罪朝敵の人々遠流の境にして、もの憂［う］き島の名に立たち侍れば、冷じき心地せらるゝに、宵の月入かゝる比ころ、海［うみ］の面［おもて］いとほの暗［ぐら］く、山の形［かたち］雲透に見えて、波［なみ］の音いとゞ悲［かな］しく聞え侍る」、真蹟懐紙写に「北ほく陸ろく道だうに行あん脚ぎやして、出雲［いづも］崎と云いふ処にとまる。彼かの佐渡が島は海の面十八里、滄さう波はを隔てゝ、東西三十五里に横［よこ折を］り伏［ふ］したり、嶺の嶮難谷の隈［くま］[image: ][image: ]まで、さすがに手にとる計ばかりあざやかに見［み］わたさる。むべこの島は金こがね多く出いでて、世の宝となれば、限［かぎ］りなくめでたき島［しま］になむ侍るを、大罪怨をん敵できの輩ともがら遠流の境［さかひ］にして、たゞ恐［おそ］ろしき名のみ聞ききふれて、かゝる風景のいみじきを知［し］らずなむ侍る、本ほ意いなくて、旅懐暫ざん時じの愁うれひを慰む［なぐさ］ほど、日既すでに海に沈しづんで、月かすかに、海の面ほの闇ぐらく、銀河中天にかゝりて、星きら[image: ][image: ]と冴［さ］えたるに、波の音沖を動かせば、魂しほれ　は腸らわたちぎれて、そゞろに悲しび来きたれば、覚えず袂たもとをぬらして、草の枕も定さだめ兼かねたり」と前書。○『其袋』に「その夜、北の海うな原ばらにむかひて」、『勧進牒』『泊船集』に「いづもざきにて」と前書。○『柴橋』に「越［ゑち後ご］の国［くに］出雲崎といふ所［ところ］より沖の方かた十八里に、佐渡が島見ゆ。東西三十余里に横よこ折をり伏［ふ］したり。昔［むかし］よりこの島［しま］は黄金［こがね］多く涌わき出いでて、世にめでたき島にて侍るを、重罪朝敵の人[image: ][image: ]の遠流の地にて、いと恐［おそ］ろしき名に立たてり。折をりふし初秋七日の夜、宵月入いり果はてて、波の音どう[image: ][image: ]とものすごかりければ」と前書。○『本朝文選』に「銀ぎん[image: ]河がノ序」と題し、「北[image: ]陸[image: ]道に行[image: ]脚して、越後ノ国出いづ[image: ]雲も崎［ママ］といふ所に泊とまる。彼かの佐渡が［ママ］島［しま］は、海の面十八里、滄[image: ]波を隔へだてて、東[image: ]西三十五里に横［よこ折お］り伏［ふ］したり。峰［みね］の嶮ケン[image: ]難ナン谷の隈クマ[image: ][image: ]［ママ］まで［ママ］、さすが［ママ］に手にとるば［ママ］かりあざ［ママ］やかに見わたさる。むべ［ママ］此この島は、黄金［こがね多おほ］く出いでて、あまねく世の宝となれば［ママ］、限りなき目め出で度たき島にて侍るを、大[image: ]罪朝[image: ]敵のたぐ［ママ］ひ、遠[image: ]流せらるゝによりて、たゞ［ママ］恐［おそ］ろしき名の聞えあるも、本意なき事に思［おも］ひて、窓マド　［ママ］押おし[image: ]開ひらきて、暫ざん[image: ]時じの旅[image: ]愁をいたはらむとするほど［ママ］、日[image: ]既すでに海に沈しづんで［ママ］、月ほの暗［ぐら］く、銀[image: ]河半[image: ]天にかゝりて、星きら[image: ][image: ]と冴サヘたるに、沖のかたより、波の音しば［ママ］[image: ][image: ]運［はこ］び［ママ］て、魂［たましゐ削け］づ［ママ］るが［マごマ］とく、腸ちハラワタぎ［ママ］れて、そゞ［ママ］ろに悲［かな］しび来［きた］れば［ママ］、草の枕も定さだまらず［ママ］、墨の袂何［なに］ゆゑ［へ］とはなくて、しほるば［ママ］かりになむ侍る」と前文がある。『入日記』『俳諧あまの川』桃鏡『芭蕉翁文集』もほぼ同じ。○『雪丸げ』に「越後の国出雲崎といふ所より佐渡が島へ海上十八里となり。初秋の薄霧立たちもあへず、流石さすがに波も高からざれば、たゞ手の上の如くに見渡さるゝ」と前書。



　『柴橋』その他の詞こと書ばがきによれば、越後出雲崎での吟である。

　「銀河序」を一読すれば、眼前の風景も作者の心境もおのずから明らかにされる。しばしの旅愁を慰めようと窓を開くと、海上十八里のかなたに佐渡が島は黒くかすかに横たわっている。おりから日はすでに海に沈み、月ほのぐらく、銀河は半天に白く冴さえて、沖からは波の音が風に運ばれてくる。この光景に対して、芭蕉は悲愁断腸の情に堪えなかった。そうして生まれたのが、この一句であった。

　この句は芭蕉の作中でも人口に膾かい炙しやされたものの一つであり、豪壮雄ゆう渾こんな調べをもって称せられている。まことにわずか十七字中に天地の大景を叙のべ得た手腕は驚嘆に値する。だが初五の「荒海や」は、ただ北海の荒波を大きく描きだしたばかりではない。その中にはこの荒海の果てに幾多の哀史を秘めた佐渡が島への悲しい思いがこもっている。雄渾の中に悲愁の情があることを忘れてはならない。

　なおこの句については、「横たふ」に関する文法上の論と、銀河は出雲崎から佐渡に横たわるようには見えないという地理上の実際説とがある。前者については、文法的に「横たはる」と自動詞を用いたのでは、語勢がゆるんでしまう。こうした場合まず貴とうとむべきは、ことばからくる感じやリズムであるから、文法的な破格は当然許されねばならぬというのが定説となっているようだ。もちろんそれが正しいにちがいない。しかし芭蕉がそうした文法論や修辞論を考えた結果、「横たふ」としたのではない。これは自然に芭蕉の口に浮かんだことばだったのである。そうして文法的誤ご謬びゆうがあろうがなかろうが、結局「横たふ」でなければならなかったのである。また地理の実際はなるほど句と異なっているかも知れぬ。しかし「銀河半天にかかりて」という景観は、たとえその方向が出雲崎の町にそって流れていたろうとも、作者の心に「佐渡に横たふ」と思わせるに十分な感銘があったにちがいない。それは一個の詩境である。読者は作者とともにこの詩境を味わえば足りる。必ずしも銀河の実際の方向の如何いかんを問題とする必要はない。

　〔補〕芭蕉が出雲崎に泊まったのは七月四日だが、『随行日記』『書留』によれば、七月の八日前後、高田の俳席において披露されたものらしい。実際に出雲崎で四日すでに成稿に達していたのか、あるいは四日にはただ着想を得ただけで成稿に達したのは七日以後であったのか、その辺の消息はなお明らかでないが、『おくのほそ道』の本文においては、「文月や」の句に次ぐ「七夕」の作として受け取れば足りる。出雲崎という地理的条件も、本文に即して考えた場合には、実はさして問題にならないのである。ただ、七夕の夜、北陸路の旅泊において佐渡が島を望んでの句として受け取ればよい。





　　一ひとつ家やに遊女も寝［ね］たり萩はぎと月




〔本文〕鳥の道・糸魚川・雪丸げ・句選年考







○『鳥の道』『糸魚川』『雪丸げ』に本文とほぼ同じ前文がある。○『泊船集』に下五「荻と月」と誤る。○『句選年考』に「或本に〝萩に鹿〟ともあり」と注記するも疑問。○出典書より推し、本文染筆時の作か。



　おなじ旅の宿に、たまたま遊女と泊まりあわせた。自分のような雲水に身をまかせた旅人と、なまめかしい若い遊女との対照を、芭蕉はおもしろいものに感じたであろう。そしてまた、「白波の寄する汀なぎさに身をはふらか」す境涯をあわれんでは、寂しい思いをとどめることもできなかったであろう。おりから庭には萩が咲いている。空には月が照っている。それはそのまま遊女と自分とを象徴したもののように思われた。

　萩と月は実景であったのだろうが、この句の場合、それは実景としてよりも一種の比ひ喩ゆとして重く見られねばならぬ。しかし単に遊女を萩に、芭蕉自身を月に喩たとえたというだけならば、談林風の見立てと相あい距へだたること遠くはない。これは単純な、もしくは理知的な比喩や見立てとはちがう。萩と月とは、いわば遊女と芭蕉との「にほひ」である。楚そ々そとして可か憐れんな萩の姿、清く世せ塵じんを離れた月の光、それは眼前の景であると同時に、芭蕉の心には遊女と自分との相そうをそのまま見ているのであった。萩と月とは実であり、また虚である。つまりこの句は、そうした芭蕉の心持ちからはいって味わうべきであろう。芭蕉自身を月の清光に擬したのはおかしいという考えもあろうが、この場合道徳的な反省などは加わっていない。ただ遊女の萩に対して、芭蕉は自分の世捨て人めいた境涯を、何となく素月の光に思いくらべたのであろう。

　この句をかように解すると、おそらく今日の人々からは好感をもたれまい。たとえ萩と月とが「にほひ」を表したものにせよ、それが比喩的に取り扱われているかぎり一種の臭味がある。だから萩と月とをまったく眼前の景物として見ようとする解もある。しかしそれは、樋口氏もいわれている通り、芭蕉時代の句としては正しい鑑賞のしかたではあるまい。『句選年考』に「ある本に」というのは出所が明らかでないが、とにかく、「萩に鹿」と伝えたものさえあるというのである。芭蕉が「萩と月」と置いたのは、けっして単なる景物のあしらいではなかった。もとより「萩に鹿」のままではあまりに露骨な比喩に終わるので、さらに推すい敲こうをかさねた結果、この句を得たのではあるまいか。

　「一家」はヒトツヤと訓よんでは孤屋の意に聞こえるから、ヒトツイヘと訓んだがよいとの説がある。しかし本文の続きから、ここでは孤屋の意と混ずるおそれもないのであるから、強しいてヒトツイヘと句調を悪くよむ必要はないであろう。





　　早［わ稲せ］の香や分け入る右は有あり磯そ海うみ




〔本文〕曾良書留・いつを昔・卯辰集・有磯海・陸奥鵆・泊船集・続別座敷所収杉風の句の前書・真蹟拾遺







　　　　わせのかやわけいる右はありそ海




〔真蹟懐紙（芭蕉真蹟）〕







　　　　稲の香や分わけ入いる右は有曾海




〔真蹟草稿（解釈と鑑賞　昭三二・三）〕







　　　　わせのかやわけ入右は有曾海




〔真蹟懐紙（俳人真蹟全集）〕







　　　　わせのかやわけ入右はありそ海




〔真蹟懐紙（昭三五・一〇　奥の細道芭蕉展）〕真蹟懐紙（図説芭蕉）







○真蹟草稿（解釈と鑑賞　昭三二・三）に「猶なほ越中をへてかゞに入いる」と前書。○『曾良書留』に「かゞ入」と前書。○真蹟懐紙（俳人真蹟全集）に「加ゞに入いるとて」と前書し、以下「しほらしき名や小松吹ふく萩薄」「あなむざんやかぶとの下のきり[image: ][image: ]す」の句を並記。○真蹟懐紙（昭三五・一〇　奥の細道芭蕉展）に「加州に入いる」と前書し、以下「しほらしき名や小松ふく萩薄」「ぬれて行ゆくや人もを［お］かしきあめの萩」の句を並記。○真蹟懐紙（図説芭蕉）に「磯づたひあゆみくるしき高砂子、やう[image: ][image: ]侘わびて加州に入いる」と前書し、「元禄二初秋　武陵芭蕉翁」と署名。○真蹟懐紙（芭蕉真蹟）に「加州に入」と前書し、「やまなかや」の句を並記。○『真蹟拾遺』所収宮竹屋蔵真蹟に「加賀に入いる」と前書し、以下「山中や菊は手た折をらじ湯の薫にほひ」「漁いさり火びにかじかや浪の下むせび」の句を並記し、「元禄二初秋　武陽芭蕉桃青」と署名があるよし。同書所収大聖寺住某蔵真蹟に「加州に入いる」と前書し、以下「山中や」「湯の名な残ごり幾いく度たび見るや霧の下」「湯の名残今こ宵よひは肌の寒からむ」の句を並記。○『いつを昔』に「加州にて」、『卯辰集』に「越中に入いりて」と前書。○『有磯海』に「此句は元禄二年奥羽の行脚に春夏を送り、秋風たつ比ころ三み越こしぢにかゝり、処ところ[image: ][image: ]の風吟有ありけるなかに、当所（越中）のほ句と申まうしつたへける」と注記。○『類柑子』に「分入道は」と誤る。



　有磯海はもというまでもなく普通名詞であるが、『万葉集』によまれた大おお伴ともの家やか持もちの歌などから、いつとなく越中の歌枕のごとくなってしまった。芭蕉ももちろんそのつもりでよんだのである。これからいよいよ加賀の国にはいろうとする。おりから早稲の穂ははや出で揃そろって、一いち望ぼう万ばん頃けいの黄こ金がねの波をうたせている。その中を分け入ると、右手には遠く有磯の海が続いて見えるというのである。いかにも広々とした景色である。「分け入る」ということばには先の見通しがつかぬほど稲田が遠く続いているさまが思われて、広漠とした感じを強める。『赤冊子』によれば、芭蕉はこの句について「もし大国に入りて句をいふときは、その心得あり。都方名ある者加賀の国に行きて、くんぜ川とかいふ川にて、〝ごりふむ〟といふ句あり。たとへ佳句とてもその位を知らざればなり」といったという。これは百万石というような大国に対しては、名所を配するにも些さ屑せつのものではふさわしくない、やはり世に聞こえた歌枕をどっしりと置くがよいとの教えであろう。この芭蕉のことばを玩がん味みしつつ句に対すれば、名匠の用意が十分にうなずかれる。

　ちなみにいう、『卯辰集』に「越中に入りて」とあるのは、有磯海が越中の歌枕であるから、たまたま撰者が思い誤ったのであろう。『ほそ道』の本文にも「加賀の国に入る」とあって句が出ており、真蹟にも「加賀に入るとて」とある。すなわち越中から加賀に入るに際しての吟である。かくてこそ『赤冊子』のことばも味わわれる。ただし、『いつを昔』に「加州にて」とあるのも穏当でなく、よんだのはやはり有磯海を右に遠く望み得べき所でなければならぬ。地理の実際からいうと伏木付近らしいという。なお『有磯海』には「この句は元禄二年奥羽行脚に春夏を送り、秋風たつころ三越路にかかり、処々の風吟ありける中に、当所の発句と申し伝へける」と注し、越中での吟たることを述べている。





　　塚も動けわが［我］泣く声は秋の風




〔本文〕曾良書留・雑談集・西の雲・鳥の道・陸奥鵆・泊船集







　　　　つかもうごけ我わが泣なく声は秋の風




〔真蹟懐紙（連歌俳諧研究一〇）〕真蹟拾遺







○真蹟懐紙（連歌俳諧研究　一〇）に「とし比ごろ我を待まちける人のみまかりけるつかにまうでゝ」と前書。『真蹟拾遺』は真蹟懐紙により、「加賀金沢才川掛造町人日菴常丸所持」と付記する。○『曾良書留』に「一笑追善」、『陸奥鵆』に「加州一笑墓に詣まうづ」と前書。○『鳥の道』『泊船集』に本文とほぼ同じ前書。○『随行日記』によれば、七月二十二日。



　句意に解しがたい点はない。はげしい悲しみの情をのべたのである。一笑追善『西の雲』の序によれば、芭蕉は「あはれ年月我を待ちしとなん、生きて世にいまさば越こしの月をもともに見ばやとは何思ひけん」と、泣くなく墓に詣もうで回え向こうの袖そでをしぼったという。芭蕉は一笑と生前面識はなかった。しかし長い間芭蕉を慕い、その来遊を待ち望んでいた一笑である。芭蕉の心にはすでに深く許した弟子の一人であったろう。それが思いきや、人はすでに亡く、むなしく一基の墓標を訪とうほかはなかったのである。その悲しみは、ただ一いつ片ぺんの感傷ではあり得なかった。もっと魂の奥深くから湧わき出る大きな慟どう哭こくであった。芭蕉はその慟哭の声を、蕭しよう殺さつとして吹く秋の風と観じた。天も地もともに悲しんでいるのである。いいかえれば、自然が芭蕉の悲しみの中に溶けこんでいるのである。そしてこの慟哭の声に、塚も感応して動けよというのである。一見あまりに誇張した句のごとく感ずる。しかし静かに誦しようすれば、どこにも誇張からくる句のすきやゆるみは見いだせない。徹頭徹尾強く張りきっている。悲痛哀切の情は秋風の天地に瀰ひろがって、まことに鬼神を動かすものがある。これは芭蕉の誠から生み出されたゆえである。





　　秋涼し手ごと［毎］にむけや瓜うり（爪）茄子なすび




〔本文〕鳥の道・雪丸げ







　　　　残暑しばし手毎にれうれ瓜茄子




〔西の雲〕花の故事・芭蕉翁俳諧集・奥の枝折







　　　　秋さびし手毎にむけや瓜茄子




〔韻塞〕泊船集







○『西の雲』に「松玄庵閑会即興」、『韻塞』に「訪[image: ]艸庵さうあんをとふ[image: ]」と前書。○『鳥の道』『泊船集』に本文と同じ前書。○『雪丸げ』に「少幼［ママ］菴にいざなはれて」、『花の故事』に「少幻庵にて」と前書。○『花の故事』『芭蕉翁俳諧集』『奥の枝折』などに脇「短さ待たで秋の日の影　一泉」以下芭蕉・一泉・左任・丿べつ松しよう・竹意・語子・雲口・乙おと州くに・如柳・北枝・曾良・流志・浪生の十三吟半歌仙を掲出。○『随行日記』によれば、七月二十日。



　『西の雲』には「松玄庵閑会即興」と詞書して、「残暑しばし手毎にれうれ瓜茄子」の形で出ているが、『西の雲』は芭蕉が金沢を訪たずねた当時成った集であるから、その所載句形は初案と見るべきである。すなわち松玄庵を訪ねた当時の吟に、のち推すい敲こうを加えたのが「秋涼し手ごとにむけや」である。（『韻塞』『泊船集』に上五「秋さびし」とあるのは誤伝と思われる）「残暑しばし」と「秋涼し」とでは、若干感じを異にするが、芭蕉はむしろ端的に爽そう涼りようの気を表そうとしたのであろう。とにかく初案の形では生硬たるを免れない。

　一日芭蕉はある草庵──一泉の松玄庵──に誘われて、そこで俳諧の興行などがあった。座には主客相くつろいで、初秋の風が涼しく吹いている。おりからあるじは客をもてなすために、家人に瓜や茄子の料理でも命じたのであろう。芭蕉はこの草庵にふさわしい料理を喜んだにちがいない。「じゃ、いっそそのままこちらにいただきましょう。みんなてんでに皮を剝むこうじゃありませんか」と芭蕉はいいだした。句はそうした興じた心持ちを表したのである。「むけや」は命令形であるが、ただ他にそれを強しいたのではない。みずから「剝かむ」と興じた気分を他にまで及ぼしたのである。いわば「皆さん、いかがです。めいめいひとつ皮を剝こうではありませんか」とでもいった親しい語気である。新鮮な蓏ら菓かの肌はだざわりにも、爽涼の興は尽きなかったであろう。句はもちろん即興的のものである。





　　あかあか［[image: ][image: ]］と日はつれなく［難面］も秋［あき］の風




〔本文〕四季千句・いつを昔・卯辰集・葛の松原・陸奥鵆・泊船集・藁人形・風光集・国の華・百合野集・としのうち・俳諧秋扇録







　　　　あか[image: ][image: ]と日はつれなくも秋の風




〔真蹟画賛（芭蕉翁遺芳）〕真蹟画賛（芭蕉翁遺墨集）真蹟懐紙写（菊山当年男氏『はせを』）真蹟立幅（昭二八・五　芭蕉展）蕉翁句集（イ）・（ロ）・土芳筆全伝（イ）・（ロ）・雪丸げ・真澄の鏡







　　　　あか[image: ][image: ]と日は難面も秋の風




〔真蹟懐紙写（ミの虫）〕真蹟画賛写（続蕉影余韻）句選年考







○真蹟立幅（昭二八・五　芭蕉展）に「旅愁慰［なぐさ］め兼かねて、もの憂［う］き秋もやゝ至［いた］りぬれば、さすがに目［め］に見［み］えぬ風の音づれもいとゞ悲［かな］しげなるに、残暑猶なほやまざりければ」と前書。『蕉翁句集』（イ）『土芳筆全伝』（イ）『雪丸げ』もほぼ同文。○真蹟懐紙写（ミの虫）に「〝目［め］にはさやかに〟といひけむ秋立たつけしき、薄すすき・苅［かる萱かや］の葉末に動［うご］きて、聊いささか昨日きのふに替かはる空のながめ哀あはれなりければ」と前書。『句選年考』もほぼ同文。○真蹟画賛写（続蕉影余韻）に「北国行脚の時、いづれの野にや侍りけむ、〝暑［あつ］さぞまさる〟とよみ侍りし撫［なで子しこ］の花さへ盛さかり過すぎ行ゆく比ころ、萩はぎ・薄に風の渡［わた］りしを力に、旅愁を慰［なぐさ］め侍るとて」と前書。○『蕉翁句集』（ロ）に「北海の磯伝［つた］ひ、真［ま砂さご］は焦［こが］れて火のごとく、水は湧わきて湯よりも熱［あつ］し。旅懐心をいたましむ。秋の空幾［いく日か］に成なりぬともおぼえず」と前書。真蹟懐紙写（菊山当年男氏『はせを』）『土芳筆全伝』（ロ）もほぼ同文。○『いつを昔』に「旅行」、『としのうち』に「犀川橋上の吟」、『俳諧秋扇録』に「立（玄）意庵において秋の納涼」と前書。○『頭陀物語』『許野消息』に下五「秋の山」の別案を伝えるも、信じがたい。〇七月十七日北枝亭に遊んでの吟か。



　「つれなし」は今日もっぱら無情・無慈悲などの意に用いられているが、元来ものに対して無感情・無神経なことをいうので、「平気な」とか「そ知らぬふうな」とか「冷淡な」とか口訳すべき語である。そこでこの句意は、もう秋が立っているのに、日はそれもそ知らぬげに相変わらず赤々と照りつけている。しかしさすがに季節はあらそわれないものだ。何といっても吹く風にはやはり秋らしさを感ずるというのである。

　これをただ赤い夕日の影に、秋風がもの寂しく吹いている景色と解するのは、「つれなく」の語に不注意なためである。いわんや『芭蕉句解』のごとく「暮秋の風姿言外にあり」などと評するのは、『説叢大全』の反はん駁ばくをまつまでもなく不ふ詮せん鑿さくといわねばならぬ。『雪丸げ』の詞書にも明らかに「旅愁慰めかねて、ものうき秋も至りぬれば、さすが目に見えぬ風のおとづれもいとどしくなるに、残暑なほやまざりければ」とあるのだし、『句選年考』にあげる下しもつけ野の国長門村長島義左衛門の所持していたという真蹟に、「〝目にはさやかに見えねども〟といひけん秋立つけしき、すすき・苅かる萱かやの葉末に動きて、いささか昨日にかはる空のながめあはれなりければ」と見えるのによっても、「秋来ぬと目にはさやかに見えねども風の音にぞおどろかれぬる」と同じ趣の句たることは知られる。残暑なおやまない間かんに、はやくも秋風の音におどろく旅愁の情である。また「あかあか」というので、真昼の光というよりも、何となく夕日の照りかえすさまが感ぜられる。これはいわゆる言外の余情であろう。

　一説に、この句の解として、「須す磨まは暮れ明あか石しのかたはあかあかと日はつれなくも秋風ぞ吹く」という歌が引かれ、北枝に関する逸話があげられているが、もとより信ずるに足りないものである。

　この句の詞書にはただ「途中唫」とあるが、後川三回忌集『としのうち』（享和二年）には「犀川橋上の吟」としてあり、現に犀川畔の成学寺境内には、宝暦五年秋、麦水連中の建てたこの句碑が存しているという。だから金沢では古くからそうした口碑でも存したのであろう。なお芭蕉はみずからこの句を得意として、しばしば人に書き与えたらしい。数本の薄すすきを前景として、むこうに赤い大きな日を描いてこの句を題した自画賛の真蹟が二、三存し、また支考の『国の華』（宝永七年）によると、美濃の光清という俳人もこの句の画賛を秘蔵しており、『和漢文操』に収められた「賛秋風像」の秋風像というのも、やはりこの句の画賛であったらしい。





　　しを［ほ］らしき名や小松吹く萩はぎ薄［すゝき］




〔本文〕雪丸げ・草のあるじ・金蘭集・一葉集







　　　　しを［ほ］らしき名や小松吹ふく荻［ママ］薄




〔曾良書留〕泊船集・旅袋







　　　　しを［ほ］らしき名や小松吹ふく萩薄




〔真蹟懐紙（俳人真蹟全集）〕







　　　　しを［ほ］らしき名や小松ふく萩薄




〔真蹟懐紙（昭三五・一〇　奥の細道芭蕉展）〕







○『曾良書留』に「七月廿五日、小松山王会」、『泊船集』に「かゞ小松にて」、『旅袋』に「加賀の国小松といふ処にて」と前書。ただし、「荻」は「萩」の誤記。○真蹟懐紙（俳人真蹟全集）に「こまつといふ処ところ」、真蹟懐紙（昭三五・一〇　奥の細道芭蕉展）に「おなじ処ところ小松にて」と前書。○『雪丸げ』に「北国行脚の時、いづれの野にや侍りけん、〝暑［あつ］さぞまさる〟とよみ侍はべりし撫［なでし子こ］の花さへ　さ盛かり過すぎ行ゆく頃、萩・薄に風の渡［わた］りしを力に、旅愁を慰［なぐさ］め侍りて」と前書。○『草のあるじ』『金蘭集』『一葉集』に、脇「露を見知りて影映す月　鼓蟾」以下芭蕉・鼓蟾・北枝・斧卜・塵生・志格・夕市・致益・観生・曾良の十吟四よ十よ四しを掲出する。



　「しをらしき名や」は、小松にも萩・薄にもかけて解されるが、すでに前書に「小松といふ所にて」とことわってあるのだから、小松という地名のしおらしさをいったのであることは明らかである。ところが次の「小松吹く萩薄」はきわめて曖あい昧まいな措辞である。そのままに解すれば「萩薄が小松を吹く」ということになって、それではまったく意をなさない。どうしても「吹く」の主語は、別に「風」が略されてあるものと見なさなければならぬ。吹くだけで風を示すのはもちろん無理ではない。だが、それは小松を吹くのか萩・薄を吹くのか、それとも小松も萩・薄もともに吹くのか、右の句法では明めい瞭りようでない。『雪丸げ』所載の詞書に、「萩・薄に風のわたりしを」とあるのによれば、芭蕉は萩・薄に吹きわたる風を詠じたものと思われる。すると一句は「しをらしき名や小松、吹く萩薄」となって、発句としてはきわめて不自然な形たるを免れぬ。したがってこの「吹く」は、上の小松にも下の萩薄にもかかるものと見なければならぬ。すなわち芭蕉が眼前に見、直接に感じたところは、あたりの野辺に生おうる萩・薄に吹きわたる秋風のさまであった。しかしその秋の野の景色にひとしお感興をもったのは、そこが小松というしおらしい地名であったからである。小松の名をしおらしく感じたのは、もちろん植物の小松にかようからであった。それで小松という土地を吹くといえば、おのずから優しい小松に吹きわたるさまが連想されるのである。──事実その辺には小松も生えていたかも知れない。──こうして一句は「しをらしき名や小松」と「小松吹く萩薄」と二つの部分が、小松を中心として結合された形になっている。いわば小松は一種の掛けことばの用をなしているのである。さらに句意を通解すれば、「小松といえば名を聞くからにしおらしい。その小松付近の野辺に生うる萩や薄に秋風が吹きわたっている。小松を吹く秋風といえば、優しい姫小松のさまも連想されて、萩や薄の吹きなびくさまもひとしおおもしろい」というのである。

　一句の意は一通りこれで解される。しかし、そうした感興を表したものとして、一句の巧拙はおのずから別問題である。もちろん俳句を解くのに普通の文法をもって律しようとする愚は心得ている。また解釈もいちいち理屈づめにする必要はなかろう。所詮この句は小松という地名のしおらしさに感興を発したので、その地名の優しさから、萩薄に吹きわたる風のさまを、いっそうおもしろく感じたというのである。この点さえ味わえれば、一句の解釈は足るともいえよう。だが、実はそうした解釈に到達するためにこそ、「小松吹く萩薄」の措辞が種々に吟味されねばならなかったのである。そして読み下したままでは、すなおにその意が受けとりがたかった点において、結局措辞の拙劣という非難は免れまいと思う。すでに荻原氏も評しているごとく、「しをらしき名や小松」という上半ののびやかな調子に対し、下半はその小松を掛けことばのようにはたらかせた上、「吹く」を上五にかけて仕立てたのが、いかにも狭い所に多くの物をおしつめた感じを与える。のみならず、ために句意の晦かい渋じゆうをきたしているのである。





　　むざんやな甲かぶとの下のきりぎり［[image: ][image: ]］す




〔本文〕猿蓑・陸奥鵆・泊船集・宇陀法師・粟津原・芭蕉句選







　　　　あなむざんやな甲の下のきり[image: ][image: ]す




〔去来抄〕一葉集







　　　　あなむざんやかぶとの下のきり[image: ][image: ]す




〔真蹟懐紙（俳人真蹟全集）〕







　　　　あなむざんや甲の下のきり[image: ][image: ]す




〔卯辰集〕







○真蹟懐紙（俳人真蹟全集）に「おなじところたゞの神社にさねもりのかぶと有ありけるを」と前書。○『卯辰集』に「多田の神社に詣［まふ］でて［ゝ］、木曾義仲の願書幷ならびに実盛が鎧［よろひ甲かぶと］を拝ス。三句」として「あなむざんや」以下「幾秋か甲に消えぬ鬢びんの霜　曾良」、「草くさ摺ずりのうら珍しや秋の風　北枝」の句を並記する。○『猿蓑』に「加賀の小松と云いふ処ところ、多田の神社の宝物として、実盛が菊唐［から］草の甲［かぶと］、同じく錦にしきの切［き］れ有あり。遠き事ながらまのあたり憐あはれにおぼえて」と前書。『泊船集』もほぼ同文。○『陸奥鵆』に「太た田だ神杜、宝物実盛鎧」、『粟津原』に「北国行脚のころ、越前太田の神社に詣けいす。実盛が鎧甲、什じふ物もつに有ありける。此この宝物を見て」、『芭蕉句選』に「太田の神社に詣まうづ。実盛が甲、錦の切きれあり。樋口の二郎が使つかひせしこと、まのあたり縁起に見［みえへ］たり」と前書。○前引「稲の香や」真蹟草稿（解釈と鑑賞　昭三二・三）紙背に「加［か賀ゞ］の国小［こ松まつ］といふところ□多［た太ゞ］の神社に詣まうづ。宝物□実盛が菊［きく唐から草くさ］□甲かぶと、同［おな］じく錦［にしき］のき□あり。樋［ママ］の次良が使せしことど［ゝ］もまのあたりあ□□おぼえ侍りて（以下欠）」と見える。○『一葉集』に、脇「力も枯かれし霜の秋草　享子」以下芭蕉・享子・鼓蟾の三吟歌仙を掲出する。○『随行日記』によれば、七月二十七日奉納。



　（真蹟懐紙・）『卯辰集』所収の句形や『去来抄』の説によれば、初案上五「あなむざんや」もしくは「あなむざんやな」であったのを、後にかく改めたことは明らかである。

　句意は前文から続けてきわめて明瞭である。多太神社に詣もうで、実盛の遺物を見て昔を偲しのんだのである。老武者が最後の晴れと身につけた兜かぶとを、今まのあたりながめては、越こし路じの末にむなしき名をとどめたその悲壮な討死のさまが、ありありと憶おもい浮かべられたことであろう。おりからあたりに咽むせび鳴くきりぎりすの声は、まさにこの老勇士の最後を悲しく語るもののようであった。芭蕉の心には、ふと「あなむざんやな」といった樋口次郎のことばが、そのまま思い出されたのである。きりぎりすは実景であったかもしれない。しかしまた必ずしも実景でなくてもよかった。この場合芭蕉の魂をゆり動かしたものは、きりぎりすの声そのものではない。ただ老武者の悲壮な最後への追想である。樋口次郎が白しら髪が染ぞめの首に対して濺そそいだ涙が、今芭蕉の瞼まぶたの中にふたたび滲にじんできたのである。その悲しみの情を当季の景物に託したのが蟋きり蟀ぎりすの声であった。だから蟋蟀の声は芭蕉の心の中で描かれたものだけでよかった。所詮蟋蟀は芭蕉の感傷の象徴にすぎなかったのである。この点、たとえば「象潟や雨に西施が合歓の花」のごときとは趣を異にしている。象潟の句の場合では、合歓の花がたとえ美女の姿を連想させるものだとしても、なお西施を点じ、眠るにいいかけなければその効果が十分でなかった。少なくとも芭蕉自身は十分だと思わなかった。すなわち合歓の花のみでは、象潟の雨景を象徴することはできなかったのである。だからもし合歓の花がまったく眼前になかったとしたら、それはむしろ技巧的な表現の道具立てに選ばれたにすぎず、その象徴的意義はきわめて稀薄にしか認められない。やはりこれは芭蕉が眼前雨にぬれしおれた合歓の花を見て、そこから感興を発したものにちがいない。すなわち蟋蟀の句とは出発点を異にしているのである。

　上五の「むざんやな」は、いうまでもなく謡曲『実盛』の文詞に──さらに溯さかのぼれば『平家物語』の実盛最後の条に、──胚はい胎たいしている。初案は一読文句取りたることが気づかれる形であったが、後にその異体を嫌って「あな」を省いたのだという。けだし謡曲の文句取りは談林風の好んだところであり、いかに洗練されて用いられたとしても、結局表現上の技巧にすぎないのだから、芭蕉は自然な発想の形を選んだのであろう。それにしても、芭蕉は謡曲との関係をけっして捨てたのではない。この上五を通して、謡曲の物語的背景はきわめて効果的に一句の中に織りこまれているのである。『粟津原』にはこれを評して、「中七文字より下五文字は誰もあるべき句ながら、上五文字の頓とん作さく時にとつての仕合はせながら、よく初一念実盛にはよく寄せて、秀作の部なり」といっているが、『句選年考』の著者が、この評をさらに評して、「按ずるに、頓作時にとつての仕合はせながらといふところ、聞きどころならん。求めてこれを好むにあらじ」といっているのは、最も聞くべきことばであろう。蕪村の


　　名のれ名のれ雨篠原のほととぎす



も巧みな文句取りではあるが、なお求めて好んだ傾きがある。蕪村の才気がどこかに鋒ほう鋩ぼうを現している。芭蕉に至ってはまったく天衣無縫の感がある。





　　石山の石より白し秋の風




〔本文〕鳥の道・泊船集







　　　　石山のいしより白しあきの風




〔真蹟懐紙（芭蕉翁遺芳）〕







○真蹟懐紙（芭蕉翁遺芳）に「那な谷たの観音に詣まうづ」と前書。○『鳥の道』に本文とほぼ同じ前文。○『泊船集』に「那谷の観音にて」と前書。○『随行日記』によれば、八月五日か。



　『菅菰抄』『奥のほそ道解』『句選年考』等、すべて上五の石山を江州石山寺の石山と解している。すなわち那谷の風光を石山の風光に比したのだというのである。しかしすでに樋口氏も説かれている通り、それでは何が石山の石より白いのかわからない。前文との関係上那谷の石がと解せられるにしても、とうてい無理な措辞たるを免れぬ。それよりもさらにこの解釈の致命的な欠陥は、そうした説明的叙述に秋の風を配したのでは、どこに詩的感興が求められるかという点である。この石山は樋口氏や木村架空氏の説のごとく、もちろん那谷の山をさしたのでなければならぬ。那谷寺のあたりは前文にもある通り、奇岩が突とつ兀こつとして露あらわれ、石階を登った洞中に観音が安置されているのである。芭蕉はこの石山に立って、おりから蕭しよう殺さつとして吹く秋の風に対していた。すると、その秋の風は、今目前にながめているからびた石の肌はだよりも、さらに白く冷徹な感じがしたのであった。それが一句の意である。

　四季を色に配すれば秋は白で、素秋の称もある。したがって秋風を「白し」と形容するのは、けっして芭蕉の新鮮な感覚を示すものではない。ただそれを眼前の石より白いといいきったところに、彼の自然に対する直観の鋭さと、主観の深さとが見られる。





　　山中や菊はたを［お］らぬ湯の匂にほひ




〔本文〕韻塞・泊船集







　　　　山中や菊は手た折をらじ湯の薫にほひ




〔曾良書留〕山中集・真蹟拾遺（イ）







　　　　やまなかや菊はたを［お］らじゆのにほひ




〔真蹟懐紙（芭蕉翁遺芳）〕真蹟懐紙（芭蕉真蹟）・先手後手集・菅菰抄付録・句選年考・真蹟拾遺（ロ）







○『曾良書留』に「山中ノ湯」と前書。○真蹟懐紙（芭蕉翁遺芳）に「北ほく海かいの磯いそ伝［づた］ひして、加州山［やま中なか］の涌いで湯ゆに浴ス。里さと人びとの曰いはく、このところは扶ふ桑さう三の名湯の其その一なりと。まことに浴する事しば[image: ][image: ]なれば、皮ひ肉にくうるほひ、筋きん骨こつに通りて、心しん神しんゆるく、偏ひとへに顔がん色しよくをとゞむるこゝちす。彼かの桃たう源げんも舟を失［うしな］ひ、慈じ童どうが菊の枝し折をりも知［し］らず。」と前書し、文末に「元禄二仲秋日」と見える。『先手後手集』『菅菰抄』付録・『句選年考』『真蹟拾遺』（ロ）はこの真蹟によって掲出、『先手後手集』には「温泉頌しよう」と標題する。『菅菰抄』付録に「此この真蹟、今猶なほ山中泉屋甚左エ門方にあり（桃妖が家なり）」、『真蹟拾遺』（ロ）に「右之真蹟、山中泉屋方にての染筆也。文化年中迄まで秘蔵しけるが、いかやうのわけか、加賀小松かけ橋茶屋九右衛門といふ者へ譲りしよし也」と付記。○真蹟懐紙（芭蕉真蹟）に「わせのかや」と並記し、「山中温泉」と前書。○『真蹟拾遺』（イ）所収宮竹屋蔵真蹟に「おなじく（加賀）山中の涌いで湯ゆに遊ぶ」、同書所収大聖寺住某蔵真蹟に「山中温泉」と前書。○『韻塞』に「加州山中の重陽」、『泊船集』に「加州山中重陽」と前書するも、重陽は誤り。



　『先手後手集』には、北総の俳人茂蘭が加賀で寓目したという「温泉ノ頌」の真蹟の写しが出ているが、それには中七「手折らじ」となっている。この真蹟はもと桃妖の家に伝えたというのだから、「手折らじ」が旅中当時の初案であったことは疑いない。

　「菊は手折らぬ」は「温泉ノ頌」にいわゆる「慈童が菊の枝折も知らず」の意である。昔、慈童は酈れき県けんの山路の菊水を汲んで八百歳の寿を保ったというが、今この山中の温泉に浴すれば、その菊を手折る必要もない。湧わき出る湯の匂いは菊の香よりも芳かんばしいというのである。全体、菊花延齢の故事をふまえ、温泉の効を頌したので、いわば和泉屋の主人に対する挨拶の句である。菊がまったく観念的に取扱われているといっても、もとより非難すべき筋のものではない。むしろそうした観念的な菊に、山中という固有名詞や──それは同時に菊咲く山路を連想させる──湯の匂いで、幾分の実感をよびおこさせる手腕を称たたえたい。とにかく温泉を頌した挨拶の句としては、上乗の作であろう。

　「手折らじ」を「手折らぬ」と改めたのは、前者のややはげしい語気を厭いとったのであろう。ただし「手折らぬ」では、下の「湯の匂ひ」に続いて、句意がいささか漠ばく然ぜんとしてくる。理屈からいえば、「菊を手折らない湯」といういいかたも変なものである。しかし芭蕉はかえってそうしたぼかした表現を喜んだのかも知れない。とにかく「手折らぬ」とすればおだやかな語感をもつ。この推すい敲こうは必ずこうした語感の差にもとづくにちがいない。





　　行き行き［[image: ][image: ]］て倒［たふ］れ伏すとも萩はぎの原　　　曾良




〔本文〕鳥の道・乞食囊・続雪丸げ







　　　　跡あらむたふれ臥ふすとも花野原




〔湖中芭蕉翁略伝所収芭蕉真蹟懐紙〕







　　　　いづくにかたふれ伏ふす共とも萩の原




〔曾良書留〕猿蓑







○『猿蓑』に「元禄二年、翁に供せられて、みちのくより三み越こし路ぢにかゝり行脚しけるに、かゞの国にていたはり侍はべりて、いせまで先さき達だちけるとて」、『鳥の道』に「同行にわかれいづるとて」、『乞食囊』に「翁と旅行において餞別の句」、『続雪丸げ』に「加賀の国にて翁にわかるゝ時」と前書。



　『猿蓑』には上五「いづくにか」と出ていて、いずれが初案であるか明らかでないが、樋口氏の説のごとく「行き行きて」が、芭蕉の斧ふ正せいを受けた形ではなかろうか。

　「いづくにか」というのは、すでにいわれているごとく、西行の「いづくにか眠りねぶりてたふれふさむと思ふ悲しき道芝の露」によったのであろうが、そうした本歌取りよりも「行き行きて」の率直さがはるかにまさる。句解は後素堂の『奥のほそ道解』に、「これすなはち興躰なれども、さすがに翁の別れの愁情、言語に絶えて実に哀れなり。すなはち行きゆきてたとへ倒れふすとも萩の原に命終をとらんとは、風流の騒人かくあるべきことにや、かの〝寝ぬるとも花の影にやどらん〟とありし高尚にも劣るまじく、これは真実の旅情やるかたなし。されば翁の〝行く者の悲しみ、残る者の恨み〟と、嘆息いまさら哀れにて、この紀行の中、これまでになき哀れなる趣ともいふべし」といっているので尽きている。まことに風騒の士の祈願かくあるべきことで、その上、これは病に労つかれ師に別れて行くのであるから、あわれさもひとしお深い。

　〔補〕「いづくにか」の句形は『曾良書留』にも見え、右に説くところと同じく普通にこれが初案とされているが、実は『書留』では『猿蓑』入集句を録した部分に書かれていて、旅中に記録されたものではない。湖中『芭蕉翁全伝』に模刻した真蹟懐紙の文面より判ずれば、次条にいうごとく、「跡あらむ」が初案、「いづくにか」はそれを推敲して『猿蓑』に入集した句形、「行き行きて」は『おくのほそ道』執筆に際しさらにそれを芭蕉が斧正した句形と見るべきであろう。





　　今け日ふよりや書かき付つけ消さん笠かさの露




〔本文〕鳥の道・泊船集・宇陀法師







　　　　さびしげに書付消さんかさの露




〔湖中芭蕉翁略伝所収真蹟懐紙〕







○『芭蕉翁略伝』所収真蹟懐紙に「同どう行ぎやうなりける曾良、道［みち］より心ここ地ち煩わづらは［ママ］しなりて、我より先に伊［い勢せ］の国［くに］へ行ゆくとて、〝跡あらむ倒［たふ］れ臥ふすとも花野原〟といふ事を書かき置おき侍はべるを見［み］て、いと心ぼそかりければ」と前書。○『鳥の道』は本文とほぼ同じ。『泊船集』に「同行曾良ニ別れたまふとて」と風国の前書。



　湖中の『芭蕉翁略伝』所載の真蹟は、太田西巷蔵のものを臨写したとあるが、今その原物がどこに伝わるか知らない。「煩しなりて」のごとき不審の点もあるが、怱そう卒そつの際に書いたものとすれば、誤脱もないとはいえない。とにかくまったく偽作とも思えないようである。あるいはこれが実際初案であったのかも知れぬ。すると曾良の句も「跡あらむ倒れふすとも花野原」から、次第に推すい敲こうをかさねられたわけである。

　書付というのは、巡礼などの笠に、「乾けん坤こん無住同行二人」などと書いてあるのをいう。この二人は元来、仏と自分と二人の意だそうであるが、ここでは曾良と二人の意にきかせたことはいうまでもない。今日からは同行曾良と別れて一人になってしまう。今はあるに徒いたずらな笠の書付も消そうというのである。露は、その露の雫しずくでぬらし消すわけであるが、実は別離のはかない情をここに寓したのである。したがってこの露はまったく観念的なものであるが、季語の取り扱いとしては妙をきわめていると思う。





　　よもすがら［終宵］秋風聞くや裏［うら］の山　　　曾良




〔本文〕曾良書留・猿蓑・続雪丸げ・句双紙・都の花めぐり







　　　　よもすがら秋風きくやうらの山




〔曾良真蹟短冊（今井黙天氏『蕉門曾良の足跡』）〕







○『曾良書留』（『猿蓑』入集句の部）に「全昌寺ニテ」、『猿蓑』に「加賀の全昌寺に宿す」、『続雪丸げ』に「加賀全昌寺に宿る」と前書。



　諸書に出いずるところ、すべて句形に異同はない。句意は聞こえた通りである。何の他奇なくして、よく秋夜孤客の旅情を尽くしている。





　　庭掃きて出いでばや寺に散る柳




〔本文〕鳥の道・東西夜話







　　　　庭はいて出いでばや寺にちる柳




〔泊船集〕







　　　　庭払て出いで［ママ］ばや寺にちる柳




〔宇陀法師〕







　　　　庭掃て出いづるや寺に散ちる柳




〔井筒屋本おくのほそ道〕







○『鳥の道』に本文とほぼ同じ前書。○『鳥の道』『東西夜話』に上五「庭はきて」と表記。○『東西夜話』に「なにがし全昌寺といふ寺は先師一夜の秋をわびて」として掲出。○井筒屋本中七「出るや」は西村本の「出はや」の誤刻。



　『説叢大全』には『四分律行事鈔』を引き、「この律法去寺の法をもてすれば、翁の貧にして、ただ掃さう地ちをもて一宿の恩をあがなひたまふこと、いと殊勝にこそあるべけれ」といっている。寺に一宿して去る時は、翌朝寺内を洒しや掃そうして恩を謝するのが仏家の法である。芭蕉は旅程を急ぐ心あわただしきままに、食事を終えるとすぐ出かけようとしたのであるが、おりから庭に柳の枯葉が散りかかったので、せめてこの庭でも掃いて一夜の恵みに報じたいものだがと、心を残したのである。「とりあへぬさまして」と続けたところにも、心を残したあわただしさが窺うかがわれる。





　　物書きて扇引きさくなごりかな［余波哉］




〔本文〕鳥の道







　　　　もの書て扇子へぎ分わくる別哉




〔卯辰集〕







　　　　物書て扇へぎ分わくる名な残ごり哉




〔菅菰抄付録〕







　　　　物書て扇引ひき割さく名残哉




〔野坡本〕曾良本初稿







　　　　もの書て扇子引ひきさく名残哉




〔泊船集〕







○『鳥の道』に本文とほぼ同じ前書。○『卯辰集』に「松岡にて翁に別わかれ侍はべりし時、あふぎに書かきて給たまはる」と北枝の前書。○『菅菰抄』付録に「北枝にわかるゝとて」と前書し、「此この真蹟扇面、今大坂一鼠所持す。此この時北枝ハ越前細ホソ呂ロ木ギ駅と金沢町との間、娵ヨメ落ヲトシと云いふ所の茶店迄まで翁を送り来ると云いひ伝ふ」と付記。○『泊船集』に「加州北枝に別れたまふとて」と撰者風国の前書。「扇子」は誤伝か。



　『卯辰集』に中七「扇子へぎ分くる」とあるのは初案である。支考の『古今抄』にも「扇の一章は賀府の北枝が山中の見おくりに、橘の茶店にてそれが扇に書きてたびけるよし、今も金城の家珍に伝へしが〝扇へぎ分くる別れかな〟とあり」としるされている。『卯辰集』の前書に「松岡にて翁に別れはべりし時、扇に書きてたまはる」とあるのでもわかる通り、扇は句を書いてそのまま北枝に与えたので、事実へぎ分けたのでも引きさいたのでもない。ただこのことばに惜別のたえがたい情をこめ、兼ねて捨すて扇おうぎの秋季をもたせたのである。今日の俳諧論からいえば、扇を強しいて秋季にしようとした無理な技巧だと評されるかも知れない。しかし一面からいえば、当時鉄則として動かしがたい季の約束のもとに、これだけ巧みにいいおおせたのは、やはり芭蕉の手腕だと称してもよかろう。

　初案の「へぎ分くる」は、両面にあわせた地紙を剝へぎ分ける意であろう。無理に両方に別れるつらさをそこに寓したのだが、それはあまり露あらわでわざとらしくもある。「ひきさく」とすれば、ひきさいたまま捨てるようにも聞こえて、二つに分かつ意は薄いが、その強い語勢から悲しみの情は深く感ぜられる。芭蕉が再案の理由はどこにあったか、みだりに憶測すべきではないが、おそらくこの離別の悲しみを、端的に表現したいためではなかったろうか。支考は「前のへぎ分くるは後の引きさくにまさりて離別の詞のしをらしく、別るるも名残も秋の扇ならん。さるをいみじとおぼせばや、清写にかくは定まりけらし。およそ故翁の再思の句は、人をおどろかさずといふことなきに、今はたこの二章（一章は「田一枚植ゑて立ち去る柳かな」をさす）の惑まどひ解けず」（古今抄）と、芭蕉の生前これを聞きたださなかったことを悔いている。支考の疑いもさることながら、要するに別れのつらさを意に寓するよりは、情に示そうとしたのが芭蕉の真意であろう。





　　月清し遊ゆ行ぎやうの持［も］てる砂の上




〔本文〕芭蕉翁月一夜十五句・四幅対







　　　　なみだしくや遊行のもてる砂の露




〔真蹟短冊（昭三五・一○　奥の細道芭蕉展）〕







　　　　月清し遊行のもてる砂の露




〔其袋〕







　　　　月清し遊行のもてる砂の上




〔真蹟懐紙（解釈と鑑賞　昭三二・三）〕猿蓑・泊船集







　　　　露清し遊行のもてる砂の上




〔野坡本初稿〕







○真蹟短冊（昭三五・一○　奥の細道芭蕉展）に「気比のみや」、『芭蕉翁月一夜十五句』に「同（気比）明神」と前書。○真蹟懐紙（解釈と鑑賞　昭三二・三）に「元禄二年敦［つる賀が］の湊みなとに月を見て、気比の明神に詣まうづ。遊行上人の古例を聞［ききゝ］て」と前書。『猿蓑』『泊船集』もほぼ同文。○『其袋』に「気比の宮へは遊行上人の白はく砂さを敷ける古例ありて、この比ごろもさる事有ありしといへば」と前書。○『四幅対』に「元禄二年　芭蕉翁」として、「八月十四日、敦賀の津に宿を求［もと］めて、気比の宮に夜参す。昔［むかし］二世の遊行上人、この道の泥土を浄［きよ］めんとて、みづから砂を運［はこ］び給たまふより、砂すな持もちの神事とて、今の代よにも伝［つた］へ侍るとかや。社頭　神かんさびたるありさま、松の木の間に月の影漏［も］りて、信心やゝ骨に入しむべし。」と前書、以下「名月や」「月いづく」「小萩散れ」「淋しさや」の句と前書を並出する。○野坡本に「露」に貼紙して「月」と改める。



　『其袋』に下五「砂の露」とあるのは、初案であろう。（真蹟短冊の句形は、さらにその前案かと思われるが、筆蹟にやや疑問の余地がある。）「遊行のもてる砂」は、前文によって解釈されている。芭蕉が眼前に対している白砂は、もちろん当時の遊行僧が運んだものではあるが、芭蕉の心中には最初にこの古例を始めた二世上人の俤おもかげが描かれていたであろう。句は月光が清らかに白砂を照らしているのを見て、その清浄さに神威の尊厳を感じ、また遊行上人の高徳を偲しのんだのである。もつは土砂を運搬して盛ること、四段活用の動詞である。

　初案の「砂の露」は、砂上に結んだ白露に月光のさやかに映ったのが、まず心にとまったのであろうが、それでは広い神域全体の清浄感を表すのにふさわしくない。それで改めたのであろう。





　　名月や北ほく国こく日和びより定めなき




〔本文〕芭蕉翁月一夜十五句・其袋・陸奥鵆・泊船集・四幅対







○『芭蕉翁月一夜十五句』に「うみ」、『其袋』に「名月は敦賀に有ありて」、『陸奥鵆』『泊船集』に「敦賀にて」、『四幅対』に「十五日雨ふりければ」と前書。



　「名月は敦賀の港にと」と楽しんで福井を発たった芭蕉であった。昨夜はあんなによい月だったのだから、「明夜の陰晴はかりがたし」とは聞きながらも、心ひそかに清光を期していたことであろう。しかるに亭主のことばにたがわず、無月の恨みをのまねばならなかった。上五文字、名月を待望していた心持ちをまず表し、やがて北国日和のさだめなさをうち恨んだ風ふ情ぜいである。時にとっての佳句というべきである。





　　寂しさや須す磨まに勝［か］ちたる浜の秋




〔本文〕四幅対







　　　　さびしさや須磨にかちたるうらの秋




〔初蟬〕泊船集・芭蕉句選







○『初蟬』『泊船集』に「越前いろの浜にて」、『四幅対』に「その浦の寺に遊［あそ］びて」、『芭蕉句選』に「くれのさびしき感に堪たへたり」と前書。



　『初蟬』『泊船集』などに下五「浦の秋」とあるが、浜と浦との異同は、強しいていずれと定めるまでもあるまい。須磨の浦に対むかえて浦といい、種の浜に従って浜ともしたのであろう。

　須磨の秋といえば、『源氏物語』のいにしえから、寂しいものと相場がきまっている。だが、この種いろの浜はまの秋景色はそれにもまして寂しいというのである。「かちたる」は「まされる」の意、木村架空氏の説のごとく、勝つといえば歌うた合あわせなどの判詞も連想されて、おもしろい使いざまである。「浜の秋」は「この種の浜の秋」の意たることはもちろんである。ただし、前文がなければ、浜とのみではいささか唐突のきらいがある。芭蕉がこの句をよまずにおられなかった当時の心持ちは察せられるが、所詮上乗の作とはいいがたい。





　　波［浪］の間や小貝にまじる萩はぎの塵ちり




〔本文〕類柑子







　　　　小萩ちれますほの小貝小こ盃さかづき




〔洞哉筆句文〕薦獅子・泊船集・赤冊子草稿・四幅対







○『類柑子』に「ますほの小貝ひろはむと種の島［ママ］に舟のり出いでたり。法花寺にあがりて酒のむ」と前書。○『薦獅子』に「いろの浜に誘いざ引なはれて」、『四幅対』に「色ノ浜ニ泛うかブ[image: ]舟ヲ」と前書。○『赤冊子草稿』に「此この句、白［ママ］船集に有あり。細道に、〝浪の間や小貝に交まじる萩の塵〟と云いふ句有あり。此これ直しの前の時の句かと、引ひき句とす」と付記。○『菅菰抄』付録に「同じくいろの浜にて」と前書し、中七「ますうの小貝」と表記、「此この句も萩の吟なり、或あるひは此この句を推敲の後、本文の句に改あらため申されしにや、いぶかし」と付記する。



　『薦獅子』などに伝えられる「小萩散れますほの小貝小盃」の形は、別案と見るべきものであるが、その間情趣おのずから異なる点があり、なお別句として各自独立に解するが穏当であろう。

　波間は風かざ間ま・雨あま間ま・人ひと間まのたぐいとおなじく、波の立たぬ間をいい、また波と波との間をもいう。しかし「波間に見ゆる」「波間にただよふ」などのような海上の大きな波ではなく、これは岸に打ち寄するさざ波のあなたこなたの景である。波間の砂上には、いっぱいに美しい真赭ますおの小貝がちらばっている。よく見ると、その間にまた萩の花が散りまじっているというのである。塵とは花はな屑くずというほどの意であるが、「花に泣く桜の黴かび」と句作りしたたぐいで、詞のあやであり心のさびである。はなやかな貝の色に一いち抹まつの蕭しよう寥りようの気を点じている。右は句の表をそのままに解した部である。だが別に一解あっていわく、萩の花は実にあるのではない、真赭の小貝の色彩・形状が萩の花に似ているので、これを形容して秋季の句としたのであると。「ますほの小貝拾はん」とわざわざ舟を走はせたのであるから、芭蕉の興がもっぱら小貝の上にあったことはいうまでもない。しかもそれが可か憐れんな萩の花を想おもわせたとすれば、そのまま萩と見て句作りするのもおもしろかろう。もし下五がただ「萩の花」ならば、この解もまたたしかに成立する。しかし、これは「萩の塵」である。波にぬれてつやめいた貝の色に対して、塵の語を下すとはあるまじきことであろう。波間に光る小貝にまじって、散りしおれた花があったからこそ、塵の感を催したのである。もちろんこの場合、小貝と萩の花との類似に、かなり深い興味をおぼえたにはちがいない。しかもその艶つややかさと侘わびしさとの対照に、いっそう芭蕉の詩興は高められたのである。畢ひつ竟きよう塵の一語を下くだし得たところに句の妙味は存する。





　　蛤はまぐりのふたみに別［わか］れ行く秋ぞ




〔本文〕陸奥鵆・土芳筆全伝・道のかげ







　　　　蛤のふたみへ別わかれ行ゆく秋ぞ




〔元二・九・二二　推定杉風宛書簡〕木巴筆懐紙・其袋・後の旅・類柑子







　　　　蛤のふたみに別行秋ぞ




〔真蹟色紙（俳聖余光）〕







　　　　はまぐりのふたみにわかれ行ゆく秋ぞ




〔真蹟懐紙（昭五・六　大阪入札目録）〕泊船集・赤冊子草稿







○真蹟色紙に「伊［い］勢にまかりけるを、ひとの送りければ」と前書。○真蹟懐紙に「元禄二とせの秋、美［み濃ののゝ］国大垣［がき］より伊［い勢せ］の遷［せん宮ぐう］に詣［まう］で侍はべりし舟［ふね］のうちにて、送［おく］りける人々に申まうしたる句」と前書し、「たふとさにみなおしあひぬ御迁宮」の句を並記。『泊船集』『赤冊子草稿』はこの真蹟による。○木巴筆懐紙に「餞別」と前書。○『其袋』に「おなじくいせの国出いづるとて」と前書。○『後の旅』に「翁此この所より伊勢へうつり給ふ時、我（如行）舟にて送り侍るに」と如行の前書。○『陸奥鵆』に「遷宮なりとて」、『類柑子』に「遷宮おがまんとて、美［み濃ののゝ］国立たち出いづるに、船にのる所まで送おくりける人に」と前書。○『土芳筆全伝』に真蹟によるとして「いせの迁宮に　ま詣うで侍らんとて、美［み濃ののゝ］国□□出いづる時、送りける人[image: ]申まうし侍る」、『道のかげ』に自画賛によるとして「虫の声もかれ[image: ][image: ]に、松吹ふくかぜの何なんとやらむ」と前書。○『随行日記』によれば、九月六日。



　『其袋』『後の旅』『泊船集』『類柑子』などには中七「ふたみへ」とあり、へとにといずれが初案・後案とも定めがたいが、まずは『ほそ道』の形を後案と見るべきであろう。

　蛤は二見の浦の名産であるから、それを蛤の蓋とかけて枕詞のごとく置いたのである。深い意はない。いわば玉くしげに対する俳諧である。わかれ行くから行く秋といいかけて、そこに季をもたせてある。かなり技巧的な仕立てである。その上、二見に二つにわかれる意をきかせたとか、蓋ふたと身とにかけたのであるとか見れば、ますます手のこんだことになるが、そこまではむしろ鑿さくにすぎるであろう。もっとも「二見へ」を「二見に」と改めたのは、「蓋、身に別れ」と続ける意をはっきりさせるためだとの説もあるが、それほどこの句を遊戯的な作に見たくない。すでに「二見へ」を初案とすれば、少なくとも最初にそうした意図がなかったことは明らかである。強しいていえば、「二見に行く」とすれば、何かを見に行く、すなわち遷宮を拝観に行くという気持ちがこもるというくらいのことはあろう。しかしそれとても特にいうに及ばぬことである。要するに「二見に」のにを、さまで技巧的な細工の跡として解する必要はないと思う。

　一句の意は、無事に長途の旅を終えて人々に迎えられたが、また伊勢の遷宮を拝むために二見のほうへ別れて行く、それはちょうど晩秋のもの寂しい時だというのである。「行く秋ぞ」と重く置いて、おりから風ふ情ぜいこころを傷いたましむるものが多いことを強調してはいるが、全体に何となく軽い調子が漲みなぎっている。これまでの艱かん難なんな長い旅にくらべて、今度のは往復の日数も数日にすぎない心安さが、おのずから句に浮かんできたのであろう。

















曾良随行日記





凡例





一　以下は、『おくのほそ道』の旅の実際の行程や動静を知る上の参考として、昭和十八年に山本六丁子氏により『曾良奥の細道随行日記』と題して紹介された曾良の旅日記のうち、本文に直接関係のある元禄二年九月六日までの記事を翻刻し、簡単な脚注を加えたものである。

二　底本は、天理図書館綿屋文庫蔵の曾良自筆原本の影印本によった（天理図書館善本叢書『芭蕉紀行文集』所収）。底本は必ずしも毎日記録したものではなく、数日分の記事をまとめて記帳し、あとから行間に日付を記入している場合もある。

三　翻刻に際しては、句読点・濁点・ふりがなを補い、底本に時に欄外に横書きした注記を縦書きに改めて行間に収めたほかは、できるかぎり底本の形を忠実に伝えることに意を用いた。

四　かたかなによるふりがなや返り点は、曾良自身の付したものである。また、底本にはじめからある濁点は、（ママ）として区別した。

五　底本に文字を改めた跡がある場合、改めた文字を本文に採録し、もとの文字は脚注欄に示した。

六　不定時法による当時の時刻は、佐甲全吾氏の「松尾芭蕉『奥の細道』「曾良随行旅日記」による出発・到着時刻に関する考察」（私家版）を参照、緯度・経度・日付を勘案して現行時刻に換算し、一覧表として付載した。なお、該当個所は＊印を付し、その箇所を選択すると「新旧時刻対照表」の該当箇所が表示されます。元の位置に戻るには、使用機器の機能を利用してください。












　　　１巳三月廿日　日出（＊１）、深川出船。




　　　　巳ノ下尅（＊２）　２千住ニ揚ル。







１　元禄二年のえと。己巳（ツチノトミ）。「廿日」は実際は「廿七日」。

２　本文「旅立ち」参照。







一　廿七日夜　３カスカベニ泊ル。江戸ヨリ九里余。







３　粕壁。今の埼玉県春日部市。







一　廿八日　４マヽダニ泊ル。カスカベヨリ九里。前夜ヨリ雨降ル。辰上尅（＊３）止やむニ５依テ宿出いづ。間モナク降ル。午ノ下尅（＊４）、止。此日、６栗橋ノ関所通ル。手形モ断ことわりモ不入いらず。








４　間々田。今の栃木県小山市間々田。

５　下に「暫」を抹消。

６　今の埼玉県北葛飾郡栗橋町。代官支配の関所があった。男子は関手形不要。









一　廿九日　辰ノ上尅（＊５）、マヽダヲ出。

　一　７小山ヘ一リ半。８小山ノヤシキ、右ノ方ニ有あり。

　一　９小田ヨリ飯塚ヘ一リ半。10木沢ト云いふ所ヨリ左ヘ切ル。



[image: ]





　一　壬生ヨリ19楡にれ木きヘ二リ。ミブヨリ半道バカリ行テ、20吉次ガ塚、右ノ方廿間バカリ畠中ニ有。

　一　ニれ木ヨリ21鹿か沼ぬまヘ一リ半。








７　今の栃木県小山市。

８　小山判官の古城址。「右」は正しくは左。

９　小山の誤記。

10　小山市喜沢。

11　思川の支流。

12　今の下都賀郡壬生町。

13　小倉川。思川の支流。

14　惣社河岸。栃木市内。

15　北西。

16　本文「室の八島」参照。

17　癸生。今の栃木市内。

18　上に「少」を抹消。

19　今、栃木県鹿沼市内。

20　金売吉次の墓。

21　今の鹿沼市。








[image: ]





１　「鹿沼より」と続く。

２　文挾（フバサミ）。今の栃木県今市市内。

３　以下、上欄に割書。







一　四月朔日　前夜ヨリ小雨降。辰上尅（＊６）、宿ヲ出いづ。止テハ折[image: ]小雨ス。終曇。午ノ尅（＊７）、日光ヘ着。雨止。４清水寺ノ書、５養源院ヘ届、６大楽院ヘ使僧ヲ被そへ添らる。折をり節ふし大楽院客有これ之あり、未ノ下尅（＊８）迄待テ御宮拝見。終テ其夜日光７上８[image: ]鉢石町９五左衛門ト云者ノ方ニ宿。10壱[image: ]くわん弐四








４　江戸浅草の天台宗江北山宝聚院清水寺。

５　本坊御留守居中の一。

６　東照宮別当寺。

７　日光の門前町。

８　符号の意味不明。宿料か。

９　本文「日光」参照。

10　一貫二百四十文。金一歩の交換レートかという。









一　同二日　天気快晴。辰ノ中尅（＊９）、宿ヲ出。11ウラ見一リ程西北ノ滝・12ガンマンガ［ママ］淵見み巡めぐり、漸ク及うまに午および（＊10）、鉢石ヲ立、13奈須太田原ヘ趣おもむく。常ニハ今市ヘ戻リテ14大渡リト云所ヘカヽルト云[image: ]いへども、五左衛門、案内ヲ教ヘ、日光ヨリ廿丁程下リ、左ヘ［ママ］ノ方ヘ切レ、川ヲ越、15せノ尾・16川室ト云村ヘカヽリ、大渡リト云馬次ニ至ル。三リニ少シ遠シ。




　○今市ヨリ大渡ヘ弐リ余。

　○大渡[image: ]より17船入ヘ壱リ半ト云[image: ]壱里程有。18絹川ヲ19カリ橋有。20大おほ形かたハ船渡し。

　○船入[image: ]21玉入ヘ弐リ。未ノ上尅（＊11）ヨリ雷雨甚はなはだ強つよく、漸ク玉入ヘ着。








11　本文「日光」参照。

12　含満が淵。

13　今の栃木県大田原市。

14　今の今市市内。馬次。

15　瀬尾。今の今市市内。

16　今の今市市内。



17　船生（フニユウ）。鬼怒川の渡し。今の栃木県塩谷郡塩谷町。


18　鬼怒川。

19　仮橋。

20　たいていは。



21　玉生（タマニユウ）。今の栃木県塩谷郡塩谷町。宿駅。







一　同晩　玉入泊。宿悪あしき故ゆゑ、無理ニ名主ノ家入テ宿カル。

一　同三日　快晴。辰上尅（＊12）、玉入ヲ立。

　22鷹内ヘ二リ八丁。鷹内[image: ]23ヤイタヘ壱リニ近シ。ヤイタヨリ24沢村ヘ壱リ。沢村ヨリ太田原ヘ二リ八丁。太田原ヨリ25黒羽根ヘ三リト云[image: ]二リ余也。26翠桃宅、27ヨゼ［ママ］ト云所也トテ、弐十丁程アトヘ28モドル也。








22　今の矢板市内。

23　矢板。

24　今、矢板市内。

25　本文「那須野」参照。

26　本文「黒羽」参照。

27　余瀬。今、黒羽町内。

28　「モドリ」を改める。









一　四日　29浄法寺図書ヘ被まね招かる。







29　本文「黒羽」参照。







一　五日　30雲岩寺見物。朝曇。両日共ニ天気吉よし。







30　本文「雲巌寺」参照。







一　六日ヨリ九日迄、雨不止やまず。九日、31光明寺ヘ被招。昼ヨリ夜五ツ過（＊13）迄ニシテ帰ル。







31　本文「雲巌寺」参照。







一　十日　雨止。日久シテ照。

一　十一日　小雨降ル。余瀬翠桃ヘ帰ル。晩方強雨ス。

一　十二日　雨止。図書32被見廻みまはれ、33篠原被誘引へいういんせらる。








32　見廻は見舞に同じ。

33　本文「黒羽」参照。









一　十三日　天気吉。津久井氏被見廻而て、34八幡ヘ参詣被誘引。







34　金丸八幡。本文「黒羽」参照。







一　十四日　雨降リ、図書被見廻終日。35重之内持参。







35　重箱に入れた食べ物。







一　十五日　雨止。昼過、翁ト鹿助右同道ニテ図書ヘ被まゐ参らる。是ハ昨日約束之故也。予ハ少[image: ]持病気故不参。

一　十六日　天気能よし。翁、36舘ヨリ余瀬ヘ被立越たちこえらる。則、同道ニテ余瀬を立。及ひるに昼および、図書・弾蔵[image: ]馬人ニ而て被送おくらル。馬ハ37野間ト云所ヨリ戻ス。此間弐里１余。２高久ニ至ル。雨降リ出ニ依より、滞ル。此間３壱里半余。宿４角左衛門、図書[image: ]より状被そへ添らる。








36　黒羽の図書の官邸。

37　今の黒磯市内。

１　下に「半」を抹消。

２　今、那須郡那須町内。

３　下に「弐里余」を抹消。

４　高久氏。高久の庄屋。









一　十七日　角左衛門方ニ猶宿。雨降。野間ハ太田原[image: ]三里之内、５鍋かけ[image: ]五六丁西。







５　鍋掛。今、黒磯市内。







一　十八日　６卯尅（＊14）、地震ス。辰ノ上尅（＊15）、雨止。午ノ尅（＊16）、高久角左衛門宿ヲ立。暫有テ快晴ス。馬壱疋、７松子村迄送ル。此間壱リ。松子[image: ]８湯本ヘ三リ。未ノ下尅（＊17）、湯本之９五左衛門方ヘ着。








６　「雨止」を改める。

７　今、那須町内。

８　湯本温泉。同右。

９　温泉宿和泉屋の主人。









一　十九日　快晴。予、10鉢ニ出ル。朝飯後、図書家来角左衛門ヲ黒羽ヘ戻ス。午ノ上尅（＊18）、11湯ゆ泉ぜんヘ参詣。神主12越中出で合あひ、宝物ヲ拝。与一扇ノ的13躬残ノ14カブラ壱本・征そ矢や十本・蟇ひき目めノカブラ壱本・檜ひ扇子壱本、金ノ絵也。15正一位ノ宣旨・縁起等拝ム。夫それ[image: ]16殺生石ヲ見ル。宿五左衛門案内。17以上湯数六ケ所。上ハ出ル事不定。次ハ冷。ソノ次ハ温冷兼、18御橋ノ下也。ソノ次ハ不出いでず。ソノ次温湯アツシ。ソノ次、温也ノ由、所ノ19　云也。

　　　温泉大明神ノ20相あひ殿どのニ八幡宮ヲ移シ奉テ、

　　　21雨神22一方ニ拝レサセ玉フヲ、

　　湯をむすぶ誓も同じ石いは清し水みづ　　　翁

　　　　殺生石

　石の香や夏草赤く露あつし

　正一位ノ神位被加くはへらるるノ事、23貞享四年黒羽ノ舘主24信濃守増ます栄なが被寄進之きしんせらるるの由。祭礼、九月廿九日。







10　托鉢（タクハツ）。


11　温泉神社。

12　室井氏。

13　「射残」の誤記。



14　鏑矢（カブラヤ）。


15　正一位温泉大明神の号を贈られた宣旨。

16　本文「殺生石・遊行柳」参照。

17　合計。

18　温泉神社の神橋。

19　下に「者」脱か。

20　合祀の神を祭る宮社。

21　「両神」の誤記。

22　「一所」を改める。

23　一六八七年。

24　前黒羽藩主。当主大関増恒の祖父。元禄元年没。









一　廿日　朝霧降ル。辰中尅（＊19）、晴。下尅（＊20）、湯本ヲ立。25ウルシ塚迄三リ余。半途ニ26小や村有。ウルシ塚ヨリ27芦野ヘ二リ余。湯本ヨリ総すべテ山道ニテ、能よく不知しらずシテ難通とほりがたし。








25　漆塚。今、那須町内。

26　小屋村。今、那須町内。

27　本文「殺生石・遊行柳」参照。








[image: ]






28　今、白河市内。

29　上欄に横書。

30　本文「殺生石・遊行柳」参照。



31　「愛宕」の誤記。愛宕（アタゴ）神社。

32　兼載の誤り。







一　芦野[image: ]一里半余過テ、33ヨリ居村有。是[image: ]34ハタ村ヘ行ゆかバ、町ハヅレ[image: ]右ヘ切ル也。








33　寄居。今、那須町内。

34　旗村。旗宿のこと。今、福島県白河市内。








[image: ]






35　堺明神。関東側住吉明神。東北側玉津島明神。

36　奈良時代の関址。

１　佐藤庄司。継信・忠信兄弟の父。

２　源義経。









一　廿一日　霧雨降ル。辰上尅（＊21）止、宿ヲ出ル。町[image: ]３西ノ方ニ住吉・玉たまつ嶋しまヲ一所ニ祝いはひ奉たてまつる４宮有。古いにしへノ関ノ明神故ニ二所ノ関ノ名有ノ由、宿ノ主申ニ依テ参詣。ソレヨリ戻リテ５関山ヘ参詣。６行棊［ママ］菩薩ノ７開棊［ママ］。聖武天皇ノ御願寺、正観音ノ由、８成就山満願寺ト云。籏ノ宿[image: ]峯迄一里半、麓ヨリ峯迄十八丁。山門有。本堂有。奥ニ弘法大師・９行碁［ママ］[image: ]堂有。山門ト本堂ノ間、別当ノ寺有。真言宗也。本堂参詣ノ比ころ、少雨降ル。暫時止。コレヨリ10白河ヘ壱里半余。中町左五左衛門を尋。大野半治ヘ案内シテ通ル。黒羽ヘ[image: ]之小袖・羽織・状、左五左衛門方ニ預あづけ置おく。11置12矢吹ヘ申ノ上尅（＊22）ニ着、宿カル。白河[image: ]四里。今日昼過ヨリ快晴。宿次道程ノ帳有リ。





○白河ノ古関ノ跡、籏ノ宿ノ13下里程下野ノ方、14追分ト云所ニ関ノ明神有ある由よし、15相楽さがら乍さ憚たんノ伝也。是ヨリ丸ノ分同ジ。

○16忘ず山ハ、今ハ新あら地ち山ト云。17但馬村ト云所[image: ]半道程東ノ方ヘ行、18阿武隈河ノハタ。





[image: ]





　　ト申ければ、宗祇かんじられてもどられけりト云いひ伝つたふ。








３　「南」の誤りか。

４　今、白河神社に合祀。

５　旗宿東方の山。標高六一九メートル。

６　「行基」の宛字。

７　「開基」の宛字。

８　山頂の真言宗の寺院。

９　「行基」の宛字。「[image: ]」は「菩薩」の略記。

10　今の白河市。松平忠弘十三万五千石の城下町。

11　衍字。下に「銭託壱[image: ]弐百七十文」を抹消。

12　今、西白河郡矢吹町。

13　「下一里」の誤記か。

14　今、那須町内。

15　相楽等躬の別号。本文「須賀川」参照。

16　歌枕。「人忘れずの山」とも。今、白河市内。

17　田島村。今、白河市内。

18　本文「須賀川」参照。

19　歌枕。

20　今、西白河郡中島村。

21　等躬『蝦夷文談抄』に「類聚　陸奥のあふ隈川のかはすそに人なつかしの山はありけり　読人不知」。

22　歌枕。

23　鹿島神社。白河城の北。

24　『八雲御抄』杜に「うたたねの─　同（清少納言草子）」。歌は等躬『蝦夷文談抄』に源順作として掲出。

25　今、白河市内。

26　白河結城氏。以下、『白河関物語』『白川往昔記』等にも類似説話を所掲。

27　文明十三年三月十五日興行の鹿島神社前一日万句（白川往昔記）。

28　下に「前句」を抹消。









一　廿二日　29須か川、乍単斎宿、30俳有。

　　廿三日　同所滞留。晩方ヘ31可伸ニ遊、帰ニ32寺々八幡を拝。








29　今、福島県須賀川市。本文「須賀川」参照。

30　「風流の初や奥の田植歌」を発句とする芭蕉・等躬・曾良三吟歌仙。

31　本文「須賀川」参照。

32　奥羽街道の両側にあった諸寺・八幡社をさす。









一　廿四日33主あるじノ田植。昼過[image: ]可伸庵ニ而て34会有。会席、そば切、35祐碩賞これを之もてなす。雷雨、暮方止。








33　等躬をさす。

34　「隠れ家や目だたぬ花を軒の栗」を発句とする芭蕉・栗斎・等躬・曾良・等雲・深竿・素蘭の七吟歌仙。

35　吉田等雲。









一　廿五日　主物もの忌いみ、１別火。　廿六日　小雨ス。







１　汚れを忌み炊事の火を別にすること。







一　廿七日　曇。２三つ物ども。３芹沢ノ滝ヘ行。








２　「旅衣早苗に包む飯乞はん　曾良」、「茨きやうをまた習ひけりかつみ草　等躬」「雨晴れて栗の花咲く跡見かな　桃雪」を各発句とする芭蕉・等躬・曾良三吟の三つ物・四句をさす。

３　今、なし。









一　廿八日　発足ノ筈はず定ル。矢や内ない彦三良来きた而りて延引ス。昼過ヨリ彼宅ヘ行而及暮くれにおよぶ。４十念寺・諏訪明神ヘ参詣。朝之内、曇。







４　今、須賀川市内。






[image: ]

（＊23）（＊24）






５　石川郡玉川村大字竜崎在にある。

６　底本、上欄に横書。

７　笹川。

８　南東。

９　今、須賀川市内。

10　今、郡山市内。

11　旗本。二百石。

12　守山の寺。

13　「案内」の誤記か。

14　泰平寺。守山の神宮寺。

15　雪村。室町末の画僧。

16　室町末の連歌師・能書家。俳諧の祖とされる。

17　円珍。平安初の天台僧。

18　巨勢氏。平安初の画家。

19　狩野氏。江戸初の画家。

20　今、福島県郡山市。二本松は丹波左京太夫長次十万石の城下町。

21　金屋。今、郡山市内。

22　笹川の次の宿。








[image: ]
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23　檜皮。今、郡山市日和田町。

24　浅香山。本文「浅香山・信夫の里」参照。

25　歌枕。

26　今、郡山市片平町。

27　底本、上欄に横書。高倉は今、郡山市日和田町内。安達郡との境。

28　不審。

29　「[image: ]」を改める。

30　亀谷。二本松市内。

31　二本松市内。

32　本文「浅香山・信夫の里」参照。

33　真弓山観世寺。

34　今、安達町内。

35　八丁の目。

１　下に「福島」を抹消。

２　堀田伊豆守正虎十万石の城下町。今の福島市。

３　今、福島市郷野目。

４　御内儀・母堂。









一　二日　快晴。福嶋ヲ出ル。町ハヅレ十町程過テ、５イガラベ村ハヅレニ川有。川ヲ不越こさず、右ノ方ヘ七八丁行テ、アブクマ川ヲ船ニテ越ス。６岡阝ノ渡リト云。ソレヨリ十七八丁山ノ方ヘ行テ、谷アヒニ７モジズリ石アリ。柵フリテ有。８草ノ観音堂有。杉檜六七本有。９虎が清水ト云いふ小ク浅キ水有。福嶋[image: ]東ノ方也。其辺ヲ10山口村ト云。ソレヨリ11瀬ノウヱヘ出ルニハ、12月ノ輪ノ渡リト云テ、岡阝渡ヨリ下也。ソレヲ渡レバ、十四五丁ニテ瀬ノウヱ也。山口村[image: ]瀬ノ上ヘ弐里程也。








５　「カメアヒ」を改める。五十辺。今、福島市内。

６　岡部の渡。今、福島市内。

７　本文「浅香山・信夫の里」参照。

８　草葺きの観音堂。文知摺観音をさす。

９　里の長者の娘虎と源融との恋愛伝説にちなむ清水。

10　今、福島市山口。

11　瀬の上。今、福島市内。

12　本文「飯塚の里」参照。









一　瀬ノ上ヨリ13佐場野ヘ行。14佐藤庄司ノ寺有。寺ノ門ヘ不入いらず、西ノ方ヘ行。堂有。堂ノ後ノ方ニ庄司夫婦ノ石塔有。堂ノ北ノワキニ15兄弟ノ石塔有。ソノワキニ、兄弟ノハタザホヲサシタレバはた出シト云竹有。毎年、弐本づゝ同ジ様ニ生ズ。寺ニハ16判官殿笈・弁慶書かきシ経ナド有ある由よし。系図モ有由。福嶋[image: ]弐里、17こほり[image: ]モ弐里、瀬ノウヱヨリ壱リ半也。川ヲ越こし、十町程東ニ18飯坂ト云所有。湯有。村ノ上ニ19庄司舘跡有。下リニハ福嶋[image: ]佐波野・飯坂・桑こ折をりト可ゆく行べし。上リニハ桑折・飯坂・佐場野・福嶋ト出タル由。昼[image: ]曇、夕方[image: ]雨降、夜ニ入、強つよし。飯坂ニ宿、湯ニ入。








13　今、福島市飯坂町内。

14　本文「飯塚の里」参照。

15　継信・忠信兄弟。

16　『陸奥鵆』に「義経の笈・弁慶手跡大般若」。

17　桑折。今、伊達郡桑折町。

18　今の飯坂温泉。

19　大鳥城址。








[image: ]

（＊26）






20　貝田。今、伊達郡国見町内。

21　本文「飯塚の里」参照。

22　越河。今、白石市内。

23　底本、上欄に横書。

24　越河にある。石の大仏とも。

25　斎川。今、白石市内。

26　馬牛沼・万牛山。

27　「アフスリ」を改める。「コフシ」は「コワシ」の誤記。鐙毀。

28　甲冑堂。佐藤兄弟の妻の甲冑姿の木像を納める。

29　伊達藩片倉小十郎一万六千石の城下町。今、宮城県白石市。

30　一貫二百三十五文。金一歩の換算レートか。








[image: ]

（＊27）






○名取川、38中田出口ニ有。39大橋・40小橋二つ有。41左ヨリ右ヘ流也。

○42若林川、43長町ノ出口也。此川一ツ隔テ仙台町入口也。

夕方１仙台ニ着。其夜宿、２国分町大崎庄左衛門。










31　本文「笠島」参照。

32　竹駒神社。

33　宝窟山竹駒寺。

34　岩沼館主古内源吉の誤記か。

35　本文「笠島」参照。

36　今、名取市内。

37　箕輪。

38　「増田」を改める。今、仙台市内。

39　名取川橋。

40　今、大野田橋。

41　「右[image: ]」を改める。

42　今の広瀬川。

43　今、仙台市内。

１　伊達陸奥守綱村六十二万石の城下。

２　当時仙台の富裕地区。








[image: ]






３　橋本善右衛門信行。仙台藩士、六百石。

４　大淀三千風。談林系著名俳人で東北俳壇の中心人物。当時伊勢に帰郷。

５　書肆、和風軒加之。三千風門。本文「宮城野」参照。









一　六日　天気能よし。６亀が岡八幡ヘ詣。７城ノ追おふ手て[image: ]入。俄ニ雨降ル。茶屋ヘ入、止テ帰ル。








６　伊達氏の氏神。

７　伊達氏の居城青葉城。









一　七日　快晴。加衛門北野加之同道ニ而８権現宮を拝、９玉田・横野を見、つゝじが岡ノ天神ヘ詣、木の下ヘ行。薬師堂、古いにしヘ国分尼寺之跡也。帰リ曇。夜ニ入、加衛門・甚兵へ入じゆ来らい。10冊尺幷横物一幅づゝ翁書かき給たまふ。11ほし飯一袋・わらぢ二足、加衛門持参。翌朝、12のり壱包持参。夜ニ降。








８　東照宮。

９　本文「宮城野」参照。

10　「短尺」の誤記。



11　名産仙台糒（ホシイ）。

12　気仙郡の名産。







一　八日　朝之内小雨ス。巳ノ尅（＊28）[image: ]晴ル。仙台ヲ立。13十符菅・壺碑ヲ見ル。未ノ尅（＊29）、塩竈ニ着。湯漬など喰。14末ノ松山・興おき井のゐ・野田玉川・15おもハく[image: ]の橋・16浮嶋等ヲ見廻リ帰。出初ニ塩竈ノかまを見ル。宿、治兵へ、17法蓮寺門前。加衛門状添。銭湯有ニ入。








13　本文「宮城野」参照。

14　本文「末の松山」参照。

15　歌枕。塩竈の南方。

16　歌枕。多賀城址の東。

17　塩竈神社の東。








[image: ]

（＊30）（＊31）






18　本文「末の松山」参照。

19　以下いずれも歌枕。

20　北条時頼。

21　「岩窟」の宛字。

22　底本、上欄に横書。「とみ山」は「富山」。松島から湾内を眺望する丘。

23　一山一寧。元の禅僧。

24　五大明王を祀る。

25　慈覚大師。平安初の天台座主円仁。








[image: ]






26　今、宮城郡松島町内。

27　今、桃生郡鳴瀬町内。

28　本文「石の巻」参照。

29　今の桃生郡矢本町。

30　石巻駅前付近。

31　沼倉氏。旅籠屋。

32　根古村。今、鳴瀬町内。

33　今野氏。小野の伊東肥前の家老。



34　今、石巻市日和山（ヒヨリヤマ）公園。


35　歌枕。

36　渡波。今、石巻市内。

37　歌枕。

38　本文「石の巻」参照。

39　本文「石の巻」参照。

40　市内、北上川に臨む。

41　本文「石の巻」参照。








[image: ]






42　今、陸前高田市。

43　柳津。今、宮城県本吉郡津山町内。

44　鹿又。今、桃生郡河南町内。

45　今、桃生郡河北町内。

１　登米。大蔵は伊達綱村の子村直で、登米の領主。

２　大庄屋。








[image: ]






３　今、登米郡中田町。

４　涌津。今、岩手県西磐井郡花泉町内。

５　金沢。同花泉町内。

６　今、一関市。








[image: ]

（＊32）（＊33）






７　本文「平泉」参照。

８　桜川。

９　桜山。束稲山をいう。

10　達谷ケ窟。

11　月山神社・白山神社。

12　新御堂無量光院。

13　普通の風呂のこと。「敷」は衍字。








[image: ]






14　岩ケ崎。今、栗駒町内。

15　一迫。実は三迫。

16　茂庭大蔵。伊達家重臣。

17　三迫。実は一迫。

18　歌枕。

19　本文「尿前の関」参照。

20　伊達敏親か。

21　伊達政宗。

22　本文「尿前の関」参照。



23　今、宮城県加美郡内。「一・二」の番号で注６「岩手山」より続く意を示す。


24　以下「軽井沢」まで今いずれも加美郡小野田町内。

25　今、山形県尾花沢市内。

26　延沢。同右。

27　本文「尾花沢」参照。

28　本文「最上川」参照。








[image: ]






29　直行する近道。

30　三行後の「宮」へ続く。

31　日付の一行、行間に書入れ。



32　今、宮城県玉造郡鳴子町内。「二」は前節注６「岩手山」より続く意。○は次行「此間…」との対応符号。


33　鍛冶谷沢。鳴子町内。

34　小僧。今、栗原郡一迫町内。

35　「云へ」の「へ」脱。

36　注８に同じ。

37　本文「尿前の関」参照。

38　名生定。鳴子町内。

39　本文「尿前の関」参照。

40　歌枕。

41　今、鳴子町内。

42　今、山形県最上郡最上町内。

43　今、山形県東根市内。旧庄園名。

44　今、最上町内。









〇十六日　堺田ニ滞留。大雨、宿和泉庄や新右衛門兄也。

〇十七日　快晴。堺田ヲ立。



[image: ]

　昼過、６清風ヘ着、一宿ス。






１　今、最上町内。

２　市野々。尾花沢市内。

３　一刎。今、最上町内。

４　関屋。今尾花沢市内。

５　今、尾花沢市内。

６　本文「尾花沢」参照。








[image: ]






７　弘誓山養泉寺。

８　底本、以下二十四日まで改行せず。一度にまとめて書いたものか。

９　村川伊左衛門。

10　富豪鈴木宗専（後出）の息。俳号、東水。

11　俳号、遊川。庄屋。

12　歌川仁左衛門。

13　夜明かしして日の出を拝む行事。俳諧等を伴う。

14　田中藤十郎。

15　秋調の父。医師。

16　本文「最上川」参照。

17　大石田の船問屋。

18　大石田の大庄屋。

19　当時京へ旅行中の意。

20　今、山形県新庄市。

21　新庄の富商。









○廿五日　折[image: ]小雨ス。大石田[image: ]川水入じゆ来らい、連衆故障有テ俳ナシ。夜ニ入、秋調ニテ22庚かう申しん待まちニテ被招。　23廿六日　昼[image: ]於いう遊せん川におニいて、東陽持もて賞なス。此日も小雨ス。







22　庚申（カノエサル）の夜、徹夜で仏神を祭る行事。俳諧等を伴う。

23　底本、改行せず。廿五日分と同日の筆記か。






[image: ]

（＊34）（＊35）

[image: ]山形ヘ趣カ32ンシ［ママ］テ止ム。是[image: ]仙台ヘ　こ越ゆる路有。関東道九十里余。






24　本文「立石寺」参照。

25　今、山形県村山市内。

26　今、村山市内。

27　ロクダ。今、東根市内。

28　今、山形県天童市。

29　今の山形市。

30　今、山形市大字山寺。

31　預り（寺務を執る役所）経営の宿坊。

32　下に「ト」脱。









一　廿八日　馬借テ天童ニ趣。六田ニテ、又内蔵ニ逢。立寄ば持もて賞なス。未ノ中尅（＊36）、大石田33一英宅ニ着。両日共ニ危シテ雨34不[image: ]。35上飯田[image: ]壱リ半。川せん水すい出合。其夜、労ニ依テ無はい俳なし。休ス。








33　一栄（前出）。

34　「不降」の誤記。

35　本飯田。








[image: ]

（＊37）






36　底本、「前夜」を改める。

37　「五月雨を集めて涼し最上川」の四吟歌仙の発句・一巡。

38　黒滝山向川寺。








[image: ]

（＊38）（＊39）






１　阿弥陀堂。

２　最上郡舟形町。

３　名木沢。今、尾花沢市内。

４　渋谷甚兵衛（前出）。

５　渋谷氏。俳号、盛信。風流の本家で庄内一の富豪。

６　「御尋ねにわが宿狭し破れ蚊屋」の風流・芭蕉ら七吟歌仙。以下は連衆名。








[image: ]

（＊40）






７　今、新庄市内。

８　今、最上郡戸沢村。

９　底本、上欄に横書。

10　今、東田川郡立川町内。

11　鶴岡藩主酒井忠直。

12　本文「出羽三山」参照。

13　狩川。今、立川町内。



14　今、羽黒町手向（トウゲ）。


15　手向内。

16　俳号、呂（露）丸。

17　和合院。会覚。

18　本文「出羽三山」参照。

19　参道の右手に流れる。

20　「隠居所」の宛字。








[image: ]





21　蕎麦切（ソバキリ）。22　盛岡城主南部重信。


23　法輪陀寺塔中珠妙。

24　近江飯道寺の僧。

25　「ありがたや雪をめぐらす風の音」の八吟歌仙。

26　京の僧。

27　「涕泣ス」の誤記。









〇五日　朝ノ間、小雨ス。昼[image: ]晴ル。昼迄28断食シテ29註し連めカク。夕飯過テ、先30羽黒ノ神前ニ詣。帰、俳一折ニミチヌ。







28　三山登山のための潔斎。

29　「注連」（シメ）の宛字。

30　羽黒権現。






[image: ]

（＊41）






31　コワシズ。四合目。

32　六合目。

33　「高清水」の「水」脱。

34　八合目付近。フタラは補陀落、ニゴリ沢は濁沢。

35　九合目付近。役行者が月山権現に押し戻された所。

36　頂上に祀る月山権現。

37　「来迎」の宛字。雲中に蜃気楼現象で生ずる人影。

38　ともに西村山郡内。前者は真言、後者は天台方。









[image: ]

△ハラヂヌギカヘ場[image: ]51シヅト云所ヘ出テ、モガミヘ行也。

△１堂者坊ニ一宿、三人、壱歩。月山、一夜宿、コヤ賃廿文。方[image: ]役銭弐百文之内。散銭弐百文之内。彼是、壱歩銭不余あまらず。








39　本文「出羽三山」参照。

40　本文「出羽三山」参照。

41　前節注８の○印に続く。

42　牛ケ首。下山道の山。

43　「垢離」の誤記。

44　「ワラヂ」（草鞋）。

45　シメカケ。

46　底本、上欄に横書。

47　注連掛口の注連寺。

48　大綱口の大日坊。

49　羽黒山南谷の役僧。

50　逆迎え。料理を持ち下山の道者を出迎えること。

51　志津。今、西川町内。

１　道者坊。行者宿泊所。








[image: ]

（＊42）（＊43）






２　お山成就祝いの慣例。

３　連句の名残の花の句。








[image: ]

（＊44）（＊45）






４　手向正善院前黄金堂。

５　「道[image: ]」の誤脱。

６　本文「酒田」参照。



７　「めづらしや山を出羽（イデハ）の初茄子　翁」。







〇十一日　折[image: ]村雨ス。俳有。翁、持病不快故、昼程中絶ス。



[image: ]





△靏ケ岡、山本小兵へ殿、長山五良右衛門縁者。



[image: ]　図司藤四良、近藤左吉舎弟也。






８　以下、羽黒で会った人人の心覚えの注記。

９　羽黒山寺坊の一。

10　山麓妻帯修験三十六坊の一。姓、田村。

11　『三山雅集』の撰者呂笳の父。



12　今、青森県上北郡七戸（シチノヘ）町。







一　十三日　川船ニテ13坂田ニ趣おもむく。船ノ上七里也。陸五里成なりト。出船ノ砌みぎり、羽黒[image: ]飛脚、旅行ノ帳面被調てうじられ、被遣つかはさる。又、ゆかた二ツ被贈おくらる。亦、発句共も被為見みせらる。船中少シ雨降テ止。申ノ刻（＊46）[image: ]曇。暮ニ及テ坂田ニ着。14玄順亭ヘ音おと信づれ、留主ニテ、明朝逢。








13　今の山形県酒田市。

14　伊東氏。俳号、淵庵不玉。酒田の町医師。









〇十四日　15寺島彦助亭ヘ被招まねかる。16俳有。夜ニ入いり帰ル。暑甚シ。








15　俳号、安種亭令道。酒田の浦役人。

16　「涼しさや海に入れたる最上川」の芭蕉・詮道・不玉ら七吟連句。









〇十五日　17象潟ヘ趣。朝ヨリ小雨。18吹浦ニ到ル前[image: ]甚雨。昼時、吹浦ニ宿ス。此間六リ、砂浜、渡シ二ツ有。左吉状届。晩方、番所裏判済。








17　本文「象潟」参照。

18　今、飽海郡遊佐町内。








[image: ]






19　メガ。同右。

20　同右。

21　今、象潟町内。

22　天領。

23　本文「象潟」参照。象潟の当時の村落名。

24　今、象潟町内。

25　底本、上欄に横書。六郷庄之助は本庄藩主。

26　有耶無耶関。歌枕。

27　行間書入の挿入位置を示す印。

28　能登屋。

29　鎮守熊野神社の祭礼。

30　上に「女」を抹消。

１　後出、又左衛門の弟。

２　蚶満寺の誤記。

３　塩越の鎮守。

４　名主。

５　本文「象潟」参照。









○十八日　快晴。早朝、橋迄行、６鳥海山ノ晴嵐ヲ見ル。飯終テ立。７アイ風吹テ山海快こころよし。暮ニ及テ、酒田ニ着。








６　本文「象潟」参照。

７　東風。北国方言。









〇十九日　快晴。８三吟始。明廿日、寺嶋彦助江戸ヘ被趣おもむかるるニ因テ状認したたむ。翁[image: ]杉さん風ぷう、又９鳴なる海み寂照・10越人ヘ被遣つかはさる。予、杉風・深川11長政ヘ遣ス。








８　「あつみ山や吹浦かけて夕涼み」の芭蕉・不玉・曾良三吟歌仙。

９　下里氏。俳号、知足。

10　越智氏。名古屋蕉門。

11　「川」を改める。









○廿日　快晴。三吟。　○廿12一日　快晴。夕方曇。夜ニ入、村雨シテ止。三吟終。







12　「二」を改める。







○廿二日　曇。夕方晴。　○廿三日　13晴。

　廿14四日　朝晴。夕ヨリ夜半迄雨降ル。廿三日、15近江や三良兵へヘ被招。夜に入16即興の発句有。








13　上に「朝」を抹消。

14　「五」を改める。

15　俳号、玉志。富商。

16　「初真桑四つにやわらん輪に切らん」以下、芭蕉・曾良・不玉・玉志の発句。








[image: ]

（＊47）






17　歌枕。最上川河口の州。

18　不玉・玄的。

19　加賀屋藤右衛門。俳号、任暁。

20　宮部。前出、低耳。

21　今、鶴岡市大山。








[image: ]

（＊48）






22　今、酒田市内。

23　今、鶴岡市内。

24　上欄に横書。

25　今、西田川郡温海町。

26　三瀬西南の海岸。今、温海町内。

27　堅苔沢。同右。









○廿七日　雨止。温海立。翁ハ馬ニテ直すぐニ28鼠ケ関被趣こえらる。予ハ29湯本ヘ立寄、見物シテ行。半道計ばかりノ山ノ奥也。今日も折[image: ]小雨ス。　く及れに暮および、30中村ニ宿ス。








28　本文「越後路」参照。

29　温海温泉湯本。温海町。

30　今、岩船郡山北町内。








[image: ]

（＊49）






31　「葡萄」。武動峠。

32　今、新潟県村上市。榊原勝乗十五万石の城下町。








[image: ]

（＊50）





33　榊原帯刀（タテワキ）。筆頭家老。二千二百石。


34　銭二貫五百文。

35　榊原家の国付菩提寺。

36　帯刀の父良兼の法号。曾良の仕えた長島藩主松平良尚の三男。貞享四年没。

37　村上西方の海岸。








[image: ]

（＊51）（＊52）（＊53）（＊54）（＊55）






38　「泰叟寺」の誤記。榊原家の菩提寺。

１　北蒲原郡中条町。



２　乙（キノト）大日如来。真言宗。


３　築地村。北蒲原郡内。

４　今の新潟市。

５　「未」を改める。

６　下等な雑居宿。









〇三日　快晴。新潟を立。馬高ク、無用之由、源七指図ニ而、歩行ス。申ノ下刻（＊56）、７弥彦ニ着ス。宿取テ、８明神ヘ参詣。








７　今、西蒲原郡弥彦村。

８　弥彦神社。









〇四日　快晴。風、三日同風也。辰ノ上刻（＊57）、弥彦ヲ立。９弘智法印像為[image: ]拝をがむため〔ママ〕、峠[image: ]右ヘ半道斗ばかり行。谷ノ内、森有、堂有、像有。二三町行テ、10[image: ]正寺ト云所ヲ、11ノズミト云浜ヘ出テ、十四五12丁13寺泊ノ方ヘ来リテ、左ノ谷間ヲ

[image: ]通リテ、14国上くがみヘ行ゆく道有。15荒井ト云塩浜ヨリ壱リ　ば計かり有。寺泊ノ方ヨリハ、16ワタベ［ママ］ト云所ヘ出テ行也。寺泊リノ後也。壱リ有。同晩、申ノ上刻（＊58）、17出雲崎ニ着、宿ス。夜中、雨強降。








９　真言宗蓮華寺住職。貞治二年（一三六三）即身成仏、ミイラ像となって残る。

10　海雲山西生寺。今、寺泊町内。

11　野積。今、寺泊町内。

12　「六」を改める。

13　今、三島郡寺泊町。

14　今、分水町内。

15　「荒谷」の誤記。今、寺泊町内。

16　渡部。今、分水町内。

17　今、三島郡出雲崎町。









〇18五日　朝迄雨降ル。辰ノ上刻（＊59）止。出雲崎ヲ立。間モナク雨降ル。19至柏崎かしはざきにいニたり、20天や弥惣兵衛ヘ弥三良状届とどけ、宿ナド云付ルトイヘ[image: ]ども、不快シテ出ヅ。道迄両度人走はしらせテ止、不止とどまらずシテ出。小雨折[image: ]降ル。申ノ下尅（＊60）、至21鉢崎。宿、たわらや六良兵衛。








18　「朝」を改める。

19　今、新潟県柏崎市。

20　天屋。市川氏。豪家。

21　今、柏崎市内。









〇六日　雨晴。鉢崎ヲ昼22時、23黒井ヨリスグニ浜ヲ通テ、24今町ヘ渡ス。25聴信寺ヘ弥三状届。忌中ノ由ニテ強しひ而て不止とどめず、出いづ。石井善次良聞テ人ヲ走ス。不帰かへらず。及再三さいさんにおよび、折節雨降出ル故、幸ト帰ル。宿、古川市左衛門方ヲ云付ル。夜ニ至テ、各来ル。26発句有。








22　下に「立」脱か。

23　今、新潟県上越市内。

24　今、上越市。

25　浄土真宗。寺僧、眠鷗。

26　「文月や六日も常の夜には似ず」の句。








[image: ]






27　「招クニ」の誤記。

28　俳号、右雪。

29　「星今宵師に駒ひいてとどめたし」の右雪・曾良・芭蕉三吟連句。









○八日　雨止、欲立たたんとほつす。強而止テ30喜衛門饗ス。饗畢をはり、立。未ノ下尅（＊61）、至31高田ニ。32細川春庵ヨリ人遣シテ迎、連テ来ル。春庵ヘ不寄よらずシテ、先まづ、池田六左衛門ヲ尋たづぬ。客有。寺ヲかり、休ム。又、春庵ヨリ状来ル。頓やが而て尋。33発句有。俳初ル。宿六左衛門、子甚左衛門ヲ遣ス。謁ス。








30　石塚氏。俳号、左栗。

31　今、上越市。

32　俳号、棟雪。医師。

33　「薬欄にいづれの花を草枕」。









〇九日　折[image: ]小雨ス。俳、歌仙終。

〇十日　折[image: ]小雨。中桐甚四良ヘ被招まねかれ、歌仙一折有。夜ニ入テ帰。夕方[image: ]晴。



[image: ]

（＊62）






１　国分寺五智如来。

２　居田神社。上越市内。

３　今、西頸城郡名立町。

４　今、西頸城郡能生町。









〇十二日　天気快晴。能生ヲ立。５早川ニテ翁ツマヅカレテ衣類濡ぬれ、川原暫

[image: ]干ス。午ノ尅（＊63）、６糸魚川ニ着。７荒や町、左五左衛門ニ休ム。８大聖寺ソセツ師言伝有。母義、無ぶ[image: ]じニ下着、此地平安ノ由。申ノ中尅（＊64）、９市振ニ着、宿。








５　中宿・梶屋敷間。

６　今、糸魚川市。

７　新屋町。

８　本文「全昌寺」参照。

９　本文「越後路」参照。









〇十三日　市振立。虹立10。11玉木村、市振ヨリ十四五丁有。12中・後ノ堺、川有。渡テ越中ノ方、13堺村ト云。加賀ノ番所有。出手形入いるノ由。14泊ニ至テ、越中ノ名所少[image: ]覚おぼゆる者有。15入善ニ至テ馬ナシ。人雇テ荷ヲ持せ、16黒阝川ヲ越。雨ツヾク時ハ山ノ方ヘ廻ベシ。17橋有。壱リ半ノ廻リ坂有。昼過、雨為降ふらんとして晴。申ノ下尅（＊65）、18滑河ニ着、宿。暑気甚シ。








10　下に「泊ニテ」を抹消。

11　今、西頸城郡青海町内。

12　越中・越後。

13　今、下新川郡朝日町内。

14　同右。

15　今、下新川郡入善町。

16　黒部川。

17　愛本の橋。

18　今、富山県滑川市。








[image: ]

（＊66）






19　今、富山市。

20　東岩瀬。今、富山市内。

21　神通川。

22　放生津。今、新湊市内。

23　庄川。

24　常願寺川。

25　今、富山県氷見市。

26　本文「越中路」参照。

27　今、富山県高岡市。

28　本文「越中路」参照。

29　歌枕。高岡市北方。

30　石瀬野。歌枕。

31　「ス」を改める。

32　以下三字難読。









一　十五日　快晴。高岡ヲ立。33埴生はにふ八幡ヲ拝ス。34源氏山、35卯ノ花山也。36クリカラヲ見テ、未ノ37中刻（＊67）、38金沢ニ着。

　京や吉兵衛ニ宿かり、竹雀・39一笑ヘ通ズ。40艮刻、竹雀・41牧童同道シテ42来テ談。一笑、去十二月六日死去ノ由。








33　小矢部市石動町内。

34　礪波山東方の山。

35　本文「金沢」参照。

36　俱利伽羅峠。同右。

37　「下刻」を改める。

38　本文「金沢」参照。

39　本文「金沢」参照。

40　即刻。

41　北枝の兄。研師。

42　「来リ」を改める。









一　十六日　快晴。巳ノ刻（＊68）、カゴヲ遣シテ竹雀ヨリ迎、川原町43宮竹や喜左衛門方ヘ移ル。段[image: ]各来ル。謁ス。







43　小春の父。旅宿業。







一　十七日　快晴。翁、44源意庵ヘ遊。予、病気故不随したがはず。今夜、丑ノ比ころ（＊69）ヨリ雨強降テ、暁止。







44　北枝の玄意庵か。







一　十八日　快晴。　一　十九日　快晴。各来。

一　廿日　快晴。45庵ニテ46一泉饗。47俳、一折有テ、夕方、48野畑ニ遊。帰テ、夜食出テ散ズ。子ノ刻（＊70）ニ成。








45　一泉の松幻庵。

46　斎藤氏。

47　「残暑しばし手ごとに料れ瓜茄子」の半歌仙。

48　野端山。金沢市内。








[image: ]






49　医師。服部元好。

50　本文「天龍寺・永平寺」参照。









一　廿二日　快晴。高徹見廻みまふ。亦、薬請うく。此日、一笑追善会ゑ、51於　［ママ］寺興行。各朝飯後ヨリ集。予、病気故、未ノ刻（＊71）ヨリ行、暮過、各ニ先さき達だつ而て帰。亭主52丿べつ松しよう。








51　寺名空欄。願念寺。

52　一笑の兄。本文「金沢」参照。









一　廿三日　快晴。翁ハ53雲口主あるじニテ54宮ノ越ニ遊。予、病気故不行ゆかず。江戸ヘノ状認したたむ。55鯉市・56田平・57川源等ヘ也。徹ヨリ薬請。以上六貼でふ也。今宵、牧童・紅爾等願滞留。








53　小野氏。町人。

54　宮の腰。今、金沢市内。

55　鯉屋市兵衛。杉風。

56　田中平丞。

57　川合源右衛門。長島藩士。









一　廿四日　快晴。金沢ヲ立。１小春・牧童・２乙おと州くに、町ハヅレ迄送ル。雲口・一泉・徳子等、３野[image: ]市迄送ル。餅・酒等持参。申ノ上尅（＊72）、４小枩ニ着。竹意同道故、近江やト云ニ宿ス。北枝随之これにしたがふ。夜中、雨降ル。








１　宮竹屋の三男。薬種商。

２　川井氏。近江大津の輸送業者。

３　今、石川郡野々市町。

４　本文「金沢」参照。








[image: ]

（＊73）（＊74）（＊75）






５　竜昌寺。

６　本文「多太神社」参照。

７　日吉神社。

８　「藤村伊豆」の誤記。俳号、鼓蟾。

９　「しをらしき名や小松吹く萩薄」の十吟世吉の会。

10　「朝」を改める。

11　別号、享子。「へ」誤入。

12　「ぬれて行くや人もをかしき雨の萩」の五十韻。

13　庚申待。前出。









一　廿七日　快晴。所ノ諏訪宮祭ノ由聞テ詣。巳ノ上刻（＊76）、立。斧ふ卜ぼく・志格等来テ留トイヘども、立。伊豆尽甚持賞もてなス。14八幡ヘノ奉納ノ句有。真盛が句也。15予・北枝随之これにしたがふ。








14　「あなむざんやかぶとの下のきりぎりす」。

15　「幾秋か甲にきえぬ鬢の霜　曾良」「くさずりのうら珍しや秋の風　北枝」。









一　同晩　16山中ニ申ノ下尅（＊77）、着。17泉屋久米之助方ニ宿ス。山ノ方、南ノ方ヨリ北ヘ夕立通ル。








16　本文「那谷」参照。

17　本文「山中」参照。








[image: ]





18　医王寺。本尊薬師如来。






[image: ]





19　大聖寺川の淵。







一　八月朔日　快晴。20黒谷橋ヘ行。







20　大聖寺川にかかる橋。







一　二日　快晴。　〇三日　雨折[image: ]降。　く及れに暮および、晴。山中故、月不得見みることをえず。夜中、降ル。



[image: ]

（＊78）（＊79）（＊80）






21　本文「那谷」参照。

22　加賀藩士。千石。

23　以下二字難読。「順従」の誤記か。

24　即刻。

25　大聖寺。本文「全昌寺」参照。

26　本文「全昌寺」参照。

27　菅生石部神社。敷地天神とも。大聖寺町内。








[image: ]

（＊81）（＊82）






28　橘。今、加賀市三木町内。

29　本文「汐越の松」参照。

30　底本、上欄に横書。

31　今福井県坂井郡三国町。

32　本文「汐越の松」参照。

33　今、坂井郡芦原町内。

34　今、坂井郡金津町。

35　吉田郡森田町を坂井郡丸岡町と混同したものか。









一　八日　快晴。森岡ヲ日ノ出（＊83）ニ立テ、舟橋ヲ渡テ、右ノ方廿丁計ばかりニ36道明寺村有。少南ニ37三国海道有。ソレヲ福井ノ方ヘ十丁程往テ、38新田塚、左ノ方ニ有。コレヨリ１黒丸見ワタシテ、十三四丁西也。新田塚ヨリ福井、廿丁計有。巳ノ刻（＊84）前ニ２福井ヘ出ヅ。３苻中ニ至ルトキ、未ノ上刻（＊85）、小雨ス。艮すなはち、止。申ノ下刻（＊86）、４今庄ニ着、宿。








36　燈明寺。今、福井市内。

37　福井・三国間の街道。

38　新田義貞の塚。

１　今、福井市内。

２　今、福井市。

３　府中、今、武生市。

４　今、南条郡今庄町。








[image: ]

（＊87）（＊88）（＊89）（＊90）（＊91）






５　木芽峠。木目峠とも。今庄・敦賀間の峠。

６　本文「敦賀」参照。

７　本文「敦賀」参照。

８　今、敦賀市。

９　本文「敦賀」参照。

10　今、敦賀市内。

11　金崎宮。沈鐘伝説で著名。今、敦賀市内。

12　神戸（敦賀市内）か。

13　本文「種の浜」参照。

14　陸ハ難所。

15　色の浜。

16　本文「種の浜」参照。

17　「日蓮」の宛字。

18　常宮。

19　浄土宗。今敦賀市内。

20　唐人橋の旅籠屋。









一　十一日　快晴。21天や五良右衛門尋テ、翁ヘ手紙認したため、預置。五良右衛門ニハ不逢あはず。巳ノ上刻（＊92）、ツルガ立。午ノ刻（＊93）[image: ]曇、涼シ。申ノ中刻（＊94）、22木ノ本ヘ着。








21　室氏。俳号、玄流子。

22　今、滋賀県伊香郡木之本町。









一　十二日　少曇。木ノ下ヲ立。午ノ尅（＊95）、23長浜ニ至ル。便船シテ、24彦根ニ至ル。城下ヲ過テ25平田ニ行。禅桃留る主す故ゆゑ、26鳥本ニ趣テ宿ス。宿カシカネシ。夜ニ入、雨降。








23　今、滋賀県長浜市。

24　今、彦根市。

25　今、彦根市内。

26　今、彦根市鳥居本町。









一　十三日　雨降ル。27多賀ヘ参詣。鳥本ヨリ弐里戻ル。帰テ、28摺針ヲ越、29関ケ原ニ至テ宿。夕方、雨止。








27　多賀神社。多賀町内。

28　摺針峠。

29　今、岐阜県不破郡関ケ原町。









一　十四日　快晴。関ケ原ヲ立。30野上ノ宿過テ、右ノ方ヘ切テ、31南宮ニ至テ拝ス。32不破修しゆ理りヲ尋テ33別龍霊社ヘ詣。修理、汚を穢わい有テ別居ノ由ニテ不逢あはず。弟、斎藤右京同道。ソレヨリスグ道ヲ経テ、34大垣ニ至ル。弐里半程。如行ヲ尋、留主。息、止テ宿ス。夜ニ入、月見シテアリク。35竹ちく戸こ出逢。清明。








30　歌枕。関ケ原町内。

31　南宮明神。垂井町内。

32　南宮明神の神官。

33　南宮明神の摂社。

34　本文「大垣」参照。

35　如行門人。鍛冶工。









一　十五日　曇。辰ノ中尅（＊96）、出船。36嗒たふ山ざん・37此し筋きん・38千川・暗香ヘノ状残のこす。翁ヘモ残ス。如行ヘ発句ス。竹戸、脇ス。未ノ尅（＊97）、雨降出ス。申ノ下尅（＊98）、39大智院ニ着。40院主、41西川ノ神事ニ而留主。夜ニ入テ、42小寺氏ヘ行、道ニテ逢テ、其夜、宿。








36　大垣の町人。

37　宮崎太右衛門。荊口の長男。大垣藩士。

38　岡田氏。荊口の次男。大垣藩士。

39　今、三重県桑名郡長島町内。真言宗。

40　第四世良成。

41　西川弁才天。長島町内。

42　小寺五郎左衛門。社人。









〇十六日　快晴。43森氏、折節入じゆ来らい、病躰談だんず。七ツ（＊99）過、平右へ寄。夜ニ入、44小芝母ぼ義ぎ・彦助入来。道[image: ]帰テ逢テ、45玄忠ヘ行、及戌刻（＊100）。其夜ヨリ薬用。








43　森恕庵玄忠。藩医。

44　「小芝」は長島藩士。

45　前出、藩医森恕庵。









〇十七日　快晴。　〇十八日　雨降。　〇十九日　天気吉。　●廿日　同。廿一日　同。　○廿二日・廿三日　快晴。　廿四日　晴。　○廿五日　巳下刻（＊101）ヨリ降ル。　○廿六日　晴。　廿七・八・九　晴。

九月朔日　晴。　二日　晴。大垣為ゆく行ため、今けふ、申ノ尅（＊102）ヨリ１長禅寺ヘ行而宿。　２海蔵寺ニ出会しゆつくわいス。








１　長島町内の寺院。

２　桑名市内の曹洞宗の寺院か。








[image: ]

（＊103）（＊104）（＊105）

　（七日以降省略）






３　谷九太夫。大垣の船問屋。季吟門で芭蕉の旧知。

４　本文「大垣」参照。

５　浅井源兵衛。大垣藩士。俳号、左柳。

６　長島町内。

７　吉田七左衛門。長島藩士。












新旧時刻対照表




　　日付　日記時刻

　　　推定現在時刻

【３月】


＊１　27日　日出

　　　午前４時36分

＊２　　　　巳ノ下尅

　　　午前９時30分ごろ～10時20分ごろ

＊３　28日　辰上尅

　　　午前５時15分ごろ～６時５分ごろ

＊４　　　　午ノ下尅

　　　午後０時５分ごろ～０時55分ごろ

＊５　29日　辰ノ上尅

　　　午前５時15分ごろ～６時５分ごろ

【４月】

＊６　１日　辰上尅

　　　午前５時15分ごろ～６時５分ごろ

＊７　　　　午ノ尅

　　　午前11時35分ごろ

＊８　　　　未ノ下尅

　　　午後２時35分ごろ～３時25分ごろ

＊９　２日　辰ノ中尅

　　　午前６時30分ごろ

＊10　　　　午

　　　午前11時35分ごろ

＊11　　　　未ノ上尅

　　　午後０時55分ごろ～１時45分ごろ

＊12　３日　辰上尅

　　　午前５時10分ごろ～６時ごろ

＊13　９日　五ツ

　　　午後８時45分ごろ

＊14　18日　卯尅

　　　午前３時45分ごろ

＊15　　　　辰ノ上尅

　　　午前５時５分ごろ～６時ごろ。

＊16　　　　午ノ尅

　　　午前11時35分ごろ

＊17　　　　未ノ下尅

　　　午後２時40分ごろ～３時30分ごろ

＊18　19日　午ノ上尅

　　　午前10時20分ごろ～11時10分ごろ

＊19　20日　辰中尅

　　　午前６時20分ごろ

＊20　　　　（辰）下尅

　　　午前６時50分ごろ～７時40分ごろ

＊21　21日　辰上尅

　　　午前５時５分ごろ～６時ごろ

＊22　　　　申ノ上尅

　　　午後３時35分ごろ～４時30分ごろ

＊23　29日　巳中尅

　　　午前９時ごろ

＊24　　　　日ノ入

　　　午後７時ごろ

【５月】

＊25　１日　日出

　　　午前４時15分ごろ

＊26　３日　巳ノ上尅

　　　午前７時35分ごろ～８時30分ごろ

＊27　４日　辰ノ尅

　　　午前６時20分ごろ

＊28　８日　巳ノ尅

　　　午前９時ごろ

＊29　　　　未ノ尅

　　　午後２時20分ごろ

＊30　９日　辰ノ尅

　　　午前６時15分ごろ

＊31　　　　午ノ尅

　　　午前11時35分ごろ

＊32　13日　巳ノ尅

　　　午前９時ごろ

＊33　　　　申ノ上尅

　　　午後３時45分ごろ～４時40分ごろ

＊34　27日　辰ノ中尅

　　　午前６時30分ごろ

＊35　　　　未の下尅

　　　午後２時50分ごろ～３時40分ごろ

＊36　28日　未の中尅

　　　午後２時25分ごろ

＊37　29日　未尅

　　　午後２時20分ごろ

＊38　30日　辰刻

　　　午前６時30分ごろ

【６月】

＊39　１日　辰刻

　　　午前６時30分ごろ

＊40　３日　申ノ刻

　　　午後５時ごろ

＊41　６日　申ノ上尅

　　　午後３時40分ごろ～４時35分ごろ

＊42　８日　申ノ刻

　　　午後５時ごろ

＊43　９日　申刻

　　　午後５時ごろ

＊44　10日　未ノ上刻

　　　午後２時15分ごろ～３時10分ごろ

＊45　　　　申ノ刻

　　　午後５時ごろ

＊46　13日　申ノ刻

　　　午後５時ごろ

＊47　25日　未ノ尅

　　　午後２時20分ごろ

＊48　26日　未ノ尅

　　　午後２時20分ごろ

＊49　28日　申ノ上刻

　　　午後３時30分ごろ～４時20分ごろ

＊50　29日　未ノ下尅

　　　午後２時40分ごろ～３時30分ごろ

【７月】

＊51　１日　巳ノ尅

　　　午前９時30分ごろ

＊52　　　　午ノ下尅

　　　午後０時15分ごろ～１時５分ごろ

＊53　　　　申ノ上尅

　　　午後３時30分ごろ～４時20分ごろ

＊54　２日　辰ノ刻

　　　午前６時50分ごろ

＊55　　　　申ノ上刻

　　　午後３時30分ごろ～４時20分ごろ

＊56　３日　申ノ下刻

　　　午後５時10分ごろ～６時ごろ

＊57　４日　辰ノ上刻

　　　午前５時40分ごろ～６時30分ごろ

＊58　　　　申ノ上刻

　　　午後３時30分ごろ～４時20分ごろ

＊59　５日　辰ノ上刻

　　　午前５時40分ごろ～６時30分ごろ

＊60　　　　申ノ下尅

　　　午後５時10分ごろ～６時ごろ

＊61　８日　未ノ下尅

　　　午後２時40分ごろ～３時30分ごろ

＊62　11日　巳ノ下尅

　　　午前９時50分ごろ～10時40分ごろ

＊63　12日　午ノ尅

　　　午前11時50分ごろ

＊64　　　　申ノ中尅

　　　午後４時40分ごろ

＊65　13日　申ノ下尅

　　　午後５時ごろ～５時50分ごろ

＊66　14日　申ノ上刻

　　　午後３時30分ごろ～４時15分ごろ

＊67　15日　未ノ中刻

　　　午後２時20分ごろ

＊68　16日　巳ノ刻

　　　午前９時30分ごろ

＊69　17日　丑ノ比

　　　午前１時45分ごろ

＊70　20日　子ノ刻

　　　午前０時ごろ

＊71　22日　未ノ刻

　　　午後２時10分ごろ

＊72　24日　申ノ上尅

　　　午後３時20分ごろ～４時５分ごろ

＊73　25日　申ノ刻

　　　午後４時30分ごろ

＊74　26日　巳ノ刻

　　　午前９時30分ごろ

＊75　　　　申ノ刻

　　　午後４時30分ごろ

＊76　27日　巳ノ上刻

　　　午前８時20分ごろ

＊77　　　　申ノ下尅

　　　午後４時40分ごろ～５時25分ごろ

【８月】

＊78　４日　巳ノ刻

　　　午前９時35分ごろ

＊79　５日　申刻

　　　午後４時20分ごろ

＊80　６日　未ノ刻

　　　午後２時５分ごろ

＊81　７日　辰ノ中刻

　　　午前７時20分ごろ

＊82　　　　申ノ下刻

　　　午後４時40分ごろ～５時25分ごろ

＊83　８日　日ノ出

　　　午前５時40分

＊84　　　　巳ノ刻

　　　午前９時35分ごろ

＊85　　　　未ノ上刻

　　　午後０時55分ごろ～１時40分ごろ

＊86　　　　申ノ下刻

　　　午後４時40分ごろ～５時25分ごろ

＊87　９日　日ノ出

　　　午前５時45分ごろ

＊88　　　　未ノ刻

　　　午後２時５分ごろ

＊89　　　　戌刻

　　　午後８時15分ごろ

＊90　10日　巳刻

　　　午前９時35分ごろ

＊91　　　　申ノ中刻

　　　午後４時20分ごろ

＊92　11日　巳ノ上刻

　　　午前８時30分ごろ～９時25分ごろ

＊93　　　　午ノ刻

　　　午前11時50分ごろ

＊94　　　　申ノ中刻

　　　午後４時15分ごろ

＊95　12日　午ノ尅

　　　午前11時50分ごろ

＊96　15日　辰ノ中尅

　　　午前７時20分ごろ

＊97　　　　未ノ尅

　　　午後１時55分ごろ

＊98　　　　申ノ下尅

　　　午後４時25分ごろ～５時10分ごろ

＊99　16日　七ツ

　　　午後４時５分ごろ

＊100　　　　戌刻

　　　午後８時５分ごろ

＊101　25日　巳下刻

　　　午前９時50分ごろ～10時35分ごろ

【９月】

＊102　１日　申ノ尅

　　　午後３時55分ごろ

＊103　３日　辰ノ尅

　　　午前７時20分ごろ

＊104　６日　辰尅

　　　午前７時20分ごろ

＊105　　　　申ノ上尅

　　　午後２時40分ごろ～３時20分ごろ










解説




　風狂の旅　『おくのほそ道』は、元禄二年（一六八九）芭蕉四十六歳の春から秋にかけて行われた奥羽・北陸地方への、日数百五十日、旅程六百里に及ぶ旅の記である。紀行の本文は、三月二十七日江戸を発足する朝に始まり、九月六日美濃の大垣より舟に乗って伊勢の遷宮を拝みに出かけるところで終わっている。

　芭蕉はその序章に「春立てる霞の空に、白河の関越えんと、そぞろ神のものにつきて心を狂はせ」と言い、第一日目の記事の中で「ことし、元禄二年にや、奥羽長途の行脚ただかりそめに思ひ立ちて」と書いているが、実際にはこの旅はもう少し前から計画されていたらしいふしがある。それは同年一月十七日付で郷里伊賀の実兄松尾半左衛門に宛てて年末に送金できなかった断りを述べた書状の中に「何とぞ北国下向の節、立寄り候ひて、（中略）しみじみ申しあぐべく候」と書いていることで、北国下向の予定は、前年来、兄との間にうすうす話に出ていたかと考えられないではない。また、閏うるう一月下旬に郷里の俳友窪田猿えん雖すいに宛てたものと推定されている書状には、「去こ年ぞの旅より魚類肴かう味み口に払ひ捨て、一鉢の境涯乞こつ食じきの身こそ尊けれと、謡うたひに侘わびし貴僧の跡もなつかしく、なほ今年の旅はやつしやつして、菰こもかぶるべき心がけにて御座候」という文言が見える。芭蕉自身の心の中では、すでに前年の『笈おいの小こ文ぶみ』の旅の時から、今度の旅に対する覚悟が固まっていたのではあるまいか。そういえば、前年の秋、同じく郷里の俳人貝かい増ます卓たく袋たいのもとから、加兵衛という男の世話を頼んでよこしたのに対して、「まづ春まで手前に置き、草庵の粥かゆなどたかせ、江戸の勝手も見せ申すべく候」と答えているのも、春の出替わり期までという意味のほかに、自分が北国旅行に発足する前までは草庵に置いて面倒をみてやろうといった気持ちを含んでいるようにも思われる。

　正確にいつごろからこの旅の計画が定まったかについては、なお憶測の域を出ないにしても、当時としてこれだけの大旅行が、ついふらふらと踏み出されたものでないことだけは確かであろう。すぐ前の『笈の小文』の旅にしても、五か月も前から披露されていたらしいふしがあり、実際に一月も前から餞別会が催されているし、この旅でもきわめて計画的に目的地を訪ね、紹介状なども用意していることが、同行の曾そ良らの日記によってわかる。

　ここで重要なことは、芭蕉がこの旅に臨むにあたり、「菰かぶるべき心がけにて御座候」と言って、乞こつ食じき行あん脚ぎやを心に期していたことである。前記猿雖宛書簡に「一鉢の境涯乞食の身こそ尊けれと、謡に侘びし貴僧の跡もなつかしく」と言っている「貴僧」とは、師の慈じ慧えが僧正に任ぜられた日、鮭の太刀を佩はきめ牛うしに乗って前ぜん駆くし、人々がその異様の体ていを評判するのを、「かくて名みやう聞もんこそ苦しかりけれ。乞食の身こそ頼もしけれ」と謡って離れていったと『発心集』に伝える平安中期の聖僧増ぞう賀がをさす。増賀については、その徹底的に世の名聞を嫌った狂気じみた行状が諸書に伝えられているが、その一つ、『撰集抄』には、増賀が伊勢神宮に詣でて「道心をおこさんと思はば、この身を身とな思ひそ」との神の示現を蒙こうむり、これ「名利を捨てよとこそ」と、着ていた小袖・衣をみな乞食どもに与え、赤裸の姿で下向したという話が見え、芭蕉は『笈の小文』の旅で伊勢に参宮した際、この故事を思い起こして「増賀の信をかなしむ」と前書し「裸にはまだきさらぎの嵐かな」とよんでもいた。いっさいの名利を放下し、破は笠りゆう瘦そう笻きように身をゆだねて、人からは狂と目もくされつつ諸国を放浪した増賀の旅姿は、芭蕉にとって、西行・宗祇らと並ぶ一つの理想像であったのである。

　同じ年の二月十六日付で惣七（猿雖）・宗無宛に、出発前の動静について報じた書状の端には、「道の具」として、「短冊百枚　これ、饑かつゑたる日、五銭に代しろなす物か。筆箱　一。雨用まで茣ご座ざ。鉢の子、柱しゆ杖じやう　これ二色、乞食の支度。檜の木笠・茶の羽織、例のごとし」と携行予定の品目を並べあげているが、ここにもかれの乞食行脚の決意のほどがよく現れている。

　先にあげた半左衛門宛や卓袋宛の書簡は、当時芭蕉が長兄から経済的援助を期待される立場にあったこと、また布団一枚用意のない着のみ着のままの男を、依頼されれば一応これを引受けられるだけの経済力を持っていたことを示しているし、事実、このころ芭蕉はかなり上流の武士や町人を門弟に擁し、三都に名の通った俳諧師として安定した地歩を占めていた。おりから、江戸開幕以来八十余年を経て幕藩体制の確立期を迎え、天和期の経済的・社会的危機を乗り越えたあと、文化人的官僚として和漢の学問文芸に通じた柳沢吉保を側用人に登用した五代将軍綱吉の放漫な文治政策のもとで、元禄文化が華麗な花を開かんとしつつあった時期である。俳壇ではこの前後から元禄の新しい俳風を標榜して俳書の刊行が急速に数を増してくる。

　そうした時期に芭蕉が陸奥みちのくへの旅を企画し、あえて乞食行脚の決意を表明していることは、自己の境遇に顧みての自戒と同時に、時流に対する反俗の姿勢をはっきりと打ち出したものと見ることもできるであろう。かれが「なほ今年の旅はやつしやつして」と言っている「やつす」とは、元来そうでないものがわざと見すぼらしくよそおうことをいう。「乞食の支度」とは俗世間における声望・地位等のいっさいを放下して純粋に風雅の世界に生きるよそおいなのだ。世間的常識の眼から見れば、それは狂と呼ばれなければならない。芭蕉にとって『おくのほそ道』の旅は、まさに増賀の狂を追った風狂の旅にほかならなかった。

　漂泊の人生　ここで少しくかれの人生についてふり返ってみよう。

　普通に芭蕉は武士の出身といわれているけれども、それには多少の断りがいる。芭蕉がみずから「旧里ふるさと」と呼んでいる伊賀上野の赤坂町（現在の三重県上野市赤坂町）は、元禄以前の古地図で見ると、いずれも農人町もしくは百姓町と注されている。封建都市においては身分・職業等によって厳然と居住区域が区別されていたから、この注記は、芭蕉の出自を考える場合にきわめて重要な意味を持つものといわなければならない。現に芭蕉が没してより二十年後に生まれ、芭蕉が仕えたと同じ藤堂新七郎家に仕えた安屋冬とう李りという俳人は、『芭蕉翁絵詞伝』の著者蝶夢に宛てた書状の中で、芭蕉の父について「父与左衛門ハ全ク郷士ナリ。作リ（耕作）ヲシテ一生ヲ送ル」と述べている（遠藤曰わつ人じん『蕉翁系譜』所引）。

　松尾氏というのは、もと服はつ部とり郷松尾に拠よった伊賀平氏で、中世においては南伊賀一円に有力な土豪集団を結党していた（山本茂貴氏「芭蕉の父と母との系譜」──『言語と文芸』昭和三十八年七月）。ところが、この松尾氏は、天正の乱で知られる天正九年（一五八一）の織田信長の徹底的な焼土侵攻作戦の結果、他の伊賀の地じ侍ざむらいらとともに殲せん滅めつされてしまい、わずかにのがれて土民化した者の後こう裔えいの一部が、近世の藩政時代にはいり藤堂家の融和懐柔策のもとで、無足人の制に組み入れられることになる。無足とは俸禄の給付のないことで、無足人とは「村里有名の家」で苗字・帯刀を許され准士分として待遇されたものをいう。『伊賀国無足人名前扣ひかえ帳』を見ると、上かみ柘つ植げに五家、鵜山に三家、島ケ原に二家、猪田に一家、松尾もしくは松生の姓を名乗る者が見える。後世の伝記作者たちの伝える芭蕉系図の多くは芭蕉の松尾家を上柘植の松尾と結びつけているが、芭蕉の家がそうした無足人級の在地土豪の一から出たものであることは、ほぼ疑いないであろう。とすれば、芭蕉の血の中には、近世化の渦動の中で本拠地を追われた敗残者の血が色濃く流れていたわけで、その、〝時の敗者〟としての自認と、漂泊の人生のよってきたる根には、浅からざるものがあったといわなければならない。

　幼名を金作といった芭蕉は、十代の末に、藤堂藩の無足人救済策の恩恵に浴し、伊賀付五千石の侍さむらい大将藤堂新七郎家二代良よし精きよの嫡子主計かずえ良忠に出仕した。市川柏はく筵えんの『老おいの楽たのしみ』には、晩年の芭蕉に接した小川破は笠りつの談話によってその役職を料理人と伝え、曰人の『蕉翁系譜』には台所用人と言っている。新七郎家で松尾忠右衛門宗房と名のったかれは、藩祖高虎以来文雅を重んじた藤堂藩の家風の中で、ことに貞門の北村季き吟ぎんに師事し蟬せん吟ぎんと号して俳諧を嗜たしなんだ二歳年長の良忠の俳席に召されることにより、次第に俳諧への執しゆう心しんを深めていった。郷土の所伝にもとづいて草した川口竹人の『芭蕉翁全伝』には、この仕官時代について、「主従ともに滑稽（俳諧）の道に志あつく」「愛寵すこぶる他に異なり」と述べているが、芭蕉が俳諧一筋の人生をたどるそもそもの機縁は、この蟬吟との出会いにあったといっても過言ではない。そして寛文六年（一六六六）二十三歳の時に遭遇した主君蟬吟の死は、芭蕉の前途に寵臣として生きる望みを絶つとともに、その俳諧とのつながりと、漂泊者としての運命を決定的なものにした。

　以後数年のかれの動静については明瞭を欠くが、「幻住庵記」に「ある時は仕官懸命の地をうらやみ、ひとたびは仏ぶつ籬り祖室の扉とぼそに入らむ」としたとあるのは、おそらくはこの間の懊おう悩のうを回顧したものであろう。しかし、結局は、同初稿本にも見えるように、「法のりをも修しゆせず、俗をもつとめず、仁にもつかず、義にもよらず、若き時より横ざまに好けること」にふけって、ついには官仕を辞し、郷里を捨て、江戸市し井せいの俳諧師の群れに身を投ずるようになる。寛文十二年（一六七二）二十九歳の春、かれがその処女撰集、自判の三十番発ほつ句く合あわせ『貝おほひ』を、郷土伊賀上野の天満宮に奉納したのは、季吟の『祇ぎ園おん奉納俳諧連歌合』などの先例にならって、俳諧師として立つべき決意を神前に披露し前途の文運を祈願したものであり、身の置き所を江戸に選んだのは、上かみ方がたを食いつめ発展途上の新興都市江戸に活路を求めた町人たちのいわゆる〝江戸かせぎ〟の例を追ったものにほかならない。

　かれが「しばらく生しやう涯がいの計はかりごとと」した俳諧師とは、その黒衣円頂の装いが示しているように、士農工商の四民の枠わく外の存在である。その生活の資は、すべて門人兼パトロンとしての素しろ人うとの旦那衆の眷けん顧こに依存している。したがって宗そう匠しようとしての矜きよう持じに欠ける俳諧師の中には　連れん衆じゆの御機嫌をとり結ぶのに汲々として、座敷乞こ食じきと蔑さげすまれる者も少なくなかった。芭蕉がみずから「風雅の乞食」と称したのも、一つには、自分では何の生産に寄与するところもなく、衣食のすべてを門人たちの恵与にゆだねた俳諧師としての生活を顧みての自嘲自戒の気持ちからきている。

　東下して号を桃青と改め、市中経済・交通の中心であると同時に江戸俳壇の中心地でもあった日本橋に居を占めて、俳諧宗匠として独立し、当時流行の西山宗そう因いん流の滑稽に遊んだ芭蕉が、延宝八年（一六八○）三十七歳の冬、その俳壇的地歩の確立されるとともに、市中を去って、隅田川の対岸の新開地深川の草庵にはいったのは、その「風雅の乞食」としての自覚により徹せんとしたものということができるだろう。そのことは、入庵の翌年に草した句文に「閑素茅ばう舎しやの芭蕉に隠れて、みづから乞こつ食じきの翁おきなと呼ぶ」と書いていることにもはっきりと示されている。

　官途を捨て、郷里を去って、四民の外の江戸市井の俳諧師の群れに投じ、さらに俳諧師という職業につきまとう俗臭を嫌って市中を離れ、みずから「乞食の翁」と呼んで草庵隠栖の人となった芭蕉の半生の歩みを顧みれば、その人生の歩みそれ自体が、すでに狂の色を帯びた漂泊の旅にほかならなかったといってもよい。

　旅の目的　芭蕉が深川の草庵にはいったのは、あたかも東海道諸国の凶作と、延宝八年に将軍職を継いだ綱吉初世の緊縮弾圧政策のもとで、従来宗因流の談だん林りん俳諧の明るい放笑性を支えてきた基盤が崩壊し、代わって佶きつ屈くつ晦かい渋じゆうな漢詩文調が俳壇に新機運をひらかんとする時期にあたっている。かつて処女撰集『貝おほひ』に、貞門時代から談林時代へ移らんとする時期の最先端を行く諧かい謔ぎやくの風調を盛って青年の客気を示し、東下以来宗因流の軽妙な笑いをもって江戸俳壇をリードしてきた芭蕉は、そうした機運の中にあって、談林俳諧の低俗性を乗り越える道を、李白・杜甫など漢土の文学の高踏的風韻の摂取に求めた。かれが前記「乞食の翁」の句文に、自己の草庵を杜甫の成都の草堂になぞらえて「泊船堂主」と署し、また「芭蕉野の分わきして盥たらひに雨を聞く夜かな」の句の詞ことば書がきに「老杜、茅舎破風の歌あり。坡は翁おうふたたびこの句を侘びて、屋をく漏ろうの句作る。その夜の雨を芭蕉葉に聞きて、独ひとり寝の草の戸」としるしているところによれば、その芭蕉庵入庵はまた、杜甫・蘇東坡の風懐を生活の中からとらえてゆくための芸術的実践、生活の芸術化の営みにほかならなかったと見ることもできるだろう。

　杜甫の詩の中には、本質的に乱世の憂悶、慨世の志が含まれている。けれども芭蕉は、杜甫の詩句をあげて、「われ、その句を識しりて、その心を見ず。その侘わびをはかりて、その楽しびを知らず」と言っているように、それを政治への志と切り離し、侘を楽しむ心を詠じたものと受け取った。すなわち、そこに、閑寂な自然を相手に孤独寂寥に徹した詩人の精神の豊かさを汲み取ったのである。それは誤解による影響というよりも、むしろ自己の志向にもとづく発見といったほうが適切だろう。かれが草庵の庭に門人李り下かから贈られた芭蕉一株を植え、庵号を芭蕉庵と称したのも、その風雨に破れやすく秋に耐えざる性情を『荘そう子じ』にいわゆる「山中不材の木」にたぐえて、自分が傷つきやすく役立たずの人間である意を寓するとともに、芭蕉の葉の「夜雨ニ鳴リ秋風ニ戦そよグ」音に耳を澄ませてきた中国の詩人たちの風騒にあやかろうとする気持ちにもとづいている。

　従来の談林俳諧が自然をも町人的な人事の滑稽の中に組み入れ笑い飛ばしてきたのに対して、天和年間における芭蕉庵生活を通じての、そうした漢詩文への傾倒は、芭蕉の中に、漢詩文に詠ぜられている漢土的風物を通じて、自然美への眼を開かせた。貞享元年（一六八四）四十一歳の秋に始まる『野ざらし紀行』『鹿か島しま詣もうで』『笈おいの小こ文ぶみ』『更さら科しな紀行』などの数次にわたる旅は、草庵生活の中で読書を通じて観念的に知った自然の美を、現実に、歌枕の伝統を負った日本の風土の中に探り、同時に自分自身を、みずからの眼をもってとらえた自然の脱俗境の中に投入してゆくための、新たなる芸術的実践にほかならなかったということができるであろう。富士川のほとりで「猿を聞く人捨子に秋の風いかに」（初案、初五「猿を泣く旅人」）と呼びかけた『野ざらし紀行』中の一句のごときにも、中国の巴は峡こう哀猿の詩趣を念頭に置きながら、古来「秋ノ言タル、愁ナリ」とされてきた秋風の実体を、日本の風土の中に自分の眼をもって発見したことへの揚言の姿勢がいちじるしい。

　俳諧史的に見るならば、『野ざらし紀行』の旅より『笈の小文』の旅に至る期間は、ちょうど滑稽中心の談林時代より、叙景句を標榜した元禄の新風へ移る間の、俳壇の低迷期に当たっており、『おくのほそ道』の旅は、その低迷期より興隆期への転換面に位置している。俳書の刊行部数をもって比較すれば、談林最盛期の延宝年間、および元禄三年以降には年間二、三十部の割合で刊行されている俳書が、この期間には平均五部前後しか出ていない。しかも、延宝年間には、『大坂独吟集』『大坂八百韻』『江戸俳諧　談林十百韻』『江戸　談林三百韻』など中央都市の名を冠し、各宗匠を中心とするグループの連句集が圧倒的に多かったのに対し、この期間にはそうしたものが影をひそめ、数少ない刊行俳書の中で、加賀の『加か賀が染ぞめ』『金沢五吟』、出羽の『おくれ双すご六ろく』『稲いな莚むしろ』、甲斐の『白根嶽』、尾張の『冬の日』など、地方俳書の進出が注意を引く。こうした現象は、延宝末・天和以来の政治的・経済的事情によって、都市に居住する富裕な町人や武家を基盤とした都市俳壇が崩壊し、宗匠を中心に連衆が寄り集まって連句の楽しみをともにする精神共同体的な俳諧の場が、地方先進地帯に移行したことを物語るものであろう。元禄期の都市俳壇の再興は、宗匠を中心とする俳諧の場の復活というより、主として前まえ句く付づけ点者の課題に応ずる不特定多数の投句人口の増大という別な形で将来された。とすれば、まさにこの間に行われた芭蕉の旅は、地方に台頭してきた俳諧の場をめあてに、地方俳壇の開拓を目的とするものであったとする見かたが成り立たないではない。

　事実、『野ざらし紀行』の旅において、芭蕉が大垣の旧友谷木ぼく因いんの東道により桑名・熱田・名古屋を訪れて、尾張蕉門の成立を促し、『笈の小文』の旅に再度同地を尋ねて俳席を重ねていることなどに徴すれば、たしかに芭蕉の旅には俳諧師としてのそうした実利的目的が伴っていたといえる。初めに引いた実兄半左衛門宛の借金の申し入れに答えた書簡の文言にしても、今度の北国の俳諧行脚によって得られるはずの収入を匂わせたものと解せられないではあるまい。けれども芭蕉は、「乞食行脚」の覚悟を固めることによって、その旅からいっさいの功利的色彩を消し去り、それを純粋な芸術的実践の営みとしたのである。実は芭蕉の敬慕した杜甫・李白・西行・宗祇らの旅にしても、あるいは官吏として、もしくは勧進僧・連歌師として、みなそれぞれに世俗的用務を帯びていなかったわけではない。芭蕉は、しかし、それら古人たちの旅からその世俗性を捨象し、それを詩人としての純粋な無償の行為と見て、みずから旅人即詩人の系列に身を投ずることの喜びを、『笈の小文』の門出の吟に「旅人とわが名呼ばれん初時雨」とよんでいる。かれは旅を通して日本の風土の美を探るのみならず、さらに歌枕の中に宿された古人の詩心と邂かい逅こうし、詩歌の伝統をとらえんことを期したのであった。その意味では、かれの旅は単に空間的な旅にとどまらず、また詩歌の伝統を遡る時間的な旅でもあったということができる。

　行脚の姿勢　歌枕という点からいえば、陸奥みちのくは、『野ざらし』『笈の小文』の旅に巡遊した大和やまと・山城・近江おうみなどの畿内に次ぐ歌枕のメッカといってもよかった。試みに『類字名所和歌集』など当時の歌枕名寄せ類をひもとくなら、陸奥には松島・塩竈の浦・白河の関・壺の碑・武隈など四十六か所に上る歌枕の名があがっており、江戸より北国を回って美濃へ抜けるコースにはなお、下しも野つけに室の八島・黒髪山など六か所、出羽に象潟・最上川など四か所、越後に二か所、越中に担た籠ごの浦・那古・卯の花山など八か所、加賀に白山など四か所、越前に敦賀・玉江など七か所、あわせて七十七か所の歌枕が見える。それらの中には遍歴の詩人としてかれの敬慕した能因・西行らのゆかりの地も少なくない。また、歌枕名寄せ類には登載されていないが、流離の貴公子中将実方の遺跡としての笠島、悲劇の英雄義経の思い出をとどめる平泉などもある。さらにはまた、謡曲『錦木』『遊行柳』『殺生石』『善う知と鳥う』『黒塚』『実方』『阿古屋』『宮城野』『末の松山』『摂待』『錦戸』、幸若舞曲『八島』『和泉が城』『高館』などの舞台として知られた土地もあった。中世には宗久の『都のつと』、道興准后の『廻国雑記』が奥路の羇旅を伝え、近くは松山玖也・西山宗因・大淀三千風・池西言水などの俳人も下って、三千風の『松島眺望集』のごとき俳書も出ている。

　芭蕉を『おくのほそ道』の旅へ駆りたてたものが、これら陸奥の歌枕にあったことは、その出発前、猿雖・桐葉・宗無らに宛てた書簡に松島・塩竈・白河・浅香沼などの名をあげ、「能因法師・西行上人の踵きびすの痛みも思ひ知らん」と言っていることにも明らかであろう。わけても芭蕉の心を強く引きつけたのは、陸奥の歌枕が、上代・中世以来の歌人たちの、未知の辺境、古代的なるもの、異国的なるものへのあこがれの上に成り立っていることであった。猿雖宛書簡の「露命つつがなく候はば」とか、旅立ちの章の「前途三千里の思ひ」「もし生きて帰らば」といった文言や、塩竈明神社頭での「かかる道の果て、塵土の境まで、神霊あらたにましますこそわが国の風俗なれ」、石の巻での「思ひがけずかかる所にも来たれるかな」といった大仰な感嘆は、いずれもそうしたかれの歌枕的辺境意識から出たものにほかならない。

　だが、実際に芭蕉が旅してまわった近世の陸奥は、必ずしも未開の辺境であったわけではない。のみならず、かれが陸奥の「さだかならぬ名所」を比較的容易に尋ねあてることができたのは、仙台藩の領内整備と文運隆昌の機運に伴う歌枕設定事業の恩恵によるものでさえあった（金沢規雄氏『おくのほそ道とその周辺』）。その出羽路の旅もまた、最上川沿岸地方における商業的農業の発達と、大石田・酒田を起点とする水上輸送の発展を基盤とする富裕町人層の存在に負う点が大きい。曾良の『随行日記』によれば芭蕉が宿泊し会吟した先は、いずれもそうした地方の富商・上級藩士・名望家ばかりだった。つまり、それらの階層が当時の地方俳壇のにない手だったのである。陸奥が必ずしも未知の辺境ではなかったと同様、その旅の実態もまた必ずしも文字通りの「乞食行脚」ではなかった。

　「乞食」の呼称が、そうした富者たちの恵与によって生活する俳諧師としての境遇を顧みての自嘲自戒にもとづくものであり、また元禄の時流に対する反俗の姿勢をうち出したものであることについては、すでに触れた。歌枕の伝統に従って陸奥を未知の辺境ととらえたこともまた、都会的な虚飾、名利の世界への反撥にもとづいている。そして「乞食行脚」の語はまた、辺土の歌枕をめぐって古人の詩魂と邂かい逅こうすることを期した陸奥巡礼としてのかれの旅の姿勢を示すことばでもあったのである。すなわち、それはさらに能のワキ僧の擬態ともつながっていた。

　周知のように能の脇僧は、行雲流水に身をまかせ浮世の旅に迷い行く諸国一見の旅僧として登場し、遺跡名勝を巡礼しては、前ジテの里人にその土地のいわれを尋ね、やがて後ジテとなってその正体を現す故人の亡魂や山川草木の精霊から、過去の栄光や輪りん廻ねの苦く患げんを聴ちよう聞もんし、その跡を弔って立ち去って行く、という役割をになっている。芭蕉がこの旅の途次、高たか久くの宿で「みちのく一見の桑さう門もん同行二人、那須の篠原を尋ねて、なほ殺生石見むと急ぎはべるほどに」云々という、能のワキの名のりに擬した詞書を書き残しているのも、この旅における自己の役割をば、能のワキ僧と同じく、陸奥を遍歴して、その風土にしみついている古人の詩魂と邂逅し、その物語ることばに耳を傾け、静かに回え向こうの一句を手向けてまわる巡礼者であることに認めていたことの証左とすることができるだろう。それは「旅人とわが名呼ばれん」の句に謡曲『梅が枝』の一節を前書に付した『笈の小文』の門出の風狂につながるものであり、この旅日光での句の「あらたふと」の声調や、遊行柳での「田一枚植ゑて立ち去る」という自己の旅姿の夢幻劇的形象化も、また同じくワキ僧の擬態にもとづいている。

　この旅におけるそうした芭蕉の精神的姿勢は、かれの俳諧の上に、陸奥の遺跡風光の中にしみついた古人の心や、その風光をしかあらしめている造化のはたらき、自然の生命をとらえる根源的把握をもたらした。いっさいの世俗的名利を絶った乞食行脚、陸奥巡礼の旅を通して、かれは時々刻々に相貌を変じてゆく天地の流転の相の中に、永遠に変わることなき自然の生命と、古人の吟懐とが、天地とひとしい永遠性をもって迫ってくるのを身をもって体感したのである。それはやがて、『去来抄』にも「この年の冬、初めて不易流行の教へを説きたまへり」と伝えるように、芭蕉の芸術思想の中核をなすべき不易流行の理念をかたちづくり、自然の生命との感合合一の上に詩を成就した『猿蓑』の円熟境に到達する大きな前提となった。

　『おくのほそ道』　美濃大垣の門人宮崎荊口の書写にかかる稿本『芭蕉翁月一夜十五句』の序文その他によれば、芭蕉は少なくとも八月二十一日以前に大垣入りを果たし、『おくのほそ道』の行脚に終止符を打ったことが知られる。そして本文に見えるように九月六日に大垣を発ち、十三日に内宮に参拝後、郷里伊賀に至り、元禄三年・四年と足かけ三年間を、伊賀・大津・膳所・京の門人間を転々として過ごした。江戸に帰ったのは、元禄四年（一六九一）の冬である。かれが『ほそ道』の旅後長く上方にとどまったのは、一つには去来・凡兆・洒堂・曲翠・乙おと州くに・正秀らよき門人に囲まれて、旅の感銘を静かに整え、『ひさご』『猿蓑』に円熟期の成果を問う意味もあったが、また一つには大旅行の疲労による肉体の衰えのためでもあった。このころからかれがしきりに「残生」ということばを口に上せ始めているのを額面通りに受け取るなら、芭蕉は『おくのほそ道』の旅に詩人としての精魂を傾け尽くしたという見かたもできないではなかろう。

　芭蕉がいつから紀行文『おくのほそ道』の執筆に着手したかは明らかでない。『笈の小文』における紀行文観の吐露、『更科紀行』に見える「夜は草の枕を求めて、昼のうち思ひまうけたる景色、結び捨てたる発句など、矢立取り出でて灯ともしびのもとに目を閉ぢ、頭たたきてうめき臥せば」云々という自画像の描写などを参照すれば、この旅に臨むに当たり、芭蕉が紀行文の完成を企図したことは、ほぼ疑いないところである。昭和三十五年の「おくのほそ道芭蕉展」に出陳された柿かき衛もり文庫蔵の桝ます形がた句稿断簡は、表に「荒海や」の句と、「早稲の香や」の初案「稲の香や」の句、裏面に「むざんやな」の句の詞書をしるし、芭蕉が旅中たずさえた帳面の断簡であることを思わせる。そうしたノートをもとに芭蕉が紀行文の構想を立てた時期としては、「幻住庵記」の完成を中心に俳文に対する強烈な関心の高まりを示した『猿蓑』撰集期がまず考えられるが、その構想と不可分の関係にある自句および曾良の句の改作や付加が、『猿蓑』その他の諸撰集との比較によって、この期以後と推定される点からいえば、仮にこの時期に全篇の筆が執られたにしても、それは現行の形とはかなり遠いものであったろう。去来本の奥書には「年月頭づ陀だの内に隠して、行く先々に随身したまふ」と言っているが、曾良本の「遊行柳」の章に、もと「故戸部某」と「故」の字のあったのを消して改めてあるところを見れば、少なくともその書写したもとの草稿（野坡本）の成立は、蘆野民部の没した元禄五年六月以後のことであった。その成稿に達したのは、おそらく素龍に浄書を託した元禄七年四月をあまり隔たらぬ以前のことであったにちがいない。

　とすれば、紀行文『おくのほそ道』は、元禄二年の旅以来、その没する年、最後の旅に発足する直前までかかって完成されたことになる。しかもそれは公刊して世に声価を問うためではなく、去来本の奥書に「書は兄の慰みにとて故郷に残し置きぬ」と見えるように、家兄半左衛門に贈るためで、去来のごとき近しい門人に対してすら「元禄七年水無月、予がかたに偶居ましまして、かつがつほのめかしたまふ」程度にすぎなかった。『三冊子』に「ある年の旅行、道の記すこし書けるよし、物語りあり。これを乞ひて見むとすれば、師のいはく、さのみ見るところなし。死して後見はべらば、これとてもまた、あはれにて見るところもあるべし、となり」とあるのが、どの紀行をさしての問答であるかは明らかでないが、『おくのほそ道』こそは、かれの旅の詩人としての生涯の形見としてわたくしどもの前に残されたものとすることができるであろう。

　『おくのほそ道』という題号は、本文「宮城野」の章の末尾に見える「おくの細道」の名がヒントになっている。それはもと、奥の大道に対する名称で、『都のつと』や『廻国雑記』にもその名が見え、西鶴の『一ひと目め玉たま鉾ぼこ』には「奥おくの細ほそ路ぢ」と傍訓があるが、『奥羽観蹟聞老志』によれば、近世には伊達藩における名所設定の機運の中で、仙台の北東一里半、東光寺門前付近の冠川沿いの道を「おくのほそみち」と呼んでいたことが知られる。芭蕉は、そのはかない感じを伴ったことばのひびきに、謡曲『錦木』の「狭け布ふの細道分け暮らして、錦木はいづくぞ」などのイメージをダブらせつつ、これを奥州の道筋の汎称として、未知の辺土を分け入った旅路の記念とするとともに、さらに「柴さい門もんの辞」に「その細き一筋をたどり失ふことなかれ」と戒めた、詩心の伝統を探り風雅の未知の堂どう奥おうに尋ね入るべき細き一筋の道の意をも含ませたのである。

　その全体の構成は、「発端」から「黒羽」まで、「雲巌寺」から「松島」まで、「瑞巌寺」から「平泉」「象潟」まで、「越後路」から「大垣」までと、ほぼ四段に分けることができるであろう。それはあたかも歌仙形式の「一ノ折」表・裏「名な残ごりノ折」表・裏と形をひとしくしており、全体の序・破・急の流れや、地じ（軽くやすらかな作）と文もん（趣向をこらした秀逸の作）の配置、一章一章の連接・照応などもまた連句の呼吸に通う点が多い。ちょうど歌仙一巻が、四季の景物・人事をはじめ神祇・釈教・恋・無常等を連ねて人生の哀歓をさまざまに奏かなでてゆくように、本紀行もまた、全体の変化と統一の上からそれらを適切に布置しつつ、旅のあわれを濃淡とりどりに描き尽くしている。そこから透けて見えてくるのは、この作品が全体として、不断に流転変化することこそ宇宙の不変の真実だという〝不易流行〟の理念と、苦難の旅路を踏破して人間哀歓の世界に淡々と身を任せた〝軽み〟の境地へとつき抜けてゆく過程を、象徴しているということであろう。

　その一々については〔本文評釈〕の項に譲るが、全体として一つ断わっておかなければならないことは、紀行文『おくのほそ道』は旅の事実の記録ではなく、旅の事実からは独立した一個の文芸作品であることである。作品の中の時間・行程は、必ずしも実際の旅の経過を追わず、作品内部の秩序の支配を受けている。時としてかれは、「蘆野の里」とか「最上の庄」という呼びかたをして、中世の旅人となっている場合さえもある。もし今日の常識に立って、紀行文である以上あくまでも記録性を離れたものであってはならぬはずだとするなら、それは旅によって触発された詩心の記録、もしくは旅によってかきたてられた詩的幻想の記録といったらよい。もちろん、芭蕉の前にはそうした紀行文の定義は存在しなかった。かれの前にあったのは、その土地土地の地名に興じ、古歌に酬和して過ぎる中世以来の歌枕紀行の型であった。また、かれがその俳諧の革新と自然美の発見以来強く影響を受けてきた漢詩文の世界であった。たとえばかれが「武隈の松」の章で古歌のしゃれに興じ、「象潟」の章にしきりに西湖の詩をふまえているのも、みなそうした先行の型への顧慮から出たものにほかならない。それら先行の鋳型を顧慮しつつ、古人の世界と交響しながら、どれだけ独創を発揮するかという点に、俳諧的機知をもって「黄奇・蘇新」をめざした俳文紀行としての『おくのほそ道』の生命がかかっていたといってもよい。そのような出典との対比への顧慮を欠き、単に事実との対比のみを通して現代的感覚からストレートにこれを読過することは、古人の詩の世界を媒介として達成された『おくのほそ道』の豊かな内容を正当に理解する方法とはなしがたいであろう。

　諸本・参考文献　『おくのほそ道』については、さいわいにして今日芭蕉の自筆草稿である野坡本をはじめ、その定本ともいうべき素龍浄書西村本や、定稿に落ち着く以前の芭蕉の推敲の跡を伝える曾良本、素龍浄書別本の柿かき衛もり本等の有力な諸本も伝存している。本文庫本が、右の西村本を底本とし、野坡本・曾良本・柿衛本をもって対校したものであることについては、〔凡例〕で述べた。今、それらの諸本について若干の解説を加えておけば、次のごとくである。

　[image: ]西村本　芭蕉が師北村季吟の二男正立門の能書家柏木素龍に浄書を託し、最後の旅の頭陀袋の中に携えて、兄松尾半左衛門に贈った本。素龍に浄書を託したことは、芭蕉みずから決定稿と認めたことを意味し、巻末に添えた素龍の跋文の日付によって、元禄七年四月に浄書を終えたことが知られる。縦五寸五分（約十六・七センチ）横四寸七分（約十四・二センチ）のいわゆる桝ます形がた本で、墨付五十三丁。淡黄色の地に濃淡の緑の花山道模様を配した典雅な行成表紙の中央に捺おした白地に金の真砂まさごを散らした題だい簽せんの「おくのほそ道」の文字は、芭蕉自身の筆にかかる。『去来抄』には、「先師曰く、俳諧書の名は、和歌・詩文・史録・物語などとたがひ、俳書の名あるべし、となり」、同じく「先師曰く、俳名はあながち熟字によらず、ただ唱へ清く調ひ、字形の風流なるを用ゆべし。（中略）〝はせを〟は、かなにて書きての自慢なり、となり」との芭蕉の遺語が伝えられるが、この「おくのほそ道」という表記のしかたにも、芭蕉のこまやかな心くばりのほどを汲み取るべきであろう。本文は、もちろん本書にしるすところを定稿として従うべきであるが、ただ素龍の筆写態度は必ずしも台本（後述）の表記にとらわれず、歌学者としての見識や美意識に従って、漢字・仮名の当てかたや送り仮名等の表記を自由に改め、また、まれに語句を改めた個所もある。今、表記はそのままとし、不注意による誤記や、意識的な改変個所は、野坡本や曾良本を参照してこれを正した。

　本書は、去来の懇請によって、芭蕉没後、その遺言に従い半左衛門から去来に譲られたが、さらに去来より叔父久米升顕、升顕の女婿吹田几遊、几遊の縁家白崎琴路、琴路の親戚西村野鶴と次々に譲られて、今日まで敦賀の西村家に伝えられてきた。その存在は、昭和九年、同地の史談会の人々によって新聞誌上に報道されたが、芭蕉二百五十回忌にあたる昭和十八年に、潁原博士によってその原本なることが確認され、広く学界に紹介されるに至ったのである。昭和二十三年に同博士の解説を添えて靖文社から複製版の出されたことについては、〔凡例〕にも言及した。

　芭蕉没後八年の元禄十五年（一七〇二）に、京都の俳諧書肆井筒屋から版行された板本は、去来の所持した右の原本を透き写しにしたもので、素龍の跋を省き、新たに奥書を加えてあるほか、板刻に際しての魯魚の相違が五個所にわたって認められる。これまた、昭和二十四年杉浦正一郎博士、昭和四十一年宮本三郎氏により武蔵野書院から出された影印本のほか、昭和五十五年雲英末雄氏により勉誠社から出された元禄版にもとづく影印本がある。

　世に去来本と伝えられるものは、前記素龍浄書原本を去来の筆写したものであるが、伝存する三種ともに去来の筆蹟と断ずるにはなお問題を存し、素龍浄書原本の発見された今日、伝本としての価値もまた乏しい。

　[image: ]野や坡ば本　自筆稿本、一冊。袋綴、桝形本。墨付、三十二葉。共紙表紙。外題、左肩「おくの細道」（本文同筆）。前記井筒屋本奥書に「又真蹟の書、門人野坡が許もとに有あり。草稿の書故ゆゑ、文章所々相違す」とある本。野坡・梅従を経て、現在中尾堅一郎氏蔵。本書は、その体裁や、少なくとも三葉は料紙を差し替え書き改めていることなどから見て、清書稿として染筆されたものと推定されるが、七十四個所にわたる貼紙や書入れによる訂正が施され、なお未定稿の姿を存している。平成八年十一月に世に紹介され、次いで櫻井武次郎・上野洋三両氏の解説を付し、中尾書店から複製本（平成八年十一月）、岩波書店から影印本（平成九年一月）が刊行された。

　[image: ]曾良本　写本、一冊。袋綴、半紙本。墨付、三十五葉。題簽、中央「おくのほそ道」（本文同筆）。後述曾良の旅日記とともに伝来したもの。素龍に浄書を託すための台本として、野坡と同じ『炭俵』の編者の一人利牛に野坡本を忠実に筆写させた上に、芭蕉の意による八十二個所の補訂を加えたもので、本作の制作過程について知るべき貴重な資料とすることができる。古美術の収集をもって聞こえた斎藤幾太氏が明治年間に大阪で入手したもので、戦後斎藤浩介氏より杉浦正一郎博士に譲られ、現在、天理図書館綿屋文庫蔵。内容は杉浦博士により、昭和二十六年『語文』第二輯に紹介され、同氏著『芭蕉研究』にも収められている。のち、天理図書館善本叢書『芭蕉紀行文集』（昭和四十七年）に収められ、さらに平成六年八木書店から善本叢書第十巻別冊として影印本が単行された。かつて勝峰晋風氏により河か西さい本として紹介された一本は、曾良の姉の女婿河西周徳が右の曾良本を透写したものである。

　なお、『奥細道菅菰抄』本間契史書入れ本によると、曾良のもとには、別に越後路のことも多くしるし、それを朱あるいは墨をもって消した芭蕉自筆の草稿も伝えられていたというが、今その消息を詳らかにしない。あるいは訛伝か。

　[image: ]柿かき衛もり本　素龍の筆写にかかる別本で、鳥の子紙を用いた列帖綴とじ・墨付四十二葉、中に二葉の脱葉があり、巻末に「芭蕉菴主記之これをしるす」という素龍筆の識語がある。不注意による誤写・脱漏もあるが、全体としてかな書きが多く、読みの決定の上で参考になる点が多い。本文は、[image: ]の西村本よりも、むしろ[image: ]の曾良本に近く、西村本の完成以前の書写に成るものかと推定されている。昭和三十四年、岡田柿衛翁の蔵に帰し、『連歌俳諧研究』二十号に同氏の解説を付して全文翻刻され、さらに昭和四十四年、同氏編による影印本が新典社から刊行された。

　杉風の厚こう為い宛書簡に「私儀、素龍書き申し候を所持仕つかまつり候」云々と見えるところによれば、素龍は杉風のためにも別に一本を書写していることが知られるが、それはたぶん西村本と同系統に属するものであろう。須賀川の藤井晋流の『蕉門録』に、其角から譲られた芭蕉自筆本所持の旨をしるしているのは、素龍の跋が付されていると言っている点から見て、これまた西村本系統の本文と考えられ、芭蕉自筆という点は、晋流所持の他の什物に照らして疑わしい。

　なお、この紀行を理解する上の参考文献として逸することのできないものに、この旅に随行した曾良の旅日記がある。これは曾良本とともに曾良の郷里諏す訪わの俳人久保島若人の伝来品で、すでに江戸時代にも一部に知られていたが、昭和十八年、前記斎藤氏蔵の原本を山本六丁子氏が『曾良　奥の細道随行日記　付元禄四年日記』と題して翻刻するに及び、一躍学界の注目を引くに至った。のち原本は杉浦正一郎博士の手に移って、さらに詳細な考察が加えられ（同博士『芭蕉研究』参照）、現在は天理図書館綿屋文庫の蔵に帰し、天理図書館善本叢書『芭蕉紀行文集』に収められている。書型は横本で外題はなく、総紙数は百葉、その十九葉裏までは、予習ノートともいうべき延喜式神名帳と歌枕の抄録から成っており（後に旅の見聞による補訂が加えられ鰭紙が貼付してある）、二十葉から五十二葉までにこの旅の日記、七十四葉までに元禄四年の近畿巡遊日記を録し、九十一葉までが俳諧書留、以下各種の覚書を付記してある。本書の出現によって、『おくのほそ道』が必ずしも旅の事実をそのままに伝えたものではなく、多くの文学的虚構を含んでいることの確証された意義は大きい。従来はその記事と本文との相違の穿鑿に多くの議論が費やされ、また本書の記事をもって本文を解釈しその価値を判断せんとするごとき傾きもないではなかったが、作品が現実と似ているかどうかは作品本来の価値とは無関係とすべきで、わたくしどもとしてはむしろ、芭蕉が旅の事実からその詩的幻想の世界を構成してゆく発想の秘密の探究や、現実からは独立したその作品の世界の高さの解明にこそ、本書を役立てるべきであろう。

　『おくのほそ道』に関する著書・論文は枚挙にいとまがないが、『解釈と鑑賞』昭和三十二年三月号の「奥の細道総覧」（板坂元氏ほか）、同昭和四十二年四月号「芭蕉研究総覧」中の白石悌三氏稿「おくのほそ道」、さらに阿部喜三男氏著・久富哲雄氏補『詳考　奥の細道　増訂版』は、これまでの研究の成果を知る上に稗益する点が大きい。なお、筆者には別に角川書店刊『日本古典　評釈全注釈　叢書』中の『おくのほそ道評釈』（平成十三年五月刊）があり、本書に説き足らない点については、右を参照していただければさいわいである。





尾形　仂　

（平成十五年三月補記）










芭蕉略年譜






○印下に芭蕉の動静、▽印下に四囲の政界・経済界・思想界・文芸界の事項を掲げた。

年齢は数え年に従い、（　）内に典拠を示した。ただし、晩年に至るに従い、周知の事項が多くなるので、記事・典拠は漸次簡略に従った。








寛永二十一年・正保元年（甲申）一六四四　　一歳


○この年生まれる（『野ざらし紀行』真蹟付載連句『如水日記』『芭蕉翁行状記』等所掲の年齢より逆算）。○生地は、伊賀国阿あ拝え郡小田郷上野赤坂─今、三重県上野市赤坂町（元禄七年六月二十四日付杉風宛書簡・推定元禄七年正月付松尾半左衛門宛書簡等）。上野は、藤堂家三十二万三千石の支城の置かれた土地で、赤坂は上野城東、藤堂新七郎家中屋敷・同家来衆屋敷の東側、水口街道への出口に当たり、元禄十年以前古地図に「農人町」と注記する。○父は、松尾与左衛門（曰わつ人じん写『土芳筆蕉翁全伝』竹人『芭蕉翁全伝』その他。竹二坊『芭蕉翁正伝』には、儀左衛門とする）。松尾氏は、もと服はつ部とり郷松尾に拠った伊賀平氏で、藩政後、地じ侍ざむらい懐柔策として立てられた無む足そく人にん（無給の准士分待遇者）に組み入れられた者が多く、『伊賀国無足人名前扣ひかえ帳ちよう』に上柘つ植げ・下柘植・鵜山・島ケ原・猪田などの松尾氏の名が散見する。芭蕉の生家も、同様な伊賀土豪の末まつ裔えいであろう（曰人『蕉翁系譜』に「父与左衛門ハ全ク郷士ナリ。作リヲシテ一生ヲ送ル」と見える。曰人写『全伝』竹人『全伝』等所掲系図には、柘植郷の松尾の一族とするが、必ずしも従いがたく、また西川系図・福地系図・竹島過去帳等による諸推定もあるが、資料の信憑性の点で問題がある）。○母は、伊予宇和島の産で、桃地氏の女と伝える（曰人写『全伝』）。○家族は、兄半左衛門命清（同上）。冬李『蕉翁略伝』には、兄の名を儀左衛門、職を「手跡の師範」とし、その嫡子半左衛門の代に、千五百石藤堂修理長基に出仕したとする。芭蕉書簡・去来書簡・上野愛染院過去帳等に徴すれば、兄の名は半左衛門が正しい。○他に、姉が一人。後に妹が三人生まれる（曰人写『全伝』竹人『全伝』等）。○幼名、金作（支考『十論為弁抄』等）。

▽十二月十六日改元。第百十代後光明天皇即位後一年、徳川家光が三代将軍に補されてより二十一年、鎖国令後五年目に当たる。▽文芸界では貞門俳諧が興隆し、前年松永貞徳の『油あぶら糟かす』『淀よど河がわ』が刊行された。



明暦二年（丙申）一六五六　　十三歳


〇二月十八日、父没（愛染院過去帳）。

▽百十一代後西院天皇即位後二年、徳川家綱四代将軍宣下後五年。▽貞徳没後三年。北村季吟、宗匠として独立。



寛文二年（壬寅）一六六二　　十九歳


○「廿九日立春ナレバ　春やこし年や行ゆきけん小こ晦つご日もり　宗房」（延宝三年刊『千ち宜ぎ理り記き』所収）の歳暮吟成る（藤木三郎氏『芭蕉時代の暦』）。現在知られる芭蕉最初期の作。○侍大将五千石藤堂新七郎良精の嫡子主計かずえ良よし忠ただ─俳号蟬吟、当時二十一歳─に出仕したのは、この前後か（曰人写『全伝』竹二坊『正伝』に「十九歳」、『蕉翁略伝』にも「寛文年中」とする。支考「芭蕉翁石碑銘並序」には、「承応の比ころより」とする）。○柏莚『老の楽』に、小川破笠談として役職を料理人と伝え、曰人『蕉翁系譜』に台所用人勤仕の旨をしるす。また、冬李『蕉翁略伝』に、勤仕中の芭蕉の居所を、三番町新七郎家中屋敷内、現河合某宅地と伝える。○通称、半七・藤七郎（曰人写『全伝』等）。忠右衛門宗房（曰人写『全伝』竹人『全伝』等）の名乗りは、主家良忠宗むね正まさより与えられたものか。「宗房」の号は、これを俳名に転用したものだろう。

▽伊藤仁斎、古義堂開塾。▽二、三年前より和泉・河内・大和等に俳諧の前句付が起こった。



寛文四年（甲辰）一六六四　　二十一歳


○重頼撰『佐夜中山集』に蟬吟とともに、松尾宗房の名で二句入集。

▽前年、百十二代霊元天皇即位。同、武家諸法度に殉死の禁令等が加えられた。▽三都定飛脚制定。



寛文五年（乙巳）一六六五　　二十二歳


○十一月十三日、蟬吟主催貞徳十三回忌追善五吟俳諧百韻に一座（竹人『全伝』一叟『桃青翁御正伝記』）。宗房の付句十八。季吟、脇句を贈る。

▽大阪天満宮連歌所宗匠西山宗因、点者として俳壇に進出。



寛文六年（丙午）一六六六　　二十三歳


○四月二十五日、主君蟬吟没、二十五。弟良重家嫡となり、蟬吟の未亡人小鍋を室とする（藤堂新七郎家系譜）。○六月中旬、高野山に蟬吟の遺髪を納める使者を勤め、小田原谷報恩院過去帳に「遺髪供く奉ぶ　松尾忠右衛門殿」の名をとどめて同月下旬下山、遁世の志をいだいて致仕を乞うも許されず、七月、主家を出奔したと伝え（冬李『蕉翁略伝』蝶夢『絵詞伝』竹二房『正伝』等）、主家退転後、京都東山山麓に住し、季吟・三条の某・吉田家・南禅寺塔たつ頭ちゆう某和尚に歌学・医術・神道・仏法を学んだと伝えるも（去留『全集』等）、諸種の徴証より見て信じがたい。○風虎『夜の錦』に発句四入集。

▽『遠近集』に西鶴の発句初出。



寛文七年（丁未）一六六七　　二十四歳

　○湖春撰『続山井』に伊賀上野宗房として発句二十八・付句三、『耳無草』に発句一入集。

寛文九年（己酉）一六六九　　二十六歳


○安静撰『如意宝珠』に発句六入集、句引伊賀の部に松尾宗房と見える。

▽野々口立圃没、七十五。



寛文十年（庚戌）一六七〇　　二十七歳


○正辰撰『大和順礼』に伊賀上野住宗房として発句二入集。

▽大阪十人両替制成立。



寛文十一年（辛亥）一六七一　　二十八歳


○友次撰『藪香物』に伊賀上野宗房として発句一入集。

▽三都間金飛脚制度成立。▽河村瑞賢、東回り航路開発。



寛文十二年（壬子）一六七二　　二十九歳


○一月二十五日、伊賀上野天満宮に自判の三十番発句合『貝おほひ』を奉納、発句二入集、自序に「伊賀上野松尾氏宗房、釣月軒にしてみづから序す」と署名する。天満宮奉納は、俳諧師として立つ決意を披露したものであろう。○曰人写『全伝』竹人『全伝』等に、この年官を辞して東下すというも、入集句の肩書や季吟よりの『埋木』相伝の事実、改号の時期より見て、なお決しがたい。○重頼撰『時いま世よう粧すがた』に伊賀宗房として、梅盛撰『山下水』に伊賀住宗房として、各発句一入集。

▽藤堂新七郎家の嫡子良重没、二十四。蟬吟の男良長（俳号、探丸）後嗣となる。▽河村瑞賢による日本一周航路完成。▽石川丈山没、九十。



延宝元年（癸丑）一六七三　　三十歳


○三信・素閑撰『音頭集』に宗房として発句一入集。

▽九月二十一日改元。▽西鶴、『生玉万句』に談林新風の第一声をあげる。▽安原貞室没、六十四。



延宝二年（甲寅）一六七四　　三十一歳


○三月十七日、季吟より連俳秘書『埋木』の伝授を受ける。官仕を辞したのは、この年か。

○蘭秀撰『後撰犬筑波集』に宗房として発句一入集。

▽五月二十四日、藤堂新七郎良精没、七十四。良長九歳にして家督をつぐ。▽宗因の『蚊柱百句』をめぐり、貞門と談林新風との対立抗争が表面化した。▽冬、山口信章（素堂）上洛、季吟と会吟する。



延宝三年（乙卯）一六七五　　三十二歳


○この春、「時節嘸さぞ伊賀の山ごえ華の雪─杉風／身は爰ここ元もとに霞む武蔵野　桃青」以下の両吟歌仙成るか。○松尾甚七郎（曰人写『全伝』竹人『全伝』。「杉風秘記」には松尾甚四郎）と改名し江戸へ下ったのは、前年冬もしくはこの春か。○五月、宗因の東下を迎えての百韻興行に桃青号で一座、付句八。○東下当初の住所について、『綾錦』には日本橋本舟町名主小沢卜尺方、「杉風秘記」には小田原町杉山杉風方、曰人『蕉翁系譜』には駿河台中坊浜島氏（藤堂家中）方と伝える。○宗匠として立つため、高野幽山の執しゆ筆ひつを勤め、髪も撫で付けにしたらしい（『真澄の鏡』）。○宗信撰『千宜理記』に伊賀上野住宗房として発句六、露沾判『五十番発句合』に発句二以上入集。

▽『大坂独吟集』『談林十百韻』等刊。新風の気勢大いにあがる。



延宝四年（丙辰）一六七六　　三十三歳


○二月、信章（素堂）と両吟百韻二巻を巻き天満宮に奉納、宗因の新風に心酔のさまがいちじるしい。○夏、帰省、六月二十日ごろ伊賀上野に入り、七月二日江戸に下る（曰人写『全伝』）。この際、猶子桃印を伴って江戸へ下ったか（元禄六・三・二〇ごろ許六宛書簡）。○蝶々子撰『俳諧当いま世よう男』に発句三・付句三、季吟撰『続連珠』に伊賀上野松尾宗房として発句四、江戸松尾桃青として発句二（句引に「松尾氏本住伊賀号宗房、桃青」）、松尾氏桃青として付句二、桃青として付句一、伊州松尾氏桃青として付句一入集。



延宝五年（丁巳）一六七七　　三十四歳


○この前後、小田原町に一戸を構え、生活のたずきに以後三年ほど神田上水の水役に任じたらしい（『本朝文選』『筠庭雑録』）。○冬、信章・信徳と三吟百韻一巻を巻く。なお、杉風との両吟、似春・四友との三吟等もこの前後の作であろう。○梅人『桃青伝』に、延宝六年桃青歳旦帖伝存のよしを伝えるところによれば、宗匠立机はこの歳暮以前。調和撰『富士石』（延宝七刊）所収等躬の春季の句の前書に「桃青万句に」と見えるところによれば、立机披露の万句興行が行われたのは、あるいはこの年の春か。○風虎『六百番句合』に二十句入集。勝九・負五・持六。

▽西鶴、独吟千六百句興行。矢数俳諧の嚆こう矢し。



延宝六年（戊午）一六七　　三十五歳


○正月、歳旦帖を上じよう梓し（梅人『桃青伝』）。○春、信章・信徳と三吟百韻二巻を巻き、前年冬の一巻と合わせ、『桃青三百韻附両吟二百韻』と題して刊行。○十月、「十八番句合」を判し、坐興庵桃青と署し、素宣の印を用いる。○二葉子撰『江戸通り町』に歌仙一・発句五・付句五、言水撰『江戸新道』に発句三、不卜撰『江戸広小路』に発句十七・付句二十、春澄撰『江戸十歌仙』に歌仙三入集。

▽八月、江戸大地震。諸国大風雨。▽半井卜養没、七十二。



延宝七年（己未）一六七九　　三十六歳


○三月、千春撰『かり舞台』に「松尾宗房入道、始伊賀住」と見え、すでに剃髪していたことが知られる。○未達『俳諧関相撲』（天和二刊）に、三年以前に三都の宗匠十八人の批点を得たという中に桃青の批点も収められ、このころ点者としての名の三都に聞こえ始めていたことが知られる。○言水撰『江戸蛇之鮓』に発句三、蝶々子撰『玉手箱』に発句一、西治撰『二葉集』に付合四、才麿撰『坂東太郎』に発句四入集。

▽高政の『中庸姿つねのすがた』をめぐって上方俳壇に新旧入り乱れての論戦が起こり、翌年に続く。



延宝八年（庚申）一六八〇　　三十七歳


○四月、『桃青門弟独吟二十歌仙』刊。「桃青の園ソノには一流ふかし」と見え、杉風・卜尺・嵐蘭・揚水・嵐雪・其角ら優秀な門弟を擁し、江戸俳壇に一流を確立したさまがうかがわれる。

○『俳諧合』（田舎・常盤屋）の判詞を書く。栩く々く斎さい・華桃園と署名、『荘子』への傾倒のさまがいちじるしい。別に、夭々軒・瓢簟斎とも号した。○冬、居を深川に移し、杜甫の詩にちなんで泊船堂と号した。○不卜撰『向之岡』（上・中のみ現存）に発句九入集。

▽五月、徳川家綱没、四十。八月、徳川綱吉五代将軍宣下。▽八月、後水尾法皇崩、八十五。

▽東海道諸国凶作。▽五月七日、西鶴、独吟四千句興行。▽六月、松江維舟（重頼）没、七十九。



延宝九年・天和元年（辛酉）一六八一　　三十八歳


○春、李下より贈られた芭蕉の株を植えた。芭蕉庵の庵号はこれにもとづく。○七月、信徳らの『七百五十韻』を次いだ『俳諧次韻』刊。○深川臨川庵滞在の仏頂和尚と交渉を生じたのは、この前後からか。冬、「乞食の翁」の句文を草し、「泊船堂主　華桃青」と署名。○言水撰『東日記』に発句十五、清風撰『おくれ双六』に発句一入集。高政撰『ほの[image: ][image: ]立』順也序に「枯枝に烏とイのまりたるや秋の暮」の句を当風の代表句として引用。

▽凶作により米価騰貴。▽九月二十九日改元。▽堀田正俊大老となる。▽俳壇に漢詩文調流行の気運が高まる。▽宗因、俳壇引退の決意を漏らす。



天和二年（壬戌）一六八二　　三十九歳


○二月、木因宛書簡に芭蕉と署名。○三月、千春撰『武蔵むさし曲ぶり』に芭蕉庵桃青の号で入集する。○十二月二十八日、駒込大円寺に発した大火に類焼した。○『歳旦発句牒』風黒撰『高名集』如扶撰『俳諧三箇津』三千風撰『松島眺望集』に各発句一、千春撰『武蔵曲』に発句六・百韻一入集。

▽凶作前年に続く。▽諸国に高札を立て、忠孝を奨励、奢侈を禁ずる。▽西山宗因没、七十八。▽西鶴『好色一代男』刊。



天和三年（癸亥）一六八三　　四十歳


○春、在江戸。〇夏、甲斐谷村に高山麋塒を訪ね、麋塒・一晶との三吟歌仙成る。○五月、江戸に帰り、船町に仮寓。其角撰『虚栗』に跋を草し、芭蕉洞桃青と署名、李白・杜甫・西行の風流を追った新風の特色を宣示する。発句十四・漢句一・歌仙三入集。○六月二十日、郷里の母没（愛染院過去帳）。○九月、素堂の「芭蕉庵再建勧化簿」序が成り、門人らの寄金により芭蕉庵の再建がはかられた。○冬、再建芭蕉庵に入庵。

▽庶民の衣服制限令公布。▽伊藤仁斎『語孟字義』成る。



天和四年・貞享元年（甲子）一六八四　　四十一歳


○八月、千ち里りと同行、『野ざらし紀行』の旅に発足。○九月八日帰郷、大和・山城を経て、九月末、美濃大垣に木因を訪う。○初冬のころ、木因の東道で桑名・熱田に至る。名古屋において野水・荷兮らと『冬の日』五歌仙を巻き、漢詩文調を脱した蕉風の樹立を示す。○熱田で唱和後、十二月二十五日、伊賀上野に帰り越年。

▽二月、義太夫、竹本座の櫓をあげる。▽二月二十一日改元。▽八月、大老堀田正俊が刺殺された。▽十月、貞享暦宣下。▽六月、西鶴、二万三千五百句独吟。



貞享二年（乙丑）一六八五　　四十二歳


○二月、奈良に出て水取りの行事を拝して後、京・湖南に滞在、秋風・任口に会う。尚白・千那・路通ら入門。水口で土芳に会う。○三月末、熱田で歌仙二を巻く。前年の一巻と合わせ、「熱田三歌仙」という。○四月十日、鳴海の知足亭を発し、木曾・甲斐を経て、四月末帰庵。○六月二日、尾花沢の清風を迎え、古式百韻興行。○風瀑撰『一楼賦』其角撰『新山家』に各発句一入集。

▽山鹿素行没、六十四。▽円覚寺大巓和尚没、五十七。▽内藤風虎没、六十七。▽鬼貫、この年「誠の外に俳諧なし」と悟ったという。



貞享三年（丙寅）一六八六　　四十三歳


○正月、其角らと『初懐紙』百韻を巻く。○春、「古池や蛙飛びこむ水の音」を巻頭に、衆議判『蛙合』を催す。○秋、去来の『伊勢紀行』に跋を寄せる。○『歳旦三物集』に発句二、西吟撰『庵桜』に発句一、風瀑撰『丙寅紀行』に発句一・連句一、荷兮撰『春の日』に発句三、清風撰『一橋』に歌仙一入集。

▽西岸寺任口没、八十一。



貞享四年（丁卯）一六八七　　四十四歳


○春、去来の東下を迎えて四吟歌仙を巻く。○秋、素堂に「蓑虫」の句を贈り、「蓑虫説跋」を草する。○八月、曾良・宗波と『鹿島詣』の旅におもむき、仏頂和尚・本間自準を訪う。○九月、露沾邸で芭蕉の西上を送る餞別会が催された。○十月、不卜撰『続の原』句合冬の部判詞および跋を草する。○十月十一日、其角亭餞別会。○十月二十五日、『笈の小文』の旅に発足。鳴海・熱田・保美・名古屋等で吟席をかさね、十二月下旬帰郷、伊賀上野で越年。○尚白撰『孤ひとつ松まつ』に発句十七、其角撰『続虚栗』に発句二十四・世吉一・三物一入集。

▽正月、生類憐みの令公布。▽三月、百十三代東山天皇即位。



貞享五年・元禄元年（戊辰）一六八八　　四十五歳


○二月初め、新大仏寺を訪ね、二月四日、伊勢神宮参拝。尾張の杜国と落ち合い、益光らと会吟する。○二月十八日、郷里の亡父三十三回忌追善法要に列席。のち藤堂探丸下屋敷に招かれる。○三月十九日、杜国と吉野に出立、高野山・和歌浦・奈良・大坂・須磨・明石をめぐって、四月二十三日、京に入る。〇五月、岐阜を訪れ、大津に至る。○六月、大津より岐阜を経て尾張に入り、鳴海・熱田に滞在、諸所に唱和をかさねた。○八月十一日、越人と『更科紀行』の旅におもむき、下旬、江戸に帰る。○九月十三日、芭蕉庵に後の月見の会を催す。○十二月十七日、路通・曾良らと深川八貧の句文が成った。○嵐雪撰『若水』に発句二、不卜撰『続の原』に発句四入集。

▽九月三十日改元。▽十一月、柳沢吉保、側用人となる。



元禄二年（己巳）一六八九　　四十六歳


○閏一月下旬猿雖（推定）宛・二月十五日桐葉宛・二月十六日惣七・宗無宛書簡に陸奥・北国旅行の意図を告げる。○芭蕉庵を平右衛門なる人物に譲り、杉風の下屋敷に移る。○三月二十七日、曾良を同伴し『おくのほそ道』の旅に発足。（日程略）九月六日、大垣を発ち、伊勢に下る。○九月十三日、内宮に参拝、下旬伊勢より伊賀に至り、十一月まで滞在、吟席をかさねた。○十一月末、路通を伴い奈良を経て京に入り、落柿舎に鉢叩きを聞いて、湖南におもむき、膳所に越年。○言水撰『前後園』に発句四、荷兮撰『曠野』に発句三十四・歌仙一、挙白撰『四季千句』に発句五、等躬撰『信夫摺』（下のみ現存）に発句四・歌仙一・端物三入集。

▽季吟、幕府歌学方となる。



元禄三年（庚午）一六九〇　　四十七歳


○正月三日、膳所を発足、伊賀に帰る。諸門人と唱和。○三月中旬すぎ、膳所に出、『ひさご』所収歌仙を巻く。○四月、義仲寺の草庵に入り、同六日、幻住庵入庵。時に大津に遊ぶ。『おくのほそ道』の旅の疲れから、健康に衰えをおぼえ始める。○六月初め上洛、凡兆方に滞在して凡兆・去来と歌仙を巻き、十九日如行を伴って幻住庵に帰る。○六月下旬、膳所の洒堂方に逗留。○七月二十三日、幻住庵を出、九月末まで大津・膳所・堅田・京の間を転々する。○七月下旬、「幻住庵記」草稿、八月同定稿成る。○九月末、伊賀に帰る。○十二月、京より大津に移り、乙州新宅に越年。○珍碩撰『ひさご』をはじめ蕉門の撰集ようやく数を加え、諸俳書への入集句とみにふえる（以下、入集書名の記載省略）。

▽京俳壇を中心に景気の句を標榜した新気運が高まる。



元禄四年（辛未）一六九一　　四十八歳


○正月上旬、伊賀に帰る。○二月中旬、奈良におもむき、ふたたび伊賀に帰る。○三月末、大津に出る。○四月十八日より五月五日まで京都嵯峨落柿舎に滞在、この間の日記を「嵯峨日記」という。○五月五日、京の去来本宅へ移る。以後九月まで、京・大津・膳所の間を往返、風吟をかさねた。○七月三日、『猿蓑』刊。蕉風の円熟境を示す。○九月二十八日、義仲寺無名庵を発って桃隣を伴い帰東の途につく。○十月上旬、平田の李由を訪ね、垂井規外亭・大垣千川亭・熱田梅人亭・新城白雪亭・島田如舟亭を経て、支考・桃隣と同道、十月二十九日、江戸着。○橘町彦右衛門方仮寓に越年。

▽熊沢蕃山没、七十三。▽岡村不卜没。



元禄五年（壬申）一六九二　　四十九歳


○二月、「栖居之弁」を草する。○五月中旬、杉風・枳風らの好意で新築された芭蕉庵に移る。○八月九日、彦根の許六入門。○八月「芭蕉を移す詞」「三日月日記」成る。○九月十六日、膳所の珍碩（洒堂）東下、翌春まで芭蕉庵に滞在。この間、『深川集』の歌仙その他が成り、晩年の軽みの作風へ移るきざしを示す。○健康とみに衰えを見せた反面、仲秋以後諸門人との往来しげく、身辺多忙をきわめる。

▽雑俳集『咲やこの花』刊。前句付盛行。



元禄六年（癸酉）一六九三　　五十歳


○一月下旬、洒堂、芭蕉庵を辞去する。○三月、猶子桃印、芭蕉庵で病没、三十三歳。病中死後にかけて心を労することがはなはだしかった。○四月末、許六の帰国のはなむけに、「柴門の辞」を草する。○七月中旬過ぎ、「閉関の説」を草し、門戸を閉ざして客を謝すること一月に及ぶ。○八月二十七日、嵐蘭の没にあい、その誄るいを草した。○十月二十日、野坡らと深川に会し、『炭俵』所収歌仙一を巻く。なお、諸門人との会吟が少なくない。

▽江戸新大橋架橋。▽八月十日、西鶴没、五十二。▽呂丸・東順没。



元禄七年（甲戌）一六九四　　五十一歳


○この年、しきりに軽みを唱道する。○五月十一日、次郎兵衛を伴い江戸を出立、西上の途につく。曾良、箱根まで随行。島田如舟亭・鳴海千足亭・名古屋荷兮亭を経て、二十八日、伊賀上野着。閏五月十六日まで滞在。○閏五月十六日、上野を発ち、十七日大津乙州亭、十八日膳所曲翠亭に遊ぶ。○二十二日、上洛、落柿舎に入り、六月まで滞在。この間、越中の浪化入門。○六月二日、江戸で寿貞没。○六月十五日、京を発ち、膳所曲翠亭・大津木節亭・義仲寺無名庵に遊吟、七月五日、無名庵を去り、京去来亭におもむく。○七月中旬、盆会のため伊賀に帰り、九月七日まで滞在。○八月十五日、伊賀上野赤坂に無名庵の新築成り、月見の宴を催す。○九月初旬、『続猿蓑』の撰、ほぼ成る。○九月八日、支考・惟然・次郎兵衛らを伴い出郷、奈良に一泊、九日夜、大坂洒堂亭に至る。○十日の暁より悪寒頭痛に悩む。なお、二十八日まで大坂諸門人の会に出座。○二十九日夜、泄痢臥床。○十月五日、病床を御堂前花屋仁右衛門方に移す。七日、去来ら到着。八日深更、支考に病中吟を示す。十日、遺書をしたためる。十一日、其角到着。○十二日申の刻（午後四時ごろ）没。○十四日、膳所義仲寺境内に埋葬。

▽十二月、柳沢吉保、老中格となる。生類憐みの令数回公布。翌八年、金銀貨改鋳、翌々年、荻生徂徠の登用と、時代の前途には大きな転換の気運が孕まれていた。










歌枕解説索引




凡例





一　以下は、歌枕紀行としての性格を帯びた本文の読解の参考に資するため、本文所出の歌枕につき、現今の市町村名をあげてその所在を注するとともに、芭蕉の参照した可能性の多い当時の名所和歌集類より芭蕉のイメージに関連する引き歌・縁語等を抄出し、あわせて曾良の『名勝備忘録』等の関係記事を摘録したものである。

二　配列は発音かなづかいによる五十音順に従った。

三　引用文の表記は、すべて現行の歴史的かなづかいに改め、また漢文は書き下し文に変えた。

四　頻出引用書名は、次の略号に従った。





〔夫〕　夫木和歌抄（正慶元年以前成立。寛文五年刊。藤原長清編）

〔類〕　類字名所和歌集（寛永八年奥書。寛文八年刊。里村昌琢編）

〔楢〕　楢山拾葉（万治三年序。寛文十一年刊。石川清民編）

〔方〕　名所方角抄（寛文七年刊。伝宗祇編）

〔歌〕　歌林名所考（寛文十一年刊。西順編）

〔小〕　名所小鏡（貞享二年刊）

〔備〕　名勝備忘録（元禄二年成立。曾良）

〔鵆〕　陸奥鵆（元禄十年刊。桃隣）

〔文〕　蝦夷文談抄（宝永二年刊。等躬）

〔聞〕　奥羽観蹟聞老志（元禄元年起稿。享保四年成立。佐久間洞巌）
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会アイ津ズ根ネあひづね　今の福島県耶麻郡磐梯町の磐ばん梯だい山さんのこと。標高一八一九メートル。会津の山々とする説もある。〔類〕会津山（陸奥会津郡）「後撰雑別　君をのみしのぶの里へ行くものをあひづの山のはるけきやなぞ　藤原滋女」〔楢〕安あ比ひ豆づ根ね「（万葉）十四東歌　あひづねの国をさ遠み逢はなはばしのびにせむと紐結ばさね」〔小〕会津山「信夫里・鹿」〔備〕会津山「万ばん代だい山さんノコトナリ」安比豆根「万代山ノコトナリ」〔文〕会津山（会津内）「同根・同関。今、坂ばん代だい山さんトイフ。猪苗代湖東上ニ山アリ、云々」

浅アサ香カ沼ヌマ　今の福島県郡山市日和田町内。この辺一帯の沼をいう。一説に東勝寺の田面とも。〔類〕安積山・沼（陸奥　安積郡）「古今恋四陸奥の浅香の沼の花がつみ見る人ごとに恋ひやわたらむ　読人不知」〔小〕安積「山井・杜若・菖蒲・蒲・五月雨・旅寝」〔鵆〕「浅香の沼は田畠となり、かつみ草・花蔣、いづれとも知れず。ただ、あやめなりといひ、真菰なりといひ、説々多し。菖蒲池といふは、この所にあり」[image: ]浅香山

浅アサ香カ山ヤマ　今の福島県郡山市日和田町内。安積山公園のある小丘をそれと伝える。一説にこの付近の額ひた取とり山とも。〔類〕安積　山・沼（陸奥安積郡）「古今序　浅香山影さへ見ゆる山の井の浅くは人を思ふものかは　うねめ」〔小〕安積「山井・杜若・菖蒲・蒲カツミ」〔備〕安積「ひわだトイフ馬うま次つぎノ北ノ方へ五六丁行ゆけバ一里塚アリ。ソノソバノ右の方、山ナリ。小山ナリ」安積山「須賀川・郡山ノ辺」〔鵆〕「奥道日和田へ出ル。コノ所四丁行キテ道端、右ノカタニ浅香山。南都若草山ノオモカゲアリ。名アル山トハ見エタリ。巓ニ小サキ榎三本アリ。往来貴賤登ルト見エテ径アリ。麓ヨリ巓マデ四十三間、麓ノ回リ弐百六十八間」〔文〕安積山（二本松内）「同郡・同沼。日和田トイフ駅ノ北端一里塚アル東ノ山トイフ」

あアさサむンづズのノ橋ハシ　今の福井県福井市の西南、福井市浅水町の浅水川にかかっていた橋。【催馬楽】朝あさ津むづ「朝津の橋の　とどろとどろと　降りし雨の　古りにし我を　誰ぞこの　仲人たてて　御み許もとの容姿かたち　消せう息そこし　訪とぶらひ来るや　さきむだちや」【枕草子】六四「橋は、あさむづの橋」。〔方〕浅あさ水むづの橋はし（越前）「世俗にあさうづといふ所か。あさむづの橋は忍びて渡れどもとどろとどろと鳴るぞわびしき　たれぞこの寝覚めて聞けばあさむづの黒戸の橋を踏みとどろかす」

阿ア武ブ隈クマ川ガワ　[image: ]オウクマガワ

あアねネはハのノ松マツ　今の宮城県栗原郡金成町姉歯にあった松。今も松が植えてある。〔備〕姉ハ村「高清水・月館ノ辺ナリ。今モ松植ヱテアリ」〔文〕「伊勢　栗原やあねはの松の人ならば都のつとにいざと言はましを業平、夫木ふるさとの人に語らん栗原や姉場の松の鶯の声長明」〔聞〕姉歯松「一ニ羽ニ作ル。歌枕ニハ姉場ニ作ル。松葉集ニ姉葉ニ作ル。藻塩草ニ阿礼葉ニ作ル。今、夫木集ニ従フ。（中略）古老相伝フ、コレスナハチ筑紫肥前ノ産、松まつ浦ら佐さ用よ姫ひめの姉某ガ墓上ノ松ナリ。アルイハ曰いはク、小野ノ小町ガ姉ナリト」

有アリ磯ソ海ウミ　今の富山県高岡市伏木港付近一帯の海。〔類〕有磯海・浜・浦（越中射水郡云々。また、海之総名なり）「古今序わが恋はよめども尽きじありそ海の浜の真砂まさごはよみ尽くすとも」「古今恋五　有磯海の浜の真砂まさごの頼めしは忘るることの数にぞありける　読人不知」〔楢〕「（万葉）十七かからむとかねて知りせばこしの海の有磯の波も見せましものを　家持」〔小〕有アリ磯ソ　海・浜・浦・渡（越中）「葛・千鳥・鶴たづ・忘貝・　う空つせ貝・舟呼よばひ・浜の真砂」〔備〕有磯（越中）

板イタ敷ジキ山ヤマ　今の山形県最上郡戸沢村内にある山。標高六三〇メートル。最上川の左岸に当たる。〔夫〕山「板敷山（常陸あるは出羽）みちのくに近き出いで羽はの板敷の山に年ふるわれぞわびしき　よみ人しらず」

種イロのノ浜ハマ　今、敦賀市内。敦賀湾に臨む。【山家集】下「汐染むるますほの小貝拾ふとて色の浜とはいふにやあるらん」（西行）

岩イワ手デのノ里サトいはでのさと　紀伊・陸奥の両説があり、陸奥とするものは、これを南部領磐手郡寺田村（今の岩手県岩手郡西根町）とする。芭蕉は今の宮城県玉造郡岩出山町をさして同名の歌枕名で呼んでいる。〔類〕磐手里（紀伊）「八雲御抄ならびに宗祇国分け・勅撰名所抄・藻塩草等、当国にこれを載す。また、奥州に同名あり」磐手山（陸奥）「新古今雑下みちのくのいはでしのぶはえぞ知らぬ書き尽くしてよ壺つぼの碑いしぶみ前右大将頼朝」〔方〕磐提山　岡・森・関・里〔備〕「玉造郡　仙台ヨリ十弐里北西　政宗初メノ城跡、山ノ上ニアリ。館町ニアリ。伊達将監。○磐手─シノブハエゾ知ラヌ書キ尽クシテヨ壺の碑　モノ言ハレヌ思ヒニ多シ」〔文〕岩提山（南部内）「同岡・同森・同関・小野・同里。この山名、陸奥ニ多シ。シカリトイヘドモ、コノ山ノ明神ナリ」〔鵆〕「これより岩手へかかる。磐いは提で山やま、すなはち城下の名なり。磐提の関、この所なり」〔聞〕磐いは手での峰もり（磐手郡）「寺田村ニアリ。コレスナハチ和歌に磐手峰ト詠ズルトコロノモノ、コレナリ。岡・丘・関・隘・原・野等の古跡、ミナソノ辺ノ地ナリ」磐手城（玉造郡）「古歌ニ詠ズルトコロノ地ハ、南部領磐手郡ニアリ。好事ノ徒、モツテイササカソノ地ニ擬シテ、コレヲ称スルトコロナリ」

鶯ウグのイス関ノセキうぐひすのせき　ここでは今の福井県南条郡南条町鯖波と湯尾の間の関の原をいう。ほかに河内国の名所とする説もある。〔方〕関の原（越前）「鶯の鳴きつる声にしきられて行きもやられぬ関の原かな」〔歌〕鶯の関（河内）「わが思ふ心も尽きぬ行く春を越さでもとめよ鶯の関」

卯ウのノ花ハナ山ヤマ　今の富山県西礪と波なみ郡に属す。源氏山ともいう。〔類〕（越中）「玉葉夏　かくばかり雨の降らくに時鳥ほととぎす卯の花山になほか鳴くらむ　人麿」「新千載夏　郭ほと公とぎす卯の花山にやすらひて空に知られぬ月になくなり　二品法親王守覚」〔方〕「ほととぎす・雨などよめり」〔小〕「ほととぎす・月　空に知られぬ・白雪」〔備〕卯花山（越中）

阿オ武ウ隈クマ川ガワあふくまがは　福島県白河市西方の旭岳に発し、白河市の北を流れ、岩沼付近で東流して太平洋に注ぐ。普通アブクマ川。歌にはオウクマ川と読む。〔類〕阿武隈川（陸奥）「古今大歌所御歌　あふ隈に霧立ちわたり明けぬとも君をばやらじ待てばすべなし」「後撰恋一よとともに阿武隈川の遠ければ底なる影を見ぬぞかなしき　読人不知」〔方〕「埋木・恋路」〔小〕「奈古曾・柵・霧・渡し舟」〔備〕阿武隈（陸奥）「白河ノ町ハヅレニテ渡ル。仙台近クマデ流ル」〔聞〕「武ノ字、和歌ニオイテハスナハチ音おんヲ清すミ、俗語ニオイテハ音ヲ濁ル」

沖オキのノ石イシ　今の宮城県多賀城市内にその遺跡と伝える盆池がある。二条院讃岐さぬき「わが袖は汐干に見えぬ沖の石の人こそ知らね乾くまもなし」（『千載集』恋）の歌に付会し、伊達家四世綱村の代に設けられたもの。〔類〕興おきの井（陸奥）「古今滅歌　おきのゐて身を焼くよりも悲しきは都島べの別れなりけり小野小町」〔備〕興井（陸奥）「末ノ松山ト壱丁ホド間アリ。八幡村トイフ所ニアリ。仙台ヨリ塩竈ヘ行ク右ノ方ナリ。塩竈ヨリ三十丁ホドアリ。所ニテハ興おきノ石トイフ。村ノ中、屋敷ノ裏ナリ」〔鵆〕「八幡村百姓の裏に奥の井あり。三間四方の岩、回りは池なり。所の者は沖の石といふ」

小オ黒グロ崎サキをぐろさき　今、宮城県玉造郡鳴子町名生みよう定さだの荒雄川の北岸の地。〔類〕「古今大歌所

　御歌小黒崎みづの小島の人ならば都のつとにいざといはましを」〔小〕「田た鶴づ・みづの小島」〔備〕小黒崎（陸奥）「宮ト鍛か冶じ屋わ沢トイフ馬次ノ中ホド。（小黒崎）みづの小島にあさりする田鶴ぞ鳴くなる波立つらしも」〔聞〕「名生定村ニアリ。美豆ノ小島以北ヲ去ルコト五丁余。郷人、黒崎山トイフ。翠松万株」[image: ]『随行日記』五月十五日の条

雄オ島ジマがガ磯イソをじまがいそ　[image: ]雄島の磯

雄オ島ジマのノ磯イソをじまのいそ　今の松島海岸町、松島海岸駅の南方にある島。渡月橋で陸地とつながる。〔類〕（陸奥）「後拾遺恋四　松島や雄島が磯にあさりせし蜑あまの袖こそかくはぬれしか　源重之」〔歌〕雄島（陸奥）松島・磯・崎・松・苫屋・八重塩風「新古今　秋の夜の月やをしまのあまの原明けがた近き中の釣つり舟ふね　家隆」〔備〕雄島（陸奥）「松島・─・松が根・さよ枕・藻塩焼く・千鳥・蜑の捨て衣・惜しまぬトモ」

緒オ絶ダえエのノ橋ハシをだえのはし　今の宮城県古川市内にある小橋。〔類〕（陸奥）「後拾遺恋三　みちのくの緒絶えの橋やこれならむ踏みみ踏まずみ心まどはす　左京大夫道雅」「続千載恋四　あふことは緒絶えの橋の橋柱また立ち帰り恋ひわたるかな

　式部卿久明親王」〔備〕緒絶橋（陸奥）「契リノ絶エヌコトニヨメリ。橋柱トモ、琴ニヨソヘテモ」「仙台ヨリ平泉ヘノ道、古川トイフ宿ニアリ。塩竈明神の裏口ヘ上ル町中の橋ヲモイフ」〔鵆〕「古川の町中にあり。この橋の名、ここかしこにありて、以上四つはおぼえたり。いづれもゆゑあることにや」

尾オぶブちチのノ牧マキをぶちのまき　今の石巻市東方の牧山。一説に南部。〔類〕尾駮御牧（陸奥）

　「後撰雑四　陸奥のをぶちの駒も野飼ふには荒れこそまされなつくものかは　読人不知」「後拾遺雑二　綱絶えて放れ果てにし陸奥の尾ぶちの駒をきのふ見しかな　相模」〔備〕尾駮御牧（陸奥）「石ノ巻ノ向カヒ、牧山トイフ山アリ。ソノ下ナリ」[image: ]『随行日記』五月十日の条
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帰カエ山ルヤマかへるやま　今の福井県南条郡今庄町付近。〔類〕（越前）「後撰別　我をのみ思ひつるがの越こしならば帰るの山はまどはざらまし読人不知」「続後拾遺秋上　帰る山いつはた秋と思ひこし雲井の雁かりも今やあひ見む　家隆」〔小〕「敦賀・雁・越路・いつはた・都人」〔備〕帰山（越前）「類（類字名所和歌集）」[image: ]『随行日記』八月九日の条

笠カサ島シマ道ドウ祖ソ神ジンかさしまだうそじん　今の宮城県名取市愛島にある。佐倍乃神社とも。北一キロに藤原実方の塚がある。【新古今集】哀傷「陸奥国みちのくにへまかりける野中に、目に立つさまなる塚のはべりけるを、問はせはべりければ、これなむ中将の塚と申すと答へければ、中将とはいづれの人ぞと問ひはべりければ、実方の朝臣のこととなむ申しけるに、冬のことにて霜枯の薄すすきほのぼの見えわたりて、をりふしもの悲しうおぼえはべりければ　朽ちもせぬその名ばかりをとどめ置きて枯野の薄形見にぞ見る　西行法師」〔鵆〕「岩沼を一里行きて一村あり。左の方より一里半、山の根に入りて笠島。この所にあらたなる道祖神いまして、近郷の者旅人参詣絶えず。社の後に原あり。実方中将の塚あり。五輪折くだけ崩れて、名のみばかりなり。かたはらに中将の召されたる馬の塚あり」

象キサ潟ガタ　今の秋田県由利郡象潟町にあった潟。文化元年（一八〇四）の地震で陸地となり、往時の景観を失う。『名所小鏡』『国花万葉記』等に「キサガタ」とふりがながある。〔類〕（出羽）「後拾遺旅世の中はかくても経へけり象潟の蜑あまの苫とま屋やをわが宿にして　能因法師」「新古今旅　さすらふるわが身にしあれば髪潟や蜑の苫屋にあまた旅寝ぬ　藤原顕仲朝臣」〔方〕「象潟や桜が波に埋もれて花の上こぐあまの釣舟」〔歌〕「さすらふ・蜑の苫屋・旅寝・磯」〔備〕象潟（出羽）「さすらふるわが身にしあれば象潟のあまの苫屋にあまたたびねん　顕仲」「世の中はかくても経けり象潟の蜑の苫屋をわが宿にして　能因」〔鵆〕「蚶潟眺望、小島の数七十八。東、鳥海山。西、荒海。町の末、板橋の下、昼夜潮のさし引きありて、満干ごとに潟の姿異なり（中略）松島・象潟両所ともに感かん情せい深く、そのおもかげ彷彿たり。倭国十二景の第一・第二、この二景に限るべし」

木キのノ下シタ　今の宮城県仙台市木ノ下。〔類〕宮城　野・原（陸奥　宮城郡）「古今大歌所御歌　みさぶらひ御笠と申せ宮城野の木の下露は雨にまされり」〔文〕木の下（仙台内）「仙台ヨリ松島へ行ク東端ニアリ」

金キン華カ山ザンきんくわざん　牝鹿半島の南東海上にある島。歌枕名としては陸奥みちのく山やま・金かな山やま。〔楢〕陸奥山（陸奥）「（万葉）十八すめろぎの御代さかえむとあづまなる陸奥山に黄金花咲く家持」〔備〕金かな山やま・金花山（陸奥）「仙台ヨリモ見ユル。石ノ巻・松島ヨリハ、ナホ近ク見ユル。高山ナリ。島ナリ」〔文〕陸奥山（仙台内）「金花山ヲイフ。松島ノ東ニ見ユル山、云々」金山「同上」

黒クロ髪カミ山ヤマ　日光山の主峰男体山。〔類〕黒髪山（下野）「新後拾遺冬　身の上にかからむことぞ遠からぬ黒髪山に降れる白雪　従三位頼政」〔楢〕「（万葉）十一相聞　ぬば玉の黒髪山の山菅に小雨降りしきますますぞ思ふ　人丸」〔歌〕黒髪山（下野）「日光山をいふとなり」〔備〕黒髪山（下野）「─の山菅に小雨降りしきますますぞ思ふ　人丸」

黒クロ塚ズカくろづか　今の福島県二本松市内。〔類〕黒塚（陸奥）「拾遺雑下　みちのくの安あ達だちの原の黒塚に鬼こもれりと聞くはまことか　兼盛」〔備〕黒塚（陸奥）「二本松町ノ内、亀かめ谷がい町ヨリ右ノ方ヘ一里ホド山ニ添ヒ行ケバ、供グ中チウノ渡シトイフ舟渡シアリ。ソノ向コウナリ。岩形ハ観音堂ノ後ナリ。鬼ノ塚ハ一町ホド東、小キ塚ニ杉植ヱテアリ。畑ノソバナリ」

気ケ比イけひ　今の福井県敦賀市内。越前一の宮気比神宮がある。〔楢〕（越前　敦賀郡）「（万葉）三羇旅けひの海のにはよくあらし刈薦の乱れて出づみゆ海人の釣舟　人丸」「十二相聞けひの浦に寄する白波しくしくに妹が姿は思ほゆるかも」〔歌〕気比海（越前）「夫木　山をきる剣を峰に残しおきて神さびにけるけひの古宮　行遍」

衣コロがモガ関セキ　今の岩手県西磐いわ井い郡平泉町にあった。もと八世紀の末、胆い沢さわの蝦夷を討伐した際の野戦基地。のち衣川の南で南北交通を検問した。新関は胆い沢さわ郡白鳥村にある。〔類〕（陸奥）「後撰雑二　ただちとも頼まざらなむ身に近き衣の関もありといふなり　読人不知」「詞花別もろともにたたましものを陸奥の衣の関をよそに聞くかな　和泉式部」〔方〕「桜・霞・川」〔備〕衣関（陸奥）「高館ノ後、切通シノヤウナルアリ。コレナリ。南部海道ナリ。ソバノ小サキ土橋ヲ桜川トイフ」

衣コロ川モガワころもがは　北上川の支流。岩手県の南部、平泉付近で北上川に合流する。〔類〕（陸奥）「拾遺　袂たもとより落つる涙は陸奥の衣川とぞいふべかりける　読人不知」「新古今別　衣川見馴れし人の別れには袂までこそ波は立ちけれ　源重之」〔備〕衣河（陸奥）「平泉村ヨリ十四五丁行ク。ヨホドノ川ナリ。土橋アリ。南部海道ナリ。今ハ高館二十丁ホド間アリ。イニシヘトハ川瀬違ヒシナリ」
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塩シオ竈ガマのノ浦ウラしほがまのうら　今の塩竈市に属する塩竈湾。千賀の浦とも。〔類〕塩竈浦・磯（陸奥宮城郡）「古今大歌所御歌　みちのくはいづくはあれど塩竈の浦こぐ舟の綱手かなしも」「新古今哀傷見し人の煙となりし夕ベより名もむつましき塩竈の浦　紫式部」「風雅恋三　身をこがす契りばかりはいたづらに思はぬ中の千賀の塩竈安嘉門院四位　」〔小〕「籬が島・松・釣舟・月・たく藻の煙」〔備〕塩竈浦（陸奥）「仙台ヨリ四里丑寅ノ方、松島へ弐里、陸海トモニ」千賀の塩竈「ちかながらトモ。思ヒニ寄ス。ちかかりしトモ。おほかた叶はざる恋」「千賀ハ浦ノ名ナリ。松島へ海陸トモ弐里ナリ。船ニテ浦々島々ヲ見ルベシ」〔文〕塩竈（仙台内）「同浦。千賀ノ浦。浮島三島」

信シノ夫ブのノ里サト　今の福島市北東部の里。〔類〕信夫里・山・杜・浦・岡・原（陸奥信夫郡）「古今恋四　みちのくのしのぶもぢずりたれゆゑに乱れむと思ふわれならなくに　河原左大臣」「後撰別　君をのみしのぶの里へ行くものをあひづの山のはるけきやなぞ　藤原滋が女」〔楢〕師シ奴ノ布ブ（陸奥）「今案ずるに、名所にあらざるか。（万葉）七雑　人こそはおほにもいはめわがここだしのぶ河原をひめゆふなゆめ」〔方〕信夫山「里・森・岡・原・浦」〔小〕「会津の里・草刈・浅茅・下草」〔備〕信夫（陸奥）「郡ノ名ナリ。福島近辺」〔鵆〕「福島より山口村へ一里、この所より阿武隈の渡しを越え、山のさしかかり、谷間に文字摺りの石あり。（中略）いつのころか岨より転び落ちて、今は文字の方、下になり、石の裏を見る。扇にて尺をとるに、長さ一丈五寸、幅七尺余。楢の丸太をもて囲ひ、脇よりの目印に杉二本植う」〔文〕信夫山（福島内）「同岡・同杜・同原・同捩摺。福島北端ニ今御山ト云々」

しシのノぶブもモぢジ摺ズりリのノ石イシ　[image: ]信夫の里

清シ水ミズ流ナガるルるルのノヤ柳ナギしみづながるるのやなぎ　　今の栃木県那須郡那須町蘆野にあったという柳。遊行柳・朽木柳・道のべの柳とも。【新古今集】夏「道のべに清水流るる柳陰しばしとてこそ立ち止まりつれ」（西行）【謡曲拾葉抄】「遊行柳は、下野国と奥州との境、芦あし生のふといふ所にあり。右のかたに道のべの清水とて、清き流れあり。今に名水とす。また、大木の柳に垣結ひて、むかしの根ざしとせり」

白シラ糸イトのノ滝タキ　今の山形県最上郡戸沢村にある。最上四十八滝の一。〔夫〕滝「最上川滝の白糸くる人のここに寄らぬはあらじとぞ思ふ　重之」〔歌〕最上川（出羽）「夫木廿　最上川落ちくる滝の白糸は山の眉よりくるにぞありける　重之」

白シラ河カワのノ関セキしらかはのせき　今の白河市付近に、五世紀ごろ蝦夷に対する防衛拠点として設けられたと伝えられる関。八世紀の末に縮小、のち廃棄されて、その跡はさだかでない。〔類〕白川関（陸奥）「拾遺秋　便りあらばいかで都へ告げやらむけふ白川の関は越えぬと　平兼盛」「後拾遺旅　都をば霞とともに立ちしかど秋風ぞ吹く白川の関　能因法師」「千載夏　見で過ぐる人しなければ卯の花の咲ける垣根や白川の関　藤原季通朝臣」「同秋下　都にはまだ青葉にて見しかども紅葉散りしく白川の関　従三位頼政」「続後拾遺冬　別れにし都の秋の日数さへつもれば雪の白川の関　大江貞重」「新後拾遺旅　都をば花を見捨てて出でしかど月にぞ越ゆる白川の関　左大臣」〔方〕「水辺にあらず、山なり。京より五十日の道なり。花・紅葉よめり」〔歌〕「卯の花・桜・紅葉・松・都」〔備〕白河関（陸奥）「下野・奥州ノ堺ニ並ビテ両国ノ堺ノ明神両社アリ。前ハ茶ヤナリ。イニシヘノ関ハ、東ノカタ弐里半ホドニ籏ノ宿トイフアリ。ソレヨリ壱里ホド下しも野つけノカタ追分ケトイフ所ナリ。今モ両国ノ堺ナリ」〔文〕白河関（白河内）「関山アリ。古道ハ関海道トイフ。今ノ海道ノ東ナリ。二所ニ明神アリ」

白シラ根ネがガ岳ダケ　今の石川県石川郡と岐阜県大野郡の境にある高山。白しら山やまとも。〔類〕白山（加賀）「古今旅　消え果つる時しなければ越路なるしら山の名は雪にぞありける躬恒」「後撰旅　都まで音にふりくる白山はゆきつきがたき所なりけり　読人不知」〔備〕白山（加賀）

末スエのノ松マツ山ヤマすゑのまつやま　今の宮城県多賀城市八幡にある宝国寺の裏手に、その遺跡と伝えられる所がある。〔類〕（陸奥）「古今大歌所御歌　君をおきてあだし心をわがもたば末の松山波も越えなむ」「後拾遺恋四　契りきなかたみに袖をしほりつつ末の松山波越さじとは　清原元輔」〔小〕「蜑の釣舟・岸・浦・峰」〔備〕末松山（陸奥）「塩竈ノ己午ノカタ、三十丁バカリ、八幡村ニ末松山宝国寺トイフ寺ノ後ナリ。市川村ノ東二十丁ホドナリ。仙台ヨリ塩竈へ行ケバ、右ノカタナリ。多賀城ヨリ見ユル」「多賀ノ城ハイニシヘノ国守館舎ナリ。末ノ松山ウチ越シテ海見ユルナリ」〔鵆〕「八幡村百姓の裏に奥の井あり（中略）これより末の松山、向かうに海原見ゆ」〔聞〕「丘山ニ青松数十株アリ」

袖ソデのノ渡ワタりリ　今の宮城県石巻市住吉町の大島神社の前に遺跡がある。もと北上川の渡し。〔類〕（陸奥）「新後拾遺恋一　陸奥の袖の渡りの涙川心のうちに流れてぞすむ　相模」〔備〕袖渡（陸奥）「─袖の渡りの涙川心の中に流れてぞすむ　仙台ヨリ十三里、石ノ巻町ハヅレ、住吉ノ社アリ。鳥居ノ前、真野ノカタヘ渡ル渡シナリ」〔文〕袖渡（秋田ノ内）「袖浦、秋田坂田トイフ。出羽内ニアリ。モシ、ココカ」〔聞〕「石巻ノ北市、住吉ノ神祠アリ。（中略）河流社前ニ滔々タリ。（中略）イニシヘノ袖ノ渡リナリ。古木回岩、社後ヲメグリ、白沙翠汀、橋畔ニ連ナル。春時ノ花、秋樹ノ紅、モツトモ愛スベキノ地ナリ」




タ　行




武タケ隈クマのノ松マツ　今の宮城県岩沼市にある。〔類〕武隈（陸奥）「後撰雑三　植ゑし時契りやしけむ武隈の松をふたたびあひ見つるかな　元善朝臣」「後拾遺雑四　武隈の松は二木をみやこ人いかがと問はばみきと答へむ　橘季通」「同　武隈の松はこのたび跡もなし千年を経てやわれは来つらむ　能因法師」「同俳諧　武隈の松は二木をみきといはばよくよめるにはあらぬなりけり　僧正深覚」〔備〕武隈（陸奥）「─の松はこのたび跡もなし千年を経てやわれは来つらん　能因──の松は二木をみきといはばよくよめるにはあらぬなるべし　僧正深覚　白石ト仙台ノ間、岩沼トイフ町へ入リ、西ノカタニアリ」「竹駒明神トイフ社の別当寺ノ後、古市源吉家中屋敷ノハヅレナリ。竹ニテ囲ヒ垣シテアリ。イニシヘ奥州官舎ナリ」

担タ籠ゴ　今の富山県氷見市下田子付近。〔類〕多枯浦磯・入江（越中　射水郡）「拾遺夏　たごの浦の底さへ匂ふ藤波をかざして行かむ見ぬ人のため　柿本人麿」「続後拾遺春下　たごの浦や汀の藤の咲きしよりうつろふ波ぞ色に出にける前関白左大臣」〔方〕「入江・藤波」〔歌〕「磯・松・藤・汀・越路」〔備〕多枯（越中）

玉タマ江エ　今の[image: ]福井県足羽郡麻生津の江川、[image: ]福井市花堂町付近、[image: ]福井市と麻生津の間などの諸説がある。また摂津に同名の名所がある。〔類〕（越前　摂津同名アリ）「後撰雑四玉江こぐ蘆苅り小舟さし分けてたれをたれとかわれは定めむ　読人不知」「後拾遺夏　夏かりの玉江の蘆を踏みしだき群れゐる鳥の立つ空ぞなき源重之」〔方〕「麻生津といふ所に江川あり。これを玉江といふ説あり。いかが。尋ぬべし。津の国に同名あり」〔小〕越前「蘆・月」〔備〕玉江（越前）「類（類字名所和歌集）」

玉たま田だ（二九）　仙台市原町小田原付近。もと摂津・河内両説があったが、貞享ごろ大淀三千風らによって仙台の歌枕に設定された。【散木奇歌集】「取りつなげ玉田横野の放れ駒つつじの岡にあせみ咲くなり」（源俊頼）【和歌色葉】「津の国の玉田といふ所に、横野といふ野あり。その野にあせみ多くあり。（中略）ある人いはく、（中略）つつじの岡（中略）河内の国にある岡なり。玉田・横野もその国か」【松島眺望集】「この歌は河内国玉田・横野の題にあり。ここ（仙台）にも玉田・横野といふ所あり。さだかに知れず」〔備〕玉田岡山「畑ニナルナリ」〔聞〕玉田・横野「小俵村ニアリ。東照宮神庿東北ノ山間ニ湖水アリ。玉田湖ト称ス」

月ツキのノ輪ワのノ渡ワタしシ　今の福島市鎌田字月輪の月の輪山麓付近で阿武隈川を横断する渡し。ただし、ここは歌枕ではなく、歌枕としての月の輪は京都市東山区今熊野町にある。〔類〕月輪（山城）「新古今春下　たがためにあすは残さん山桜こぼれて匂へけふのかたみに清原元輔」

躑ツツ躅ジがガ岡オカつつじがをか　今の仙台市榴つつじケ岡の地。陸奥・河内・常陸・肥後など諸説があったが、近世初期に今の地に確定された。【古今六帖】岡「みちのくのつつじの岡の熊つづらつらしと妹いもをけふぞ知りぬる」【散木奇歌集】「取りつなげ玉田横野の放れ駒つつじの岡にあせみ咲くなり」（源俊頼）【和歌色葉】「河内国にある岡なり」〔備〕つつじが岡「天神ノ社ニナル」〔聞〕躑躅岡「南目村ニアリ。高キ岡アリ。山ツツ榴ジガ岡ヲカトイフ」

壺ツボのノイ碑シブミ　本文では今の宮城県多賀城市市川にある多賀城碑をさしている。元来は坂上田村麿が弓筈で「日本中央」と彫りつけたと伝える碑で、今の青森県上北郡天間林村大字天間館の小字坪村にあったという。〔類〕壺碑（陸奥）「みちのくのいはでしのぶはえぞ知らぬ書き尽くしてよ壺のいしぶみ右大将頼朝」〔歌〕壺石文（陸奥）信夫・夷・磐手・えぞが千島・外の浜・津軽「田村将軍、奥州壺碑にて、石面に日本国の中央と書きつけたまへり。それより石文と申すとかや。石面五丈ばかりなるに文字彫ゑりつけたりといへり」「歌枕　みちのくの奥ゆかしくぞ思ほゆる壺のいしぶみ外の浜風　西行」〔備〕壺碑（陸奥）「─のいはでしのぶはえぞ知らぬ書き尽くしてよ壺のいしぶみ　頼朝　仙台ヨリ塩竈ヘノ道、市川村トイフ（所）ノ屋敷ノ中ヲ右ヘ三四丁田ノ中ヲ行ケバ、低キ山ノ上リ口ニアリ。仙台ヨリ三里半ホドアリ。市川村ノ上ニ多賀城跡アリ」「石ノ高サ、地ヨリ上六尺五寸余。幅、広キ所三尺五六寸、狭キ所三尺」〔鵆〕「碑之図　高サ、六尺三寸。横、三尺一寸。厚サ、一尺」

敦ツル賀ガ　今の福井県敦賀市。〔類〕敦賀（越前）「われをのみ思ひ敦賀の越こしならば帰るの山はまどはざらまし　読人不知」〔小〕敦賀　浜・浦（越前）「雁・帰るの山・越路」〔備〕鹿つぬ角がの浜はま・敦賀（越前）「類（類字名所和歌集）」

十ト符フのノ菅スゲ　今の仙台市岩切字台屋敷付近。〔類〕十符　浦（陸奥）「金葉冬　水鳥のつららの枕ひまもなしむべさえけらし十符の菅菰経信」〔方〕「陸奥の十符の菅菰七ふには君を寝させて三ふにわれ寝む」〔歌〕十府（陸奥）「野田・菅蔣・浦風・荒莚」〔備〕十府浦（陸奥）「仙台ヨリ塩竈ヘノ道、今市トイフ近ク。水鳥のつららの枕ひまもなしむべさえけらし──のすがごも　見し人も──浦風音せぬにつれなく澄める秋の夜の月　今市ヲ北ヘ出抜ケ、大土橋アリ。北ノツメヨリ六七丁西ヘ行ク所ノ谷間、百姓屋敷ノ内ナリ。岩切新田トイフ。囲ヒ垣シテアリ。今モ国主ヘ十符ノ菰こもヲ編ミテ貢ス。道、田ノ畔くろナリ。奥ノ細道トイフ。田ノ脇ニ菅植ヱテアリ。貢ニ不足スルユヱ、近年植ウルナリ。コレニモ囲ヒアルユヱ、コレヲ旧跡ト見テ帰ル者多シ。仙台ヨリ弐里余、塩竈・松島ヘノ道アリ」




ナ　行




那ナ古ゴ　今の富山県新湊市堀岡町の海岸。旧名、放生津。〔類〕奈呉　江・港・海・門・浦・沖（越中　射水郡）「金葉恋下　逢ふことも奈呉江にあさる蘆鴨のうきねを鳴くと人は知らずや摂政左大臣」〔楢〕「（万葉）十七　東あゆの風かぜいたく吹くらし奈呉の海あ人まの釣する小舟こぎ隠る見ゆ　家持」「港風寒く吹くらし奈呉の江に妻よびかはし鶴たづ沢さはに鳴く　家持」「奈呉の海に潮のはや干ばあさりしに出でむと鶴たづは今ぞ鳴くなる　福丸」〔歌〕「江　入─・海・蜑　釣舟・蘆・越路」〔備〕奈呉（越中）「放ハウ生ジヤ子ウズノ町ニ名アリ。後ニ湖アリ。コレナラン。大半、田ニナル」

那ナ須スのノ篠シノ原ハラ　今の栃木県那須郡。〔方〕那須野（下野）「篠原・ゆり金」「武もの士のふの矢なみつくろふ籠こ手ての上に霰たばしる那須の篠原」【下野風土記】篠原「コノ所ニ稲荷ノ宮アリ。篠原稲荷トイフ。（中略）玉藻ノ前ノ霊ヲマツリシ宮ナリ」

名ナ取トリ川ガワなとりがは　宮城・山形県境に源を発し、宮城県を東流、仙台市の南で太平洋に注ぐ。〔類〕名取　河・郡・御湯（陸奥）「古今恋三　みちのくにありといふなる名取川なき名取りては苦しかりけり　忠岑」「新後撰夏　名取川瀬々にありてふ埋れ木も淵にぞ沈む五月雨のころ　従三位為継」〔小〕信しの夫ぶが原はら・埋木・淵・五月雨」〔備〕名取（陸奥）「恋・述懐。埋木も淵にぞ沈む五月雨ごろトモ、浮き沈みあらはれてゆく─トモ、霞める月の─トモ。御湯モ」「郡名ナリ。川ハ中町ノハヅレ、仙台ノカタニアリ。西ヨリ東ヘ流ル。御湯ハ川上壱里ホドニアリ」

鳴ナル子ゴのノ湯ユ　今の宮城県玉造郡鳴子町の鳴子温泉。一説に、歌枕の佐さ波わ古こ御湯に当たるという。〔類〕佐波古御湯（陸奥）「拾遺物名　あかずして別れし人の住む里はさはこの見ゆる山のあなたか　読人不知」〔備〕佐波古御湯（陸奥）「岩城。また仙台ヨリ新庄ヘ越ユル道、尿シト前マヘトイフ宿ノ近所、鳴子の湯トイフアリ。イニシヘノ沢子ノ御湯ナリ。所ノ者ハ判官殿ノ古事ヲイフ」[image: ]『随行日記』五月十五日の条

野ノ田ダのノ玉タマ川ガワのだのたまがは　今の宮城県多賀城市近郊。〔類〕玉川（陸奥）「新古今冬　夕されば汐風こしてみちのくの野田の玉川千鳥鳴くなり　能因法師」「新勅撰雑四　陸奥にありといふなる玉川のたまさかにだに逢ひみてしがな　読人不知」〔歌〕玉川（陸奥）「十符浦・入江・浅瀬・汐」〔備〕玉川　ノダ（陸奥）「─たまさかトモ、汐風、夕汐ながら、みちのくトモ。岩城ノ内」〔聞〕「塩釜村以南ニアリ。往昔ハ河流アリ。潮汐マタ来往（中略）如今廃地トナリテ、タダ野田ノ溝梁ヲ残スノミ」




マ　行




籬マガがキガ島シマ　今の塩竈湾内の小島。〔類〕籬島（陸奥）「古今大歌所御歌　わが背子を都にやりて塩竈の籬の島のまつぞ恋しき」「後撰恋三さてもなほ籬の島のありければ立ちよりぬべく思ほゆるかな　清蔭朝臣」〔方〕「山・里・苫・月」〔歌〕「塩竈・末松山・千賀浦・漁火」〔備〕籬島（陸奥）「塩竈ノ向カウナリ」

松マツがガ浦ウラ島シマ　今の宮城郡七ケ浜町の南の海岸。〔類〕松賀浦島（陸奥）「後撰雑一　音に聞く松が浦島けふぞ見るむべも心ある尼は住みけり　素性法師」「新勅撰雑四　心ある海人の藻塩火焼き捨てて月にぞあかす松が浦島　祝部成茂」〔方〕松島「松が浦島とも」〔歌〕「蜑・鶴・千鳥」〔備〕松賀浦島（陸奥）「塩竈辰巳ノカタ、所ニハ松が浜トイフナリ」〔聞〕「千賀ノ地ヲ去ルコト十余里、青松マツガ浜ハマニアリ。佳境絶景、松島ニ減ゼズ」

松マツ島シマ　今の宮城県松島湾内外に散在する諸島と海岸一帯。〔類〕松島　磯（陸奥）「後拾遺恋四　松島や雄島が磯にあさりせし蜑あまの袖こそかくはぬれしか　源重之」「新後撰秋下　藻塩焼くけぶりも絶えて松島や雄島の波にはるる月影　今上御製」〔方〕「小島・松が浦島とも。あま・千鳥・月」〔歌〕「雄島・磯・蜑・塩焼・浜庇・千鳥」〔小〕「月・蘆あし鶴たづ」〔備〕松島（陸奥）「仙台ヨリ五里丑寅ノカタナリ。塩竈ヨリ海陸トモニ弐里。石ノ巻ヘ八里アリ。瑞岩寺開山、法身真壁平四郎ナリ。中興開山雲居。法身和尚ノ岩屋、山門ノ内、左ノカタニアリ」〔鵆〕「松島眺望、五十七島・四十八浜・二十二浦・三十一崎、外に金花山・富の山」

真マ野ノのノ萱カヤ原ハラ　今の宮城県石巻市真野。〔類〕（陸奥）「続古今恋一　まだ見ねばおもかげもなしなにしかも真野の萱原露みだるらむ　権大納言顕朝」〔楢〕真野（陸奥）「（万葉）三譬喩みちのくの真野の萱原遠けれどおもかげにして見ゆといふものを　笠郎女」〔歌〕「里・池・菅・故郷・都」〔備〕真野萱原（陸奥）「石ノ巻ノ近所、壱里半ホドアル山ノ間ナリ。袖ノ渡リヲ越エ行クナリ」〔文〕真野萱原（仙台内）「苅田郡白石駅ヨリ奥ノ端」

美ミ豆ズのノ小コ島ジマみづのこじま　今の宮城県玉造郡鳴子町荒雄川（玉造川）の河中の小島という。〔類〕美豆小島（陸奥）「古今大歌所御歌　小黒崎みづの小島の人ならば都のつとにいざといはましを」〔歌〕「都のつと・小黒崎」〔備〕美豆島（陸奥）〔聞〕「小黒崎西南ヲ去ルコト四五丁、鍛冶沢東南玉造川中ニアリ。（中略）ソノ下流ニ一洲アリ。洲中高丘アリ。高サ二丈余東西五六歩、南北八九間、丘上ニ蒼松三株アリ、（中略）ホトンド凡境ニアラズ」[image: ]『随行日記』五月十五日の条

宮ミヤ城ギ野ノ　今の仙台市東郊木ノ下付近一帯をいう。古くは仙台付近一帯をさした。〔類〕宮城野・原（陸奥　宮城郡）「古今恋四　宮城野のもとあらの小萩露を重み風を待つごと君をこそ待て　読人不知」〔歌〕「木の下露・御笠・萩・鹿」〔備〕宮城野（陸奥）「仙台ノ東ノカタ、木ノ下薬師堂ノ辺ナリ。惣ジテ仙台ノ町モ宮城野ノ内ナリ」

むムやヤむムやヤのノ関セキ　今の秋田県由利郡象潟町にあった関。ほかに[image: ]山形県の東笹谷峠にあった関、[image: ]鳥海山の西麓遊佐町吹浦字岩山にあったという関、[image: ]秋田・山形県境の大師崎にあったという関等諸説がある。【色葉和難集】「もののふの出づさ入るさにしをりするとやとや鳥のうやむやの関（中略）ある人いはく、（中略）むやむやの関とは、鈴鹿の関をいふなり。（中略）顕昭いはく、ふやふやの関とは、能因歌枕にいふ、ふやふやの関は出羽の国にありといへり。（中略）あるいはむやむや、あるいはふやふや、あるいはもやもや、あるいはいなむや、あるいはうやむや、かくのごとくさまざまに書けり」〔備〕「ウヤムヤノ関ハ、白石ヨリ最上越ユル笹谷峠ノ麓ナリ」〔鵆〕「（象潟）より酒田へ戻る。（中略）一里出でてうやむやの関あり。東鑑に、大関笹谷峠のことなり、奥州にありと云々。象潟のうやむや、おぼつかなし」〔文〕有耶無耶関（仙台内）「苅田郡山形海道ノ関トイフ所アリ。有アル耶ヤノ館トイフ山アリ。ココノコト」[image: ]『随行日記』六月十六日の条

室ムロのノ八ヤ島シマ　今の栃木市惣社町にある大おお神みわ神社のこと。室八島明神ともいう。〔類〕室八島（下野）「詞花恋一　いかでかは思ひありとも知らすべき室の八島の煙ならでは　藤原実方朝臣」「千載春上　煙かと室の八島を見しほどにやがても室の霞みぬるかな　源俊頼朝臣」〔方〕「煙・海士のたく火」〔歌〕室八島（下野）富士・東路「東路の空の八島に立つ煙たがこの世にかつなし焼くらん　読人不知　室八島、下野国の野中に、竈を塗りたるをいふと、云々。ある人、子を殺して葬送を言ひつけければ、子を助けて、つなしといふ魚を焼きて、その煙を親に見せけるとかや。その心をよめる歌なるべし。またいふ、下野国の野中に島あり。俗に室の八島といふ。その野中に清水あり。それより出づる気の立てる、煙に似たるをいふなり。実の煙にはあらずと、云々。両説ともにこれを用ふべし」〔備〕室八島（下野）「名のみなりけりトモ、跡もなきトモ。煙かと室の八島を見しほどにやがても空の霞みぬるかな　五月雨に室の八島を見わたせば煙は波の上よりぞ立つ」「飯塚ト壬み生ぶトノ間、左ノカタナリ。飯塚ヨリ二里、壬生ヨリ一里アリ。所ニテハ惣社トイフ。明神ノ後ニ、ケブノ里アリ」

最モ上ガミ川ガワもがみがは　源を福島県境の吾妻山に発し、山形県を北流、のち、西流して酒田付近で日本海に注ぐ。〔類〕最上川（出羽　最上郡）「古今大歌所御歌　最上川のぼればくだる稲舟のいなにはあらずこの月ばかり」「続千載夏　最上川水かさまさりて五月雨のしばしばかりもはれぬ空かな　前関白太政大臣」〔方〕「早川なり」〔歌〕「稲舟・岸・瀬・岩・滝・淵」〔備〕最上川（出羽）




ヤ　行




横ヨコ野ノ　[image: ]玉田










語句索引






一　この索引は、本文所出の語（助詞・助動詞を除く）を五十音順に配列したものである。

二　表記および読みかたは本文に従い、配列は発音順によった。

三　複合語は一語として扱ったが、結合度の低いものは、下の単語を再出した。

四　識別のまぎらわしい見出し語については、便宜、[image: ]発音、[image: ]意味の区別を示す漢字、[image: ]品詞名、[image: ]上下に接続する語等を下に注記した。








　　　あ





あひ（遇ひ）

間々（あひあひ）

愛す

会津根

あふ（遭ふ）

会ふ

青葉

青み-たり

あかあかと

明かし-て

暁

上がれ-ば

秋

秋風

秋田

明らかに

明くる

明くれ

朱（あけ）

あけぼの

浅香山

浅から-ぬ

[image: ]（あさかり）

朝日

あさましう

あさむづの橋

足

蘆

葦

あしく（悪しく）

朝（あした）

足駄

蘆野の里

阿闍梨（あじやり）

明日（あす）

東人（あづまうと）

汗

按察使（あぜつし）

あせび

価（あたひ）

暖め

あたり〈この─〉

当たれ-り

暑き

集まる

あつみ山

集め

後

跡　

案内せ-し

兄

姉歯の松

鐙摺（あぶみずり）

あふれ（溢れ）

雨具

あまた

蜑の小舟

天の河

海士のこ

海士の小家

蜑の苫葺き

蜑の苫屋

蜑の家（あまのや）

あまり

余り〈十年─〉

甘んず

雨

危ふき

危ふし

あやし

あやしき

怪しま

怪しめ

あやしう

あやめ（菖蒲）

あやめ草

歩行（あゆみ）

歩む

あら〈感〉

あら-ず

あら-ば

荒海

嵐

荒らし

あらそひ

あらたに〈神霊─〉

新たに

改まり

改む

改め

あらまし

顕す

顕る

現る

あり（有り）

有明

ありがた-や

有磯海

有間

ある（有る）

ある〈─草庵〉

あるいは

あるじ

あるじせ-らる

あるは（或は）

あれ（有れ）

荒れ

合はせ




あはれ

あはれさ

あはれなり

あはれなる

庵（あん）

行脚

安置し

安置す

闇中

安堵

案内す






　　　い





射-し

いひ（言ひ）

いひおどさ-れ

いひ捨て

飯塚

飯塚の里

いふ（言ふ）

家

いへ（言へ）

庵（いほ）

庵（いほり）

いかが

いかで

いかなる

いかに

息

生き

いくつ

いさご

いささか

いざなひ

いざなは-れ

石

石の巻

石山

衣装

出づ

いづく

いづこ

和泉が城

和泉三郎

出づる

いづれ

伊勢

伊勢の国

磯

磯伝ひし-て

抱け-る

板敷山

頂（いただき）

いたま-しめ

至り

到る

至れ

いたはら

いたはり

いたはる

一衣（いちえ）

市川村

一眼

一時

市振の関

一辨

一枚

一夜

一里

一里半

いつ（何時）

謂つ-つべし

一-にして

五日

一句

一家（いつけ）

一見し

一見す

一首

一宿し

一生

一笑

一睡

一村

一体

一鳥

一天

一徳

出で

出で立ち

出で迎ひ

温泉（いでゆ）

いと〈副〉

いとふ（厭ふ）

いとど

稲船

犬追物

犬戻り

稲

いね-られず

遺風

今

今更

いまだ

卑しから-ず

甍（いらか）

入り

入相の鐘

入り集まる

入江

入る

入れ

色

種の浜（いろのはま）

囲炉裏（ゐろり）

岩

巌（いはほ）

岩城（いはき）

いはく

岩手の里

岩沼




岩屋

いはれ（謂れ）

院々

隠士

陰晴






　　　う





うひうひしき

上

植ゑ

植ゑ継ぎ

植ゑ並べ

上野

魚（うを）

穿ち（うがち）

浮かび

浮かぶ

浮かべ

浮かれ立つ

鶯の関

請け-ず

雨後

動け

憂さ（うさ）

潮（うしほ）

氏神

失は-ず

羽州

後（うしろ）

後影

埋もれ

歌

疑ひなき

歌枕

中（うち）

内

打ち〈剣を─〉

うち上げ

うち入るる

うち煙り

うち騒ぎ

うち敷き

討死

うち捨て

うち解け

打つ-たり

卯月（うづき）

無戸室（うつむろ）

映ら

移り

映り

移る

器（うつはもの）

卯の花

卯の花山

奪は-れ

馬

生まれ

海

浦

裏

憾み（うらみ）

裏見の滝

憾む

瓜

雲関

雲巌寺

雲居禅師

雲端

雲霧






　　　え





江

画

得-させよ

永平寺

会覚阿闍梨

駅

画図（ゑづ）

夷（えぞ）

枝

越後

越後の国

越前

越前の国

越人（ゑつじん）

閲す（えつす）

謁す（えつす）

越中の国

江戸

恵美朝臣[image: ]（ゑみのあそんあさかり）

栄燿（ええう）

撰び

淵庵不玉

縁起

延喜式

炎天

円頓融通

艶なる






　　　お





緒

笈

老い〈名〉

老い〈動〉

追ひ風

老い木

追ひ来る

老いさらぼひ

奥羽

扇

阿武隈川

往来（わうらい）

負へ-る

覆ひ

大石田

大垣の庄

大木戸

大きなる

多く

大坂

多し

大手

大野朝臣東人

大山（おほやま）

大山祇（おほやまづみ）

御時（おほんとき）

をかしう

拝ま-ん

拝み-て

拝む

おきそふ

沖の石

奥

奥浄瑠璃

おくのほそ道

奥の細道

送ら

贈ら

送り

送る

贈る

小黒崎

おこり-て

をさまれ-る

納め

教ふ

教ふる

教へ

雄島が磯

雄島の磯

遅桜

恐る

恐ろしき

緒絶えの橋

穏やかなり

落ち

落り入る

落ちこぼれ

落穂

落つる

音

弟

落とし

落とす

おとづる

同じ

同（おなじく）

男（をのこ）

おのづから

尾花沢

尾ぶちの牧

小舟（をぶね）

おぼえ

おぼつかなし

おぼつかなう

おぼゆ

御前（おまへ）

思ひ〈名〉

思ひ〈動〉

思ひ出づ

思ひ出で

思ひがけ

思ひ立ち

思ひ続け

思ひめぐらさ-ず

思ひやら-る

俤（おもかげ）

面（おもて）

表-八句

親知らず

御山（おやま）

およそ

をり

をりをり

をりをりに

をりふし

御跡（おんあと）

恩沢

女

御情（おんなさけ）






　　　か





香

蚊

かひがひしき

開基

懐旧

開山す

海上

廻船

開帳す

開闢

海浜

飼屋（かひや）

変へ〈さまを─〉

返し〈動〉

返す

加右衛門

帰ら-ば

帰り-て

帰る

帰山

帰れ-ば

かをらす

かをる

かかへ

過客（くわかく）

かかげそひ

加賀の国

加賀の地

加賀の府

かかやかし

かかやかす

かかやき

かかり〈動〉

かかる〈連体〉

かかれ-る物

書き

書き置き

書き捨つ

書付〈名〉

書き付け〈動〉

書きとどめ

限り

隠-す

かく〈副〉

書く

かくて

隠る

隠れ

かけ〈動〉

陰

影

佳景

掛け置く

影沼

加護

画工

囲み

笠

かざし

笠島

笠島の郡

重なり

重なる

重ぬ

かさね〈名〉

重ね-て

飾れ

花山の法皇

樫

貸し

鍛冶小屋

かしましけれ

何処（かしよ）

頭（かしら）

貸す

数

幽かなり

かすかなれ

幽かに

霞

風

かた（方）

肩

がたく

がたし

形

傾く

記念（かたみ）

形見の薄

語ら-れぬ

語り-ける

語り伝ふ

語り続け

語る

語れ

かたはら

勝ち

かつ〈副〉

かつ〈接〉

月山

かつは

かつみ

門（かど）

首途（かどで）

金沢

かなし-も

悲しく

悲しさ




悲しび

悲しみ

必ず

鉄（かね）

鐘

かねて

兼房

かの

甲（かぶと）

かまへ

竈（かまど）

神

雷（かみ）

髪

紙子

紙幟

神祭

佳名

萱葺き

通ひ

通ふ

かよわげに

借ら-ん

辛き

からげ-て

からびたる

借り

刈り

借り置き

かりそめに

借る

刈る

かれ（彼）

借れ

川

河合氏

かわかせ-て

交はし

川舟

代はれ

間（かん）

感

考へ置き

岩窟

神さび

干将

岩上

願状

眼前

館代

岩洞

観念

元年

感応（かんのう）

堪能

観音堂

顔（かんばせ）

干満珠寺

冠（かんむり）






　　　き





木

義

消え入る

聞か

聞き

聞き伝へ

聞きなれ

菊

聞く

菊唐草

聞け

奇景

聞こえ

聞こゆ

象潟

階（きざはし）

刻む

岸

寄進

義臣

築き

奇石

木曾義仲

北

北上川

来たり

来たり合ひ

来たる

来たれ

帰朝

切つ-て

木啄（きつつき）

奇なり

木の下

気稟（きひん）

灸

旧庵

旧館

九仭

旧跡

消ゆれ

今日

行基菩薩

行者

行者堂

行尊僧正

経堂

行道

行法

清し

清輔（きよすけ）

挙白

きらびやかに

伐り

きりぎりす

羇旅（きりよ）

気力

着る

切れ〈名〉

切れ〈動〉

金華山

金鶏山

禁ず






　　　く





句

食ふ

空海大師

空虚

句々

草

叢（くさむら）

医師（くすし）

崩れ

下す

下り

下る

口

朽ち

口付き

究竟（くつきやう）

屈曲

国

久米之助

蜘蛛（くも）

雲

曇り

くやし

鞍壺（くらつぼ）

栗

俱利伽羅が谷

苦しみ

苦しむ

暮るる

暮るれ

狂は-せ

暮れ〈動〉

畔（くろ）

黒

黒髪山

黒く

黒塚の岩屋

黒羽

黒部四十八が瀬

黒山

加ふる

加へ

鍬形

郡守






　　　け





夏（げ）

[image: ]口父子

詣す

鶏頭

気比の明神

詣拝す

消さ-ん

気色（けしき）

結縁せ

潔斎し

げに〈副〉

煙（けぶり）

験効

源氏

献ず

見仏聖

元禄






　　　こ





午（ご）

小家（こいへ）

効

乞ふ

業因

郊外

剛毅

興行

高山（かうざん）

江山

江上

鮫人（かうじん）

好風

功名

光明寺

かうやう-の人

強力（がうりき）

声

乞へ

越え

声々

越え行く

桑折の駅

小貝

蚕飼ひする

木陰

こがね

金（こがね）

漕ぎ連れ

漕ぐ

国界

国守

苔

ここ

凍え（こごえ）

心地

心地し

九日

心

志〈名〉

志し〈動〉

心細き

心細し

試み〈動〉

心もとなき

小里

腰掛け-て

越路（こしぢ）

五尺

五十町

古松

子知らず

古人

越す

梢

去年（こぞ）

古代

乞食

呉天

碁点

こと

事

ことし（今年）

言伝

異なり

殊に

詞（ことば）

ことば（言葉）

ことふり

ことわり

こなた

この

木の下闇

このしろ

木の花咲耶姫の神

木の間

五百年来

御廟

古墳

御坊

戸部某

こぼれ

駒

駒返し

小松

こまやかに

小娘

こめ-られ

こもり

こもる

越ゆ

越ゆる

越ゆれ

こよひ

五里

これ

古例

ころ

ごろ

衣

衣更

衣が関

衣川

紺

権現

金壁（こんぺき）






　　　さ





さ-もあるべき

際

西行

西行法師

再興せ-られ

彩椽（さいてん）

西方浄土

祭礼

棹し（さをさし）

境

さかひ-て

酒田

肴

先（さき）

咲き添ひ

先立ち

左吉

咲く

作意

桜

さぐり足し

酒

避け

笹

小竹筒（ささえ）

ささへ（支へ）

坐し

座し

さし出づる

さし置き

さし固め

さすがに

さすらへ

坐禅石

誘はれ

定かなら

定まり-ぬ

定めなき

五月（さつき）

さて

さては

さても

里

佐渡

佐藤庄司

里山

悟り

早苗（さなへ）

実方（さねかた）

実盛（さねもり）

鯖野

寂しさ

さま

さまざまに

五月雨

寒し

さむる〈目─〉

左右

さらに

さらば

さりがたき

されども

されば

山河

三関

山気

参議

山居

参宮する

参詣

三山

三尺

三十三所

三十二世

三将

山上

三千里

三尊

三代

山中

三年

杉風（さんぷう）

山門

三里






　　　し





士

詩

し〈動〉

字

仕合はせし-たり

潮風

塩竈（しほがま）

塩竈の浦

塩竈の明神

汐越

汐越の松

しをらしき

枝折り（しをり）

慈覚大師

止観

死関

敷き

食堂（じきだう）

しきりに

敷け-る

茂み

茂り合ひ

紙硯（しけん）

示現し

四五日

四十八が瀬

死す

閑かさ

閑かに

閒かに

死せ-る

児孫

下（した）

慕ひ

慕ひ来る

慕ふ

従ふ

下ざま

親しき

したため

しただり

下葉

慕は

七月

七堂

七年

市中

七里

十景

七宝

尿前の関

死な-ん

死に-ける

篠（しの）

凌ぎ（しのぎ）

篠原

しのぶ摺り

信夫の里

しのぶもぢ摺りの石

しばし

しばらく

持病

島

島々

しみ入る

清水流るるの柳

四民

しめし

四面

霜

下野（しもつけ）

僕（しもべ）

若輩

寂寞と

捨身（しやしん）

社頭

四維（しゆい）

執（しふ）

十一日

縦横

重行

十五日

十二月

十二日

什物（じふもつ）

十四日

十里

十六日

宿（しゆく）

宿（しゆくす）

修験

殊勝

殊勝に

修造

出家し

衆寮

巡礼

書

枝葉

庄

情（じやう）

小庵

城下

生涯

城外

将軍

荘厳（しやうごん）

庄司




正直

成就

賞せ-らる

小堂

小童

商人

上人

松栢

正八幡

鐘板

浄坊寺何某

聖武皇帝

逍遥し

濁子（ぢよくし）

濁世

如行（じよかう）

暑湿

書写

知ら

白糸の滝

白毛（しらが）

白河の関

白波

白根が岳

虱（しらみ）

知り

しるさ-ず

しるし〈名〉

しるす

知る人

しれ者

城

白石の城

白し

白妙

神（しん）

仁

人家

神亀

神功后宮

新古二道

神社

身心

森々と

薪水

人跡

神前

親族

塵土（ぢんど）

神明（しんめい）

神霊






　　　す





巣

す〈動〉

瑞巌寺

水陸

数里

すうる

末

末の七日

末の松山

須賀川の駅

菅菰（すがごも）

姿

好き-て

杉

過ぎ

過ぐさ-ず

すぐつ-て

直道（すぐみち）

過ぐる

菅

好け-る

数景

図司佐吉

薄（すすき）

涼し

涼しさ

進ま-ず

勧むる

勧め-られ

進ん-で

裾

簾

すでに

砂

砂持ち

数百（すひやく）

須磨

炭

墨

栖（すみか）

住み替はる

墨染

住みなし

澄みゆく

澄む

住め

する

すれ






　　　せ





せ〈動〉

清閑

西湖

西施

清質

晴色

清風

関

石室

石上

石碑

隻鳧（せきふ）

関守

せせら-れ

浙江（せつかう）

殺生石

節度使

銭（ぜに）

瀬の上

蟬

責む

千岩

遷宮

千歳（せんざい）

千住

全昌寺

前川子（ぜんせんし）

仙台

前途（せんど）

仙人堂

餞別し

千里






　　　そ





僧

像

添う-て

草庵

草加

造化

宗悟

惣五

瘦骨（そうこつ）

惣五郎

総じて

早世し

霜雪

早卒に

早朝

僧ども

僧坊

相馬

桑門（さうもん）

添へ-て

属し

属せ

そこ

蘇生

そそぐ

そぞろ神

そぞろに

袖の渡り

素堂

その

往昔（そのかみ）

欹つ（そばだつ）

染緒

そもそも

空

曾良

剃り

剃り捨て

素龍

反脇指（そりわきざし）

それ

存命

存命し






　　　た





田

第一

大河

大伽藍

大願

大山（たいざん）

第三

大慈

大聖寺

頽廃

大悲

大門

田植歌

絶え

堪へ

妙なる

たをら-ぬ

倒れ伏す

高く

高サ

多賀城

高館

たがは-ず

滝

宅

たぐひ

たくましき

武隈の松

担籠の藤浪

他言する

たしかなら-ぬ

助く

助け

携へ

尋ぬ

尋ぬれ

尋ね　　

尋ね会ひ

尋ねあたる

尋ね歩き

黄昏（たそかれ）

ただ

湛ふ

たたき

たたけ

正し〈動〉

多太の神社

畳み

太刀

立ち

起ち

断ち〈腸を─〉

立ち去る

立ち続け

立ち並び

立ち寄り

立ち寄る

立つ

龍頭（たつがしら）

立て-る

伊達の大木戸

奉り

献る（たてまつる）

竪横

たどたどし

たどり着き

たどり行け

谷

谷汲（たにぐみ）

谷道

種

頼み〈名〉

頼み〈動〉

たのもしき

たび（度）

旅

旅心

旅路

旅せ

旅立ち-ぬ

旅立つ

旅寝する

旅人

玉

珠

たまひ

たまふ　

たまへ

玉江の蘆

玉垣

魂（たましひ）

玉田

玉藻の前

賜はら-せ

矯め-たる

袂（たもと）

便り

たら-ぬ

堕涙の石碑

垂れ

たわめ（撓め）

短冊

鍛冶（だんや）






　　　ち





地

小さき

誓ひ〈名〉

誓ひ〈動〉

近き

近し

力

契り〈名〉

近う

地勢

父

雉兎蒭蕘

千歳（ちとせ）

因（ちなみ）

ちはやふる

巷（ちまた）

茶

仲哀天皇

忠孝

中略し

蝶

鳥海

調子

頂上

朝夕（てうせき）

長途

長老

塵

散り失せ

ちりばめ

散る

散れ

鎮守府将軍






　　　つ





津

付い-て

追善

朔日

つひに

杖

塚

つか-ず

使ひせ-し

疲れ

月　

つき（憑き）

尽き

突き落とせ

月の輪の渡し

月日

着く

次ぐ

尽くさ

尽くし

作り

造り

造り掛け

尽くる

付け

付けかへ

伝ひ

伝ふ

つたなし

土

土際

つちふる

恙なかる

恙なう

続き-て

続け

躑躅が岡

堤

包み

つづり

つどひ

勤め

勤め訪ひ

つなで（綱手）

常

つぼの石ぶみ

壺碑

つぼみ

妻

蹶い-て（つまづい-て）

積み

冷たき

露

連なる

連ぬる

鶴

敦賀（つるが）

鶴が岡

敦賀の津

剣（つるぎ）

つれなく

兵ども（つはものども）






　　　て





手

低耳

貞室

亭主

庭中

泥渟（でいてい）

貞徳

手ごと

手もと

寺　

出羽

出羽の国

天

天工

天神

天台止観

天平宝字

田野

天屋何某

天龍寺






　　　と





戸

問ひ〈動〉

戸板

戸伊摩

訪ふ

問ふ

堂

東叡

堂下

東海

等窮

同行

道元禅師

当国

等栽

東西

当山

当寺

道心

桃翠

東山（とうせん）

道祖神

洞庭

たふと〈あら─〉

貴き

貴けれ

貴び

尊ぶ

東南

藤中将実方

東北

逗留す

道路

問へ

遠き

とかく

時

解き

時の間

読経

毒気

徳化

とげ-させ

長に（とこしなへに）

所　

所々

土座

年

閉ぢ

年老い

年ごろ

年々

年旧り〈動〉

土石

橡（とち）

土地

途中

途中吟

とつて返し

十年余り

ととのひ（整ひ）

調へ

とどまる

とどむ

とどめ

とどめ置か

とどろく

飛ばせ

扉

十符の菅菰

十苻の菅

訪ひ（とぶらひ）

戸ぼそ

苫葺き（とまぶき）

苫屋

泊まり

泊まる

富め-る

友

灯

伴ひ

伴ふ

ともに

とら-せ

とらへ

鳥

とりあへ-ぬ

とり直し

とり乗せ

とる〈早苗─〉

取る-もの






　　　な





名　

なほ　　

中

流し

長島

長月

長沼

中の五日

半ば

眺め

眺めやり

長山氏重行

なかり-せば

流るる

流れ

啼き

汀（なぎさ）

泣く

嘆かしき

嘆き寄れ

なけれ-ば

那古

なごり

情（なさけ）

なし〈動〉

なし〈形〉

なす-こと

那須

那須の篠原

茄子

なせ-る

那谷（なた）

那智

なつ-て

なつかしく

夏草

名付け

夏木立

夏山

名所（などころ）

名取川

何

何某

某（なにがし）

波

涙

滑らかに

悩まし

悩ます

習ひ

鳴らし

並べ

なり（成り）

鳴り

成出で

なる（成る）

鳴子の湯

なれ（成れ）

難

難所

南部

南部口

南部道






　　　に





似

新潟

匂ひ〈名〉

二階

憎み

西

二字

錦

二十余町

二十余里

二世

二足

日月（にちぐわち）

日夜

日光

日光山

入唐（につたう）

二堂

荷ひ

二本松

淬ぐ（にらぐ）

二里余

庭






　　　ぬ





ぬかり道

沼

ぬらし（濡らし）

ぬらす（濡らす）

ぬれ（濡れ）






　　　ね





根

寝〈動〉

寝入り

鼠の関

寝所（ねどころ）

ねぶの花

眠ら

ねまる






　　　の





野

能因島

能因法師

能除大師

農夫

野飼ひ

軒

野越え

残し

残す

残る

乗せ

望み〈動〉

臨み

望む

野田の玉川

のたまひ

後

乗つ-て

野中

登つ-て

登る

登れ

蚤（のみ）

飲み

乗ら-ん

法（のり）

乗り






　　　は





這ひ

這ひ出で

梅花

俳諧

拝し

拝す

延へかかり

破屋（はをく）

はかなき

はかなげなる

はかばかしう

墓原

はかりがたし

掃き

脛（はぎ）

萩

白砂（はくさ）

百尺（はくせき）

百代（はくたい）

白髪

莫耶（ばくや）

羽黒

羽黒山

励まし

運ばせ

橋

恥ぢ-ず

橋杭

初め

芭蕉

柱

走る

走す

辱しめ（はづかしめ）

はた〈副〉

はた〈接〉

肌（はだへ）

蜂

八句

八幡宮

八里

跋（ばつ）

初秋

初鴈

八荒

初夏

果て

花　　　

花がつみ

餞（はなむけ）

餞す

はなやかに

離れ

翼（はね）

憚り〈名〉

箒木（ははきぎ）

はべら〈補動〉

はべり〈動〉

はべり〈補動〉

はべる〈動〉

はべる〈補動〉

はべれ〈動〉

はべれ〈補動〉

浜

蛤

林

早し

隼（はやぶさ）

原

腹

原安適

払ひ

匍匐ふ（はらばふ）

腸（はらわた）

尿する（ばりする）

春

遥か

遥かなる

遥かに

晴るる

晴れ〈動〉

霽れ〈動〉

晴れ着

繁栄

判詞






　　　ひ





日　

燧が城（ひうちがじやう）

日影

東

日数

光

光堂

蟾（ひき）

引き入り

引きかけ

引きさく

引き向けよ

引き寄せ

樋口の次郎

曳け-ば

日ごろ

膝

美人

ひそかに

ひそめ入り

常陸（ひたち）

左

棺（ひつぎ）

秀衡（ひでひら）

人　

人里

一度（ひとたび）

一般（ひとたび）

一つ家（ひとつや）

一日（ひとひ）

人々

一間

一巻

一夜（ひとよ）

ひとり

雛（ひな）

比那が嵩（ひながたけ）

ひなびたる

日々

隙々（ひまひま）

百三十里

氷雪

漂泊

日和（ひより）

平泉

開き

開け

平士（ひらさぶらひ）

飛流し

昼

拾ふ

拾は-ん

琵琶

檜皮の宿

貧家






　　　ふ





府

風雨

風雲

風雅

風景

風光

風騒

風俗

風流

深けれ

吹き上げ

吹返し〈名〉

吹きたわめ

吹き着き

不玉

吹く

葺く

福井

吹浦

福島

袋

武江

ふさがり

父子

伏し

臥し

富士

藤浪

伏す

臥す

臥せ

風情（ふぜい）

防ぎ

防ぐ

扶桑

二重（ふたへ）

二木（ふたき）

二年（ふたとせ）

ふたみ

二道

二夜

二荒山（ふたらさん）

ふたり

仏閣

仏頂和尚

仏土

筆

翰（ふで）

風土記

ふとしく

舟　

船

不便（ふびん）

文

踏み

踏みたがへ

文月

踏み迷ふ

踏み分け

踏む

麓

冬

不用

旧り

降り

降り積む

降り残し

経る

降る

ふるひ〈筆を─〉

古き

古里

古巣

古寺

触れ

踏ん-で

文治






　　　へ





平家

平四郎

碧潭

隔て〈名〉

隔て〈動〉

へちま

別院

別室

別して-は

別墅（べつしよ）

別当代

紅粉（べに）

片雲

弁慶

偏固

辺国

変じ

辺土






　　　ほ





穂

坊

法雲法師

宝冠

邦畿千里

法式

方丈

封人

方寸

宝燈

はふらかし

外（ほか）

火かげ（ほかげ）

北枝

木訥

北陸道（ほくろくだう）

発起

発句

法華寺

北国一

北国日和

没し

ほど　　

仏

仏五左衛門

ほととぎす

ほのぼの

ほの三日月

火々出見の尊

彫りもの

滅び

本坊






　　　ま





間

舞

まゐらせ

前

籬が島

まかせ-て

真壁の平四郎

枕

枕もと

捲け

実（まこと）

まことに

真砂（まさご）

まさり

まします

交じり

まじる

まづ　　

ますほの小貝

また〈副〉

また〈接〉

松　

待つ

松が浦島

松笠

松島　　

末松山

的

窓

まどしき

招か

招き

まのあたり

真野の萱原

目庇（まびさし）

幻

まま

守る

眉

眉掃き

迷ひ行く

迷ふ

丸岡

丸山

まれなる

まれに

まれまれ






　　　み





見

身

三重（みへ）

見え

見え隠れ

見送り

見送る

見かけ

みかさ（御笠）

三日月

右

微細（みさい）

雎鳩（みさご）

御陵（みささぎ）

みさぶらひ

短夜

水

身すがら

自ら

みづの小島

見せ

三十日（みそか）

道　

道しるべ

道しるべする

陸奥（みちのく）

導か-れ

三日

三月越シ

貢（みつぎもの）

見付け-ぬ

御寺（みてら）

緑

皆

御中（みなか）

水上（みなかみ）

みなぎつ-て

見なし

港

南

南谷

峰

蓑

美濃の国

蓑輪

御墓（みはか）

三春

御光（みひかり）

三巻

耳

耳驚かし

宮城野

都

御社（みやしろ）

宮柱

太山（みやま）

見やり

行幸（みゆき）

見ゆる

明神

妙禅師

未来

見る

見れ-ば

見わたし






　　　む





六日

向かひ-て

迎ひ-て

迎ふる

迎へ

昔　

昔語（むかしがたり）

昔物語

麦草

むけ（剝け）

むげに

向かう

むざん-やな

無常

莚

結ば-ん

結び掛け

結び付け

結ぶ

無智

陸奥守（むつのかみ）

むつまじき

旨

胸

棟

宗高

胸とどろく

茨の花（むばらのはな）

無分別

むやむやの関

無用

群肝（むらぎも）

室の八島






　　　め





め〈危ふき─〉

目

命（めい）

銘

名月

明夜（めいや）

恵み

目盲法師

巡り

目さむる

珍し

めでたき

目の前






　　　も





毛羽

設け

申し

申し伝へ〈動〉

申す

詣づ

申せ

朦朧と

最上川

最上の庄

摸索し

もし

文字

用ゐ

もつとも

持て-る

もてなし〈動〉

もてゆく

下（もと）

許（もと）

求む

求むれ

求め〈名〉

求め〈動〉

もの

者　

物

物いふ

ものうさ

物影

物語する

武士（もののふ）

紅葉（もみぢ）

百般（ももたび）

股引

催す

漏ら

漏り〈動〉

漏り入り

門人






　　　や





家〈蜑の─〉

八重撫子（やへなでしこ）

やがて

焼き〈動〉

薬師堂

やさしかり

やさしき

夜参す

社（やしろ）

泰衡ら

休み〈動〉

休らふ

矢立

宿　

宿り〈名〉

宿りし

谷中

柳

野夫（やぶ）

破ら-ず

破れ〈名〉

破れ〈動〉

山　

やま（止ま）

病

山陰

山形

山形領

山際

山寺

山中

山中の温泉

山の端

病み

やや

弥生（やよひ）

やはらげ






　　　ゆ





湯

夕顔

勇義

幽居

夕暮れ

木綿しめ（ゆふしめ）

遊女

夕涼み

夕月夜

夕飯

ゆゑ

行か-ん

浴衣

ゆかり

雪

行き-ぬ

行きかふ

往来（ゆきき）

行き行き-て

遊行（ゆぎやう）

遊行二世

行く

行方（ゆくへ）

行末

行け

譲り

湯殿

湯殿山

湯尾峠

指

指さし

夢






　　　よ





予

代

世　

夜

宵

与市

やう（様）

用

八日

窅然と（えうぜんと）

やうやう

遥々（えうえう）

よく（能く）

浴す

横

横たふ

横たへ

横野

よし（由）

吉崎

義経

義朝公

義仲

よしなき

よぢ登れ

寄する

寄せ

粧ふ（よそほふ）

よそながら

よそ目

四日

よつて

よま（詠ま）

よみ（詠み）

よみ置け-る

よみならはし

嫁

よもすがら

代々（よよ）

より-て

夜

寄れ-ば

喜び〈名〉

喜び〈動〉

よろづ






　　　ら





礼す（らいす）

洛（らく）






　　　り





離別

立石寺

料

龍泉（りようせん）

料理

旅宿






　　　れ





霊山

霊水

霊地

憐愍（れんみん）






　　　ろ





労

朧々と（ろうろうと）

芦角一声

六月

六尺余

六年

露通

路頭






　　　わ





和歌

わが（我が）

分か-ず

若き

若木

分かち

分かつ

若葉

若者

別るる

別れ〈名〉

分かれ

別れ〈動〉

別れ行く

脇

分け

分け入る

わざ（業）

わづかなる

煩ひ（わづらひ）

忘れ

早稲（わせ）

渡つ-て

わたり〈動〉

渡り〈動〉

渡る

侘しき

侘しげなる

笑ふ

草鞋（わらぢ）

わらべ

破籠（わりご）

わりなき

わりなけれ

われ（吾）

われわれ










発句索引




　　　あ





あかあかと

秋涼し

暑き日を

あつみ山や

蜑の家や（低耳）

あやめ草

荒海や

あらたふと

ありがたや

石山の

卯の花に（曾良）

卯の花を（曾良）

笈も太刀も






　　　か





笠島は

かさねとは（曾良）

語られぬ

象潟や雨に

象潟や料理（曾良）

木啄も

今日よりや

草の戸も

雲の峰

蚕飼ひする（曾良）






　　　さ





桜より

早苗とる

寂しさや

五月雨の

五月雨を

汐越や

しをらしき

閑かさや

しばらくは

涼しさや

涼しさを

剃り捨てて（曾良）






　　　た





田一枚

武隈の松（挙白）

塚も動け

月清し






　　　な





夏草や

夏山に

波越えぬ（曾良）

波の間や

庭掃きて

蚤虱

野を横に






　　　は





這ひ出でよ

蛤の

一つ家に

風流の

文月や






　　　ま





松島や（曾良）

眉掃きを

むざんやな

名月や

物書きて






　　　や





山中や

行き行きて（曾良）

行く春や

湯殿山（曾良）

世の人の

よもすがら（曾良）






　　　わ




早稲の香や
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本書は、昭和二十七年に初版発行、昭和四十二年発行の新訂版を経て、再度の全面改訂を施した新版である。








地図制作…オゾングラフィックス










新しん版ぱん
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現げん代だい語ご訳やく／曾そ良ら随ずい行こう日につ記き付つき
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